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序

　県道前橋長瀞線は、群馬県前橋市と埼玉県長瀞町を結ぶ幹線道路です。この度の拡

幅事業は、高崎市東部の綿貫地区にあたります。「群馬がはばたくための７つの交通軸

構想」の一角、県道前橋長瀞線の渋滞緩和により、地域経済の活性化を促すことで計

画されました。

　発掘調査実施になりました綿貫地区には、観音山古墳をはじめ数多くの古墳が分布

する地域です。特に、観音山古墳の出土遺物は、国宝に指定されています。

　本書で報告します遺跡は、平成30年度・令和2年度に公益財団法人群馬県埋蔵文化

財調査事業団が発掘調査を実施した綿貫原北遺跡、綿貫原遺跡、綿貫原前遺跡、綿貫

三反割遺跡、綿貫反町遺跡です。これら遺跡の発掘調査では、古墳時代前期から平安

時代の竪穴建物、７世紀の古墳などが発見され、貴重な遺物も数多く出土しました。

特筆されますのは、これまでに存在が知られていなかった古墳の発見により綿貫古墳

群の範囲がさらに広がったことです。そして、綿貫地区の古代の人々が暮らした様子

の一端が明らかになりました。

　発掘調査から報告書の刊行に至るまでは、群馬県高崎土木事務所、群馬県地域創生

部、群馬県教育委員会、高崎市教育委員会をはじめ、関係機関および地元関係者の皆

様には多大なるご指導とご協力を賜りました。

　本報告書の上梓にあたり、関係者の皆様に心から感謝申し上げますとともに、本書

が中毛地域における歴史の解明に広く役立てられますことを念じて、序といたします。

　令和4年10月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　　向 田 忠 正





例 言

１．本書は、(主)前橋長瀞線現道拡幅事業に伴い平成30年度及び令和2年度に発掘調査された「綿貫原北遺跡・綿貫原

　　遺跡・綿貫原前遺跡・綿貫三反割遺跡・綿貫反町遺跡」の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．遺跡の所在地は、下記の通りである。

　　綿貫原北遺跡：群馬県高崎市綿貫町

　　　平成30年度：1675‒5、1676‒6、1676‒７、1676‒9、1695‒2、1695‒6、1695‒７、1695‒8、1695‒9、1715‒8

　　綿貫原遺跡：群馬県高崎市綿貫町

　　　平成30年度：162‒2、162‒3、162‒4、164‒3、164‒4、164‒5、165‒１、166‒１、166‒3、167‒１、167‒2、　

　　　　　　　　　168‒2、168‒3、1605‒2、1605‒3、1607‒4、1607‒5、1607‒6、1607‒７、1607‒8、1607‒9、　　　

　　　　　　　　　1616‒6、1616‒７、1616‒8、1616‒9、1617‒７、1617‒11、1617‒12、1617‒13、1617‒14、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1617‒15、1617‒16、1617‒17、 1617‒18、1618‒13、1618‒14、1635‒4、1635‒5、1640‒3、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1640‒4、1645‒3、1645‒4、1658‒3、1658‒4、1660‒3、1660‒5、1660‒6、1663‒5、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1636‒6、1663‒７、1663‒8、1663‒9

　　綿貫原前遺跡：群馬県高崎市綿貫町

　　　平成30年度：422‒2、422‒3、423‒2、423‒3、424‒2、424‒3、425‒10、425‒11、425‒6、425‒７

　　　令和2年度：291‒5、291‒6、294‒5、294‒6、295‒2、296‒2、297‒4、297‒5、297‒6、297‒７、301‒4、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　302‒2、302‒3、301‒3、303‒2、303‒3、305‒2、305‒3、306‒3、306‒4、417、418‒6、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　418‒７、418‒8、419‒2、419‒3、422‒2、422‒3、426‒１、

　　綿貫三反割遺跡：群馬県高崎市綿貫町

　　　平成30年度：737‒3、743‒2、743‒3、744‒2、744‒3、745‒4、745‒5、748‒3、748‒4、749‒3、749‒4

　　　令和2年度：739‒10、739‒11、739‒12、739‒13、742‒5、742‒6、746‒3、746‒4

　　綿貫反町遺跡：群馬県高崎市綿貫町

　　　平成30年度：374‒2、374‒3

　　　令和2年度：373‒3、373‒4、373‒5、373‒6、373‒７

3．事業主体　群馬県高崎土木事務所

4．調査主体　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

5．発掘調査の期間と体制は、次の通りである。

　　・調査期間　平成31年１月１日～平成31年3月31日

　　　(履行期間：平成30年12月１日～平成31年3月31日)

　　　　発掘担当者　主任調査研究員　平方篤行、関俊明、黒崎博樹　　専門調査役　飛田野正佳

　　　　遺跡掘削請負工事　株式会社シン技術コンサル

　　　　地上測量　　　　　株式会社アコン測量設計

　　・調査期間　令和2年4月１日～令和2年6月30日

　　　(履行期間：令和2年4月１日～令和2年8月31日)

　　　　発掘担当者　主任調査研究員　都木直人、平方篤行

　　　　遺跡掘削請負工事　株式会社シン技術コンサル

　　　　地上測量　　　　　株式会社アコン測量設計



6．整理事業の期間と体制は、次の通りである。

　　・整理期間　令和3年4月１日～令和4年3月31日

　　　(履行期間　令和3年4月１日～令和4年3月31日)

　　　　整理担当　専門調査役　岩﨑泰一

　　　　遺物保存処理　専門員　板垣泰之　　専門調査役　関邦一

　　・整理期間　令和4年4月１日～令和4年8月31日

　　　(履行期間　令和4年4月１日～令和4年10月31日)

　　　　整理担当　専門調査役　岩﨑泰一

　　　　遺物保存処理　専門員　板垣泰之、　専門調査役　関邦一

７．本書作成の担当者は、次の通りである。

　　編集　　　　岩﨑泰一　　　　　　デジタル編集　主任調査研究員　資料統括　齊田智彦

　　遺物写真　　岩﨑泰一(土師器、石器石造)、専門調査役　大西雅広(陶磁器)、板垣泰之(金属器)

　　執　　筆　　主任調査研究員　平方篤行(第5章3、第７章4)、専門調査役　大木紳一郎(第8章１)、

　　　　　　　　群馬県立歴史博物館嘱託職員　徳江秀夫(第8章2)、岩﨑泰一(上記以外)

　　遺物観察　　岩﨑泰一(遺物観察表：石器石造品)、主任調査研究員　資料統括　橋本淳(遺物観察表：縄文土器)、

　　　　　　　　専門調査役　神谷佳明(遺物観察表：土師器)、大西雅広(遺物観察表：陶磁器)、

　　　　　　　　板垣泰之(遺物観察表：金属器)

8．出土石器類の石材同定は、飯島静男氏(群馬県地質研究会会員)に依頼した。

9．発掘調査資料及び出土遺物は群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

10．発掘調査および報告書の作成に際しては、下記の方々や機関にご協力・ご指導いただきました。記して感謝いたし

　　ます。

　　群馬県地域創生部文化財保護課、群馬県教育委員会、高崎市教育委員会、右島和夫、徳江秀夫、大野義人



凡 例

１．本文中の座標値は、すべて国家座標「世界測地系、平面直角座標Ⅸ系」を用いた。方位は座標北で示した。

2．グリッドについては、国家座標により南東隅を起点としてグリッド呼称した。全体図および遺構図には、グリッド

　　を＋表示し、X軸の座標値を上段に、Y軸の座標値を下段に国家座標値の3桁で表示した。

3．�発掘調査では、年度毎に調査区毎に遺構番号を付した。整理作業で途中遺構から外したものについては、別表の通

り欠番とした。遺構名称については、名称を変えたものもある。その場合、変更後の最終遺構番号に続く遺構番号

を付した。なお、図面・写真、遺物の注記については変更が煩雑になるため、旧名称のままにしてある。

4．遺構断面図に示した数値は、標高(単位：ｍ)を表している。

5．遺構図・遺物図の縮尺は、下記の通り遺構種毎に縮尺を統一した。同一の遺物図中に異なる縮尺の図が加わる場

　　合は、必要に応じて該当する遺物番号に続きカッコ内に縮尺を記した。

　　　遺構図：竪穴建物１：60　　カマド１：30　　掘立柱建物１：60　　溝平面１：80 ～１：120、溝断面１：40　　

　　　　　　　　土坑１：40　　　　井戸１：60　　　畑・水田１：100、１：200

　　　遺物図：陶磁器類１：3　　　金属器１：１、１：2　　縄文土器１：2　　土師器・須恵器１：3　

　　　　　　　石器類１：１～１：6

6．遺物写真は、遺物図と概ね同一縮尺となるよう掲載した。

７．遺構図中で使用したトーンは、下記の内容を示している。これ以外に用いる場合は、挿図中に凡例を示した。

　　　遺構図　　 　　撹乱　　　 　焼土　　　　 　　灰面　　　　 　骨片

　　　遺物図　　 燻　　　　 黒色　　　　 粘土　　　　 釉　

8．遺構の主軸方位・走行を記載する際は、座標北を基準として東に傾いた場合はＮ‒○°‒Ｅ、西に傾いた場合は

　　Ｎ‒○°‒Ｗというように記した。

9．本文中で使用したテフラの略名称は下記の通りである。

　　　As-A：天明3(1783)年降下浅間Aテフラ

　　　As-B：天仁元(1108)年降下浅間Bテフラ

　　　As-C：3世紀末降下浅間Cテフラ

　　　Hｒ-FA：6世紀初頭降下榛名二ツ岳降下テフラ

10．本書で使用した地図は、以下の通りである。

　　迅速測図「倉賀野」　　明治11年11月11日発行　

　　１：25,000地形図「高崎」　昭和７年8月30日発行　大日本帝国陸地測量部

　　１：25,000地形図「高崎」　昭和58年11月30日発行　国土地理院

　　１：25,000地形図「高崎」　平成14年5月１日発行　国土地理院
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� 2．5区１号溝遺物出土状況(南西から)
� 3．6区７号溝全景(南から)
� 4．6区７号溝セクション(南から)
� 5．6区７号溝セクション１(南西から)
� 6．6区７号溝セクション2(南西から)
� ７．2区4号溝セクション(南西から)
� 8．2区5・6号溝全景(東から)
PL.26� １．2区5号溝セクション(東から)
� 2．2区6号溝セクション(東から)
� 3．2区７号溝全景(北東から)
� 4．2区７号溝セクション(南から)
� 5．3区１・2号溝全景(南から)
� 6．3区１号溝A‒A′セクション(西から)
� ７．3区2号溝B‒B′セクション(北から)
PL.27� １．3区4号溝全景(東から)
� 2．3区4号溝セクション(西から)
� 3．4区１・2号溝全景(北から)
� 4．4区１号溝セクション(西から)
� 5．4区１号溝遺物出土状況(西から)
� 6．4区2号溝遺物出土状況(東から)
� ７．4区2号溝P4全景(西から)
� 8．4区3号溝セクション(西から)
PL.28� １．4区4号溝全景(北から)
� 2．4区4号溝セクション(南から)
� 3．4区5号溝全景(北から)
� 4．4区5号溝セクション(南から)
� 5．5区2号溝全景(北から)
� 6．5区2号溝セクション(北から)
� ７．5区3号溝全景(東から)
� 8．5区3号溝セクション(東から)
PL.29� １．5区全体図(北から)
� 2．5区4号溝全景(南から)
� 3．5区4・７号溝セクション(東から)
� 4．5区７号溝全景(南から)
� 5．5区７号セクション(東から)
PL.30� １．5区6号溝全景(西から)
� 2．5区6号溝東側全景(西から)
� 3．5区6号溝セクション(西から)
� 4．5区8号溝全景(西から)
� 5．5区8号溝セクション(東から)
� 6．6区１・2号溝全景(北から)
� ７．6区１号溝遺物出土状況(南から)
PL.31� １．6区１号溝A‒A′セクション(西から)
� 2．6区2号溝B‒B′セクション(西から)
� 3．6区１・2号溝C‒C′セクション(東から)
� 4．6区10号溝と8号井戸全景(北西から)
� 5．6区5号溝全景(東から)
� 6．6区5号溝セクション(西から)
� ７．6区6号溝全景(西から)
� 8．6区6号溝セクション(西から)
PL.32� １．3区１号井戸全景１(西から)
� 2．3区１号井戸全景2(西から)
� 3．3区１号井戸セクション(東から)
� 4．3区１号井戸礫出土状況(西から)
� 5．3区3号井戸全景(西から)
� 6．3区3号井戸遺物出土状況(西から)
� ７．3区2号井戸セクション(東から)
� 8．3区3号井戸セクション(西から)
PL.33� １．3区4号井戸全景(南西から)
� 2．3区4号井戸セクション(東から)
� 3．4区１号井戸全景(南から)

PL.16� １．5区１号竪穴建物P2全景(西から)
� 2．5区１号竪穴建物P3全景(西から)
� 3．5区2号竪穴建物掘り方全景(北西から)
� 4．5区2号竪穴建物C‒C′セクション(北東から)
� 5．5区3・７号竪穴建物掘り方全景(西から)
� 6．5区3・７号竪穴建物A‒A′セクション(西から)
� ７．5区4号竪穴建物全景(東から)
� 8．5区4号竪穴建物掘り方全景(東から)
PL.17� １．5区5号竪穴建物全景(東から)
� 2．5区5号竪穴建物掘り方全景(東から)
� 3．5区5号竪穴建物掘り方全景(東から)
� 4．5区5号竪穴建物P5全景(東から)
� 5．5区6号竪穴建物全景(西から)
� 6．5区6号竪穴建物掘り方(西から)
� ７．5区6号竪穴建物遺物出土状況１(北から)
� 8．5区6号竪穴建物遺物出土状況2(東から)
PL.18� １．4区１号竪穴建物全景(西から)
� 2．4区１号竪穴建物掘り方全景(西から)
� 3．4区１号竪穴建物竃C‒C′セクション(南から)
� 4．4区１号竪穴建物竃D‒D′セクション(西から)
� 5．4区2号竪穴建物掘り方全景(西から)
� 6．4区2号竪穴建物A‒A′セクション(東から)
� ７．4区2号竪穴建物遺物出土状況１(東から)
� 8．4区2号竪穴建物遺物出土状況2(東から)
PL.19� １．2区掘立柱建物跡全景(南から)
� 2．2区6号土坑全景(西から)
� 3．2区25・26号P(南から)
� 4．2区７号土坑遺物出土状況(南から)
� 5．2区７号土坑遺物出土状況セクション(南から)
PL.20� １．2区南側全体図(南から)
� 2．2区南側全体図(北から)
� 3．2区１号溝全景(南から)
� 4．2区１号溝作業風景(南から)
� 5．3区5号溝全景(北から)
� 6．3区5号溝セクション(東から)
� ７．6区9号溝全景(南西から)
� 8．6区9号溝B‒B′セクション(南西から)
PL.21� １．2区2号溝全景(東から)
� 2．2区2号溝セクション(東から)
� 3．3区全体図１(北から)
� 4．3区全体図2(北から)
� 5．3区全体図(南から)
PL.22� １．3区3号溝全景(北から)
� 2．3区3号溝セクション(南から)
� 3．3区3号溝遺物出土状況１(北から)
� 4．3区3号溝遺物出土状況2(北から)
� 5．3区3号溝遺物出土状況3(東から)
� 6．3区3号溝石臼出土状況(北西から)
� ７．3区3号溝板碑出土状況１(北から)
� 8．3区3号溝板碑出土状況2(北から)
PL.23� １．3区3号溝五輪塔(水輪)出土状況(北から)
� 2．3区3号溝五輪塔(空風輪)出土状況(北から)
� 3．6区3号溝全景(東から)
� 4．6区4号溝全景(北東から)
� 5．6区3号溝セクション(東から)
� 6．6区4号溝A‒A′セクション(北東から)
� ７．5区5号溝全景(北西から)
� 8．5区5号溝遺物出土状況(西から)
PL.24� １．5区5号溝セクション(西から)
� 2．5区5号溝遺物出土状況１(西から)
� 3．5区5号溝セクション(西から)
� 4．5区5号溝遺物出土状況2(西から)
� 5．5区１号溝A‒A′セクション(北西から)
� 6．5区１号溝に堆積したAs‒Aの確認状況(西から)



� 4．4区７号土坑セクション(南から)
� 5．4区8号土坑全景(東から)
� 6．4区8号土坑セクション(東から)
� ７．4区11号土坑全景(西から)
� 8．4区11号土坑セクション(西から)
PL.42� １．4区12号土坑全景(南東から)
� 2．4区12号土坑セクション(南東から)
� 3．4区13号土坑全景(南東から)
� 4．4区13号土坑セクション(南東から)
� 5．4区14・15号土坑全景(東から)
� 6．4区14・15号土坑セクション(東から)
� ７．4区15号土坑セクション(東から)
� 8．4区15号土坑セクション(東から)
PL.43� １．4区16号土坑全景(東から)
� 2．4区16号土坑セクション(東から)
� 3．4区17号土坑全景(南から)
� 4．4区17号土坑セクション(南から)
� 5．4区18号土坑全景(南から)
� 6．4区18号土坑セクション(南から)
� ７．4区19号土坑全景(南東から)
� 8．4区19号土坑セクション(南東から)
PL.44� １．4区20号土坑全景(北から)
� 2．4区20号土坑セクション(北から)
� 3．4区22・23号土坑全景(南西から)
� 4．4区22・23号土坑セクション(南西から)
� 5．4区22号土坑セクション(南西から)
� 6．4区23号土坑セクション(南西から)
� ７．5区１号土坑全景(南西から)
� 8．5区１号土坑セクション(南から)
PL.45� １．5区2号土坑全景(南西から)
� 2．5区2号土坑セクション(南西から)
� 3．5区3号土坑全景(南から)
� 4．5区3号土坑セクション(南から)
� 5．5区4号土坑全景(南から)
� 6．5区4号土坑セクション(南から)
� ７．5区5号土坑全景(南から)
� 8．5区5号土坑セクション(西から)
PL.46� １．5区6号土坑全景(北西から)
� 2．5区6号土坑セクション(南から)
� 3．5区７号土坑全景(南東から)
� 4．5区７号土坑セクション(南東から)
� 5．5区8号土坑全景(東から)
� 6．5区8号土坑セクション(東から)
� ７．5区9号土坑全景(南東から)
� 8．5区9号土坑セクション(南東から)
PL.47� １．5区11号土坑全景(南東から)
� 2．5区11号土坑セクション(南東から)
� 3．5区12号土坑全景(南から)
� 4．5区12号土坑セクション(北から)
� 5．5区10号土坑全景(東から)
� 6．5区10号土坑セクション(東から)
� ７．5区13号土坑全景(南から)
� 8．5区13号土坑セクション(南から)
PL.48� １．5区15号土坑全景(南から)
� 2．5区15号土坑セクション(南から)
� 3．5区14号土坑全景(東から)
� 4．5区14号土坑セクション(東から)
� 5．6区2号土坑全景(南から)
� 6．6区2号土坑セクション(西から)
� ７．6区3号土坑全景(東から)
� 8．6区3号土坑セクション(東から)
PL.49� １．6区4号土坑全景(南から)
� 2．6区4号土坑セクション(南から)
� 3．6区７号土坑セクション(西から)

� 4．4区１号井戸セクション(南から)
� 5．4区2号井戸全景(南から)
� 6．4区2号井戸セクション(南から)
� ７．6区１号井戸全景(北から)
� 8．6区１号井戸セクション(南から)
PL.34� １．6区2号井戸全景(南から)
� 2．6区2号井戸セクション(南から)
� 3．6区3号井戸全景(東から)
� 4．6区3号井戸セクション(南から)
� 5．6区4号井戸全景(東から)
� 6．6区4号井戸セクション(南から)
� ７．6区5・6号井戸全景(南東から)
� 8．6区5号井戸セクション(南から)
PL.35� １．6区6号井戸全景(南東から)
� 2．6区6号井戸セクション(西から)
� 3．6区７号井戸全景(北から)
� 4．6区７号井戸セクション(南から)
� 5．6区8号井戸全景(北西から)
� 6．6区8号井戸セクション(西から)
� ７．6区9号井戸全景(西から)
� 8．6区9号井戸セクション(西から)
PL.36� １．4区１号火葬土坑全景(西から)
� 2．4区１号火葬土坑セクション(西から)
� 3．4区１号火葬土坑焼土集中土状況(西から)
� 4．4区１号火葬土坑古銭出土状況(西から)
� 5．4区１号火葬土坑遺物出土状況(西から)
� 6．6区１号火葬土坑全景１(北から)
� ７．6区１号火葬土坑全景2(北から)
� 8．6区１号火葬土坑全景3(北から)
PL.37� １．2区2号土坑全景(西から)
� 2．2区2号土坑セクション(西から)
� 3．2区3号土坑全景(東から)
� 4．2区3号土坑セクション(東から)
� 5．2区4号土坑全景(東から)
� 6．2区4号土坑セクション(南東から)
� ７．2区8号土坑全景(北から)
� 8．2区8号土坑セクション(北から)
PL.38� １．3区１号土坑全景(北から)
� 2．3区１号土坑セクション(北から)
� 3．3区2号土坑全景(南から)
� 4．3区2号土坑セクション(南から)
� 5．3区3号土坑全景(西から)
� 6．3区3号土坑セクション(西から)
� ７．3区4号土坑全景(西から)
� 8．3区4号土坑セクション(西から)
PL.39� １．3区5号土坑全景(南東から)
� 2．3区5号土坑セクション(南東から)
� 3．3区6号土坑全景(北西から)
� 4．4区１号土坑全景(西から)
� 5．4区１号土坑セクション(西から)
� 6．4区2号土坑全景(西から)
� ７．4区3号土坑全景(西から)
� 8．4区3号土坑セクション(西から)
PL.40� １．4区3号土坑遺物出土状況(西から)
� 2．4区3号土坑板碑出土状況(西から)
� 3．4区3号土坑内耳鍋出土状況(西から)
� 4．4区3号土坑内耳鍋出土状況(西から)
� 5．4区4号土坑全景(西から)
� 6．4区4号土坑セクション(東から)
� ７．4区9号土坑全景(東から)
� 8．4区9号土坑セクション(東から)
PL.41� １．4区6号土坑全景(南東から)
� 2．4区6号土坑セクション(南東から)
� 3．4区７号土坑全景(南東から)



� 4．6区8号土坑セクション(西から)
� 5．6区9号土坑セクション(東から)
� 6．6区10号土坑セクション(西から)
� ７．6区11号土坑セクション(西から)
� 8．6区12号土坑セクション(東から)
PL.50� １．6区13号土坑全景(南東から)
� 2．6区13号土坑セクション(北から)
� 3．6区15号土坑全景(南から)
� 4．6区15号土坑セクション(南から)
� 5．6区18号土坑全景(南から)
� 6．6区18号土坑セクション(南から)
� ７．７区１号土坑全景(北東から)
� 8．７区１号土坑セクション(南から)
PL.51� １．2区3号P全景(北西から)
� 2．2区10号P全景(南東から)
� 3．2区18号P全景(南から)
� 4．2区23号P全景(南東から)
� 5．2区27号P全景(南東から)
� 6．2区29号P全景(西から)
� ７．2区１号P全景(南から)
� 8．2区2号P全景(南から)
� 9．2区6号P全景(南東から)
� 10．2区14号P全景(東から)
� 11．2区16号P全景(東から)
� 12．2区5号P全景(南から)
� 13．3区１号P全景(南から)
� 14．3区3号P全景(北から)
� 15．3区6号P全景(南から)
PL.52� １．3区10号Pセクション(西から)
� 2．3区20号P全景(南から)
� 3．3区22号P全景(南から)
� 4．3区23号P全景(南から)
� 5．3区24号P全景(南から)
� 6．3区25号P全景(南から)
� ７．3区29号P全景(南から)
� 8．3区７号P全景(北から)
� 9．3区15号P全景(南から)
� 10．3区30号P全景(西から)
� 11．3区8号P全景(南から)
� 12．3区12号P全景(南から)
� 13．3区13号P全景(南から)
� 14．3区28号P全景(南から)
� 15．3区4号P全景(北から)
PL.53� １．4区48号P全景(南から)
� 2．4区50号P全景(西から)
� 3．4区51号P全景(南から)
� 4．4区52号P全景(南から)
� 5．4区55号P全景(南から)
� 6．4区56号P全景(南から)
� ７．4区57号P全景(北から)
� 8．4区64号P全景(南から)
� 9．4区65号P全景(南西から)
� 10．4区78号P全景(南西から)
� 11．4区83号P全景(東から)
� 12．4区85号P全景(東から)
� 13．4区140号P全景(東から)
� 14．4区75号P全景(東から)
� 15．4区80号P全景(東から)
PL.54� １．4区94号P全景(北から)
� 2．4区95号P全景(南から)
� 3．4区97号P全景(北から)
� 4．4区94号Pセクション(北から)
� 5．4区95号Pセクション(南から)
� 6．4区97号Pセクション(北から)

� ７．4区102号P全景(南東から)
� 8．4区105号P全景(南東から)
� 9．4区107号P全景(南から)
� 10．4区102号Pセクション(南東から)
� 11．4区105号Pセクション(南東から)
� 12．4区107号Pセクション(南から)
� 13．4区116号P全景(南から)
� 14．4区121号P全景(南から)
� 15．4区121号Pセクション(南から)
PL.55� １．4区124号P全景(南から)
� 2．4区127号P全景(南東から)
� 3．4区128号P全景(南から)
� 4．4区124号Pセクション(南から)
� 5．4区127号Pセクション(南東から)
� 6．4区128号Pセクション(南から)
� ７．4区131号P全景(南から)
� 8．4区131号Pセクション(南から)
� 9．4区132号P全景(南東から)
� 10．4区133号P全景(南から)
� 11．4区134号P全景(南から)
� 12．4区135号P全景(南から)
� 13．4区133号Pセクション(南から)
� 14．4区134号Pセクション(南から)
� 15．4区135号Pセクション(南から)
PL.56� １．4区142号P全景(南から)
� 2．4区147号P全景(南から)
� 3．4区150号P全景(南東から)
� 4．4区142号Pセクション(南から)
� 5．4区147号Pセクション(南から)
� 6．4区150号Pセクション(南東から)
� ７．5区12号P全景(東から)
� 8．5区13号P全景(南から)
� 9．5区13号Pセクション(南から)
� 10．5区17号P全景(西から)
� 11．5区18号P全景(西から)
� 12．5区19号P全景(西から)
� 13．5区17号Pセクション(西から)
� 14．5区18号Pセクション(西から)
� 15．5区19号Pセクション(西から)
PL.57� １．5区3号P全景(南から)
� 2．5区8号P全景(南東から)
� 3．5区14号P全景(南から)
� 4．5区3号Pセクション(南から)
� 5．5区8号Pセクション(南東から)
� 6．5区14号Pセクション(南から)
� ７．6区25号Pセクション(西から)
� 8．6区34号P全景(南から)
� 9．6区41号P全景(南西から)
� 10．6区45号P全景(南から)
� 11．6区44号P全景(南から)
� 12．6区49号P全景(南から)
� 13．6区51号P全景(南東から)
� 14．6区53号P全景(南から)
� 15．6区55号P全景(南から)
PL.58� １．6区65号P全景(南から)
� 2．6区68号P全景(南から)
� 3．6区69号P全景(南から)
� 4．6区76号P全景(南から)
� 5．6区142号P全景(南から)
� 6．6区147号P全景(南から)
� ７．6区151号P全景(南から)
� 8．6区10号P全景(南東から)
� 9．6区11号P全景(南東から)
� 10．6区37号P全景(南から)



� 11．6区38号P全景(南から)
� 12．6区43号P全景(南西から)
� 13．6区48号P全景(南から)
� 14．6区79号P全景(南から)
� 15．6区81号P全景(南から)
PL.59� １．6区101号P全景(南から)
� 2．6区104号P全景(南から)
� 3．6区110号P全景(北東から)
� 4．6区131号P全景(南から)
� 5．6区140号P全景(南から)
� 6．6区146号P全景(南から)
� ７．6区155号P全景(東から)
� 8．6区160・161号P全景(東から)
� 9．6区146号Pセクション(南から)
� 10．6区164号P全景(南から)
� 11．6区165・166号P全景(北西から)
� 12．6区181号P全景(南から)
� 13．6区18号Pセクション(南東から)
� 14．6区31号P全景(南東から)
� 15．6区32号P全景(南西から)
PL.60� １．6区33号P全景(南から)
� 2．6区35号P全景(南から)
� 3．6区39号P全景(南から)
� 4．6区40号P全景(南西から)
� 5．6区46号P全景(南から)
� 6．6区47号P全景(南から)
� ７．6区50号P全景(南から)
� 8．6区61号P全景(南から)
� 9．6区70号P全景(南から)
� 10．6区72号P全景(南西から)
� 11．6区74号P全景(南西から)
� 12．6区75号P全景(南西から)
� 13．6区85号P全景(東から)
� 14．6区91号P全景(南西から)
� 15．6区92号P全景(南から)
PL.61� １．6区111号P全景(南東から)
� 2．6区117号P全景(南西から)
� 3．6区133号P全景(南から)
� 4．6区138号P全景(南東から)
� 5．6区139号P全景(南から)
� 6．6区141号P全景(南から)
� ７．6区144号P全景(南から)
� 8．6区153号P全景(南から)
� 9．6区154号P全景(南から)
� 10．6区159号P全景(南から)
� 11．6区175号P全景(西から)
� 12．6区176号P全景(南から)
� 13．6区121号P全景(南から)
� 14．6区132号P全景(南から)
� 15．6区135号P全景(南から)

＜綿貫原前遺跡＞� �
PL.62� １．R2‒１区掘削状況図(北から)
� 2．R2‒5区作業風景(東から)
� 3．R2‒７区掘削状況図(南から)
� 4．R2‒2区全体図(南から)
� 5．8区北側全体図(南から)
� 6．8区中央部全体図(南から)
PL.63� １．R2‒１区１号竪穴建物カマド遺物状況図(西から)
� 2．R2‒１区１号竪穴建物カマドセクション(南から)
� 3．R2‒１区2号竪穴建物遺物状況図(南から)
� 4．R2‒１区2号竪穴建物遺物状況図(東から)
� 5．R2‒１区2号竪穴建物遺物状況図2(東から)
� 6．R2‒１区2号竪穴建物カマドセクション(西から)

� ７．R2‒１区2号竪穴建物カマドセクション(南から)
PL.64� １．8区１号墳石室全景(東から)
� 2．8区１号墳玄室床石検出状況(北半分)
� 3．同(南半分)
� 4．8区１号墳玄室全景(東から)
� 5．8区１号墳玄門部床石検出状況(南から)
� 6．8区１号墳羨道部床石検出状況(南から)
PL.65� １．8区１号墳玄室全景(西から)
� 2．8区１号墳羨道部全景(西から)
� 3．8区１号墳舗石検出状況(東から)
� 4．8区１号墳玄室舗石検出状況(北半分)
� 5．8区１号墳玄室舗石検出状況(中央付近)
� 6．8区１号墳玄室礫出土状況(南から)
� ７．8区１号墳玄室舗石検出状況(南半分)
PL.66� １．8区１号墳石室確認状況(西から)
� 2．8区１号墳石室調査状況１
� 3．同2(玄室)
� 4．同3(羨道部)
� 5．8区１号墳石室全景(南から)
� 6．8区１号墳玄室北側舗石検出状況(西から)
� ７．8区１号墳玄室中央付近舗石検出状況(西から)
PL.67� １．8区１号墳石室セクション１(西から)
� 2．8区１号墳石室東壁セクション2(西から)
� 3．同玄室部(西から)
� 4．同羨道部(西から)
� 5．8区１号墳玄室截ち割り状況(西から)
� 6．8区１号墳玄室左側壁(北から)
� ７．8区１号墳玄室奥壁検出状況(北から)
� 8．8区１号墳奥壁除去後の状況(北から)
PL.68� １．8区１号墳人骨片検出状況１(西から)
� 2．同2(西から)
� 3．8区１号墳鉄釘出土状態１(西から)
� 4．8区１号墳鉄釘出土状態2(西から)
� 5．8区１号墳鉄釘出土状態3(西から)
� 6．8区１号墳鉄釘出土状態4(西から)
� ７．8区１号墳凝灰岩製奥壁の加工状況１(南西から)
� 8．8区１号墳凝灰岩製奥壁の加工状況2(南西から)
PL.69� １．8区１号墳周堀全景１(北から)
� 2．8区１号墳周堀全景2(南から)
� 3．8区１号墳周堀全景3(南西から)
� 4．同周堀土層堆積１(西から)
� 5．同周堀土層堆積2(西から)
PL.70� １．R2‒７区１号墳全体図(南から)
� 2．R2‒７区１号墳セクション(北西から)
� 3．R2‒７区１号墳セクション(西から)
� 4．R2‒７区１号墳セクション(南から)
� 5．R2‒７区１号墳截ち割りセクション(南から)
PL.71� １．R2‒７区全体図(南西から)
� 2．R2‒７区１号墳遺物状況図(南から)
� 3．R2‒７区１号墳全景(南から)
� 4．R2‒７区１号墳遺物集中状況(南から)
� 5．R2‒７区１号墳敷石状況(西から)
� 6．R2‒７区１号墳遺物出土状況(西から)
� ７．R2‒７区１号墳掘り方全景(北から)
� 8．R2‒７区１号墳作業風景(南から)
PL.72� １．R2‒１区全景(中央部)(北から)
� 2．R2‒１区１号溝全景(西から)
� 3．R2‒１区2号溝全景(西から)
� 4．R2‒2区１・2号溝全景(東から)
PL.73� １．R2‒2区2号溝北側全景(北から)
� 2．R2‒2区2号溝北側全景(南から)
� 3．8区１号井戸セクション１(東から)
� 4．R2‒2区2号溝セクション(南から)
� 5．R2‒2区4号溝セクション(南から)



� 6．R2‒７区１号溝セクション(西から)
� ７．8区１号井戸セクション2(東から)
� 8．R2‒１区2号土坑全景(南から)
PL.74� １．R2‒１区3号土坑全景(南から)
� 2．R2‒１区4号土坑全景(東から)
� 3．R2‒2区2号土坑全景(南から)
� 4．R2‒2区3号土坑全景(南から)
� 5．R2‒2区4号土坑全景(南から)
� 6．R2‒2区5号土坑全景(西から)
� ７．R2‒2区6号土坑全景(南から)
� 8．R2‒2区７号土坑全景(南から)
PL.75� １．R2‒１区12P全景(南から)
� 2．R2‒１区14P全景(南から)
� 3．R2‒１区4P全景(南から)
� 4．R2‒１区5P全景(南から)
� 5．R2‒１区6P全景(東から)
� 6．R2‒１区11P全景(南から)
� ７．R2‒１区16P全景(南から)
� 8．R2‒１区9P全景(南から)
� 9．R2‒１区2P全景(南から)
� 10．R2‒１区17P全景(南から)
� 11．R2‒１区19P全景(南から)
� 12．R2‒１区2P全景(南から)
� 13．R2‒１区20P全景(南から)
� 14．R2‒１区21P全景(南から)
� 15．R2‒１区22P全景(南から)
PL.76� １．R2‒2区13P全景(南から)
� 2．R2‒2区3P全景(南から)
� 3．R2‒2区１P全景(南から)
� 4．R2‒2区4P全景(南から)
� 5．R2‒2区8P全景(南から)
� 6．R2‒2区７P全景(南から)
� ７．R2‒2区15P全景(南から)
� 8．R2‒2区16P全景(東から)
� 9．R2‒2区25P全景(南から)
� 10．R2‒2区28P全景(南から)
� 11．R2‒2区2P全景(南から)
� 12．R2‒2区22P全景(南から)
� 13．R2‒2区23P全景(南から)
� 14．R2‒2区24P全景(南から)
� 15．R2‒2区27P全景(南から)
PL.77� １．R2‒2区5P全景(南から)
� 2．R2‒2区9P全景(南から)
� 3．R2‒2区16P全景(東から)
� 4．R2‒2区18P全景(東から)
� 5．R2‒2区26P全景(東から)
� 6．R2‒2区29P全景(東から)
� ７．R2‒2区12P全景(東から)
� 8．R2‒2区19P全景(東から)
� 9．R2‒2区11P全景(東から)
� 10．R2‒７区１P全景(東から)
� 11．R2‒７区2・3P全景(東から)
� 12．R2‒７区4P全景(東から)
� 13．R2‒７区6P全景(南から)
� 14．R2‒７区７P全景(南から)
� 15．R2‒７区8P全景(南から)

＜綿貫三反割遺跡＞� �
PL.78� １．R2‒2・3区全景(南から)
� 2．R2‒3区北側全体図(南から)
� 3．R2‒3区南側全体図(南から)
� 4．9区全体図と周辺(北から)
� 5．10区2号溝全景(南から)
� 6．10区１号溝全景(南から)

PL.79� １．9区１号竪穴建物全景(北から)
� 2．9区１号竪穴建物全景(北西から)
� 3．9区１号竪穴建物周溝(南東から)
� 4．9区１号竪穴建物全景(西から)
� 5．9区１号竪穴建物セクション(西から)
PL.80� １．9区１号竪穴建物周溝(東から)
� 2．9区１号竪穴建物周溝G‒G′セクション(東から)
� 3．9区１号竪穴建物P１全景(南から)
� 4．9区１号竪穴建物P4セクション(南東から)
� 5．9区１号竪穴建物遺物出土状況(西から)
� 6．9区2号溝遺物出土状況(南から)
� ７．9区１号竪穴建物掘り方全景(北西から)
� 8．9区１号竪穴建物セクション(南から)
PL.81� １．R2‒3区１号溝全景(南から)
� 2．R2‒3区１号溝C‒C′セクション(南から)
� 3．R2‒3区１号溝G‒G′セクション(南から)
� 4．R2‒3区2号溝耕作痕跡(北から)
� 5．R2‒3区2号溝I‒I′セクション(南から)
� 6．R2‒3区4号溝全体図(南から)
� ７．R2‒3区4号溝H‒H′セクション(南から)
PL.82� １．R2‒3区4号溝全景(北から)
� 2．R2‒3区4号溝D‒D′セクション(南から)
� 3．9区北側全体図(南から)
� 4．9区4号溝A‒A′セクション(南から)
� 5．9区4・5号溝全景(北西から)
� 6．9区5号溝A‒A′セクション(南から)
� ７．9区6号溝全景(南から)
� 8．9区6号溝セクション(南から)
PL.83� １．9区2号溝全景(西から)
� 2．10区１号溝全景(南から)
� 3．10区2号溝全景(南から)
� 4．10区2号溝セクション(西から)
� 5．11区１・2号溝全景(北から)
� 6．11区１号溝セクション(東から)
PL.84� １．9区１号井戸全景(南から)
� 2．9区１号井戸セクション(北から)
� 3．9区１号井戸遺物出土状況(北から)
� 4．9区１号井戸礫出土状況(北から)
� 5．9区2号井戸全景(南から)
� 6．9区3号井戸全景(南から)
� ７．R2‒3区6号土坑全景(南から)
� 8．R2‒3区6号土坑遺物状況(南から)
PL.85� １．9区１号火葬土坑全景(西から)
� 2．9区１号火葬土坑セクション(南から)
� 3．9区１号火葬土坑掘り方(西から)
� 4．9区１号火葬土坑掘り方(南から)
� 5．9区2号火葬土坑掘り方(東から)
� 6．9区2号火葬土坑セクション(南から)
� ７．9区3号火葬土坑全景(西から)
� 8．9区3号火葬土坑セクション(西から)
PL.86� １．R2‒3区2・3号土坑全景(東から)
� 2．R2‒3区７号土坑全景(南から)
� 3．R2‒3区4号土坑全景(南から)
� 4．R2‒3区8号土坑全景(南から)
� 5．9区2号土坑全景(西から)
� 6．9区2号土坑セクション(西から)
� ７．10区１号土坑セクション(西から)
� 8．10区3号土坑セクション(西から)
PL.87� １．9区3P全景(南から)
� 2．9区8P全景(南から)
� 3．9区15P全景(南から)
� 4．9区18P全景(南から)
� 5．9区25P全景(東から)
� 6．9区2P全景(南から)



� ７．R2‒3区28P全景(南から)
� 8．R2‒3区40P全景(南から)
� 9．R2‒3区2P全景(南から)
� 10．R2‒3区７P全景(南から)
� 11．R2‒3区12P全景(南から)
� 12．R2‒3区14P全景(南から)
� 13．R2‒3区27P全景(南から)
� 14．R2‒3区30P全景(南から)
� 15．R2‒3区31P全景(南から)

＜綿貫反町遺跡＞� �
PL.88� １．12区調査区全景(北から)
� 2．12区南側全体図(北から)
� 3．12区北側全体図(北から)
PL.89� １．12区2・3号竪穴建物全景(西から)
� 2．12区2号竪穴建物セクション(南から)
� 3．12区3号竪穴建物カマド全景(東から)
� 4．12区3号竪穴建物セクション(南から)
� 5．12区2号竪穴建物掘り方(西から)
� 6．12区2号竪穴建物遺物状況(西から)
� ７．12区１号竪穴建物全景(西から)
� 8．12区2号竪穴建物掘り方セクション(西から)
PL.90� １．12区2・3号竪穴建物掘り方セクション(西から)
� 2．12区2・3号竪穴建物セクション(東から)
� 3．12区4号竪穴建物全景(西から)
� 4．12区4号竪穴建物掘り方全景(西から)
� 5．12区4号竪穴建物B‒B′セクション(南から)
PL.91� １．R2‒6区１号竪穴状遺構全景(東から)
� 2．R2‒6区１号竪穴状遺構2号床下土坑セクション
　　　　　　　(東から)
� 3．R2‒6区１号竪穴状遺構遺物出土状況(東から)
� 4．R2‒6区１号竪穴状遺構2号床下土坑全景(東から)
� 5．R2‒6区１号竪穴建物掘り方全景(東から)
� 6．R2‒6区１号竪穴建物掘り方全景(南から)
� ７．R2‒6区１号竪穴建物１号床下土坑(南から)
PL.92� １．R2‒6区2号竪穴状遺構掘り方全景(西から)
� 2．12区１号竪穴状遺構全景(南から)
� 3．12区１号竪穴状遺構礫出土状況(西から)
� 4．12区１号竪穴状遺構セクション(西から)
� 5．12区2号竪穴状遺構全景(東から)
� 6．12区2号竪穴状遺構遺物出土状況(東から)
� ７．12区2号竪穴状遺構掘り方遺物出土状況(東から)
� 8．12区2号竪穴状遺構セクション(南から)
PL.93� １．12区調査区全景(北から)
� 2．12区１号墳セクション(南から)
� 3．12区１号墳B‒B′セクション１(西から)
� 4．12区１号墳B‒B′セクション2(西から)
� 5．12区１号墳礫遺物出土状況(北から)
PL.94� １．12区2・3・4号溝全景(南から)
� 2．12区2・3・4号溝セクション１(東から)
� 3．12区2・3・4号溝セクション2(東から)
� 4．12区5・6号溝全景(東から)
� 5．12区6号溝セクション(東から)
PL.95� １．R2‒6区１号溝全景(東から)
� 2．R2‒6区１号溝遺物出土状況(西から)
� 3．12区１号火葬土坑全景(北から)
� 4．12区１号火葬土坑セクション(南から)
� 5．12区2号火葬土坑全景(東から)
� 6．12区2号火葬土坑セクション(東から)
� ７．12区１号土坑全景(南から)
� 8．12区１号土坑セクション(南から)
PL.96� １．12区2号土坑全景(西から)
� 2．12区2号土坑セクション(西から)
� 3．12区3号土坑掘り方全景(東から)

� 4．12区3号土坑掘り方遺物出土状況(東から)
� 5．12区3号土坑遺物出土状況１(東から)
PL.97� １．12区3号土坑遺物出土状況2(東から)
� 2．12区3号土坑遺物出土状況3(東から)
� 3．R2‒6区2号土坑全景(南から)
� 4．R2‒6区2号土坑セクション(南から)
� 5．12区3P全景(南から)
� 6．12区3Pセクション(南から)
� ７．12区3P遺物出土状況(南から)
� 8．12区3P遺物出土状況(南から)
PL.98� １．R2‒6区28・29P全景(南から)
� 2．R2‒6区30P全景(南から)
� 3．R2‒6区１・2・3P全景(南から)
� 4．R2‒6区4P全景(南から)
� 5．R2‒6区5P全景(南から)
� 6．R2‒6区8P全景(南から)
� ７．R2‒6区14・15P全景(南から)
� 8．R2‒6区17・18P全景(南から)
� 9．R2‒6区19P全景(南から)
� 10．R2‒6区21・22P全景(南から)
� 11．R2‒6区23P全景(南から)
� 12．R2‒6区24P全景(南から)
� 13．R2‒6区25P全景(西から)
� 14．R2‒6区26P全景(西から)
� 15．R2‒6区27P全景(西から)

＜綿貫原北遺跡＞� �
PL.99　　　　　１号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　12号土坑出土遺物
　　　　　　　23号土坑出土遺物
　　　　　　　１号井戸出土遺物
　　　　　　　遺構外出土遺物

＜綿貫原遺跡＞� �
PL.100　　　　2区１号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　2区3号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　5区6号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　2区掘立柱建物出土遺物
PL.101　　　　3区3号溝出土遺物
PL.102　　　　3区3号溝出土遺物
　　　　　　　6区4号溝出土遺物
　　　　　　　5区5号溝出土遺物
PL.103　　　　5区１号溝出土遺物
PL.104　　　　3区2号溝出土遺物
　　　　　　　3区4号溝出土遺物
　　　　　　　4区2号溝出土遺物
　　　　　　　6区１号溝出土遺物
PL.105　　　　6区2号溝出土遺物
　　　　　　　6区７号溝出土遺物
　　　　　　　6区8号溝出土遺物
　　　　　　　3区１号井戸出土遺物
　　　　　　　3区2号井戸出土遺物
PL.106　　　　3区2号井戸出土遺物
　　　　　　　3区3号井戸出土遺物
PL.107　　　　4区１号井戸出土遺物
　　　　　　　6区3号井戸出土遺物
　　　　　　　6区9号井戸出土遺物
　　　　　　　2区3号土坑出土遺物
　　　　　　　4区3号土坑出土遺物
　　　　　　　3区柱穴出土遺物
PL.108　　　　4区１号火葬土坑出土遺物
　　　　　　　遺構外出土遺物



＜綿貫原前遺跡＞� �
PL.109　　　　R2‒１区１号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　R2‒１区2号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　R2‒１区１号溝出土遺物
　　　　　　　R2‒１区2号溝出土遺物
　　　　　　　R2‒７区2号溝出土遺物
　　　　　　　R2‒１区4号土坑出土遺物
PL.110　　　　8区１号墳(R2‒2区１号墳)出土遺物
PL.111　　　　8区１号墳(R2‒2区１号墳)出土遺物
PL.112　　　　8区１号墳(R2‒2区１号墳)出土遺物
PL.113　　　　8区１号墳(R2‒2区１号墳)出土遺物
PL.114　　　　8区１号墳(R2‒2区１号墳)出土遺物
PL.115　　　　8区１号墳(R2‒2区１号墳)出土遺物
PL.116　　　　R2‒７区１号墳出土遺物

＜綿貫三反割遺跡＞� �
PL.117　　　　　　　　9区１号竪穴建物出土遺物出土遺物
　　　　　　　9区2号溝出土遺物
　　　　　　　9区遺構外出土遺物
　　　　　　　R2‒2区遺構外出土遺物
　　　　　　　R2‒７区遺構外出土遺物

＜綿貫反町遺跡＞� �
PL.117　　　　　　　　12区2号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　　　　　　　　12区3号竪穴建物出土遺物
　　　　　　　　　　　　　　12区5号竪穴建物出土遺物
PL.118　　　　R2‒6区１号竪穴状遺構出土遺物
　　　　　　　　　　　　　　12区１号溝出土遺物
　　　　　　　　　　　　　　12区3号土坑出土遺物
　　　　　　　　　　　　　　12区3号柱穴出土遺物
　　　　　　　　　　　　　　12区遺構外出土遺物
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第１章　調査の経過と方法

第１節　調査に至る経過
　県道前橋長瀞線は、前橋市石倉町を起点として埼玉県

秩父郡長瀞町を終点とする総延長39.7kmにおよぶ幹線道

路である。国道354号バイパス北については利根川右岸

を走る旧道に替えて新規バイパスを建設、すでに供用が

開始されているが、国道354号バイパス以南は整備が遅

れ以前にも増して渋滞が悪化、地元では渋滞解消が待望

されていた。

　本県では地域幹線道路の渋滞解消を懸案事項の一つと

して取り組んできたが、あらためて「ぐんま・県土整備

プラン2020」を策定し、「まちのまとまりをつなぐ道路整

備」の一環として事業化されることになった。国道354号

バイパス南の綿貫地内(例幣使街道が交差する綿貫町交

差点から綿貫町南交差点付近)は渋滞箇所として知られ、

また、道幅も狭く道路利用者の安全確保を目的に、平

成26(2014)年度から10年の予定で事業実施されることに

なった。

　道路拡幅に係る埋蔵文化財の対応については、平成

29(2017)年11月17日に群馬県高崎土木事務所から群馬県

文化財保護課に事業紹会があり、平成29(2017)年11月と

30(2018)年１月の二日間にわたり、文化財保護課による

試掘・確認調査(以下、試掘調査)がおこなわれた。試

掘調査の結果、竪穴建物以下、土坑や溝が確認され、試

掘調査で遺構が確認された範囲の本調査が必要であるこ

と、事業地(5000㎡)内の試掘できない個所については次

年度あらためて試掘調査を行い判断することを高崎土木

事務所に通知(平成30年2月20日付け)した。

　翌年、平成30年5月15日高崎土木事務所から当該地の

埋蔵文化財について試掘調査の依頼があり、同年5月と

6月の試掘調査でも土坑が確認され、本調査が行われる

ことになった。

第１図　遺跡位置図(国土地理院1/200,000地勢図「宇都宮」「長野」図幅を編集・加工)

第１節　調査に至る経過
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第2節　発掘調査の経過
　契約締結後、発掘調査の事前準備を開始した。本遺跡

は交通量の多い地区の発掘調査であり、また、近接して

民家や店舗が密集するなど、市街地の発掘調査そのもの

であった。本遺跡の発掘調査は交通渋滞箇所の解消を目

的とする道路改良事業に伴い実施されたもので、①大型

車両や自転車通行に配慮する必要があること、②未買収

地が散在、調査区が何箇所も分断されていること、③重

機の出入り口部が限られること、④民家出入り口や店舗

駐車場の確保、冬季の防塵対策を要すること、⑤路肩の

崩落防止や調査区の安全確保など、問題が山積した。①

～③、⑤については、調査の安全確保を念頭に必要箇所

に安全フェンスを設置、重機稼働時には警備員を配して

対応した。④については、防塵対策として防塵シート仕

様のガードフェンスを設置した。

　事業団発掘現場では、安全対策について担当者は遺跡

掘削業者と綿密に打ち合わせ、作業員には代理人を通じ

重機稼働中の諸注意など調査中の安全確保を呼び掛けて

いる。また、事業団では安全確保に係るチェックリスト

を作成、これにより安全監視員を巡回させ、安全上の問

題が指摘されれば、その都度問題点を解決することで、

調査中の安全確保に努めた。

　平成31年１月4日、発掘調査に着手した。当初の１月

は１班で対応、2月からは2班体制とした。１月中は路

線北側から調査を進め、2月からは合流した別の１班が

路線の南側から発掘調査を進めた。掘削土は基本的に路

線内で反転させていたが、置ける土量にはかぎりがあり、

調査は効率的とはいいがたかった。各調査区とも水道管

等があり、その埋設方向、埋設深度等に注意して掘削を

進めた。民地の水道管は予期せぬところから不意に発見

されることが多く、できるだけ情報を得て慎重に掘削を

進めた。

調査日誌抄

１月4日　調査開始

１月７日　現地で業者と打ち合わせ

１月8日　安全柵設置、調査区内の環境整備

１月11日　5区表土掘削開始

１月15日　１区表土掘削開始、遺構確認開始

１月22日　１～3区遺構測量、6区2面の掘削開始

１月23日　12区の防塵対策実施

１月24日　１～3・5区測量および全景写真撮影

１月30日　4区掘削開始

2月１日　別班合流、調査区の環境整備開始

2月6日　2区埋戻し開始、10区掘削開始

2月７日　3区南・北の表土掘削開始

2月12日　3・4区の遺構調査、9区の掘削開始

2月14日　6・8区の掘削開始

2月20日　事業団役員視察

2月21日　７区表土掘削開始、8区石室調査開始

2月26日　12区全景写真撮影

3月１日　4区埋戻し開始

3月6日　8区古墳羨道調査開始

3月8日　8区古墳全景写真撮影

3月14日　3者(委託者・文化財保護課・事業団)調整会議

3月15日　8・9区全景写真撮影

3月20日　8・9区埋戻し開始、調査区機材の撤収

3月22日　図面整理ほか撤収準備

3月29日　撤収作業

第3節　発掘調査の方法
　県道前橋長瀞線拡幅工事に伴う調査の対象地は、南北

670ｍに及んだ。調査区内には未買収地が複数箇所あり、

発掘調査は虫食い状態で行わざるを得なかった。初年度

(平成30年度)、調査区名称は道路東側調査区に北から順

に１～4区、道路西側調査区についても北から順に5～

７区と呼称した(１～７区まで第１班が担当)。4・７区

以南については2月合流の第2班が担当、道路東側調査

区に北から順に8～11区、西側調査地点に12区の区名称

を付した。2・5区にはAs-Aの堆積があり、As-A下の畑

や復旧畑が確認されているが、その他の地点ではローム

上面が遺構確認面となった。遺構確認後は、土層観察用

のベルトを残し、遺構調査を進めた。個別の遺構調査は

移植ゴテにておこない、遺構完掘後は個別遺構毎に写真

を撮影した。遺構測量については業者委託して対応した。

　遺構番号については、区毎に遺構種別に遺構番号を付

した。グリッドについては国家座標系Ⅸ系(世界測地系)

を用い、測量図には必要に応じてＸＹ座標の順に下3桁を

表示した。以上が、発掘調査法に関する概要である。遺

第１章　調査の経過と方法
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綿貫原北遺跡

綿貫原遺跡

綿貫原前遺跡

綿貫反町遺跡

綿貫三反割遺跡
（さんだんわり）

綿貫原北遺跡

綿貫原遺跡

綿貫原前遺跡

綿貫反町遺跡

綿貫三反割遺跡
（さんだんわり）

構調査や遺物の取り上げ等に関して特記すべきことはな

いが、発掘時・報告時遺跡名称および区名称については

複雑であり、以下整理しておきたい。

　遺跡名称については、平成30年度段階では「綿貫41

遺跡」のみであったが、令和2年度段階は綿貫41遺跡・

H01遺跡」と2遺跡が併記されていた。このほか、令和

元年調査分「綿貫41遺跡・岩鼻47‒１遺跡・岩鼻47‒3遺

跡・47A03遺跡(岩鼻4号墳)」にも「綿貫41遺跡」の名が

あり、事業が入り組んで包蔵地遺跡名(マッピング群馬)

の詳細な位置関係を再確認する必要があり、併せて正式

遺跡名称について県文化財保護課経由で高崎市教育委員

会文化財保護課に照会した(令和3年度8月)。同年12月

に最終的な回答があり、遺跡名称(＝報告書遺跡名)　が

漸く確定、北から順に綿貫原北遺跡、綿貫原遺跡、綿貫

原前遺跡、綿貫三反割遺跡、綿貫反町遺跡とする回答を

得た。高崎市の場合、包蔵地遺跡名は古墳・城館・試掘

して確定した遺跡などによりアルファベット記載してい

るということであり、包蔵地に複数の包蔵地遺跡名が併

記され、包蔵地遺跡名と報告書遺跡名とは違ってくると

のことであった。

　本遺跡では、県道に取り付く市道が多く、これにより

区名称を付しており、平成30年度調査で１～12区、令和

2年度調査で１～７の区名称が付されていた。遺構写真

や遺構図は区名称を含め記録されており、これを遺跡毎

に修正するのは相当量の作業が必要となることからこれ

を断念、調査段階で採用された区毎に遺構番号を付ける

方式を踏襲した。遺物も年度毎に注記され、2ヶ年の調

査で異なる遺構が同じ区名称で呼ばれるという事態が生

じていたが、これを解消するため、令和2年度分の遺物

についてはその先頭に「R2」の文字を急遽追加して、混

乱を解消することとした。高崎地区遺跡名称問題は令和

4年度になり、解消したと聞いている。

第2図　調査区と遺跡位置

第2節　発掘調査の経過
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第4節　整理の方法
　整理事業の実施に際しては、文化財保護課の調整を経

て、高崎土木事務所と公益財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団とで令和3年4月１日に整理事業の委託契約が

交わされ、次年度(令和4年度)8月までの予定で整理作

業を開始した。

　遺物整理は出土遺物を土器・石器・金属器類に分類し、

それぞれ接合作業をおこない、遺構毎に掲載遺物を選び

出した。また、掲載遺物については必要に応じ石膏を入

れたのちに写真撮影、図化作業を実施した。

　遺物実測は長焦点実測用写真や三次元測定機を使い、

これを実測素図として等倍の手書き実測図を作成した。

そして、手書き実測図作成後は、これを掲載サイズの2

倍に縮小してトレース図を作成した。こうして得られた

トレース図をスキャニングし、報告書刊行に向けてデジ

タルデータ化した。竪穴建物などその他の遺構から出土

した金属製品は当事業団で保存処理作業をおこない、サ

ビ等で形状不明な金属器についてはX線写真により形状

を確認し、手書き実測図を作成、土器石器と同様に写真

撮影、トレース作業をおこない、デジタルデータ化した。

　遺構写真は発掘調査で撮影記録したもので、このなか

から報告に必要な写真を選び、画像修正し報告書掲載用

のデータとした。

　これら遺構遺物のデジタルデータおよび本文文字原稿

を編集、最終的な報告書印刷データとした。

第2章　遺跡の概要

第１節　地理的環境
　本遺跡は、JR高崎駅から東へ約6.3kmにある。当地は

高速道路へアクセスも良く、周辺域64.3haが産業団地と

して開発されることになっているほか、本遺跡より約

１km西の総合卸売市場周辺も工業団地が造成されようと

している。

　本遺跡は、井野川右岸の微高地上に立地する。井野川

は榛名山東南麓(箕郷町西明屋)に水源があり、その下流

域では前橋台地に接して流れ、高崎市岩鼻町付近で烏川

に合流する。井野川下流域の一帯は「井野川低地帯」と呼

ばれているが、幅１kmを超える規模があり、当初から利

根川によるもの(新井1962)とされていた。その後の研究

でも低地帯が利根川によるとする見解に異論は見られな

い(早田1990、新井2003、竹本2008)。

　10数年前、綿貫3遺跡の高崎泥流を掘り下げる機会が

あり、4ｍほど下でAs-ＹPが堆積するのを実見したこと

がある。当初から段掘り掘削していることから、あらか

じめテフラ検出が深所になることを念頭に掘削したはず

であるが、専門家のレクチャーによるものであったと記

憶している。予想どおりテフラが発見されたのであるが、

As-ＹPの前後は言われるような黒色の泥炭土壌ではなく、

土壌化しており、それが草創期包含層となるだろうこと

が強く印象に残っている。

　高崎市域の地形は、西から市街地を載せる高崎台地、

井野川低地帯、前橋台地と続く。そして、高崎台地西側

には、烏川を介して丘陵地形(岩野谷丘陵)が広がり、北

側には榛名山麓末端の火山麓扇状地が接している。市域

地形発達については、

　①利根川砂礫層の堆積

　②前橋泥流の堆積

　③陣馬岩屑なだれの発生(旧利根川の流路変更、井野　

　　川低地帯から広瀬川低地帯へ)

　④高崎泥流の堆積(高崎台地形成)

　⑤榛名白川扇状地形成の順となる(第3図)。

①～③が更新世、④が完新世初期、⑤が古墳時代後期に

当たる。高崎台地内については烏川に近い台地南側が高

く、北側が低い傾向にあり、これを侵食面と考えるのか

堆積面とするのか、異論があるという。岩鼻町－柴崎町

進雄神社には旧利根川の崖線が続き、台地と低地は明瞭

に分かれている。また、市街化が進んで不明瞭だが、旧

宿大類村中心域より東には水田が広がり、高崎台地の地

形を暗示しているようである。旧宿大類村以西は市街化

してしまっているが、明治期の迅速測図を見れば下流側

同様水田が広がっていることが分かる。これを高崎泥流

堆積以前の旧地形を反映したものとみるか、山麓から流

第2章　遺跡の概要
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井野川井野川

赤城火山

広瀬川
       低地帯
広瀬川
       低地帯

井野川
　低地帯
井野川
　低地帯

前橋台地

前橋台地

高崎台地

岩野谷丘陵

下位段丘下位段丘

榛名火山

れ出る河川浸食によるとみるか、単純にはいかないよう

である。榛名白川扇状地末端低地部に榛名山麓から土砂

供給されたのは確実であり、これで低地部が埋まり遺跡

が埋もれてしまった可能性があり、旧地形復元を念頭に

置いた遺跡分布が語られるべきという(高崎市史)。

　本遺跡周辺の地形についてその概要を述べるとすれば、

①地形区分としては井野川低地帯(第4図)、

②立地的には井野川右岸の微高地上にある

というだけである。周辺地形は広く平坦で、集落と水田

の比高差はなく、遠く岩鼻町の高台が見えるだけである。

この高台が旧利根川の形成した右岸側段丘で、この段丘

が追えるのは国道354号バイパス左の進雄神社付近まで

である。これより西は北部環状線高関町付近に痕跡が残

されるだけである。綿貫3遺跡および産業団地遺跡は、

微高地の全域に広がっており、集落は4世紀代から断続

的に継続しており、生産域(水田)は西側の低地部を想定

する以外ないように思う。これまでこの地域の低地調査

例は乏しく詳細は不明だが、古い航空写真や地形図を検

討し、今後の参考となるよう心がけたい。

　陸軍作成の迅速測図(明治13～17年測図)「倉賀野駅」に

は、中山道や例幣使街道が図示されているが、観音山古

墳ほか大形墳の墳丘も描かれている。また、県道前橋長

瀞線にトレースするように大類村から綿貫村の西を通り

例幣使街道に続く古道が図から読み取れる。井野川も蛇

行して流れ、自然河川としての姿を良く止めている。現

在、一貫堀川は下小塙付近で長野堰に連結しているが、

迅速測図では下流域からは江木村付近まで蛇行する流路

をたどることができる。綿貫村の西を流れる粕川も自然

河川で、旧谷中村付近を水源とする小河川と見られる(第

4～７図を参照)。そのほか留意点として、用水系水路

や農地の不規則区画にも注意しておきたい。高崎市東部

の水田は条里水田とされるものを引き継いでいるが、不

規則区画となるものや、水路も斜め方向に流れるものが

あり、旧地形復元も可能と考えている。このようにして

得られたデータに遺跡分布を重ね合わせることで、時代

毎の遺跡分布傾向が明らかになるものと思われる。
吉田英嗣　「浅間火山を起源とする泥流堆積物とその関東平野北西部の　

　　　　　地形発達に与えた影響」2004　地理学評論 77-8

竹本弘幸　「吉田論文2004の問題点」2008　地理学評論 81-6

第2節　周辺遺跡
　本遺跡周辺では、古墳時代前期4世紀代から集落が形

成されるようになり、古代まで断続的に集落が継続する。

そうした傾向は発掘データに良く示されているが、主な

周辺遺跡として、本遺跡東には綿貫観音山古墳が、北側

には国道354号バイパス調査関連の綿貫原北遺跡・綿貫

牛道遺跡・綿貫伊勢遺跡があり、同じく国道354号バイ

パス北側に県道前橋長瀞線建設工事に伴う綿貫小林前遺

跡、井野川を介して北に下滝天水遺跡がある。下滝天水第4図　高崎台地周辺の地形区分図2

第3図　高崎台地周辺の地形区分図１

第１節　地理的環境
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遺跡を除けば、いずれも井野川右岸の微高地上に立地す

る集落遺跡の調査である。生産域(水田)の見込める県道

(前橋長瀞線)西の低地部調査は限定されていたが、近年

の高崎市では工業団地造成に伴う大規模調査が広域に行

われ、井野川流域のみならず、その後背低湿地までも調

査が行われるようになり、農耕開始期集落や発達期集落

など、農耕発達史に基づく集落変遷が明らかになりつつ

ある。また、これを引き継いで平安期には居住域を潰し

水田化されるなど、その実態が見通せるようになった。

旧石器・縄文時代、および、弥生時代遺跡の動向は、や

や広く遺跡を取り上げるべきと考え、それぞれ別図(第

5図に旧石器～弥生、第6・７図に古墳時代以降)を用

意した。

旧石器時代　綿貫地区の発掘が始まろうとした頃、綿貫

地区の旧石器調査について照会されたことがあったが、

当時は答えることができなかった。専門家の見解では、

泥流下数ｍにAs-ＹPが堆積するということであったので

綿貫地区3遺跡で確認したところ、綿貫原北遺跡(2)と

綿貫伊勢遺跡(4)では4ｍ下位で黒色土を挟みAs-ＹPが

堆積するのを観察することができた。掘削はAs-ＹP下の

砂礫層まで及んでいないが、後日井野川橋梁工事の折に

武尊山由来の黒色安山岩を採集、ここが旧利根川の流路

であることを強く実感したのを覚えている。このことに

ついては、10年ほど前に、県内石材資源(環境)の変遷

として取り纏めたので参照していただきたい(津島ほか

2010)。また、台新田町の粕川右岸台地(高位段丘面)で

は表土下に浅間系テフラ(As-ＹP・As-OkP1・As-BP)が堆

積しており、こうした遺跡では旧石器時代遺物が今後発

見されるかもしれない。これまでのところ高崎台地内の

旧石器遺跡は確認できていないが、今後可能な限り旧石

器調査が行われることを期待しておこう。

縄文時代　縄文期遺跡は市内71遺跡があり、市街地西の

第5図　周辺遺跡(縄文・弥生時代)(国土地理院1/25,000地形図「高崎」「前橋」図幅を編集・加工)

第2章　遺跡の概要
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１　本遺跡　2～4　バイパス綿貫原北遺跡・綿貫牛道遺跡・綿貫遺跡　5　下滝高井前遺跡　6　滝川C遺跡　７　元島名A遺跡　8　八幡原遺跡
9　岩鼻坂上北遺跡　10　　天田・川押遺跡　11　　宿大類村西遺跡　12　　天神久保遺跡　13　　万相寺遺跡　14　　山鳥・天神遺跡　15　　高崎情報団地Ⅰ遺跡
16　　高崎情報団地Ⅱ遺跡　17　　鈴ノ宮遺跡　18　　元島名遺跡　19　　西浦・吹手西遺跡　20　　天王前遺跡　21　　柴崎村間遺跡　22　　下中居条理遺跡
23　　下中居条理Ⅲ遺跡　24　　高関村前遺跡　25　　高崎競馬場遺跡　26　　高崎城遺跡　27　　竜見町遺跡　28　　城南小学校遺跡　29　　下佐野遺跡
30　　下佐野長者屋敷遺跡　31　　倉賀野万福寺遺跡　32　　田端遺跡



丘陵部や台地に大規模遺跡が残されている。高崎台地では、

烏川左岸の台地縁辺や井野川右岸台地縁辺に分布、台地

内部の遺跡分布は薄い傾向がある。市域縄文期遺跡は、

前期中葉から後葉(黒浜式期、諸磯式期)および中期後半

(加曾利Ｅ式期)に増加傾向にあり、県内縄文期遺跡の増

減傾向と大差ない。

　市域の大規模遺跡には、八幡台地に若田原遺跡や剣崎

長瀞西遺跡、岩野谷(観音山)丘陵に大平台遺跡があり、

烏川左岸の高崎台地に下佐野遺跡(29、加曾利Ｅ式期)や

倉賀野万福寺遺跡(31)が、井野川左岸の高崎情報団地Ⅱ

遺跡(16、加曾利Ｅ式期)がある。高崎情報団地Ⅱ遺跡の

縄文集落は中期加曾利Ｅ１～Ｅ3式期のもので竪穴建物

35棟・土坑130基がある。集落の全貌は明らかになって

いないが、相当規模の中期環状集落が展開したものと見

られる。同じく井野川右岸には万相寺遺跡(13)があり、

中～後期の竪穴建物3棟が確認されているほか、井野川

左岸の下滝高井前遺跡(5)や八幡原A遺跡で前期諸磯

b式期の竪穴建物があり、井野川流域の縄文期集落が目

立っている。これに対して、台地内には下中居条里Ⅲ遺

跡(23)で中期の竪穴建物が発見されているだけである。

　一方、遺物のみが出土する遺跡も多い。榛名山東南麓

の熊野堂遺跡や八幡台地の剣崎長瀞西遺跡では、草創期

土器片や有茎尖頭器が出土しているが、烏川左岸の岩鼻

坂上北遺跡(9)でも尖頭器が出土、玉村側の前橋台地に

も有茎尖頭器が出土している。前期や中期土器片類を出

土する遺跡も多く、高崎台地内にも高崎競馬場遺跡(25)

や綿貫原北ほか3遺跡(2～4)があり、本遺跡でも後期

土器片が出土している。後・晩期遺跡が少ないというの

も状況は変わらないが、高崎市史には碓氷川低地帯遺跡

から多量の土器片類が採集されたという記載があるよう

に、並榎地区や一貫堀川流域には厚い土砂で覆われた未

知の遺跡が埋もれているかもしれない。

　高崎台地では井野川流域の大八木町や下大類町付近、

烏川左岸の下佐野地区に大規模な集落遺跡が分布し、地

獄堰(高関村前遺跡24、柴崎新堀遺跡ほか)や、谷中堰(下

中居条里遺跡22)の流域に小規模遺跡が点在しているが、

調査の空白域が多く、詳細は分からない。具体的には、

市街地西部の縄文遺跡が希薄であるとする従前の見解が

実態であるのか、出水など様々な理由で実態が分からな

いだけであるのか、判断しなければならない。

弥生時代　高崎台地最古の弥生土器は剣崎長瀞西遺跡や

高崎情報団地Ⅰ遺跡(15)などから前期土器片が出土して

いるが、いずれも断片的である。弥生農耕集落の本格的

定着は中期後半段階からで、その大部分は「環濠集落」で

あるという。

　市域発見の環濠集落は井野川流域や烏川左岸、それに

市街地北部に集中する。部分調査が多く全貌が明らかで

ないが、高崎競馬場遺跡(25)では北西側の居住域と南側

祭祀の場の分離が、高崎城遺跡(26)では環濠内中央部に

方形周溝墓が確認されている。集落規模は大きく、ヘク

タール単位で広がり、その全域を調査することは難しい

状況にある。このほか、環濠集落特有の断面Ｖ字状を呈

する溝が井野川流域の浜尻A・B地点遺跡や烏川左岸の

上並榎南遺跡、上並榎屋敷前遺跡から発見されている。

また、高関堰村遺跡や上並榎屋敷前遺跡、巾遺跡のＶ字

溝も環濠になるということである。今後調査の進展が期

待されるところであるが、狭いエリアを踏まえるならば、

本格的な農耕集落としては定着期というより爆発的増加

に見える。後期集落は中期後半期の集落が立地した高崎

台地内の遺跡が激減、火山麓扇状地を流れる井野川中流

域などに集落が集中するようになる。熊野堂遺跡や新保

遺跡群と呼ばれる遺跡群がそれで、古墳時代以後も集落

が引き継がれる伝統集落である。

　本遺跡周辺では井野川の右岸に情報団地Ⅰ遺跡(15)や

万相寺遺跡(13)があり、左岸(前橋台地側)に元島名遺跡

(18)や鈴ノ宮遺跡(17)があるのは、井野川流域の低地が

生産域であったからであろう。高崎台地の環濠集落は台

地の西側に偏り、後期集落へ継続することはない。また

後期集落も井野川流域にはあるが、台地内には上大類北

宅地遺跡など数遺跡に止まり、高崎東部地域は欠水地帯

として知られ、このことが遺跡立地に影響しているもの

と思われる。近年、総合卸売市場周辺域(下大類町)では

広域に発掘調査が行われており、近々低地帯開発の実態

が明らかになるであろうが、こうした傾向は今後とも変

わらないように思う。

古墳時代　市域には、綿貫観音山古墳(5)や八幡観音塚

古墳、保渡田3古墳などの著名な古墳も多い。加えて、

豪族居館として知られる三ッ寺Ⅰ遺跡、渡来系積石墓、

馬具、半島系遺物が出土した剣崎長瀞西遺跡など東国古

墳文化を語る上で欠かせない重要遺構、遺物が出土して

第2節　周辺遺跡

7



柴崎蟹沢古墳
浅間山古墳

元島名将軍塚古墳

前山古墳

御伊勢山古墳

綿貫観音山古墳

普賢寺裏古墳

不動山古墳

岩鼻二子山古墳

灰塚屋敷

若宮八幡北古墳

八幡若宮遺跡
下郷遺跡

むじな山古墳
弁天山古墳 綜岩鼻村第1号古墳

カブト山古墳

長賀寺山古墳

０ １：25,000 １㎞

いる。また、古墳時代を前後するころから、未開の前橋

台地に開発の手が入り、大規模開発が行われた結果、生

産域が著しく拡大、これに伴い集落も増えた。

　井野川下流域には古墳時代前期集落が点在しており、

上流側(中大類地区)左岸に鈴ノ宮遺跡が、対岸には高崎

情報団地Ⅰ・Ⅱ遺跡(49・50)があり、下流側(綿貫地区)

右岸に綿貫3遺跡(2～4)や綿貫遺跡群(13)がある。い

ずれも地域の拠点集落といえるものであり、50棟を超え

る竪穴建物が検出されている。集落は断続的であり、竪

穴は増減しているが、弥生期までさかのぼる集落(鈴ノ

宮、情報団地遺跡)や、古墳時代になり初めて出現する

集落(綿貫伊勢遺跡(4)、綿貫小林前遺跡(12）、下滝高

井前遺跡(25）、下滝天水遺跡(35))もあり、また、集落

規模の大小があり、実態は複雑である。井野川下流域は

前橋台地の崖線に接する旧利根川が形成した低地帯(井

野川低地帯)で、岩鼻から進雄神社に続く台地が対岸と

なる。対岸には三角縁神獣鏡が出土したという柴崎蟹沢

古墳(60)や谷中村東遺跡(65)の方形周溝墓があり、付近

には拠点集落も確実視されている。今後は、高崎台地内

部の様相が問題となるだろうが、柴崎熊野前遺跡(62)や

卸売市場周辺遺跡(59・66、高崎市教育員会分)の調査成

果が重要になるだろう。

　井野川下流域には古墳も多く、4世紀代の左岸側には

元島名将軍塚古墳(43)、総覧滝川村2号墳、右岸側には

第6図　周辺遺跡(古墳時代)(国土地理院1/25,000地形図「高崎」図幅を編集・加工)
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第７図　周辺遺跡(古墳時代以降)(国土地理院1/25,000地形図「高崎」「前橋」図幅を編集・加工)
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柴崎蟹沢古墳がある。これに続く5・6世紀代の右岸側

には岩鼻二子山古墳、不動山古墳(9)、普賢寺裏古墳

(７)、綿貫観音山古墳(5)がある。将軍塚古墳のみ前方

後方墳、他は前方後円墳である。岩鼻二子山古墳が全長

115ｍで最大、綿貫観音山古墳・不動山古墳が90ｍクラス、

普賢寺裏古墳が30～40ｍクラスで、大小がある。将軍塚

古墳に近い高崎情報団地遺跡には古墳33基(帆立貝形古

墳4基を含む)があり古墳群を形成しているほか、烏川

左岸倉賀野町には前方後円墳4～6基を含む古墳162基

からなる大応寺古墳群・大道南古墳群が知られる。

奈良・平安時代　綿貫伊勢遺跡では７世紀代73棟に対し

8世紀代は33棟、下滝高井前遺跡では７世紀代41棟に対

し8棟と、竪穴建物は半減傾向にある。井野川右岸の集

落は綿貫小林前遺跡－綿貫伊勢遺跡に広がる大規模遺跡

で、工業団地造成工事に伴う調査(高崎市調査)でも濃淡

こそあれ広域に竪穴建物が確認されているようだ。情報

団地遺跡でも同時期の集落が確認されているが、前代に

比べ建物は減少傾向(2/3程度)にある。

　平安期竪穴建物はAs-Bで埋もれた水田下でも確認され

ており(宿大類天田Ⅱ遺跡ほか)、居住域を潰して生産域

としているが、集落全域を潰して生産域とした事例は確

認できない。恐らく市域東を流れる用水群は自然河道を

利用したもので、中大類金井遺跡(52)や下大類中道下遺

跡(57)の集落は、そうした河道脇の微高地に立地したも

のと思われる。

　市域水田遺跡は昭和48年の下小鳥遺跡発掘以来、平成

10年度段階で300を超える調査実績があるという。市域

水田調査は圃場整備によるものが多く、As-B下水田が条

里制水田であることを念頭に、坪の交点を目指して調査

地点が選ばれたということである。これにより調査は限

定されることとなったが、谷中遺跡群の発掘調査では大

型水溜遺構や大型水路が確認され、給排水の実態が明ら

かにされた。また、南大類東沖遺跡ではAs-B水田下に洪

水層があり、これに埋もれた水田が発見されている。旭

町Ⅰ遺跡や上大類野地田遺跡の水田がそれであるが、い

ずれも9世紀代の水田とされている。

中近世　中世城館址関連では、箕輪城(箕郷町)や寺尾城

(寺尾町)など良く知られた城址も多い。箕輪城について

は史跡整備関連の発掘調査で城の構造が明らかにされた

ほか、家臣団の居館発掘も行われ、文献や発掘調査を通

じ、その実態が明らかにされつつある。近年は、それら

武士団を支えた農民層の集落も明らかになり、中世社会

の具体像を実感できるようになった。本遺跡が所在する

綿貫地区は藤原系綿貫氏の本貫地と言われ、同地区には

「堀米屋敷」(6)と呼ばれるところがあるという(高崎市

史、資料編3中世Ⅰ)、また高崎市東部には古代末期か

ら武蔵国の武士団が勢力を広げ倉賀野城・大類城・元島

名城などを、鎌倉幕府御家人安達氏が八幡原町に館(20)

を構えたほか、井野川流域には若宮館・下滝館(34)・八

幡山館がある。城館跡発掘例も、寺ノ内館(浜川町、長

野氏家臣団)や大類城が発掘され、館の構造等も明らか

にされている。家臣団を支えた農民層の集落も綿貫原北

遺跡ほかで発掘されている。

　近世関連遺構としては、高崎城関連の発掘成果が注目

されるところである。高崎城の発掘は現在まで10次に及

んでおり、濠の構造解明など成果を上げている。集落も

屋敷まわりの溝や掘立柱建物から近世初期の屋敷跡が想

定されているが、屋敷面積が300～500㎡と広く屋敷全域

が調査されることは少なく、まだまだ不明な点が多い。

生産域については本遺跡でも確認されているが、As-A下

水田や畑が、354号バイパスの上新田新田西遺跡(27)や

北関東自動車道の上滝五反畑遺跡、同上滝榎町北遺跡

(36)で発見されている。復旧法についても溝状に土坑を

掘りテフラを天地返しするパターンや灰掻き山にするパ

ターン、テフラをテフラ下層の畑耕土に鋤き込むパター

ンなどが知られている。

第3節　基本土層
　基本土層については、当初の調査地点が原北遺跡に接

していたこともあり、綿貫原北遺跡(国道354号バイパス

第556集、ここではバイパス原北遺跡と略)のそれに準拠

して各区基本土層が作成されていることもあり、No.１

地点(5区)の基本土層はバイパス原北遺跡１区のそれと

変わらなかったが、2区ではAs-A下で畑が検出され、ま

た、8区以南では耕作(As-Aを鋤き込む)が漸移層にまで

及んでおり、さらには地点により斑鉄層が形成されるな

どしていた。地点毎に土層堆積が異なり、統一的標記が

難しいため、ここではそれぞれの調査年度毎、調査区毎

に基本土層を示し、報告していきたい。まず、綿貫原北

第2章　遺跡の概要
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遺跡の基本土層から説明しておこう。

　バイパス原北遺跡は国道354号バイパス建設事業に伴

い発掘された遺跡で、年度を跨ぎ牛道・伊勢遺跡も継続

調査され、報告書3冊が刊行されている。最も西にある

のがバイパス原北遺跡、最も東にあるのが伊勢遺跡で、

バイパス原北１区と伊勢3区の標高差は1.5ｍである。

報告書の記載ではAs-Bが純層で残るバイパス原北遺跡１

区の土層が最も良好だが、牛道2区ではAs-A混土層が見

られる程度になり、伊勢遺跡ではそれさえ確認できなく

なるなど、地点間のバラツキが著しい。

　バイパス原北遺跡ではテフラが基本土層に数えられて

いないが、As-A混土、As-B混土、白色パミスの混じる暗

褐色土、井野川泥流(高崎泥流)が認識されている。FPと

記載した白色パミスは、恐らくAs-CかFAに伴う軽石のこ

とだろう。この地点の土層堆積状態は、おおむね玉村地

区を含む前橋台地南端部の標準的な土層堆積と同様になる。

＜綿貫原北遺跡・綿貫原遺跡：1～7区＞(第8図)

No.1（5区）　Ⅱ層がAs-Aを鋤き込んだ灰褐色砂質土、

Ⅳ層がAs-B下の黒色土、Ⅴa層が黒褐色土で縄文包含層、

Ⅴb層が漸移層、Ⅵ層以下が泥流層となる。As-Aの純層

は2区や6区に部分的に堆積していた。

No.2（6区）　Ⅰ層が表土層で層厚は15cm。Ⅱa層はAs-A

混じりの灰褐色土、Ⅱb層はAs-Aの純層、Ⅱc層はAs-A下

の畑耕土、Ⅲ～Ⅵ層を欠き耕土直下はⅦ層(高崎泥流)と

なる。

No.3（4区）　Ⅲ層以下の各層が確認されている。Ⅴa層

の堆積は確認できない。Ⅵ層は高崎泥流相当。黒味が強

く土壌化しているようにみえ、Ⅴb層が淡色黒ボク土に

なることも考えてみたが、確証はない。

＜綿貫原前遺跡：8区、令和2年度1・2・5・7区＞

No.4（8区）　2・3層には白色パミスが含まれている。

下層パミスの粒径が小さとされ、下層パミスはHｒ-FAか

As-Cの可能性がある。4層は漸移層とされ、5層以下が

泥流層ということになる。

　5区No.１地点の土層を基本土層とした場合には、

No.8地点の2・3層はⅡ・Ⅲ層に対比可能になる。4

層が漸移層ということなら4層はⅤb層に、3層とされ

たものはⅢ～Ⅴa層が圧縮されている可能性、またはそ

の一部が欠けている可能性も考えておく必要がある。

No.5（令和2年度5区）　1a層は道路建設に伴う砕石、

1b層は旧表土、②層は黒褐色土で、縄文包含層相当、③

層は漸移層。

　No. 5地点の②層は基本土層のⅤa層(縄文包含層)に、

③層はⅤb層に対比可能である。

＜綿貫三反割遺跡：9～11 区、令和2年度3・4区＞

No.6（令和2年度3区）　1a層が盛土、1b層が旧表土。

②層がAs-B混じりの黒色土、④層が黒褐色土、⑤層が漸

移層、⑥層が泥流層。

　No.6地点の②層は基本土層のⅢ層に、③層の黒褐色

土はⅤa層に、④層はⅤb層に、⑥層はⅥ層の高崎泥流層

に対比可能である。

No.7（令和2年度4区）　1a層が盛土、1b層が旧表土、

②層がAs-Bを含む黒色土で、鉄分凝集が見られる。④層

は白色パミス混じりの黒色土、⑤層が黒褐色土(縄文包

含層相当)。⑥層以下が泥流層。No.７地点の②層は基本

土層のⅢ層に、③層はⅣ層に、④層は同じくⅤa層に、

⑥層はⅥ層に対比可能である。

No. 8（10区）　表土層が厚く0.6ｍほど堆積、表土直下

に明瞭な斑鉄層が形成されるほか、層全体が赤味を帯び

鉄分が沈着する。2層がAs-C混じり黒色土、5層以下が

泥流層になる。No. 8地点の2層は基本土層のⅢ層に、

5層は基本土層のⅥ層に対比されよう。

　以上が、平成30年度１～12区、令和2年度調査分１～

７区の基本土層になる。図化していないものもあるが、

土層堆積の傾向は大きく変わらない。バイパス原北遺跡

Ⅰ区、及び、県道原北遺跡１～７区(平成30年度調査)の

基本土層は、概ね一致しており、No．１(5区)の土層が

典型的な基本土層となる。調査地点が分断され、土層堆

積の顔つきが微妙に異なり、各調査区の対比が難しく、

調査毎に土層図を掲載した。

　遺跡の基本土層とするには、調査区を超えて呼称が統

一されるのが理想的である。基本土層とする以上は土層

の同質性なり、時代性が明らかにされるべきであるが、

それには土層記載が誰でも分かるものにする必要があ

り、主な指標として、テフラ・洪水層・砂層・シルト・

砂礫などがある。考古学全般に言えることであるが、土

色帳を使えるだけの訓練が不十分で、記載内容も参考さ

れる程度である。今後は共通理解が得られるテフラ等、

指標を重視した土層の記載を心掛けたいものである。

第3節　基本土層
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第 3章　綿貫原北遺跡

１．概要

　本遺跡は、県道前橋長瀞線と国道354号バイパスの交

差点南に位置する。遺跡は3地点に分かれているが、調

査地が店舗に接するため、その出入口を確保するためで

ある。

　主な遺構としては、７～8世紀代の竪穴建物2、溝７、

井戸１、土坑20、柱穴60などがある。調査区は三分され

ており、北側調査区北に略南北方向の溝があり、これに

直交する溝がある。このほか、調査区南には近世桶埋設

土坑や井戸がある。桶埋設土坑や井戸は屋敷には欠かせ

ないものだがあまりにも近接しており、同時性には疑問

が残る。

　中央調査区では、土坑や柱穴が確認されたのみである。

土坑の形状は楕円形状を呈し、浅い皿状を呈しているが、

なかには土坑底面が平坦でないものもあり、遺構として

捉えるべきか苦慮したものもある。これらについては、

状況的に倒木と土坑の重複と考えているが、確証はない。

　南側調査区では9世紀前半の竪穴建物１が確認された

ほか、土坑類がある。土坑には、定型化したものとして

長方形土坑がある。その他の土坑については浅く不定形

なものが多い。

　竪穴建物を除けば、各調査区は井戸や桶埋設土坑など

近世屋敷跡に係わる可能性のあるものや、畑の区画溝・

イモ穴と見られる長方形土坑もあり多様だが、遺構覆土

中のAs-Aの有無で遺構を捉えることが検出遺構理解の第

一歩になる。特に、注目されるのが桶埋設土坑と見た9

号土坑の徳利(PL.6-2)である。観察所見には、かぎり

なく明治期に近い徳利とあり、幕末に下る屋敷跡が想定

されたほか、これに近接する１号井戸には18世紀中頃と

いう瀬戸・美濃系の碗(第179図１)があり、これまた、

江戸時代後期屋敷跡の存在が想起されてくる。同時期の

遺構群が抽出できないため断定することはできないが、

明治期の迅速測図には人家として記されており、この地

点が原北集落に当たることが分かる。同時期の遺構群が

県道を挟んで綿貫小林前遺跡(Ｎ西区)として調査されて

おり、これに続く原北集落がどこまでさかのぼるのか、 第9図　綿貫原北遺跡全体図

１．概要
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掘り方

興味深い。これについては改めて評価することが必要に

なるだろうが、いまのところ掘立柱建物跡は確認できず、

中世まで上がる集落を想定することはできないように思

う。ただ、強いて言えば北側調査区南の未調査地(駐車

場出入口)があまりにも広く、この点が気掛かりである。

　出土遺物は１号井戸と12号土坑から出土したものを図

化したのにとどまるが、未掲載遺物を含め遺物量は少な

く、3・9号土坑から陶磁器片(近現代)が、2号溝から

近世国産施釉陶器片が出土しただけである。

2．竪穴建物

　本遺跡では７～8世紀代・9世紀代の竪穴建物１が確

認されている。７世紀末から8世紀初の竪穴建物は北側

調査区にあり、9世紀代の平安期竪穴建物は南側調査区

にある。７末～8初の竪穴建物は、本遺跡に近い綿貫伊

勢遺跡に20棟が、綿貫牛道遺跡に3棟があるだけで、隣

接する綿貫原北遺跡(国道354号バイパス調査遺跡)では

空白域となっている。これに対し9世紀代の竪穴建物は

バイパス原北遺跡3区に9世紀代中頃の竪穴建物2棟が

あり、9世紀後半以降に集落が営まれるようになる。同

時期の竪穴建物の分布状況から判断するならば、本遺跡

(県道前橋長瀞線調査分の原北遺跡、以下遺跡名称の混

乱を避けるため県道原北遺跡と呼称する)の9世紀代竪

穴建物はバイパス原北遺跡3区の竪穴建物に連続してお

り、その集落立地は明らかに西側低地部を明らかに意識

している。低地部調査の実践例は綿貫小林前遺跡(第365

集)にあり、貴重なデータとなっている。

1区1号竪穴建物(第10・179図、PL.3・99)

位　置　X＝34609～34612、Y＝‒68234～‒68235

形　状　建物東辺および北辺のみ確認、詳細は不明。

規　模　長軸(2.80ｍ)・短軸(0.60ｍ)

面　積　1.09㎡　　　　　長軸方位　Ｎ‒5°‒Ｗ

第10図　１区１号竪穴建物

第 3章　綿貫原北遺跡
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カマド
１� 黒色土　　ローム粒を若干含む。
2� 灰褐色土　焼土粒を若干含む。
2′�灰褐色土　2層より焼土粒・焼土ブロックを多く含む。
3� 黒褐色土　焼土粒を含む。
4� 黒褐色土　焼土ブロック、灰を含む。
5� 黒褐色土　ロームブロック(１～5cm大)を含む。粘性に富む。１　茶褐色土　斑状に灰褐色土を含む。白色パミス等は含まない。

2　灰褐色土　上半部に比べ下半部は暗くローム混じり。焼土粒を含む。
3　黒色土　　壁際に堆積した三角埋土。2層の灰褐色土を斑状に含む。
4　黒色土とロームブロック(１～5cm大)の混土層。
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埋没土　黒褐色土で自然埋没(白色パミスは含まれな

い)、下層黒色土はローム混じり、焼土を含む。北壁際

に色調の暗い黒色土が三角堆積する。

床　面　黒色土主体の貼床、やや軟質。

柱　穴　確認されていない。

カマド　東壁にある。竪穴建物の軸方向に対し、やや南

に傾いて構築されていた。焚口は幅30cmほど、燃焼部は

東壁ライン上にある。燃焼部には、薄く灰層が広がって

いた。

掘り方　東壁際に限れば、全体を10cm弱、カマド付近は

15cm前後を掘り窪めている。

出土状態　杯や台付甕(第179図１～5)がある。いずれ

もカマド掘り方から出土した。調査区が狭く、床面直上

とされるようなものはない。

所　見　カマドの軸が傾いているのは、柱穴の位置が関

係しているのであろうが、柱穴は確認されておらず、詳

細は不明。　

1区2号竪穴建物(第11図、PL.3)

位　置　X＝34648～34651、Y＝‒68239～-68242

形　状　建物東辺のみ確認、詳細は不明。

規　模　長軸(3.65ｍ)・短軸(2.30ｍ)

面　積　10.59㎡　　　　　長軸方位　Ｎ‒10°‒Ｗ

重複遺構　１区8・9・12号土坑、１区１号井戸と重複。

埋没土　調査区西壁で見る限り、床面直上には白色軽石

を含む黒色土が堆積するように見える。この場合、白色

軽石はAs-CまたはHｒ-FAに伴うパミスとするのが妥当と

思われる。

床　面　床面は軟質で、結果的に下げ過ぎてしまったが、

西壁断面で見る限り、床面は黒色土主体の貼床で、色調

の暗い褐色土が混じる程度である。

柱　穴　柱穴１があるということであるが、深さ10.0cm　

と浅過ぎる。掘り方の調査段階で確認されたものであり、

柱穴とは断定できない。

カマド　確認できていない。

掘り方　南北セクションは井戸確認段階のものであり、

浅い柱穴や床下土坑とされるものが確認されているだけ

である。

出土状態　掘り方の覆土中から、台付甕の破片類が出土

している(未掲載)。

所　見　建物と重なる１区12号土坑には楕円礫や礫片類

があり、建物カマドの可能性について検討してみた。現

状では焼土や灰層もなく、カマドとするだけの根拠は乏

しい。

　

第11図　１区2号竪穴建物

2．竪穴建物

15

１－2号竪穴建物
１� 暗褐色土　ローム粒を含む。１㎜程の軽石・2～5㎜程の礫を極わずか含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。１㎜程の軽石を極わずか含む。

炭化粒を極わずか含む。
3　暗褐色土　ローム土・ロームブロックを含む。
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3．溝

　溝8条が確認されている。中央調査区を除き溝が確認

されているが、北側調査区の溝は主軸が西へ17°触れる

ものと、これに直交するものがある。北側調査区では１

区2・5・6号溝が南北軸の溝、１区5・７号溝が東西

軸の溝になる。調査区が接するバイパス原北遺跡では、

33号溝が南北軸の溝となり、１～3号溝が東西軸の溝と

いうことになるが、軸方向の類似性から考えて、ほぼ同

時期の溝ということになろう。１条のみある南側調査区

の溝(１区１号溝)は軸方向が東に20°傾いており、現道

を介してある用水路「堀米堀」の軸方向に重なる。

1区1号溝(第12図、PL.3)

位　置　X＝34613～34615、Y＝‒68231～‒68234

形　状　断面は浅いタライ状を呈す。

規　模　長軸(3.24ｍ)・短軸(0.8ｍ)・

　　　　深さ0.36ｍ(高低差0.15ｍ)

長軸方位　Ｎ‒20°‒Ｅ

重複遺構　なし

所　見　溝の西側が長軸1.2ｍの長方形土坑(イモ穴)が

重複するように見える。結果的に溝と土坑の重複となる

だろうが、溝には流痕は確認できないことから、区画溝

か耕作溝に類するものということになろう。出土遺物は

ない。

第12図　１区１号溝 第13図　１区2・5・6・７号溝

第 3章　綿貫原北遺跡
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１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含んでいるほか、

１㎜程の軽石をわずか含む。一部やや締りなし。

１� 灰褐色土　As-A混じり黒色土。3～40㎜程の礫をわずか含む。
2� 灰褐色土　As-A混じり黒色土。砂礫(5～10㎜程)をわずか含む。
3� 灰褐色土　As-Aを多量混入するほか、砂礫を含む。
4� 攪拌された As-A　１～3層はAs-Aを鋤き込んだ畑耕土。
5� 茶褐色土　ロームブロックを含む。

１� 灰褐色土　As-A混じり黒色土。3～ 40㎜程の礫をわずか含む。
2� 灰褐色土　As-Aをブロック状に含んでいるほか、砂礫を含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
4� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックをわずか含む。5㎜程の礫を

含む。
5� 暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックをわず
か含む。5㎜程の礫を含む。

2� 暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックをわず
か含む。5㎜程の礫を含む。

2� 暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック
をわずか含む。5㎜程の礫を含む。

2� 暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
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1区2号溝(第13図、PL.4)

位　置　X＝34663～34666、Y＝‒68241～‒68243

形　状　断面U字状を呈す。

規　模　長軸(6.04ｍ)・短軸(0.7ｍ)・

　　　　深さ0.2ｍ(高低差0.07ｍ)

長軸方位　Ｎ‒17°‒Ｗ

重複遺構　１区6号溝

所　見　本来は浅いU字状の溝で、土層に流痕等は確認

できない。埋没途中に掘り返した可能性があり、これに

かき集めたAs-Aを埋めている。溝東側が微高地の尾根側

に当たり、溝に落ちる軽石を鋤き込んで繰り返し畑作を

継続したのであろう。溝には北壁から3.0ｍ地点に浅い

溝が直交、調査所見ではこの浅い溝を境に１区8号溝と

捉えているが、この地点を境に長狭な溝2条が重複する

可能性も否定できない。畑の区画溝とすることが妥当か

壬申絵図等の検討も必要になる。

1区3・4号溝(第14図、PL.2)

位　置　1区3号溝

　　　　（X＝34653～34655、Y＝‒68243～‒68244)

　　　　１区4号溝（X＝34651～34652、Y＝‒68243）

形　状　溝は浅く皿状を呈す。

規　模　１区3号溝：長軸(1.17ｍ)・短軸(0.26ｍ)

　　　　１区4号溝：長軸(1.12ｍ)・短軸(0.28ｍ)

長軸方位　Ｎ‒16°‒Ｗ

重複遺構　1区3号溝と１区13号土坑が重複

所　見　溝の軸方向は16°西に傾いている。１区3・4

号溝の軸方向は畑の区画溝(１区2号溝)と変わらないこ

とから、溝はサク切り痕の類と見られる。

1区5号溝(第13図、PL.4)

位　置　X＝34663～34664、Y＝‒68242～‒68245

形　状　溝は浅く逆台形状を呈す。

規　模　長軸(3.16ｍ)・短軸(0.76ｍ)・

　　　　深さ0.14ｍ(高低差0.15ｍ)

長軸方位　Ｎ‒64°‒Ｅ　重複遺構　１区6号溝

所　見　１区2・6号溝に対し、ほぼ直交するよう重な

る。土層堆積には流痕等は見られない。バイパス原北遺

跡3区3号溝に続く可能性がある。

1区6号溝(第13図、PL.4)

位　置　X＝34661～34666、Y＝‒68242～‒68243

形　状　溝は浅く、皿状を呈す。

規　模　長軸4.85ｍ・短軸0.38ｍ・

　　　　深さ0.05ｍ(高低差0.02ｍ)

長軸方位　Ｎ‒77°‒Ｅ　　重複遺構　１区2号溝をきる

所　見　１区2号溝と並行して走り、軸方向が同じ。１

区5号溝の前後関係はデータ化されていないが、写真か

らみる限り、１区5号溝が先行する。

1区7号溝(第13図、PL.4)

位　置　X＝34660～34661、Y＝‒68242～‒68244

形　状　溝は浅く、略「逆台形状」を呈す。

規　模　長軸2.62ｍ・短軸0.68ｍ・

　　　　深さ0.11ｍ(高低差0.04ｍ)

長軸方位　Ｎ‒74°‒Ｅ　　重複遺構　なし

所　見　図には示されていないが、溝東側は土坑状に窪

み、溝西側とはやや高低差がある。溝と土坑に分別する

ことも可能かもしれないが、軸方向が重なることから、

特に機能的分担を果そうとしたものではないように思

う。

第14図　１区3・4号溝

3．溝
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※　１区3号溝・4号溝はセクションの注記や写真はなし。溝内には
As-A混じりの土が入っていた。
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4．井戸

　井戸１基が確認されている。素掘り井戸だが、上端部

は方形状を呈することから、井戸枠を据えていた可能性

も否定できないが詳細は不明。

1区1号井戸(第15・179図、PL.5・99)

位　置　X＝34648～34649、Y＝‒68241～‒68242

形　状　井戸の北側は方形状に整形されているが、残る

部分は試掘トレンチが重なり詳細は不明。井戸中位より

下方は円筒状を呈しているが、上半部は漏斗状に開く。

規　模　長軸1.51ｍ・短軸1.28ｍ・深さ1.58ｍ

長軸方位　Ｎ‒11°‒Ｗ

重複遺構　１区2号竪穴建物

土層堆積　最下層にロームブロックを含む黒色土が互層

堆積、その上位に人頭大の河床礫が複数廃棄されていた。

途中、壁が抉れるアグリ等は見られない。

出土遺物　碗(第179図１、瀬戸美濃)１がある。

所　見　高崎泥流を約1.5ｍ掘り抜いている。最下層に

黒色土の互層堆積があり、井戸として機能したのは確実

だが、井戸断面にアグリはなく、どの程度の水量が確保

できたのか不安になる。

　

第15図　１区１号井戸

第 3章　綿貫原北遺跡
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3� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。１㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4� 暗褐色土　ローム粒を少量混入するほか、炭化物をわずかに含む。
5� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。5～10㎜程の礫を含む。
6� 黒褐色土　5層に相似、１㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
７� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。１㎜程の軽石・炭化粒子を極わずか含む。
8　黒褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。明黄褐色(10ＹR6/6)の砂礫がブロック状で含ま

れる。5㎜程の礫を極わずか含む。
9� 黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
10� 黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。１㎜程の礫をわずか含む。
11　黒褐色土　ローム土をわずか含む。
12　黒色土　　ロームブロックを含む黒色土が互層堆積する。人頭大の亜円礫を含む。
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5．土坑

　土坑21基が確認されている。深さ10cm前後を測る浅い

楕円基調の土坑が多く、円形土坑や長方形状を呈する定

型的土坑は概して少ない。注記から明らかにAs-Aが混じ

る土坑として、１区１～4・７・13号土坑がある。

＜円形土坑＞

　円形土坑は5基があり、１区１・8・9・20・22号土

坑が該当する。このうち、１区8・9号土坑は桶埋設土

坑であり、直径3尺の桶を埋設したものと思われるもの

である。桶底部の側板痕跡は１区9号土坑底面に見られ

るだけであり、１区8号土坑底面には見られないが、こ

れは１区8号土坑に埋設桶が抜かれたためである。残る

１区１・20・22号土坑も径１ｍ弱で、その断面形状は箱

型を呈するものが多い。出土遺物は１区8号土坑埋土か

ら徳利１(未掲載)がある。

＜長方形土坑＞

　長方形土坑は、１区3号土坑が該当する。長さ2.6ｍ

を測り、形態的には芋穴に近い。１区3号土坑について

は、南壁が直線的であるのに対して北壁には段があり、

平面的には土坑2基が重複している可能性も考えておき

たいが、坑底には段がなく重複について言及できるだけ

の根拠は見当たらない。

＜楕円基調の土坑＞

　楕円基調の土坑17基が確認されている。土坑は深さ10

～20cmの土坑が多く、概して形態的に安定しないものが

多い。形態的多様性が著しいとはいえ、１区13号土坑は

土坑底面こそ平坦とはいいがたいものがあるが、試掘ト

レンチを掘り上げて確認したところ、その確認状態は明

らかに人為的であった。１区2号土坑や１区4号土坑は、

土坑底面が片側傾斜していた。なかなかみることができ

ない土坑であり、どう取り扱えばいいのか悩んだ末に、

土坑側壁にロームが見えないことや土坑から少し離れて

反転ロームが見えることから、最終的に倒木と土坑の重

複例と捉えたものである。

　また、１区12号土坑については楕円形土坑とピットが

重複したように見え、これが１区2号竪穴建物東壁の位

置に重なるように確認されたものである。偏平礫が建物

東壁に立て掛かるように出土しており、カマドを壊して

土坑が構築されたとも考えてみたが、焼土や灰の痕跡が

なく覆土中から在地火鉢が出土していることから、現状

では建物カマドは不明と言わざるを得ない。

第16図　１区土坑１

5．土坑
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1区1号土坑��
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5～15㎜程の礫をわずかに含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、色調は暗い。30㎜程の礫をわずか含む。
1区22号土坑� �
１� 暗褐色土　　ローム粒・ロームブロックを少し含む。
2� 暗黄褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
　　※１・2層は倒木流入土
1区8・9号土坑� �
Ⅱ� 灰褐色砂質土(As-Aを含む。いわゆるA混土)
１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを混入するほか、１㎜程の軽

石・3～40㎜程の礫を含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。１㎜程の軽石・5～

30㎜程の礫をわずか含む。
3　黒色土とローム土の混土層　１㎜程の軽石・10～20㎜程の礫の他、炭
化物をわずか含む。

4　黒褐色土　ローム粒を含む。１㎜程の軽石・5～30㎜程の礫をわずか
含む。

5� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
6� 黄褐色土　ローム土。桶埋設時の人為的な埋め土。
７� ローム漸移層(基本土層Ｖb層)
1区3号土坑��
１� 灰褐色土　ローム粒・砂礫・１㎜程の軽石を多く含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックをわずか含む。
1区2号土坑��
１� 黒褐色土　ローム粒を含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5～30㎜程の礫をわずか含む。
3　暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5～10㎜の礫を含む。2層と同

質だが、やや暗い。
4　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5㎜の礫を極

わずか含む。
1区6号土坑��
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入する。１㎜程の軽

石・5～30㎜程の礫をわずか含む。
3　暗褐色土　ローム粒・小礫を含む。2層よりやや明るい。
1区17号土坑� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜ほどの軽石を含む。色調は暗い。
2� 暗褐色土　１層と同質だがやや明るい。�
1区5号土坑��
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。締りあり。粘りなし。
2　暗色土　ローム粒・ロームブロック主体で、１㎜程の軽石・5㎜程の

礫を極わずか含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜の軽石・5㎜の礫を含む。
4　暗褐色土　3層と同質だが、やや暗くロームブロックを多く含む。ロー

ム粒・１㎜程の軽石・5～15㎜程の礫を極わずか含む。
1区16号土坑� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜ほどの礫を含む。
2� 褐色土　　ローム粒・１㎜ほどの軽石・5～15㎜ほどの礫を含む。

1区21号土坑� �
１� 暗褐色土　斑状に黒褐色土を含む。ローム粒・ロームブロックを混入。
2� 暗褐色土　１層と同質、１層より若干色調が明るい。
1区15号土坑� �
１� 暗褐色土　ローム粒を含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だがやや明るい。ローム粒を多量混入する。
1区7号土坑��
１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜ほどの軽石・5～30㎜程

の礫をわずかに含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、やや明るい色調を呈す。
3� 褐色土　ロームブロックを多量に混入する。１㎜程の軽石を含む。
4� 褐色土　比較的均質で、１㎜程の軽石をわずかに含む。
　　※遺構2基の切り合い、シミ状を呈し遺構か不明� �
1区11号土坑� �
１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずかに含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、やや明るい色調を呈す。
3　暗褐色土　ロームブロックを多量に混入するほか、１㎜程の軽石・5㎜

程の礫をわずかに含む。
1区12号土坑� �
１� 暗褐色土　ロームブロック・１㎜程の軽石をわずか含む。
2� 暗褐色土　極少量のローム粒を含む。
3� 暗褐色土　ローム粒を含んでいるが、比較的均質に見える。
4� 暗褐色土　１層と同質だが、ロームブロックを含み、やや暗い。
5　暗褐色土　斑状に褐色土を含む。白色パミス等の混入は見られない。

比較的均質で、１～4層とは土味が異なる。
　　※楕円礫が斜め方向に傾いて出土する。位置的にカマド石組の可能性

も否定できないが、焼土・灰層等は確認できない。��
1区13号土坑� �
１� 暗褐色土　As-Aを含む。ローム粒や5～10㎜程の礫を含む。
2� 暗褐色土　ロームブロック・5㎜程の礫をわずかに含む。
1区4号土坑��
１� 黒褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・炭化粒をわずかに含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
1区14号土坑� �
１� 暗褐色土　　ローム粒を含む。
2� 暗褐色土　　１層と同質だがやや明るい。ローム粒を多く含む。
3� 暗黄褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入する。
1区10号土坑� �
１　暗褐色土　ローム粒を含む。１㎜程の軽石が含まれるとあるが、植物

の根によるものか。
2� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずかに含む。
3　褐色土　　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5～15㎜程の

礫を含む。
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　6．柱穴

　柱穴は65本が現地確認されているが、内訳は北側調査

区10本、中央調査区43本、南側調査区７本である。柱穴

の典型例を除けば、まず大小の差があり、柱穴深度の差

もあり、多様である。浅過ぎるものについても確認面の

問題があり、また、調査範囲が狭く、掘立柱建物が巧く

認定できないだけという可能性もあり、ここでは、柱穴

としたものについてはすべて掲載することとした。

　北側調査区には柱穴10本があり、１区2号溝あるいは

１区8・9号土坑と同軸の柱穴列を検討してみた。溝と

同軸の柱穴列は2ないし3列を検討してみたが、いずれ

も柱穴間が3ｍを超えるため建物を建てるのは難しいと

判断した。土坑と同軸の柱穴列は１列があり、柱穴間も

1.8ｍと規格的で掘立柱建物が期待されたところである

が、これに直交する平入側の柱穴がなく、柱穴も3本中

2本が認定から外れ、掘立柱建物の認定は難しいようで

ある。

　同様に、中央調査区柱穴43本、南側調査区柱穴７本を

取り上げ同軸方向の掘立柱建物を検討してみたが、中央

調査区の柱穴は直径0.1ｍ前後で、柱穴とすることは難

しいように思う。現状で掘立柱建物としての根拠は見出

せておらず、建物は認定できていない。

　なかには柱穴とすべきものか悩ましいものもあるが、

記載の都合上、ここでは柱穴としたものを１～3類に分

けておいた。

＜柱穴1類＞第21図上段１～4列(61Pまで)

　建物上屋を支える柱を立てるため掘り窪めた小穴で、

長径3～50cm程度で、深さは小穴の直径以上程度に掘り

込んだもの。状況が良ければ、柱痕や腐食した柱材が確

認されることもあるが、腐食した柱材が確認できたもの

はない。

＜柱穴2類＞第21図5段目(15P～39Pまで)

　柱穴径も柱穴の深さも同程度であり、柱穴の深さが浅

いのは確認面の問題かもしれないということをまずは疑

わせるような一群。柱痕の確認作業は行われておらず、

詳細な検討は難しい状況である。

＜柱穴3類＞第22・23図6～9段目(1P～56Pまで)

　断面形が鍋底状になるような一群で、浅いものも深い

ものもこの一群に含めておいた。なかには柱穴より土坑
第19図　１区柱穴全体図１
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としたほうがいいものもあるが、如何ともしがたい。

＜その他＞第22図最下段

　重複柱穴の一群で、各種柱穴が含まれる可能性がある。

柱穴らしい柱穴同士の切り合い関係は見られないが、み

たところそれほど深い柱穴の切り合い関係は少ないよう

である。29 号 P・37 号 P は土坑状に掘り下げてから柱

穴部分を掘り窪めたように見えるもので、切り合い関係

とは異なる。

第21図　１区柱穴１
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1区4P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、色調は明るい。
1区5P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を含む。
2　暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。１・

3層に比べて色調は暗い。
3� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。粘性に富む。
1区7P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入する。
3� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
4� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を含む。粘性に富む。
1区14P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2� 暗褐色土　ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5～15㎜程の

礫を極わずか含む。
1区46P� �
１　暗褐色土　大粒のローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5～

10㎜程の礫を極わずか含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
1区57P� �
１� 黒褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を含む。泥流中の砂礫がブロック

状に含まれる。
3　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックをわずか含む。１層と同質だが

やや暗い色調を呈す。
1区27P� �
１　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5～20㎜程の

礫を極わずか含む。
1区52P� �
１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量に含む。このほか、１㎜

程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずか含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を含む。

1区55P� �
１　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずか含む。
1区58P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区60P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区64・65P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜の軽石・5㎜の礫を含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜の軽石・5～10㎜の礫を

含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜の軽石を含む。
1区15P� �
１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量に混入するほか、１㎜程

の軽石を極わずか含む。
1区8P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2　暗褐色土　ロームブロックを多量に混入する。１㎜程の軽石をわずか

含む。人為的な埋め土。
1区17P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2　暗褐色土　ロームブロックを含む。１㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わ

ずかに含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5～20㎜程の礫を極わずか含む。
1区18P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を含む。炭化物をわずか含む。
2� 暗褐色土　5～30㎜程の礫を極わずか含む。
1区36P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区41P� �
１� 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石をわずかに含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区42P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石をわずかに含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、やや明るい。
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1区39P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2　褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量に含む。１㎜程の軽石をわ

ずか含む。崩落土？
1区1P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、色調は明るい。
3　暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。や

や明るく、粘性に富む。
1区2P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2� 黒褐色土　斑状で、１㎜程の軽石を極わずか含む。根の痕跡を含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
4� 黒褐色土　2層と同質で、ローム粒を極わずか含む。粘性に富む。
5� 暗褐色土　3層と同質で、ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
1区3P� �
１� 暗褐色土　１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。
1区11P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。１層よりやや暗い

色調を呈す。
3� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。色調は１層に近い。
1区32P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずか含む。
1区6P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、ローム粒を多量に含み明るい。
3� 黒褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区12P� �
１　暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5㎜程の礫・炭化粒を極わずか

含む。
2　暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5～25㎜程の礫を極わずか含む。

色調は１層より明るい。
3� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区16P� �
１� 暗褐色土　ロームブロックを含む。
2� 暗褐色土　１層と同質だが、やや明るい色調を呈す。
3� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
1区21P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区24P� �
１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。１㎜程の軽石・5㎜程

の礫・炭化粒を極わずか含む。
2� 黒褐色土　１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区13P� �
１� 暗褐色土　As-Aを多く含む。脆く崩れやすい。粘性は乏しい。
2� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。

1区35P� �
１� 黒褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量に混入する。１㎜程の軽

石・5㎜程の礫を極わずか含む。
1区38P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区45P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区47P� �
１� 暗褐色土　ローム粒を極わずか含む。
2� 褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・20～50㎜程の礫を含む。
3� 褐色土　2層と同質だが、やや暗い。ロームブロック主体の埋め土。
1区48P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区49P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を含む。
1区53P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区56P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。１層よりやや明

るい。
1区43P� �
１　暗褐色土　斑状に褐色土が堆積。ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか

含む。
2　暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。１㎜程の軽石を極わずか含む。
1区44P� �
１　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずか含む。下層にはロームブロックが目立つ。
1区22P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入するほか、１㎜程の

軽石を極わずか含む。
1区23P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石を含む。色調は明るい。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量に混入する。１㎜程の軽

石を極わずか含む。
3� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・１㎜程の軽石を含む。
1区25P� �
１� 暗褐色土　斑状に褐色土を含む。１㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。このほか、１㎜程の軽石・

5㎜程の礫を極わずか含む。
1区26P� �
１� 暗褐色土　ローム粒・１㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2� 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
3　暗褐色土　ローム土を多く、ローム粒を極わずか含む。１mm程の軽石、

5～10mm程の礫を極わずか含む。
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第4章　綿貫原遺跡

1．概要

　本遺跡は平成30年度調査地点2～7区に当たり、2～

4区が県道東、5～7区が県道西にある。北に県道原北

遺跡(第3章)が、南に綿貫原前遺跡(第5章)が接する。

遺跡は井野川右岸の台地上に広がる集落遺跡で、その生

産域は台地西の低地部ということになるが、早い段階で

圃場整備が行われ、地形の変換点らしきものがある程度

で、現状で地形変換点を見分けることは難しい状況にあ

る。検出された主な遺構には4世紀代の竪穴建物9、8

～9世紀代竪穴建物2、中近世の溝35、井戸16、火葬土

坑2、土坑58、柱穴382、As-A下の畑、同・復旧畑がある。

　4世紀代の竪穴建物は県道を挟んだ東西調査区(2・

5区)にあり、また、8・9世紀代の竪穴建物は県道東

の4区にあり、竪穴建物は遺跡の南北両端で確認された

ことになる。県道西5区の4世紀代竪穴建物は南北3～

40ｍ内に6棟が密集しており、市道北の綿貫小林前遺跡

N西区にも同時期の竪穴建物2があり、これが西側低地

部に臨んだ集落であることが分かる。

　8・9世紀代の竪穴建物2は遺跡南端に近い調査区(4

区)にあり、同時期の建物は周辺域にはなく、北側の竪

穴建物群とも150ｍ近い空白域となっている。

　中近世遺構群は、これら古代竪穴建物に挟まれるよう

にして確認されている。溝は大小さまざまであるが、規

模の大きなものは確認面で幅2～3ｍ・深さ0.7～1.0ｍ

があり、屋敷区画溝になる。調査区が狭長で、その全貌

は確認できていないが、県道東3区および県道西5・6

区には南北軸を同じくする溝2(5区1号溝、3区3号

溝)があり、また、同規模・同形態の溝2(5区5号溝、

2区2号溝)があり、コーナー部分は確認できていない

が、5区1・5区5号溝が連結、その延長として2区2・

2区3号溝が連結する屋敷区画溝になる。この区画溝の

南辺については、幅3.3ｍ・深さ1ｍ弱を測る6区4号

溝が有力な候補になる。この想定が正しければ屋敷規模

は南北軸で約110ｍ、1町四方の屋敷区画溝ということ

になる。

　なお、上記区画溝に同形の溝として、2区1号溝があ

る。プラン上は県道東3区5号溝、県道西6区9号溝と

同軸であり、1本の溝とすることができるだろうが、不

定形ながら屋敷拡張の痕跡と捉えることができるのか微

妙である。溝の東には火葬土坑を含む各種土坑、ピット

群があり、屋敷跡に無関係ということはないだろうが、

具体的な建物配置等は分からない。この屋敷跡がどこま

でさかのぼるか、気になるところである。

2．上層遺構群(復旧畑)

　遺跡北端の県道東2区、および、遺跡中央付近(県道

西6区)の2箇所において、As-A降下後の復旧坑・復旧痕・

溝が確認されている。いずれもAs-A降下に伴う畑復旧の

痕跡であり、ここでは復旧畑として総括的に捉え記載し

ておきたい。

＜県道東、2区北側調査区＞(第23図)

　図示したとおり、復旧痕は全域に確認されたわけでは

ない。調査区北壁付近でAs-Aが充填された状態で2区3

号溝があり、この溝脇にアゼ状の高まりがあった。畔の

第23図　2区上層遺構群全体図

1．概要
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東側については撹乱等があり平面的に確認できたわけで

はないが、現道(市道)拡幅部分で畑の耕作面が確認でき

ている。明確な復旧坑は調査区東壁際に3基のみ示され

ているだけであるが、中央付近(X＝34585～34595)には

復旧坑群が残されていたと調査記録にはある。復旧坑群

の両側は撹乱と記載されているが、耕作の深度差が影響

しただけで、本来的にはテフラを鋤き込み復旧畑とした

のであろう。

2区3号溝(第24図、PL.11)

位　置　X＝34596～34597、Y＝‒68224

形　状　断面は浅いU字状を呈す。

規　模　長軸(0.96ｍ)・短軸1.2ｍ・深さ0.4ｍ

面　積　17.51㎡　　　　　長軸方位　N‒3°‒E

重複遺構　下層から現市道に並行して2区4号溝が確認

されている。

所　見　部分的確認に止まり詳細は不明だが、アゼ脇に

掘られた畑区画溝と見られる。溝の軸方向は略南北方向

第24図　2区3号溝　

第4章　綿貫原遺跡
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Ⅰ　表土層
Ⅱa　灰褐色砂質土　As-A混土(3号溝の覆土)
Ⅱｂ　下層3cmが一次テフラ、残る15～17cmが二次堆積したテフラ
Ⅱc　灰褐色砂質土　As-A下の畑耕土
1　灰褐色土　ローム粒を含む。マンガン凝集あり。
1′　灰褐色土　ロームブロック多量混入。1層よりやや暗い色調を呈す。
2　黒褐色土　ロームブロックをわずかに含む。
3　灰褐色土　ロームブロックを多く含む。(1～3は4号溝の覆土)
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を指している。流痕等は確認されない。溝脇には幅0.20

～0.33ｍのアゼ状の高まりがあり、これを畑地境とした

のであろう。

復旧坑(第24図、PL.11)

　調査区中央東壁際に長方形状を呈す復旧坑1が、また

これから南に6ｍほど離れて復旧坑1があり、測量図に

は南北10.5ｍの範囲に復旧坑が分布したとする記載が残

されている。これ以上のデータは残されておらず如何と

もしがたいが、復旧坑の大部分は後世の耕作で鋤き込ま

れてしまったようであり、東壁断面に薄くAs-Aが確認で

きるだけである。復旧坑の分布域は明確に分かれること

から、耕作者毎に耕作深度が異なるということかもしれ

ない。

　復旧坑は幅0.4～0.5ｍほどであり、人一人が立てる程

度である。土坑は深さ10cm程度と浅く、As-Aは耕作土と

混じり汚れていた。

＜県道西6区＞(第25図)

　復旧痕は県道西6区北側調査区および南側調査区で確

認されている。北側調査区の復旧痕は幅0.2ｍ・長さ0.5

～1.5ｍほどで、20㎡弱(南北5ｍ・東西4ｍ)の範囲に

広がっていた。復旧痕は形状から判断して鋤先様の工具

痕と見られ、テフラを耕作土に鋤き込んで復旧したもの

と思われる。一方、南側調査区のそれは6区4号溝まで

南北35ｍの範囲にある。南側調査区の復旧痕は全域に及

んでおり、約300㎡(南北30ｍ・東西10ｍ)に広がっていた。

復旧痕はアゼ(6区1・6区2号アゼ)2本を挟んで確認

され、耕作痕は途中2箇所でトレンチ状に確認したのに

とどまるが、いずれも幅0.2ｍほどである。復旧法とし

ては北側調査区と同じ手法だが、1・2号アゼに挟まれ

たこの区画の耕作痕は東西方向に並んでいた。こうした

相違は通常耕作者が異なるとされる。

6区1号アゼ(第26図、PL.11・12)

位　置　X＝34460～34505、Y＝‒68224～-68233

形　状　背の低い蒲鉾状を呈す。

規　模　長軸(5.35ｍ)・短軸1.55ｍ・高さ0.07ｍ

長軸方位　N‒5°‒W

重複遺構　下層遺構として6区1・2号溝がある。 第25図　6区上層遺構群全体図

2．上層遺構群(復旧畑)
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所　見　2号アゼとは28ｍ、15間ほど間隔がある。位置

的に畑を区画するアゼだろう。畔幅が広く、農道として

も使われていたものと思われる。

6区2号アゼ(第26図、PL.13)

位　置　X＝34463、Y＝‒68222～-68227

形　状　背の低い蒲鉾状を呈す。

規　模　長軸(5.35ｍ)・短軸1.55ｍ・高さ0.01～0.04ｍ

長軸方位　N‒0°

重複遺構　アゼに接して6区4号溝がある。

所　見　2号アゼに接した6区4号溝は県道東側調査区

4区3号溝に続く屋敷区画溝になる可能性が高い。この

ことを前提に考えるなら、屋敷区画溝→A下畑→テフラ

降下→畑復旧の順が想定されよう。

6区4号溝(第26図、PL.13)

位　置　X＝34459～562、Y＝‒68224～-68233

形　状　溝は浅く、U字状を呈す。

規　模　長軸(4.28ｍ)・短軸3.13ｍ・深さ0.92ｍ

長軸方位　N‒0°

重複遺構　なし

埋没状況　当初、溝は粘質土で埋没しているが、途中

第27図　6区2号アゼ・6区4号溝

第26図　6区1号アゼ

第4章　綿貫原遺跡
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Ⅱa	灰褐色砂質土　As-A混土層
Ⅱc	 As-A下の畑耕土
1	 暗褐色土　ローム粒・As-Aを含む。班鉄層が形成され、赤味を帯びる。
2	 暗褐色土　上面にAs-Aが2次堆積、砂礫を含む。
3	 黒褐色土　大形礫を多量に含む。
4	 暗褐色土　ロームブロックを含む。
5	 暗褐色土　小礫を含む。粘性は乏しい。水成堆積の痕跡なし。

①	 畑耕土
②　暗褐色土　ローム粒、ロームブロック、1～5mm程の礫を含む。
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第28図　6区1号アゼ北の耕作痕

2．上層遺構群(復旧畑)
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As-Aを含む砂質土で埋没していることが確認されてい

る。明らかに性状の異なる土壌で埋もれていることを踏

まえ、溝は評価されるべきであろう。

所　見　2号アゼに並行して、溝は東西方向に向く。上

述したように、6区4号溝は埋没過程で粘質土から砂質

土に土質が変わることから、溝を掘り直していると結論

した。6区4溝は県道を挟んだ4区3号溝につながり、

また、北に曲がり3区3号溝・2区2号溝へと続き、さ

らにこれが2区1号溝にも続き、最終的には屋敷区画溝

となり、環濠となることが想定されるものである。

〈復旧痕〉(第28図、PL.11・13)

　県道西6区の復旧痕は、いずれも鋤先様を呈したもの

であり、県道東2区で確認されたような復旧坑ではなく、

いわゆる耕作痕とされるものであり、畔で囲まれた畑に

堆積したテフラ(As-A)を畑の耕作土に混ぜ込んで、以前

の畑に復旧しようとしたものである。

　畑の畔に相当するのが、前述した1号畔および2号畔

である。6区南側調査区の1・2号畔間は畔の芯々間で

24.4ｍ(13.5間)があり、畑1枚に相当する。1号畔の北

も畑になっているが、この畑は道を挟んで6区北側調査

区にも続いており、2区画分の畑の復旧状態が明らかに

されたことになる。

1号アゼ北の耕作痕

　鋤先状の復旧痕が、市道を挟んで南北17ｍほどの範囲

に確認されている。6区調査区は県道前橋長瀞線の西側

調査区であり、市道を挟んで約6ｍが調査できていない

が、同じ方向を向いた耕作痕が確認されている。市道北

の未調査部分には南北方向の溝2条(6区7・9号溝)が

あり、わずかながら埋没した溝の上面にテフラ(二次堆

積したAs-A)があり、未調査部分にも復旧痕が続いてい

たものとみられるが、確認できている復旧痕は506ライ

ン付近であり、測量データには0.07ｍほどのレベル差が

あり、畑の境界になる可能性も否定できないように思う。

　復旧痕は鋤先様で、長さは0.28ｍ～1.64ｍと多様だが、

幅は0.2～0.3ｍほどで、おおむね南北方向を向いてお

り、一連の復旧作業により残されたものとすることがで

きる。畑を区画したアゼは上幅で0.84ｍあり、これまで

確認されている畑のアゼとして、サイズ的には突出して

いる。畔の両脇は深く耕作され、泥流面までその耕作が

及んでおり、泥流上面でも筋状に痕跡が残されていた。

1号アゼ南の耕作痕

　1号アゼ北の復旧痕同様、鋤先状の復旧痕が1・2号

アゼ間に広がっていた。1・2号アゼ間は芯々 24.5ｍ

ほどで、畔間100㎡強の復旧畑が確認されたことになる。

工具痕を確認するため、復旧痕は4㎡(2ｍ四方)が調査

されただけであるが、鋤先状の工具痕は東西方向に並ん

でおり、1号アゼ北の畑とは復旧痕の方向が違っていた。

復旧痕は鋤先様で、確認状態を見る限り、鋤先痕は長さ0.4

～0.6ｍ程度のものが多く、著しい形状差はなく、どれも

似た形状を呈していた。調査区西壁の堆積状況を見る限り、

6区4号溝の覆土にはAs-Aが攪拌状態を示し、ほぼ確実

に溝は掘り直されていると理解しているが、埋土1・2

それぞれが掘り直した溝になる可能性がある。この場合、

畑アゼ脇の溝の幅1ｍ前後が見込まれることになる。

　畑南限の2号アゼには6区4号溝が接しているが、テ

フラ(As-A)降下段階の6区4号溝は大部分が埋まり掛け

ていたものと思われる。6区4号溝(屋敷区画溝)と畑ア

ゼの関係は溝が古く、畑アゼを新しく捉えることができ

ることから、少なくとも屋敷区画を意識して、畑が区画

されているとするのが妥当ということだろう。

第29図　6区1号アゼ南の耕作痕
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1　1　基本土層Ⅰ
2　Ⅱ
3　Ⅱ‒1相当(As-A軽石2次堆積)

4　Ⅱ‒2相当
5　Ⅶ
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3．下層遺構群

　天明3(1783)年のAs-A降下を前後する畑関連遺構群の

調査終了後、下層遺構群の調査が行われた。当地域の4

世紀代竪穴建物は浅く掘り込む点が特徴だが、耕作が深

く及んで遺構確認面がローム上面となる地点があり、ま

た、斑鉄層が厚く形成されるなどして遺構確認面を下げ

ざるを得ない地点もあり、掘り方のみが確認されただけ

の竪穴建物も多い。本報告では南北670ｍ(5遺跡)を報

告することになるが、本遺跡だけでも南北200ｍ(県道東

側2～4区、同じく県道西側5～7区)があり、さまざ

まな遺構が確認されている。すでに述べたとおり、遺跡

の北側には4世紀代竪穴建物が、南側には8・9世紀代

竪穴建物があり、その中間域に中近世の屋敷の区画溝、

土坑、井戸、柱穴群があるというのが、この遺跡の遺構

分布の概要になる。

第30図　2区・3区全体図

3．下層遺構群
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第31図　4区・5区全体図
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3a．竪穴建物

　本遺跡では、古墳時代前期4世紀代の竪穴建物8棟、

8世紀代の竪穴建物1棟、9世紀代の竪穴建物1棟が確

認されている。それぞれの竪穴建物は時期毎に分布域が

異なり、4世紀代竪穴建物は調査区北(県道東2区2棟、

県道西5区6棟)に8棟が集中したほか、8世紀代竪穴

建物1棟・9世紀代竪穴建物1棟が調査区南(県道東4

区)で確認されている。同時期の竪穴建物は本遺跡北に

接するバイパス綿貫原北遺跡に10数棟があり、また、バ

イパス綿貫伊勢遺跡に95棟があり、竪穴建物の分布状況

から判断するなら、本遺跡竪穴建物はバイパス綿貫原北

遺跡集落に繋がるもので、集落立地は明らかに西側低地

部を意識しているといえよう。

2区1号竪穴建物(第33・180図、PL.14・100)

位　置　X＝34588～34593、Y＝‒68225～-68226

形　状　略方形か(西壁側のみを確認)

規　模　長軸6.15ｍ・短軸(1.85ｍ)

面　積　7.88㎡　　　　　長軸方位　N‒5°‒E

埋没土　壁際の断面で分かるように、As-Bより上位を耕

作(1層)により欠いていることや、2層がAs-B下の耕土

に相当することから、竪穴建物の覆土は白色軽石を含む

黒色土(3層)に限られる。

第32図　6区・7区全体図

3a．竪穴建物

35



使用面 掘り方

11′

Ⅰ･Ⅱ

B C

1
Ⅳ

2

Ａ Ａ′L=74.70m

2区24P

Ａ

Ａ
′

Ｃ
Ｃ
′

593
-225

587
-227

調
査
区
外

2区24P
P1

床下土坑床下土坑

P3

593
-225

587
-227

Ａ

Ａ
′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ
Ｃ
′

調
査
区
外

1

3

4
2

０ ２ｍ１: 60

Ｂ Ｂ′L=73.50m

12

床下土坑

Ｃ Ｃ′L=73.50m

1

P3

床　面　床面レベルで遺構が確認されたため、床面の詳

細は不明。調査区東の壁際の断面で見る限り、確認面は

ローム上面となっているが、漸移層上面まで確認面を上

げる必要があった。

柱　穴　掘り方の調査段階で、建物南西側に柱穴1本が

確認されている。西壁と同じ1辺6ｍの方形建物を想定

した場合、ちょうど対角線上にあることから、主柱穴と

見られる。柱穴は長軸0.45ｍ・短軸0.35ｍ、深さ0.33ｍ

を測る。

炉　　　確認されていない。

掘り方　確認状態(PL.14‒3)では建物中央より南に褐色

土が見えたことから、壁際を溝状に掘り下げるパターン

として捉えた。最終的には床面全体を10cmほど浅く掘り

下げるだけで、とくにパターン化できるような状況には

なかった。

出土状態　出土遺物は小片ばかりであったが、確認状態

の写真を見る限り、南壁際の遺物が床面レベルから出土

したように、また、北側の出土遺物は掘り方の調査中に

出土したように見えた。

主な出土遺物には、壺1(第180図1)、台付甕3(2～4)

がある。

所　見　建物の2割程度を確認したのに過ぎず、不明な

点が多い。隣接する4号竪穴建物とは約4ｍの間隔を置

いているが、建物の軸が概ね一致している点が特徴的で

ある。竪穴建物の帰属時期は、出土遺物から4世紀代と

見られる。　

第33図　2区1号竪穴建物
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Ⅰ・Ⅱ　表土層およびAs-A混土層
Ⅳ　黒褐色土　As-C・Hr-FA由来の白色パミスの混入が見られず、　全体と

してやや酸化気味に見える。茶系を帯びる。
1	 黒褐色土　色調やや暗く、部分的に炭化粒をわずかに含む。
1′暗褐色土　ローム粒を多量に含む。
2　暗褐色土　色調やや暗く、ローム粒を多く含んでいるほか、少量の炭

化粒が含まれたようである。明瞭な貼床は確認されて　いない。

床下土坑	 	
　1　黒褐色土　大粒のローム粒・5㎜程の礫を極わずか含む。
　2	　暗褐色土　ローム粒・小礫を極わずか含む。
Ｐ3		
　1	　にぶい黄褐色土　暗褐色土を斑状に含む。



2区3号竪穴建物(第34・180図、PL.14・100)

位　置　X＝34577～34583、Y＝‒68223～-68227

形　状　略方形か(東側の壁は未確認)

規　模　長軸5.65ｍ・短軸(3.75ｍ)

面　積　17.51㎡　　　　　長軸方位　N‒3°‒E

埋没土　3号竪穴建物同様に、耕作(1層)が深く及び

As-Bより上位の土層を鋤き込んでいた。2層が建物覆土

となっているが、壁際は黒色土の三角埋土、最終的に白

色軽石(As-C・FA)混じりの黒色土(2層)で埋没したよう

に見える。

柱　穴　建物西側に柱穴2本が確認されている。西壁と

同じ1辺5.5ｍの方形建物を想定した場合、対角線上に

柱穴が位置することから、主柱穴とすることができる。

北西側の柱穴は長軸0.55ｍ・短軸0.4ｍ、深さ0.65ｍを、

南西側の柱穴は長軸0.65ｍ・短軸0.6ｍ、深さ0.55ｍを

測る。

炉　　　確認されていない。

床　面　3号竪穴建物とは異なり、漸移層上面で遺構の

存在には気付いていたが、地山(漸移層)と覆土差が微妙

で、確認が難しく、最終的にはローム面まで掘り下げて

確認したため、床面の詳細については明らかにすること

はできないが、調査区東の壁際断面で見る限り、床面は

ローム土をわずかに含む程度で、しっかりとした床では

なかったものと思われる。

掘り方　中央付近に倒木痕があり、これを切って建物が

掘られている。柱穴を結んだラインより壁際を溝状に掘

り窪めていた。

出土状態　遺構確認の段階から小片80点弱が出土してお

り、遺構確認後の土器片と合わせて130点が出土したこ

とになる。確認前の土器片類は竪穴建物南壁付近を除い

て満遍なく出土しているが、確認後のそれは建物中央付

近および北側に偏る傾向が見られた。図示した遺物は掘

り方から出土したものである。掘り方の遺物量は限られ

るとする意見もあり、出土状況を検討してみたが、床面

より下位から出土したことは否定できないように思う。

主な出土遺物には、高杯1(第180図1)、鉢1(2)、台

付甕2(3・4)がある。小片が多く図化できたのは、北

西側コーナー付近のものであった。

所　見　3号建物とは建物の軸線を同じくしており、無

関係ではなさそうであるが、詳細は明らかでない。これ

と同軸の建物には6号竪穴建物(6区)がある。3・4号

竪穴建物とは別の同軸竪穴建物があり、建物サイズに差

はないように思われる。竪穴建物は、出土遺物からみて

4世紀代とみられる。

5区1号竪穴建物(第35・180図、PL.15・16)

位　置　X＝34581～34588、Y＝‒68241～-68245

形　状　一辺6.35ｍの略方形建物

規　模　長軸6.35ｍ・短軸(3.40ｍ)

面　積　(18.97㎡)　　長軸方位　N‒10°‒W

埋没土　表土層は約40cm前後で、浅間系テフラ(As-B、

As-A)は鋤き込まれてしまっている。従来なら、竪穴建

物覆土には浅間起源のAs-Cあるいは榛名起源のテフラが

含まれるはずであるが、東壁断面には目立たず写真を見

ても明確ではない。竪穴建物の覆土は黒色土というより

褐色系で、漸移層とは区別が難しい。東壁の土層断面を

見ても、建物の立ち上がりはまったく分からないほどで

ある。

柱　穴　建物西側に柱穴2本が確認されている。1辺

6.3ｍの方形建物を想定した場合、柱穴は2本とも対角

線上に位置することから、主柱穴とすることができる。

このほか、南壁際には略長方形状の柱穴が確認されてい

る。エレベーションを見ると壁側に傾いているようであ

るが、詳細構造は不明である。現状では、出入口施設の

構造の一部と捉えるのにとどまる。北西側の柱穴は長軸

0.45ｍ・短軸0.33ｍ、深さ0.65ｍを、南西側の柱穴は長

軸0.40ｍ・短軸0.35ｍ、深さ0.57ｍを測る。

炉　　　確認されていない。

床　面　最終的な遺構の確認状態は写真(PL.15)のとお

りであり、床面の状態については明らかではない。東壁

の断面で見る限り、ローム混じりの黒色土で貼床された

のであろう。建物中央付近はローム土を主体にしっかり

貼床されていたことが、土層断面図の検討から明らかに

なっている。平面確認段階では分からなかったが、周溝

は全周するようである。

掘り方　主柱穴4本と各辺の立ち上がり間を溝状に掘り

下げ、主柱穴4本で区切られた建物中央を台状に掘り残

している。非常に規格的で、意図的な掘り方ということ

ができる。周溝は北壁および西壁のみ図化されているが、

南壁際にもごく浅いが周溝の痕跡が残されており、周溝

3a．竪穴建物
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Ⅰ・Ⅱ　表土層およびAs-A混土層
1　黒褐色土　色調やや暗く、ローム粒を極僅か含む。
2　褐色土と黒色土の混土層　掘り方覆土(貼床は不明瞭

で、断面でもほとんどわからない)。　
2′黒色土　ローム粒をわずかに含む。

Ｐ1
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～15㎜程の礫を極わずか含む。
2　褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
Ｐ2		
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
3　黒褐色土　ローム粒を極わずか含む。
4　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
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Ⅰ	 表土層
Ⅱ　灰褐色砂質土　As-Aを鋤き込んだ砂質

土、黄色粒極少量を含む。
2　ローム土主体の褐色土
3　黒褐色土　極わずか灰を含む。焼土粒は

含まれないが、状況的には炉跡というこ
とになろう。

4　暗褐色土　ローム粒子を混入する。
5　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを

含む。
6　黒色土と黄褐色土の混土層　ローム土が

混じる比率が低く、貼床の認定が難しい。

Ｐ1		
1　黒褐色土　ローム粒を極わずか含む。
2　明黄褐色土　ローム粒・ロームブロック・砂礫を含む。
炉	 	
1　黒褐色土　建物土層図の3層に同じ。
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は全周したものと考えてよい。

出土状態　南側壁際付近で器台(第180図1)や甕類(2～

5)が掘り方から出土している。

所　見　主柱穴が対角線上に乗り、建物中央を台状に掘

り残す掘り方から、規格的に造作されている。出土遺物

から建物は、古墳時代前期4世紀代に帰属する。

5区2号竪穴建物(第36・181図、PL.16)

位　置　X＝34576～34580、Y＝‒68240～-68243

形　状　西壁は直線的だが、北壁側はコーナー部で形状

は定形的でない。おおよそ隅丸方形としておこう。

規　模　長軸(4.65ｍ)・短軸(2.75ｍ)

面　積　8.35㎡　　　　　長軸方位　N‒20°‒E

重複関係　南壁を3号竪穴建物に切られる。

埋没土　東壁断面A-A′とB-B′の交点より南(3号竪穴建

物)には暗い褐色土が貼床状にあり、これが貼床なら交

点より北の貼床はないということになるが、恐らく浅い

土坑などで分かりにくくなってしまった、と考えておき

たい。

柱　穴　南西コーナーに柱穴1が確認されている。柱穴

第36図　5区2号竪穴建物
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Ⅰ　表土層
1　黒褐色土　ローム粒子ごく少量含み、やや不均質。
2　暗褐色土　ローム粒子やや多く含む。若干の焼土を含む。
3　暗褐色土　やや明るい褐色土をベースにローム粒子・ロームブ　

ロックを混入する。

Ｐ1		
1　暗褐色土　ロームブロック・5～7㎜程の礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　3～5㎜程の礫を極わずか含む。1層よりしまりが　　

あり、色調もやや明るい。
3　褐色土　ロームブロック・2～3㎜程の礫を極わずか含む。
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は主柱穴としていい位置にあるのであろうが、やや浅く

(深さ0.25ｍ)、それほどしっかりした柱穴とはいえない

ように思う。

炉　　　確認されていない。

床　面　遺構確認が難しい状況にあり、結果として竪穴

建物床面にかぎりなく近い位置の確認となってしまっ

た。貼床状の薄層は建物南側(3号竪穴建物)に確認され

るだけであり、床面はそれほどしっかりしたものではな

かった。

掘り方　西側壁際が溝状に下がっているが、全体として

柱穴内側が台状に高まり、それ以外は均等に荒堀して掘

り下げている。

出土状態　南西側コーナー付近に高杯2点(1・2)が出

土しただけであり、いずれも掘り方から出土したもので

あった。

所　見　4ｍサイズの小型竪穴建物で、明瞭な柱穴は確

認できなかった。建物長軸が東に振れる点では、県道東

側調査区2区で確認した3・4号竪穴建物に似る。

5区3号竪穴建物(第37・181図、PL.16)

位　置　X＝34571～34576、Y＝‒68239～-68242

形　状　略方形の建物

規　模　長軸(4.05ｍ)・短軸(0.7ｍ)

面　積　(8.01㎡)　　　長軸方位　N‒18°‒W

重複関係　7号竪穴建物を切る。

埋没土　南壁際には褐色土主体の三角埋土(4層)、北壁

際には黒色土の三角埋土(4層)があり、これをやや暗い

黒色土(3層)が覆う。埋め土の最上層は黒褐色土(2層)

だが、3・4層とも白色パミスの混入は、ほとんどなく

目立たない。

柱　穴　確認できていない。

炉　　　確認できていない。

床　面　調査範囲が狭く、床面に関する記載は残されて

おらず、詳細は不明。土層断面を見る限り、ロームブロッ

ク混じりの黒色土でしっかり貼床されていたものと思わ

れる。

掘り方　西側の壁際のみ調査されただけで、掘り方の傾

第37図　5区3・7号竪穴建物
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5区3号竪穴建物	 	
Ⅰ　表土およびAs-A混じり灰褐色土
1　暗褐色土　斑状に褐色土を含む。やや砂質であり、As-B混じり黒色土に近い。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・若干の焼土粒を含む。1層よりやや明るい色調を呈す。
3　暗褐色土　含まれるロームブロックは若干大形。2層と同質だが、やや色調は暗い。
4　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロックを多く含む。
5　暗褐色土　掘り方の覆土。床面中央付近は大形ロームブロック、周辺部は小粒のロームブロッ

ク主体の貼床とする。
5区7号竪穴建物	 	
①　暗褐色土　ロームロームブロックをわずかに含む。5区3号竪穴覆土よりも全体的に明るい

色調を呈す。
②　黄褐色土主体の埋め土。ロームブロックを多量に含む。



向を表わすようなデータは得られていない。

出土状態　覆土中から台付甕1(第181図1)が出土した。

所　見　竪穴建物の西壁を確認したのみで、竪穴建物の

全貌も明らかでない。台付甕が出土したことを踏まえ4

世紀代の竪穴建物としてみたが断言できない。出土遺物

には2点のみ古代土器片がある。

5区7号竪穴建物(第37図、PL.16)

位　置　X＝34571～34575、Y＝‒68239～-68240

形　状　ほぼ方形の建物か。

規　模　長軸(5.45ｍ)・短軸(2.1ｍ)

面　積　(1.03㎡)　　　長軸方位　N‒0°

重複関係　3号竪穴建物に切られる。

埋没土　確認段階で建物中央が褐色気味で、壁際が黒色

土でプラン確認されたことを踏まえるとすると、かぎり

なく確認状況は掘り方プランとして確認された可能性が

高い。

柱　穴　確認されていない。

炉　　　確認できていない。

床　面　上述したように、下げ過ぎてプラン確認された

可能性が強く、床面の詳細情報は得られていない。

掘り方　建物西辺が確認されただけであり、建物壁際を

溝状に掘り下げるなど、4世紀代竪穴建物の特徴的な掘

り方まで言及することは難しい。

出土状態　遺物は覆土一括で7点が出土した。いずれも

S字甕の口縁部・胴部小片であった(未掲載)。

所　見　遺物はS字甕に係る小片ばかりであり、建物の

帰属時期は4世紀代になる。

5区4号竪穴建物(第38・181図、PL.16)

位　置　X＝34573～34579、Y＝‒68245～-68248

形　状　一辺6.1ｍを測る方形建物

規　模　長軸(6.1ｍ)・短軸(2.25ｍ)

面　積　(9.65㎡)　　　長軸方位　N‒20°‒W

重複関係　南辺を5区5号建物に切られる。

埋没土　表土層(耕作土)を含め斑鉄が染みて、写真から

は本来的土層は判読できないが、漸移層に似た暗褐色土

により埋没したものと思われる。

柱　穴　柱穴3本が図示されている。一辺6.1ｍの方形

建物を想定した場合、北東側柱穴(長軸0.35ｍ・短軸0.22ｍ・

深さ0.35ｍ)および南東側柱穴(長軸0.40ｍ・短軸0.35ｍ、

深さ0.40ｍ)2本は対角線上にあり、主柱穴とすること

ができる。なお、南東側柱穴1本は浅く、柱穴認定は難

しい。

炉　　　確認できていない。

床　面　確認状態(PL.16‒7)を見る限り、確認面が下が

り過ぎているのは確実である。床面の状態は調査区西壁

の断面で考えるしかないが、だれでも分かるような貼床

ではなかったように思われる。

掘り方　建物南側が下がり気味だが、0.1～0.2ｍほど粗

く掘り下げている。

出土状態　いずれも小片で約10点が出土、このうち3点

(第181図1～3)を図示した。

所　見　建物長軸は重複している5区5号竪穴建物や、

東に4ｍほど離れている5区3号竪穴建物の長軸に近

い。建物の帰属時期は4世紀代になる。

　

5区5号竪穴建物(第39・181図、PL.17)

位　置　X＝34570～34575、Y＝‒68241～-68247

形　状　一辺6ｍ弱の方形建物

規　模　長軸(5.95ｍ)・短軸(4.45ｍ)

面　積　(22.25㎡)　　　長軸方位　N‒15°‒W

重複関係　北側で5区4号竪穴建物を切り、南側で5区

5号溝に切られる。

埋没土　床面が土層図に明示されていないが、確認段階

で確認面は下がり過ぎていることから、表土層(Ⅰ層)下

層、やや褐色気味の黒色土(2層)が竪穴建物覆土になる

ものと思われる。

柱　穴　北東側。北西側に柱穴各2本が確認されている

が、北東コーナー側の土坑様に見える柱穴は掘り方コー

ナー部に相当するものと見たい。一辺6ｍの建物を想定

した場合、内側の柱穴2本が対角線上に位置することに

なり、都合がいい。

炉　　　確認されていない。

床　面　確認状態(PL.17‒1)を見る限り、確認面が下が

り過ぎている。床面を確認面より上に認めるとすれば、

2層(ロームブロックが混じる黒色土)上面ということに

なるだろうが、それほどしっかりした貼床ではなかった

とみられる。

掘り方　建物中央を掘り残し、周囲を溝状に掘り下げる。

第4章　綿貫原遺跡
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掘り方の北東部は土坑状に落ち込み、深くなっているの

に対して、北西側コーナーはそうした土坑状のものは確

認できず、周溝のコーナー付近に柱穴が掘られているこ

とが分かる。

出土状態　いずれも小片で約10点が出土しているが、い

ずれも掘り方覆土の出土になる。ここでは高杯1(第181

図1)、台付甕2(2・3)を図示した。

所　見　5区4・5号建物の新旧関係についてはどちら

とも決し難い状況だが、確認後すぐ周溝を掘り下げてい

ることから、5区4号竪穴建物を切って5区5号竪穴建

物があるというのが調査時期の判断になる。竪穴建物の

帰属時期は4世紀代になる。

5区6号竪穴建物(第40・181図、PL.17・100)

位　置　X＝34594～602、Y＝‒68243～248

形　状　一辺6.6ｍの略方形建物。北壁は直線的だが、

西壁は若干ふくらむ。これに対して、南壁は中央より西

が歪み、南西コーナーのプランが変形している。

規　模　長軸7.25ｍ・短軸(4.50ｍ)

面　積　20.56㎡　　　　　長軸方位　N‒4°‒W

第38図　5区4号竪穴建物

3a．竪穴建物
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Ⅰ　表土およびAs-A混じり灰褐色土、As-B混じり黒色土は攪拌され不明瞭。
1　暗褐色土　ローム粒子を少量混入する。
2　暗褐色土　1層と同質だが、やや明るい色調を呈す。
3　暗褐色土　ロームブロックを多量(30％)に含む。ロームブロックが面

的に広がっているが、床面は明瞭とはいい難い。
Ｐ1		
1　暗褐色土　ローム粒を含む。粘性に富む。

Ｐ2		
1　暗褐色土　ローム粒を含む。粘性に富んでいるが、しまりには欠ける。
Ｐ3		
1　にぶい黄褐色土　ロームブロックを多く含む。
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第39図　5区5号竪穴建物
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Ⅰ	 表土およびAs-A混じり灰褐色土、As-B混じり黒色土は攪拌され不明瞭。
1	 暗褐色土　ローム粒子を少量混入、全体的に明るい色調を呈す。
2	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
3　暗褐色土　(10YR3/4)締りあまりなく、粘性あり。地山ロームの溶け

込み強く、ロームブロック不均質に30％含む。
4　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロックを多量に含む。床面はしっか

りとせずやや不明瞭。
Ｐ1		
1　暗褐色土　ローム粒子を混入する。柱穴としてはやや壁に近過ぎる。

Ｐ4		
1　暗褐色土　ローム粒子を含む。柱穴としてはやや壁に近過ぎる。
Ｐ5		
1　暗褐色土　ロームブロック(10％)を含む。全体としてはやや明るい色

調を呈す。
Ｐ6		
1　暗褐色土　ロームブロックを多量(30％)に含む。
2　黒褐色土　ローム粒子を少量混入する。粘性に富む。
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掘り方 埋没土　表土層は約40cm前後で、As-Bは鋤き込まれて確

認できない。As-Cあるいは榛名起源のテフラが含まれる

はずであるが、東壁断面には目立たず写真を見ても明確

ではない。建物中央よりやや南にはローム土主体の黒褐

色土が床面を覆う以外は、やや暗い黒褐色土で埋もれて

いた。南北の立ち上がりははっきりせず、分かりにくい。

柱　穴　建物西側に柱穴2本が確認されている。1辺6.6ｍ

の方形建物を想定した場合、南西側柱穴が対角線上をわ

ずかに外れるようであるが、上屋構造に影響するほどの

ものではなく、概ね対角線上に主柱穴が掘り込まれた

ものと思われる。北西側の柱穴は長軸0.42ｍ・短軸0.33ｍ、

深さ0.63ｍを、南西側の柱穴は長軸0.53ｍ・短軸0.42ｍ、

深さ0.53ｍを測る。

炉　　　確認されていない。

床　面　最終的な遺構の確認状態は写真(PL.17)のとお

りであり、ローム混じりの黒色土で貼床されたのであろ

うが、床面はしっかりしたものではなかったと思われる。

建物西側にはやや広すぎる周溝(幅0.5～0.6ｍ、深さ0.17ｍ)

があり、また、南北の壁際にも痕跡程度だが浅い周溝の

痕跡が残されていた。このことを念頭に東側土層断面を

見ると、北側の上がりには黒色土が落ち込む周溝があり、

また、南側の立ち上がりにも同種黒色土の落ち込みがあ

るのが分かる。

掘り方　確認されている範囲では全体を浅く掘り下げる

だけで、とくに傾向は指摘できない。建物中央付近には

第40図　5区6号竪穴建物
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Ⅰ　表土およびAs-A混じり灰褐色土に相当。部分的にAs-B混じり黒色土上面で分層されていると
ころがある。

2　暗褐色土　ローム粒子極少量を含む。
3　黒褐色土　ローム粒子を混入する。壁際では周溝状に落ちこむようであるが、詳細は不明。
4　褐色土　ローム粒子・ロームブロック混入。上面が床面だが、硬化面が形成されているとは

いい難い。
Ｐ3		
1	 褐色土　ロームブロックを多量に含む。しっかりした柱穴だが、柱痕は確認できていない。
Ｐ2		
1　暗褐色土　ローム粒子を含む。見た目に人為的な埋め土にはみえない。柱痕がなく、柱材は

引き抜かれているかもしれない。
2　暗褐色土　ローム粒子を含む。やや暗い色調を呈す。粘性に富む。
3　黒褐色土　ローム粒子混入。



倒木の痕跡が確認されている。

出土状態　建物西壁際の周溝に台付甕(第181図7)が落

ち込んだように出土した。

所　見　東壁で周溝が確認されたことにより、床面は2

層上面まで上がる可能性も否定できないが、現状は写真

類に頼る以外になく、詳細は不明。出土遺物には高杯類

(第181図1～3)と台付甕(5～8)ほかがある。竪穴建

物は4世紀代のものとみられる。

4区1号竪穴建物(第41・180図、PL.18)

位　置　X＝34422～34427、Y＝‒68198～-68202

形　状　一辺4ｍ弱を測る略方形建物

規　模　長軸(4.02ｍ)・短軸(3.42ｍ)

面　積　(12.83㎡)　　　長軸方位　N‒15°‒W

重複関係　建物北側で4区7・8号土坑と重複するほか、

複数の柱穴が建物と切り合う。

埋没土　掘り方のみの確認となり、建物埋没土について

は不明とせざるを得ないが、強いて言えば白色パミスの

混じる暗褐色土が覆土ということになろう。

柱　穴　柱穴とらしきものが複数確認されているが、建

物に伴う確実な柱穴は指摘できない。

カマド　建物東辺中央より、南東コーナーに近い位置に

ある。カマド使用面に当たる灰層がカマド先端にあり、

この灰層位置を燃焼部であるとすれば、焚口は0.5ｍほ

どになる。カマド右に接した土坑を建物南東コーナーと

考えれば、竪穴建物東辺は図示したラインよりも東側に

建物プラン(0.4ｍほど)が広がるものとみられる。

床　面　床面に関する情報は得られていない。

掘り方　掘り方の状況はレベリングデータがあるだけで

あるが、完掘写真を見る限り、建物中央付近を掘り残し、

周辺部を掘り下げる傾向が指摘されるかもしれない。

出土状態　遺物の出土量は少なく、須恵器や土師器の甕

破片数点が掘り方覆土から出土しているだけである。図

には須恵器甕1(第180図1)を掲載した。

所　見　本竪穴の完掘状況および調査区東壁の土層断面

を見る限り、遺跡西の低地に向かい地形が傾斜すること

を勘案してなお、もう少し上に遺構確認面を上げるべき

であるが、結果的に遺構確認面が下がり過ぎ、竪穴建物

は掘り方のみ確認されたのにとどまる。現場測量図には

カマド右に土坑が重複するように描かれているが、これ

が竪穴建物の南東コーナーであり、この延長が建物の東

壁ラインとした方が、カマド灰層が燃焼部となり、建物

プランとしても整合的である。

4区2号竪穴建物(第42・180図、PL.18)

位　置　X＝34414～34418、Y＝‒68205～-98207

形　状　南北両辺を土坑等に切られ不明。

規　模　長軸(3.15ｍ)・短軸(0.42ｍ)

面　積　計測不能　　　長軸方位　N‒5°‒W

重複関係　南辺が撹乱、北辺が14～16号土坑に重複。

埋没土　竪穴建物の埋没土は調査区西壁断面のみ確認が

可能で、近世耕作(As-A撹拌)が床面まで達しており、竪

穴の埋土については確認できていない。

柱　穴　確認できていない。

カマド　竪穴建物東辺にある。建物北辺が確認できない

ため断定できないが、東辺中央より南辺側に構築された

ものと思われる。カマド本体に耕作が及んでおり、掘り

方のみ確認された状態である。カマド掘り方は左袖側が

変形しており、カマドを付け替えている可能性も考えて

おきたい。

床　面　床面の情報は調査区西壁にしか残されていない

が、耕作が深く及び、不明瞭。掘り方埋土は黒色土主体

であり、ローム(褐色土)を主体とするような明瞭な貼床

は想定できない。

掘り方　調査が建物東辺だけに限定され、掘り方の傾向

を述べるだけの情報は得られていない。

出土状態　カマド付近を中心に土師器椀2(第180図1・

2)・土師器甕2(3・4)が出土しているが、いずれも

使用状態にはない。カマド焚口付近の土器片類の出土量

が多い。カマドについては付け替えている可能性を指摘

しておいたが、焚口付近の遺物量と関係するのであろう

か。

所　見　近世耕作が深く及んで、竪穴建物の確認状態は

良好とはいえない。竪穴建物が検出された地点は遺跡の

南端に近く、市道を挟んで綿貫原前遺跡に接している。

後述(第5章)するように、原前遺跡R2区1区には同時

期の竪穴建物2棟が20ｍほど離れて確認されており、ま

た7世紀初頭の古墳主体部および周濠があり、居住域を

潰して墓域とした可能性がある。

第4章　綿貫原遺跡
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第42図　4区2号竪穴建物

第41図　4区1号竪穴建物
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1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 黒色土　焼土・炭化物・灰をわずかに含む。
3	 褐灰色土　焼土・炭化物を極わずか含む。
4	 黒褐色土　ローム粒・焼土・炭化物を極わずか含む。灰を極わずか含む。
5	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～15㎜程の礫をわずか含む。

Ⅰ・Ⅱ	 現表土およびAs-A混じり灰褐色土
1　　　暗褐色土　焼土ブロック少量を含んでいるが、床面が明瞭でない。
　　　　古い時代の耕作で床面が壊されている可能性がある。
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3ｂ．掘立柱建物

　掘立柱建物と推定される柱穴列1が確認されている。

掘立柱建物が確認されたのは2区北側調査区で、柱穴列

には発掘調査時に土坑2(2区6・7号土坑)とされたも

のを含んでいた。遺構認定は整理段階であり、その発端

は2区7号土坑から完形の器台土器(第182図1)1が確

認されたためである。これを図上で確認したところ、土

坑・柱穴(2区25・26Ｐ)が直線的、等間隔に確認され、

まずは柱穴列として捉えた。

＜2区6号土坑＞　平面形は楕円形状(長軸0.58ｍ・短

軸0.44ｍ・深さ0.36ｍ)を呈する。土坑はロームブロッ

ク混じりの黒色土で埋もれていたが、柱痕等は確認でき

ていない。なお、土坑底面中央付近が浅く窪んでいたが、

これが柱を受けたものか、浅い窪地が土層断面に掛かる

のにもかかわらず、柱痕か判断できていない。出土遺物

なし。

＜2区25・26P＞　柱穴2(2区25Ｐ・26Ｐ)が重複し

ているが、2区26Ｐが掘立柱建物の柱穴になる。やや楕

円形状を呈する柱穴であり、長軸0.42ｍ・短軸0.33ｍ・深さ

0.60ｍを測る。出土遺物なし。

＜2区7号土坑＞　平面形は略円形状(径0.55～0.60ｍ・

深さ0.30ｍ)を呈す。調査所見に柱痕等について記載は

残されていないが、土坑底面中央付近が浅く窪んでおり、

これが柱を受けた痕跡ではないかと考えている。埋土中

下層より器台1が出土している。

　当初、周辺にはこれに似た土坑・柱穴がなく、柱穴列

としてみたが、前橋市徳丸仲田その他の遺跡で同時期の

掘立柱建物が確認されていることもあり、再度測量図を

確認したところ、①柱穴間が芯々で1.90ｍ前後であるこ

と、②土坑・柱穴列から調査区西壁まで1.45～1.75ｍし

かなく調査区外に柱穴が存在してもおかしくないこと、

③柱穴列の軸方向は西に16°振れているが、県道西調査

区(5区)にも同軸の竪穴建物があること、④柱穴列が4

世紀代集落内にあること、が確認されたところである。

　以上を踏まえるならば、当初柱穴列とした2区25・

26Ｐ、2区6・7号土坑は柱穴列とするより、調査区外

へ同種土坑・柱穴の存在を想定すべきであると考え、掘

立柱建物の東辺と捉えた。

第43図　2区掘立柱建物
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2区6号土坑	 	
1　黒褐色土　ローム粒を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。1層と同質だがやや

明るい。
2区25号Ｐ		
1　黒褐色土　ローム粒を極わずか含む。
2区26号Ｐ		
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程

の礫を極わずか含む。
2区7号土坑	 	
1　黒褐色土　ローム粒・5～10㎜程の礫をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
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3ｃ．溝

　溝は各区にあり、計35条(2区6条、3区5条、4区

6条、5区8条、6区10条)が確認されている。溝には

規模の大小(幅0.2～3.3ｍを超えるものまで)があり、県

道を跨いで続く屋敷区画溝(2区1・2区2・3区3号溝、

5区1・5区5・6区7号溝)、字界を流れる水路(5区

6号溝)、道路脇の溝(2区4・5区6号溝)と思われる

ものなどがある。基本的に溝は、南北方向に向かう溝と

軸方向が西に振れる溝(2区1号溝)、これに直交する溝

(1区5・6・7号溝、4区2号溝、6区10号溝)がある

ほか、周溝状に廻る例(6区1・2号溝)などもあり、溝

の様相は複雑で、多様性に富む。

　溝は調査区を跨いで続いており、本来的には溝の埋没

状況や遺物の出土状態、溝の形状を踏まえたうえで1本

の溝として報告すべきであるが、溝を特定するのに不安

要素もあり、断定は難しい。ここでは、まず屋敷区画溝

と見られるものを取り出して述べ、これに引き続いて、

調査区毎に調査区内で完結する溝の概要について簡単に

説明してみたい。

＜屋敷区画溝1(2区1・6区9号溝)・3区5号溝＞

2区1号溝(第45図、PL.20)

位　置　X＝34553～34564、Y＝‒68219～-68223

規　模　長さ(11.0ｍ)、幅3.08ｍ、深さ1.02ｍ

断面形状　溝の断面形状は溝底部から0.24ｍほどが箱状

かU字状を呈し、それより上位は大きく外反気味に立ち

上がる。

軸方向　N‒12°‒E

埋没土　最下層は礫まじりの暗褐色土、上層に間層を置

いて礫まじりのローム土が堆積する。概して溝覆土はレ

ンズ状に堆積しているが、礫まじりのローム土は人為的

第44図　溝全体図写真1　2区1号溝作業風景

3ｃ．溝
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2区1号溝		
1　黒色砂質土　全体として粘性に乏しく砂質。調査所見に

はB混土とされているが、B混そのものかは不明。
2　黒褐色土　5mm大の白色・黄色軽石粒をわずかに含んで

いるほか、10cm大の円礫含む。
3	 黒褐色土　5mm大の白色・黄色軽石粒を極わずかに含む。

礫は含まれない。
4	 黒褐色土　2・3層に同質だが、やや明るい色調を呈す。
5	 高崎泥流起源の黄褐色土に黒褐色土が混じる崩落土
6　にぶい黄褐色土　泥流起源の黄褐色土ブロック10％程度

を含む軟質粘質土。
7　にぶい黄褐色土　泥流起源の黄褐色土ブロック20％程度

を含む軟質粘質土。
8　3～5cm大の円礫を含み、粗粒の砂層を主体にする互層。

	
Ⅰ　表土層
Ⅱ　灰褐色土、As-A混じり	
1	 暗褐色土　白色軽石をわずかに含む。酸化気味でマンガン凝集層形成。
2	 暗褐色土　ローム粒をわずかに含む。1層よりやや暗い。
3	 黒褐色土　ロームブロックを含む。　　	
4　黒褐色土　5㎜大の白色・黄色軽石粒をわずかに含む。10㎝大の円礫を

含む。
5	 黒褐色土　5㎜大の白色・黄色軽石粒を極僅かに含む。
6	 にぶい黄褐色土　ロームブロック10％程度を含む軟質粘質土。
　　*3区4号井戸の土層堆積については3ｄ(井戸)の項に記載
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な埋め土になるかもしれない。なお、溝の覆土中にはAs‒A

の堆積は確認できていない。

重複関係　なし

出土遺物　土師器杯・椀・甕類が出土しているが、溝の

時期判定が可能な遺物はない。

所　見　溝は有段構造を呈し立ち上がり、丁寧に掘られ

ている。南側セクションでは確認できないAs‒Aが北側セ

クションでは溝が完全埋没してから堆積したことが明ら

かにされ、この溝が18世紀後半には機能していないこと

が判明した。屋敷区画溝東辺の溝であり、6区9号溝に

続く。

形　状　溝底部は基本的に箱状を呈しているが、側壁は

途中から外反して大きく開く。

6区9号溝(第47図、PL.20)

位　置　X＝34507～513、Y＝‒68231～234

規　模　長さ(8.40ｍ)、幅1.90ｍ、深さ0.62ｍ

軸方向　N‒17°‒E

埋没土　1～4層は礫混じりの地山泥流層主他の埋め土

で、比較的短期に埋もれている可能性が高い。

重複関係　6区7号溝、井戸(6区5～7号)3本と重複

する。井戸掘削は溝の埋没後になる。

出土遺物　6区9号溝として取り上げられた遺物はない。

所　見　重複している6区7号溝とは溝底面レベルで

第47図　6区8・9号溝
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1	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
2	 にぶい黄褐色土と暗褐色土の混土層　ロームブロックを多量混入す

るほか小礫を含む。
3	 にぶい黄褐色土　ロームブロック・砂礫を多量に混入する。しまり

は弱く粘性に富む。

1	 暗褐色土　ロームブロック多量混入、白色パミス(As-A)を含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・白色軽石(5～10mm大)を含む。
2′	2層に比べ、やや明るい。ロームブロックを含む。　
3	 にぶい黄褐色土　泥流起源のロームブロックを多量混入。
4	 黒褐色土　ロームブロックを多く含む(186号ピット)。



73.00

73.00

井戸跡 井戸跡

2-2P

Ａ
Ａ
′

568-228 

572-222 

Ⅰ
Ⅱ Ⅱ

Ⅲ

1

2

3

45

Ａ Ａ′L=74.00m

０ ２ｍ１: 80

０ １ｍ１: 40

0.90ｍの高低差がある。位置的に見て、6区9号溝と2区

1号溝とは同一の溝であり、40ｍほど離れて溝底面のレ

ベル差は0.17ｍしかない。また、重複する井戸底面とは

6区5号井戸で0.5ｍのレベル差があるほかは、ほとん

どレベル差がなく、また、流痕もないことから、区画溝

として機能したものと考えている。

＜屋敷区画溝2(2区2・3区3・6区3・6区4号溝)＞

2区2号溝(第48図、PL.21)

位　置　X＝34568～34570、Y＝‒68221～-68228

規　模　長さ(3.30ｍ)、幅2.76ｍ、深さ0.90ｍ

断面形状　U字状を呈し、途中から大きく外反して立ち

上がる。

軸方向　N‒90°‒E

埋没土　泥流中の礫を含んでいるが、2区1号溝覆土に

見られたようなローム主体の埋め土は見られない。また、

As‒Aも撹拌されており、溝の上層部に堆積しているだけ

である。溝の底面に流痕は確認できない。

重複関係　井戸跡2本と重複する。通常、井戸跡は区画

溝の肩部に掘られることが多く、区画溝と井戸は無関係

とは考え難い。本遺跡の場合、井戸は溝に完全に重なる

ように掘られており、意識的であることは確実だが同時

に機能したとは言えないが、溝の記憶があるうちに井戸

は掘られたのではないだろうか。

出土遺物　確認されていない。

所　見　溝はAs‒A降下後も浅く窪んでいたようである。

表土層も溝の直上で窪んでおり、現代まで区画意識が継

続している可能性も否定できない。屋敷区画溝の北辺に

当たる。溝の形状等から考えて、2区1号溝に続き、県

道を跨いで6区9号溝に繋がる。

第48図　2区2号溝
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2区2号溝		
Ⅰ	 表土層
Ⅱ	 灰褐色土、As-A混じり
Ⅲ	 黒色土、As-B混じり
1	 暗褐色土　白色軽石・小礫を含む。
2	 暗褐色土　泥流起源の黄褐色土ブロックを多く含む。
3　暗褐色土　2層に比べてやや暗い。小礫を含んでいるが、白色軽石は含んで

いない。
4　暗褐色土　泥流起源の黄褐色土ブロック20％程度を含んでいるほか、小礫を

含む。流痕を示すラミナ堆積や砂層は見られない。
5	 褐色土　泥流起源の黄褐色土ブロックを含む。



3区3号溝(第49・182～185図、PL.22)

位　置　X＝34494～34544、Y＝‒68213～-68217

規　模　長さ(50.27ｍ)、幅3.10ｍ、深さ0.86ｍ

形　状　セクションB‒B′付近は溝底面が箱状を呈して

いるが、A‒A′溝底面が外反気味に立ち上がる。

軸方向　N‒3°‒E

埋没土　ローム混じりの暗褐色土で人為的に古い溝を埋

め、これを東側に1ｍほど広げて溝を掘り直している。

この掘り直した溝もローム混じりの土で埋め、再度これ

を掘り直している可能性もある。

重複関係　3区2号溝と重複する。

出土遺物　X＝34525ライン、X＝34515ライン付近の2

箇所に遺物が集中出土した。北側集中部では五輪塔、板

碑片、石臼が溝の西側から廃棄状態で、南側集中部には

石臼、14～16世紀代の陶器類(皿、内耳鍋、片口鉢)が溝

の底面付近に出土した(第182～185図1～34)。

所　見　3区3号溝は、県道東3区を縦断するように確

認されているが、確実に調査区外へ延びている。3区3

号溝底面は北側(X＝34540)付近で72.69ｍ、X＝34530

付近では72.65ｍと概ね平坦、これより南10ｍは若干

レベル差(0.2ｍ)が生じているが、X＝34510付近では

72.14ｍと溝底面は概ね平坦で、流痕もなく乾いた状態

にある。3区北2区2号溝と3区3号溝のレベル差は北

へ25ｍ離れても0.18ｍしかなく溝底面のレベル差は無視

できるほどである。また、県道西6区4号溝の底面部レ

ベルは71.7ｍほどであるが、35ｍほど南へ離れているこ

とを踏まえればレベル差0.44ｍは同じ区画溝とするのに

悪い数字ではないように思う。溝底面のレベル差や溝の

形態的特徴、位置的関係を踏まえれば、北側が2区2号

溝に、南側が6区4号溝に直交して区画溝として機能し

たことが期待されるのであるが、その可能性を指摘して

おきたい。

6区3号溝(第50図、PL.23)

位　置　X＝34465～34467、Y＝‒68224～-68227

規　模　長さ(3.35ｍ)、幅2.16ｍ、深さ(0.69ｍ)

形　状　溝底部は基本的に箱状を呈しているが、側壁は

途中から外反して大きく開く。

軸方向　N‒20°‒W

埋没土　溝の最下層にはローム混じりの黒色土が堆積、

これを覆いローム土が溝の南側から厚く堆積したのち、

溝の肩口まで黒色土で埋まる。これより上位はローム主

体の人為的埋土になる。下層ロームは溝の南からローム

が流れ込んでいるが、上層の埋め土は溝の北から一気に

埋めているように見える。この土層断面より2ｍほど離

れた地点では黒色土主体の埋土となっており、わずか離

れただけでも、埋め土は大きく異なっていた。溝の上層

には畑を反転したAs‒Aが帯状に堆積している。

重複関係　6区6号土坑に切られる。

出土遺物　溝の最下層から、中世・在地系鍋破片2点(未

掲載)が出土している。

所　見　溝の埋め土はローム土で、極めて短い時間内に

作業を完了している。意図的、計画的であることは確実

である。本溝は略東西方向を向いており、3区3号溝に

連絡して屋敷区画溝になる可能性も否定できないが、3区

3号溝に比べて、溝幅が狭く断定は難しい。

6区4号溝(第50・185図、PL.23)

位　置　X＝34459～34462、Y＝‒68223～-68226

規　模　長さ(4.31ｍ)、幅3.56ｍ、深さ(0.84ｍ)

形　状　溝底面部の断面形状は弱く肩が張り、強いて言

えば箱状ということになるだろうが、溝幅が広く大きく

開き気味で、実態としては箱状ということをそれほど強

く意識しているようにはみえない。

軸方向　N‒0°

埋没土　As‒Aの有無を基準に溝の掘り直し状況を理解す

ることが可能で、As‒A以前の溝は大型礫を含んだ黒色土

で埋没しており、掘り直された溝はAs‒Aが撹拌状態で含

まれていた。新旧二時期の溝の埋没状況に人為的に埋め

た要素は見られない。

写真2　6区3号溝遺物出土状況
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第49図　3区3号溝54

1	 にぶい灰褐色土　白色軽石を含む。
2　暗褐色土　1層と同質だがやや暗い。ローム粒・ロームブロックを含

み、全体に均質である。
3	 にぶい灰褐色土　1層と同質だが、白色軽石は含んでいない。
4	 黄褐色土　ロームブロックを多量混入する(人為埋土？)。
5	 灰褐色土　砂質で、しまりは乏しい。
6	 暗褐色土　5層に近い。色調は全体的に暗い。
3区1Ｐ　褐灰色土　細粒な白色軽石(As-Bか？)を含む
①　にぶい暗褐色　ロームブロック10％程度を含む。
②　暗褐色土　ロームブロック30％を含む
③　暗褐色土　比較的淘汰されており、途中黄色土の薄層を挟む。やや水

ついているように見える。

1	 にぶい黄褐色土　白色軽石を若干混入する。
2	 1層と同質だが、白色軽石は含まれない。
3	 暗褐色土　ロームブロックを含む(人為的な埋め土？)。
4	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
5　にぶい黄褐色土　白色軽石を若干混入する。やや明るい

色調。
6	 暗褐色土　①層よりやや暗い色調を呈す。
7	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入。
8　暗褐色土　ローム粒の混入も少なく、良く淘汰されてい

る。
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重複関係　6区1号井戸、6区13号土坑、6区96P・137P

と重複する。6区4号溝と6区1号井戸の新旧関係は不

明。

出土遺物　19世紀徳利、17・18世紀菊皿、14～15世紀片

口鉢、中世内耳鍋その他が覆土中から出土している(第

185図1～7)。相対的に近世遺物が主体で、このほか細

片だが近世陶磁器9、陶器片21、焙烙片10がある。

所　見　As‒A降下の時点(1783年、近世後期)では畑とし

て使用されていたことが明らかになっている。6区4号

溝は畑に並行する浅い溝として機能した可能性がある。

　調査区西壁の堆積状況を見る限り、6区4号溝の覆土

はAs‒Aが攪拌状態で堆積していた。溝が掘り直されたの

はほぼ確実だが、埋土1・2それぞれが掘り直した溝に

なる可能性がある。この場合、畑アゼ脇の溝の幅1ｍ前

後が見込まれることになる(第2節、復旧畑の項を参照)。

　また6区4号溝には畑南限の2号アゼが接している

が、テフラ(As‒A)降下段階の6区4号溝は、大部分が埋

まりかけていたものと思われる。6区4号溝(屋敷区画

溝)と畑アゼの関係は溝が古く、畑のアゼを新しく捉え

ることができることから、少なくとも屋敷区画を意識し

て畑が区画されているとするのが妥当ということだろ

う。

第50図　6区3・4号溝
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6区3号溝		
Ⅱ	 灰褐色砂質土　As-Aの混土層、下位にAs-Aの薄層が見られる。
1　褐色土　ローム土主体の埋め土。1～5㎜程の軽石・10～15㎜程

の礫を含む。堆積状態から溝北側から埋め土したものとみられる。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をわずか含む。
3	 褐色土　ローム土主体の埋め土。1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
5	 褐色土　5㎜程の軽石・砂礫をわずか含む。

6区4号溝		
Ⅱｃ	　As-A下の畑耕土
1	 　暗褐色土　ローム粒・As-Aを含む。班鉄層が形成され、赤味を帯びる。
2	 　暗褐色土　上面にAs-Aが2次堆積、砂礫を含む。
3	 　黒褐色土　大形礫を多量に含む。
4	 　暗褐色土　ロームブロックを含む。
5	 　暗褐色土　小礫を含む。粘性は乏しい。水成堆積の痕跡なし。
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＜屋敷区画溝3(5区5・5区1・6区7号溝)＞

5区5号溝(第51・186図、PL.24)

位　置　X＝34564～34570、Y＝‒68238～-68246

規　模　長さ(7.20ｍ)、幅5.32ｍ、深さ1.60ｍ

形　状　溝底面は箱状を呈し、側壁は途中から外反して

大きく開く。

軸方向　N‒89°‒E

埋没土　溝底面付近は黒色土とローム土が互層堆積、箱

状を呈する底面部が埋まり終わるころ、溝を掘り直した

ものと思われる。掘り直した溝の底面は1/2程度に規模

縮小する。掘り直し後、間もなくしてAs‒Aが乱れた状態

で堆積、その後の堆積はローム主体の流入土やAs‒A混じ

り黒色土はレンズ状に堆積する。

重複関係　5区5号竪穴建物を切る。

出土遺物　常滑陶器甕、肥前磁器碗、皿、瓶、瀬戸美濃

香炉、すり鉢、砥石等(第186図1～14)がある。

所　見　検出位置から考えて、5区1号溝が規模・形態

が酷似しており、区画溝になるものと思われる。

5区1号溝(第52・187～189図、PL.24・103)

位　置　X＝34535～34563、Y＝‒68234～-68239

規　模　長さ(29.4ｍ)、幅(4.4ｍ)、深さ2.17ｍ

形　状　溝底面は箱状を呈し、両側に犬走り状の平坦面

(0.30～0.35ｍ)を有し、斜め方向に大きく外反して立ち

上がる。

軸方向　N‒0°

第51図　5区5号溝

写真3　5区5号溝作業風景
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5区1号溝　A-A′	 	
1　暗褐色土　ロームブロックを多量に含んだ人為的埋土。10～40㎜程の礫を比較的多く含む。
2　暗褐色土　褐色土が斑状に見える。10～40㎜程の礫を比較的多く含む。若干酸化して赤味

を帯びる。
3　暗褐色土　やや汚れた褐色土が斑状に見える。砂礫(20～100㎜程の礫)をわずか含む。粘

性に欠ける。
4	 As-A混じり暗褐色土　やや暗い色調を呈す。礫(20～70mm程度)を含む。
5　暗褐色土　As-Aを非常に多く含む。やや汚れた褐色土が斑状に含まれるように見える。
6	 暗褐色土　As-Aを非常に多く含む。
7	 二次堆積したAs-A
8	 暗褐色土　ロームブロック主体の崩落層。
9　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロックを含む。粒度は細粒で粘性に富んでいるように見

える。
5区1号溝　B-B′	 	
1	 暗褐色土　上～中層に15～40㎜程の礫を含む。
2	 掘り直した溝に廃棄されたAs-A
3	 暗褐色土　3～5cm大の円礫を含む。やや砂質、粘性に乏しい。
4	 暗褐色土　比較的淘汰されて均質。砂質で粘性に乏しい。
5	 暗褐色土　3・4層に比して、やや色調は暗い。小礫を含む。
6　黒褐色土　10～20cmの亜角礫と砂塊を含む。杭の打設があり堆積は人為的だが、どのよう

な堆積過程を経て堆積したものか明らかではない。
7　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロックを含む。帯水下の堆積や流痕が見られず、静的・

長期的に堆積したように見える。
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埋没土　箱状を呈する溝底部が半ば埋まり掛けたころ、

乱れた状態のAs‒Aがレンズ状に堆積する。その後、0.3～

0.4ｍほどが堆積したのち、ローム主体の褐色土で人為

的に埋めたように見える。

重複関係　溝の確認面で5区11号土坑が確認されている

に堆積したAs‒Aの上下層から出土した。時期的には17～

18世紀とされるものが大多数を占める。陶磁器類以外

では石臼1が出土しただけである(第187～189図1～24)。

所　見　溝底部の肩口が埋まり掛けたころAs‒Aが降下、

18世紀後半の屋敷区画溝が判明した。溝はAs‒A降下後

若干の時間を置いて一気に埋められている。これに似た

堆積状態は5区11号土坑付近(第52図B‒B′)まで続いて

いるが、これより北にはAs‒Aの堆積が見られないことと

関係するかもしれない。

　セクションB‒B′に打ち込まれた杭は土止め用の杭、

あるいは橋を渡す際の材かもしれないが、いずれにして

もAs‒A降下段階にはこれより北は埋もれていたというこ

とであり、屋敷区画溝として機能していなかったという

ことであろう。

6区7号溝(第53・192図、PL.25・105)

位　置　X＝34500～34514、Y＝‒68232～-68235

規　模　長さ(13.6ｍ)、幅(2.4ｍ)、深さ(1.61ｍ)

形　状　5区1号溝と同様、溝底面は箱状を呈し、側壁

は途中から外反する。

軸方向　N‒5°‒W

埋没土　溝の肩口にAs‒Aが乱れて堆積、0.6ｍほどが埋

もれたのち、ローム主体の黒色土(As‒Aを含む)で一気に

埋もれている。

重複関係　6区9号溝と重複する。

出土遺物　覆土中から18世紀台の国産陶磁器類(染付碗・

腰錆碗・尾呂碗)が多量に出土したほか、少量の中世陶

器類(片口鉢・内耳鍋)が出土している(第192図1～12)。

所　見　5区1号溝B‒B′南から6区7号溝はローム主

体の埋土があり、長さ40ｍ以上の区画溝を埋めていた。

この埋土は6区3号溝の埋土に続く可能性があり、これ

が事実なら屋敷区画溝の73％(80ｍ弱)が失われたことに

なる。理由としては、As‒A降下後の生産力低下を打開す

るため、屋敷区画溝を畑に転換させたのであろう。

第53図　6区7号溝
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6区7号溝		
Ⅱa	 灰褐色砂質土　As-A混じり(A混下畑耕土相当)
1	 黒褐色土　泥流起源のロームブロックを40％ほど含む。
2	 ローム土と暗褐色土の混土層　As-A軽石をブロック状に含む。
3	 褐灰色土　白色軽石(5～10mm大)を含む。
4	 灰褐色土　ローム粒・As-Aを含む。
5	 暗褐色土　白色軽石を含む。砂質。
6	 二次堆積した白色軽石　記載なく、テフラ不明。
7　黒褐色土　10cm大の円礫を含む。比較的淘汰されているが、流痕等は

確認できない。
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＜2区＞

2区4号溝(第54・55図、PL.25)

位　置　X＝34595～34600、Y＝‒68219～-68232

規　模　長さ(11.40ｍ)、幅(8.50ｍ)、深さ(0.18ｍ)

形　状　不明

軸方向　N‒25°‒E

埋没土　黒色土により自然埋没する。溝の上層はAs‒A混

じり黒色土が水平堆積。

重複関係　上層に2区3号溝が南北方向に走る。

出土遺物　なし。

所　見　前橋長瀞線と市道が交差、市道に並行するよう

に2区4号溝がある。市道脇には現水路が流れ、同方向

に走る2区4号溝は水路として機能した可能性も考えて

おく必要がある。

2区5号溝(第54・55図、PL.25・26)

位　置　X＝34592～34595、Y＝‒68227～-68232

規　模　長さ(7.65ｍ)、幅(5.5ｍ)、深さ(0.46ｍ)

形　状　溝の底面部付近は箱状を呈し、途中大きく外反

するように立ち上がる。　　軸方向　N‒60°‒E

第54図　2区4・5・6号溝(1)
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埋没土　最下層にローム混じりの黒色土、上層にはやや

明るい暗褐色土が堆積する。As‒A混土で埋もれる様子は

ない。現状で、流痕等は確認できない。

重複関係　2区6号溝に切られる。

出土遺物　検出されていない。

所　見　調査区北では2区4号溝に並行、途中南西方向

に走行を変える。溝の形状および走行から判断して、溝

は県道を渡り、5区8号溝に連絡するものと思われる。

2区6号溝(第54・55図、PL.26)

位　置　X＝34594～34598、Y＝‒68225～-68232

規　模　長さ(7.40ｍ)、幅(0.70ｍ)、深さ(0.29ｍ)

形　状　溝の断面は浅い擂り鉢状を呈する。

軸方向　N‒30°‒E

埋没土　溝の上層にロームブロック主体の埋土がある。

2区4号溝・2区6号溝間は農道として使われていた可

能性があり、この想定が正しければローム土は路面確保

を目的としたものとなろう。

重複関係　溝を切って、未調査の石組井戸がある。石組

井戸の規模については確認できていない。

出土遺物　なし

所　見　2区6号溝に並行して2区4号溝が調査区北を

並走する。溝間は1.8ｍほどで、農道として機能した可

能性がある。2区6号溝は、県道西の5区6号溝に続く

可能性がある。

2区7号溝(第56図、PL.26)

位　置　X＝34576～34584、Y＝‒68225～-68227

規　模　長さ(8.0ｍ)、幅(0.8ｍ)、深さ(0.13ｍ)

形　状　断面形状は箱状となる。

軸方向　N‒10°‒E

埋没土　こなれた黒色土で埋まる。上層にはAs‒A混土が

堆積する。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　溝は東に振れる程度で、軸方向は2区1号溝の

軸方向に近い。調査区南ではやや軸が北に傾いているこ

とから、長方形土坑(イモ穴)の重複例かもしれない。

第55図　2区4・5・6号溝(2) 第56図　2区7号溝
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2区4・5・6号溝　A-A′、B-B′		
Ⅰ	 　表土層
Ⅱa	　灰褐色砂質土　As-A混土(3号溝の覆土)
Ⅱｂ	　下層3cmが一次テフラ、残る15～17cmが二次堆積したテフラ
Ⅱc	 　　灰褐色砂質土　As-A下の畑耕土
1	 　灰褐色土　ローム粒を含む。マンガン凝集あり。
2	 　黒褐色土　ロームブロックをわずかに含む。
3	 　灰褐色土　ロームブロックを多く含む。(1～3は4号溝の覆土)
C-C′	 	
1	 褐色土　泥流起源のロームブロックを多量混入する。
2	 黒褐色土　1cm大の小円礫を含む。色調やや明るい。
3	 黒褐色土　2層と同質だが、ロームブロックを多く含む。
D-D′	 	
Ⅰ	 表土層
Ⅱ	 灰褐色土　As-A混じり
1	 茶褐色土　黄色粒を極わずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒をわずかに含む。
3	 暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。粘性に富む。

	
1	 灰褐色土　As-Aをブロック状に含む。
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3区1号溝(第57図、PL.26)

位　置　X＝34502～34505、Y＝‒68209～-68215

規　模　長さ(6.90ｍ)、幅(0.70ｍ)、深さ(0.27ｍ)

形　状　溝断面はU字状を呈する。

軸方向　N‒15°‒W

埋没土　良く熟れた黒色土で埋没する。

重複関係　溝の軸方向は略東西方向を指している。途中

走行を南西に変える。3区3号溝と重複しているが、新

旧については確認できていない。

出土遺物　なし

所　見　溝の軸方向が変わるのは、流入させることを意

図したとすれば、3区1・3区3号溝は同時に機能した

ということになるが、溝底面は比較的平坦で3区1号溝

は0.15ｍほど溝の底面を下げて3区3号溝に流れ込ませ

ていることから、絶えず水が流れたとは考え難い。

3区2号溝(第57・189図、PL.26)

位　置　X＝34493～34408、Y＝‒68212～-68215

規　模　長さ(14.9ｍ)、幅1.1ｍ、深さ0.26ｍ

形　状　断面U字状を呈す。

軸方向　N‒7°‒W

第57図　3区1・2号溝
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3区1号溝　A-A′	 	
1	 灰黄褐色土　ロームブロック・小礫を多く含む。
2	 にぶい黄褐色土　ロームブロックを含む。
3　にぶい黄褐色土　ロームブロックを含む。上半は暗く、比較的淘汰

されているが、下半部は酸化気味で赤みを帯びる。
3区2号溝　B-B′	 	
1　にぶい黄褐色土　　酸化気味で斑状にマンガン凝集層を含む。水田

斑鉄層。
2	 褐灰色土　ロームブロックを多く含む。流痕等は見られない。
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埋没土　ロームブロックを多く含む黒色土で埋没する。

重複関係　3区3号溝と重複、新旧関係は未確認。

出土遺物　砥石1(第189図1)がある。

所　見　溝は3区3号溝に並走する。溝の底面部は北か

ら南へ途中まで0.2ｍ程度の高低差があるようだが、そ

れより南では高低差がなく平坦、流水等の痕跡は確認で

きない。

3区4号溝(第58・189図、PL.27・104)

位　置　X＝34544～34547、Y＝‒68218～-68223

規　模　長さ(5.92ｍ)、幅1.91ｍ、深さ0.75ｍ

形　状　溝の底面部は略箱状を呈し、途中から大きく外

反する。　　　　　　　　　　

軸方向　N‒5°‒W

埋没土　よくこなれた黒色土で自然埋没する。

重複関係　3区4号井戸・3区5号溝を切る。

出土遺物　覆土中で尾呂碗1(第189図1)が出土した。

所　見　3区5号溝とは確実に直交するとはいいがたい

が、3区3号溝とは直交する位置関係にある。As‒A降下

前には完全埋没している点でも3区3号溝と無関係では

なさそうであるが、3区4号溝の底面部標高72.4ｍ前後、

直近の3区3号溝の底面部標高72.7ｍとは若干の高低差

があり、同時に機能したものか判断できない。

＜4区＞

4区1号溝(第59・180図、PL.27)

位　置　X＝34445～34447、Y＝‒68200～-68209

規　模　長さ(9.0ｍ)、幅0.96ｍ、深さ0.7ｍ

形　状　溝の底面部は箱状を呈し、溝の壁面は途中から

大きく外反する。

軸方向　N‒5°‒W

埋没土　溝の覆土にはAs‒Aが混じり、比較的短期に埋没

したものとみられる。

重複関係　なし

出土遺物　中世内耳鍋1(第189図1)が出土している。

所　見　溝の走行は略東西方向だが、東側は若干東北東

に上がり気味である。流痕等は見られず、区画溝である

ことは確実だが、溝の詳細については明らかでない。

4区2号溝(第60・190図、PL.27・104)

位　置　X＝34451～34454、Y＝‒68201～-68209

規　模　長さ(8.8ｍ)、幅0.84ｍ、深さ(ｍ)

形　状　溝の断面形状は略逆台形状を呈す。

軸方向　N‒20°‒W

埋没土　黒色土で自然埋没(As‒Aは含まれない)する。

重複関係　小形柱穴4本が重複する。

出土遺物　覆土中から羽釜1、須恵器甕の破片1が出土

した(第190図1・2)。

所　見　溝の軸方向は東北東‒西南西を指しており、溝

に時期差があることを示唆する。古代溝となる可能性も

否定できない。溝の上場に柱穴4本が確認されているが、

柱穴間(Ｐ1‒Ｐ2間は2.6ｍ、Ｐ2-Ｐ4間は3.2ｍ)に規

則性はなく、詳細は不明。

第58図　3区4号溝

写真4　4区2号溝遺物出土状況
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1	 暗褐色土　白色軽石をわずかに含む。酸化気味でマンガン凝集形成。
2	 暗褐色土　ローム粒をわずかに含む。1層よりやや暗い。
2′	地山崩落ブロック
3	 暗褐色土　ロームブロックを含む。
4	 暗褐色土と褐色土の混土層
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第59図　4区1号溝

第60図　4区2号溝
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4区1号溝		
1	 にぶい黄褐色土　3～5cm大の小円礫を含む。砂質。
2	 暗褐色土　ローム粒やや多く含む。
3	 暗褐色土　ロームブロックやや多く含む。
	 ※確認面はⅤｂ層上面

1	 黒褐色土　ローム粒を含む。粘性に富む。
Ｐ1		
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
Ｐ2		
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 黄褐色土　砂礫を多く含む。ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
Ｐ3		
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。

Ｐ4		
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫・砂礫を含む。
	 ※Ｐ1～Ｐ4は細杭痕？
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4区3号溝(第62図、PL.27)

位　置　X＝34462～34463、Y＝‒68203～-68210

規　模　長さ(6.2ｍ)、幅(1.04ｍ)、深さ(0.46ｍ)

形　状　不明(溝の立上がりのみ確認)

軸方向　N‒8°‒W

埋没土　ローム主体(黒色土の薄層を挟む)の人為的埋土

で埋まる。埋土の状況は6区7号溝に似る。

重複関係　なし

出土遺物　在地系焙烙1(未掲載)が覆土中から出土。

所　見　溝サイズは確認できていないが、位置関係のみ

から見れば6区4号溝の延長上にあり、その関連性が指

摘されるかもしれない。

4区4号溝(第63図、PL.28)

位　置　X＝34409～34413、Y＝‒68205～-68206

規　模　長さ(3.4ｍ)、幅0.48ｍ、深さ(0.08ｍ)

形　状　皿状を呈する。

軸方向　N‒10°‒W

埋没土　ロームブロックの混じる暗褐色土で埋没。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　溝には深浅がある。うまく掘り出せていないが、

凹凸は鋤先痕によるものであり、畑の耕作に係わるもの

だろう。

4区5号溝(第63図、PL.28)　

位　置　X＝34409～34417、Y＝‒68203～-68205

規　模　長さ(8.6ｍ)、幅0.5～1.0ｍ、深さ0.05～0.1ｍ

形　状　皿状を呈する、

軸方向　N‒5°‒W

埋没土　現耕作土よりやや明るい黒色土で、ローム粒子

等の夾雑物は少ない。

重複関係　4区9号土坑に切られている。

出土遺物　なし

所　見　北側は浅く痕跡が残る程度。途中、溝が切れる

所があり、また、南側では溝の軸方向が変わる。恐らく、

連結したイモ穴を溝としたのであろう。

4区6号溝(第62図)

位　置　X＝34424～34425、Y＝‒68196～-68198

規　模　長さ(1.6ｍ)、幅(0.80ｍ)、深さ0.18ｍ

形　状　断面U字状を呈す。やや深く、側壁は略垂直に

立ち上がる。

軸方向　N‒5°‒W

埋没土　上層にAs‒Aが堆積、これより下位にあることは

確実だが、中世まで上がるとは考え難い。

重複関係　竪穴建物と重複

出土遺物　なし

所　見　溝底面には黒色土が残り、うまく掘れば鋤先痕

になるものと思われる。調査区外へ延び全貌は不明、溝

とすることが妥当か検討を要す。

第61図　4区3号溝

第62図　4区6号溝
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1　ローム土(泥流起源の黄褐色土)と暗褐色

土の混土層　人為的な埋め土。
2　黒褐色土　軽石は含まず、比較的均質。

粘性・しまりあり。

	 	
1　暗褐色土　砂礫混じりの明黄

褐色土・ロームブロックをわ
ずか含む。
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＜5区＞

5区2号溝(第64図、PL.28)

位　置　X＝34549～34553、Y＝‒68242

規　模　長さ(4.27ｍ)、幅0.46ｍ、深さ(0.07ｍ)

形　状　溝の断面は浅く、皿状を呈する。

軸方向　N‒2°‒W

埋没土　ローム粒子等の夾雑物を含まない黒色土で埋没。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　溝幅は若干安定せず、底面部も凹凸がある。底

面のレベル差がなく断定できないが、イモ穴が連結した

ものが溝状に見えたということだろう。

5区3号溝(第64図、PL.28)

位　置　X＝34547～34548、Y＝‒68240～-68242

規　模　長さ(1.95ｍ)、幅0.78ｍ、深さ(0.12ｍ)

形　状　溝は浅く、溝の断面は皿状を呈する。

軸方向　N‒10°‒W　　　　　出土遺物　なし

埋没土　よくこなれた耕作土で、ローム粒子等の夾雑物

は含まない。5区2号溝の埋没土と同質。

重複関係　調査所見には、特に重複遺構があるとは指摘

されていない。

所　見　図示されていないが、溝東端部プランが膨らみ、

また、底面部レベル差もあることから、土坑が重複して

いるものと考えている。

5区4号溝(第65・190図、PL.29)

位　置　X＝34583～34599、Y＝‒68243～-68253

規　模　長さ(16.5ｍ)、幅2.1～4.0ｍ、深さ0.1～0.5ｍ

形　状　溝は浅く、皿状を呈する。溝は南ほど広がって

いるが、溝南端にはコンクリート製の現代井戸があり、

遺構の重複等確認は不充分である。

軸方向　計測不能

埋没土　遺構が完全埋没したのち、上層にAs‒Aが乱れた

第63図　4区4・5号溝 第64図　5区2・3号溝
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1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程
の軽石・5㎜程の礫を極わず
か含む。

	 ※溝底面にスキ先の痕跡？

1　暗褐色土　ローム粒・ローム
ブロック・1㎜程の軽石をわ
ずか含む。

1　黒褐色土　ローム粒・ローム
ブロック・1㎜程の軽石・5
㎜程の礫をわずか含む。

1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程
の軽石をわずか含む。

2　暗褐色土　1層より暗い。
ロームブロック・1㎜程の軽
石を含む。
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5区4・7号溝	 	
Ⅰ	 表土
Ⅱa	灰褐色砂質土(As-A混土)
①	 As-B乱れて堆積しており、降下ユニットは見られない。
②	 黒褐色土　しまり、粘性ややあり。わずかに黄色粒を含む。
③	 灰黄褐色土　しまりあまりなく、粘性ややありマンガン凝集層を含む。
④	 灰黄褐色土　しまりがなく、粘性あり。地山の黄白色土、ロームの溶

け込みあり。
1	 暗褐色土　やや砂質で、均質。A混土に相当する。
2	 暗褐色土　やや砂質で、A混土・A軽石ブロックを含む。
3	 黒褐色土　ローム粒を含む。しまりあまりなく、粘性ややあり。
4　暗褐色土　泥流起源のロームブロックを多量混入。水成堆積を示す痕

跡は見られない。



状態で堆積する。

重複関係　5区7号溝に重複する。

出土遺物　覆土中から4世紀代の甕・高坏・杯の破片類

が出土、中近世遺物の出土は見られない。

所　見　セクションA-A′に逆台形状に落ち込んでいる

部分があり、溝2条(5-4、5-7号溝)と土坑1が重複して

いる可能性がある。またセクションB-B′で5-1号井戸と

されたものは西壁が直立気味であり、溝西側に大きな倒

木痕があり、倒木の流入土になる可能性がある。溝は南

側が切れ古墳周堀の可能性について検討してみたが、断

定できるような根拠は得られず、下滝天水遺跡を参照し

て3世紀後半から4世紀前半の「外周溝」と把えることと

した。

　直近になり、溝の埋没土③にHr-FA起源の火山灰が見

られたというコメントがあった。概要書には本溝が古墳

前期の溝とされており、読み込み不足であった。

　本来なら竪穴建物の項で取り上げるべきであったが、

すでにこの項の編集を終了していたため、所見対応する

こととした。土層注からテフラの存在は気付けずにいた

が、事実なら深さ0.5ｍ程度の溝1/2が埋まるのに200年

ほど時間を要したことになる。

5区6号溝(第66図、PL.30)

位　置　X＝34604～34608、Y＝‒68245～-68253

規　模　長さ(7.88ｍ)、幅0.38～0.62ｍ、深さ(0.11～

0.30ｍ)

形　状　断面U字状を呈し、溝の走行は市道脇の水路に

並走する。

軸方向　N‒25°‒E

埋没土　上層にAs‒A下の畑耕土が堆積、夾雑物の少ない

黒色土で埋没していた。

重複関係　なし　　　　　出土遺物　なし

所　見　5区6号溝は2区6号溝に続き、市道脇を流れ

る水路に並行する。水路は壬申絵図にも描かれているも

のであり、江戸時代からのものである。溝の北側は浅

く溝状に窪んでおり(その状態は断面写真にも見て取れ

る)、農道として使われた可能性がある。現市道は「原北」

と「原」の字界となっており、現市道と水路(2区4号溝)

がセットになっているが、水路(2区4号溝)と溝(2区

6・5区6号溝)間は幅1.8ｍがあり、古い道路というべ

きであろう。

5区7号溝(第65図、PL.29)

位　置　X＝34587～34596、Y＝‒68250～-68252

規　模　長さ(8.65ｍ)、幅0.65～1.35ｍ、深さ(0.33ｍ)

形　状　溝の走行は略南北方向。溝は浅く、皿状を呈す。

軸方向　計測不能

埋没土　5区4号溝の項で述べたように、セクションA‒A′

上には土坑1が重複しており、溝本来の埋土は溝肩口の

2層が該当する。

重複関係　土坑1と切り合う。

出土遺物　なし

所　見　埋土の検討により、直線的部分が溝本来の形状

で、浅く皿状を呈するものと思われる。溝の軸方向は南

北方向を指しており、As‒A降下後の溝ということになる。

5区8号溝(第67図、PL.30)

位　置　X＝34583～34587、Y＝‒68242～-68249

規　模　長さ(8.0ｍ)、幅0.4～0.8ｍ、深さ(0.42ｍ)

形　状　溝の断面は箱状を呈し、東北東‒西南西に向く。

軸方向　N‒25°‒W

埋没土　夾雑物の少ない暗褐色土で埋まる。上層にはAs

‒Aを含む耕作土が厚く堆積する。

重複関係　5区1号竪穴建物、5区4号溝と切り合う。

出土遺物　なし

所　見　溝の底面部には鋤先痕が良く残る。溝の底面部

のレベル差はなく、流痕等は確認できない。

写真5　5区6号溝
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＜6区＞

6区1・2号溝(第68・190～192図、PL.30・31・104・105)

位　置　X＝34481～34493、Y＝-68225～-68232

規　模　長さ(‒)、幅(1.9～3.0ｍ)、深さ(0.10～0.54ｍ)

形　状　6区南側調査区北端にある。図には周溝状に描

かれているが、北側の直線的部分が6区1号溝と呼ばれ、

南側の周溝部分を6区2号溝と呼んでいる。溝の断面形

状は1・2号溝とも皿状を呈する。

軸方向　計測不能

埋没土　泥流由来の礫が混じる暗褐色土で埋没。上層に

As‒Aが水平堆積する。

重複関係　上層にAs‒A下の畑および復旧畑がある。

出土遺物　6区1号溝から片口鉢1(在地系、14～15世

紀)、火輪1、石造品1、6区2号溝から筒形香炉1(18

世紀中～後半)、内耳鍋1(15世紀末～16世紀中頃)、擂

り鉢1(17世紀中～後半)が出土した(第190～192図)。

所　見　本来は、周溝状に廻る状態で遺構として捉える

べきものであったが、調査段階では直線的部分を6区1

号溝、弧状に見える部分を6区2号溝と捉え調査が行わ

れた。層位的に天明3年(As‒A降下)より古い遺構である

ことは明らかであったが、調査区が狭く遺構の全貌を明

らかにすることができず、遺構の性格に関する所見は

第66図　5区6号溝

第67図　5区8号溝
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5区6号溝		
Ⅰ　表土・As-A混土
Ⅲ　B混に相当
1　黒褐色土　マンガン凝集し、斑状に見える。
2　暗褐色土　1層よりやや暗い。1cm大の小円礫を含む。
3　黒褐色土　ロームブロックを含む。

5区8号溝		
1	 表土
2	 黒褐色土　ローム粒を含む。
3	 暗褐色土　ローム粒を含む。2層よりやや明るい色調を呈す。
4	 暗褐色土　ロームブロックを含む。
5	 暗褐色土　4層と同質、若干ロームブロックが多い。
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残されていない。発掘調査では7世紀代の古墳も確認さ

れていることから、古墳周溝としての可能性についても

検討してみたが、周溝の外側でも10ｍを超えず、出土遺

物も中世14世紀止まりであることから、古墳周溝として

の可能性については否定的にならざるを得ない状況にあ

る。これを解決するには調査区東壁セクションの検討が

行われるべきであるが、写真図面とも検討材料を欠いて

おり、結論は保留せざるを得ない。

　なお、周溝内には東西方向のアゼ(幅1.2ｍ)が残され

ているが、これはAs‒A下畑の大畔である。

6区5号溝(第69図、PL.31)

位　置　X＝34440～34441、Y＝‒68220～-68223

規　模　長さ(3.38ｍ)、幅0.44ｍ、深さ0.03～0.05ｍ

形　状　溝は浅く、皿状を呈す。

軸方向　N‒8°‒W

埋没土　夾雑物が少ない暗褐色土で埋まる。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　溝の直上がA混土で覆われている。略東西方向

に向いている。感覚的だが畑の区画溝である可能性が高い。

第68図　6区1・2号溝
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6区1号溝		
1　灰黄褐色土　ローム粒・1～30㎜程の礫を含む。やや明るく褐色に

見えるのは班鉄層形成が影響か。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1～5㎜程の礫を含む。
6区2号溝		
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
3　暗褐色土　1層よりやや明るい色調を呈す。ローム粒・ブロック・

1㎜程の軽石を含む。
4　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石・

5～30㎜程の礫を含む。
5	 暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の小礫を含む。
6	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～50㎜程の礫をわずか含む。
7	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
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6区10号溝6区6号溝6区5号溝

6区6号溝(第69図、PL.31)

位　置　X＝34445～34446、Y＝‒68220～-68223

規　模　長さ(2.93ｍ)、幅0.35～0.68ｍ、深さ0.05ｍ

形　状　溝は浅く、断面は皿状を呈す。

軸方向　計測不能

埋没土　夾雑物が少ない暗褐色土で埋まる。

重複関係　なし

出土遺物　中世在地系鍋の破片3点(未掲載)が出土して

いる。

所　見　溝のプランは歪んでおり、溝に土坑が重複する

可能性が否定できない。浅く掘り込んだだけで、畑耕作

に伴うものと考える。

6区8号溝(第47図、PL.20・105)

位　置　X＝34500～34504、Y＝‒68227～-68233

規　模　長さ(5.58ｍ)、幅2.00ｍ、深さ0.54ｍ

形　状　断面U字状を呈す。

軸方向　N‒79°‒E

埋没土　上層はローム主体の人為的埋土で埋まる。

重複関係　6区182Ｐを切る。

出土遺物　中世在地系鍋の破片14点(未掲載)が出土

所　見　深さ、幅とも県道東の3区3号溝に近い。溝底

面は微妙な凹凸があり、掘り直しているのか検討を要す。

6区10号溝(第69図、PL.31)

位　置　X＝34456～34460、Y＝‒68222～-68225

規　模　長さ(4.1ｍ)、幅1.36ｍ、深さ0.35～0.51ｍ

形　状　溝は深く、断面形状はU字状を呈す。

軸方向　N‒35°‒W

埋没土　夾雑物が少ない暗褐色土で埋まる。

重複関係　6区8号井戸、6区4溝に重複する。6区4

号溝・6区8号井戸より古い。

出土遺物　なし

所　見　溝の走行は北東‒南西を指す。6区10号溝以外、

これに似た溝はなく、極めて異質。

第69図　6区5・6・10号溝
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6区5号溝		
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。

6区10号溝		
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを僅かに含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・ブロックを含む。
3	 暗褐色土　ローム粒を混入。鉄分の影響で赤味を帯びる。



3ｄ．井戸

　計15基(県道東3区4基、県道東4区2基、県道西6

区9基)が確認されている。4区の井戸を除いて、いず

れも区画溝に近接ないし重複して確認されている。

　井戸には大小があり、また、その断面形状が異なる。

形態的には筒形か漏斗状、井戸上部が開き気味に立ち上

がるものがあり、深さ1ｍ前後のものから深さ2ｍを超

えるようなものまでさまざまである。井戸側壁が大きく

抉れるようなこともなく、長期使用された様子はない。

遺構の帰属時期については、出土遺物から6区井戸2基

(6区1・2号井戸)が中世、3区井戸2基(3区1・2

号井戸)が近世に帰属する可能性が高い。

3区1号井戸(第70図、PL.32・105)

位　置　X＝34493～34494、Y＝‒68210～-68212

規　模　長径1.44ｍ、短径1.28ｍ、深さ2.16ｍ

形　状　平面形は略円形、断面形は筒状を呈す

埋没土　褐色土主体の人為的埋土、0.3ｍ台の河床礫多

数が廃棄状態で出土した。

重複関係　なし

出土遺物　肥前磁器染付、瀬戸美濃碗、在地系焙烙ほか

近世陶磁器(1～6)が覆土中から出土した。この他、近

世陶磁器類に混じり、未掲載資料とした中世陶器片や在

地系の鍋破片がある。

所　見　最も水位が下がる冬季調査であるためか、井戸

底面は乾燥していた。水位が上がり抉れた壁面の痕跡も

確認できていない。確認面が下がり不明だが、上端部は

漏斗状に広がり、近世井戸の典型ということになろう。

3区2号井戸(第70図、PL.32・105)

位　置　X＝34506～34507、Y＝‒68211～-68212

規　模　長径1.16ｍ、短径1.1ｍ、深さ1.24ｍ

形　状　平面形は略円形、断面形は開き気味である。

埋没土　井戸下部はロームブロックが混じる暗褐色土で

意図的に埋めている。

重複関係　なし

出土遺物　覆土中から肥前磁器染付、肥前陶器片口鉢、

瀬戸美濃腰錆碗等が出土(1～9)、このほか近世陶磁器

片類多数(未掲載)が出土した。

所　見　浅く壁面の抉れた痕跡もなく、果して井戸の機

能を果せたのか不安にもなる。井戸も2ｍを超えるよう

になると泥流が砂質になるところがあり、水がさすよう

になるが、この程度の深度では水位の高い時期だけしか

使用できないのではないだろうか。

3区3号井戸(第70図、PL.32・106)

位　置　X＝34543、Y＝‒68217～-68218

規　模　長径0.84ｍ、短径0.82ｍ、深さ1.88ｍ

形　状　平面形は略円形、断面形は筒状を呈す。

埋没土　最上層にAs‒Aが堆積する。それより以下は礫混

じり暗褐色土で短期埋没したように見える。

重複関係　なし

出土遺物　瀬戸美濃徳利、腰錆碗、在地系焙烙、皿など

18世紀後葉から19世紀前葉の陶磁器類、土器類が出土し

た(1～7)。

所　見　この井戸も側壁の崩落等はなく、果して井戸と

して機能したのか疑問視されてくる。井戸底部付近には

枝材が出土しており、その出土状態についてはデータ化

されているが、出土状態の写真には①井戸底面は砂で覆

われていたこと、②井戸底には桶底痕が残され、井戸底

には桶を据えていたことが分かる。そうすると、未加工

の枝材も桶に直交するよう据えた可能性も否定できない

のであるが、水に泥が混じるのを嫌い、桶を入れて対処

したのであろう。

3区4号井戸(第70図、PL.33)

位　置　X＝34544～34545、Y＝‒68222～-68223

規　模　長径1.06ｍ、短径0.60ｍ、深さ0.9ｍ

形　状　平面形は略円形状、断面形は筒状を呈す。

埋没土　砂質土と暗褐色土が互層堆積する。覆土上層に

砂質土が堆積、B混と記載されている。

重複関係　3区5号溝を切り、3区4号溝に切られる。

出土遺物　なし

所　見　井戸底面部は凹凸があるように図化されている

が、井戸はシャープに立ち上がることから、井戸の底面

も明確に分層することができる砂質土の下で認定すべき

である。
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3区1号井戸	 	
1	 褐色土　ロームブロックを多量混入する。
2	 褐色土　最大径30cm大の亜角礫、小円礫を含む雑多な礫を含む。明らかな人為的廃棄。
	 ※中近世陶磁片・石臼片等の遺物を含む。

3区2号井戸	 	
1	 灰黄褐色土　白色軽石(B？)・黄色粒・炭化粒を含む。
2	 暗褐色土　ローム粒をわずかに含む。
3	 暗褐色土　ロームブロックを10％含む。
3′	暗褐色土　ロームブロックを不均質に30％含む。
4	 黄褐色土　ロームブロックを斑状に10％含む。1～3層よりも若干粘性が強く。
5	 黒褐色土　ロームブロックを含む黒色土が互層堆積する。
6	 黒褐色土　ローム土と黒褐色土が互層堆積する。

3区3号井戸	 	
1	 As‒A、1次堆積か？
2	 灰黄褐色土　ローム粒若干含む、人頭大の雑多な礫を多く含む。
3区4号井戸	 	
①	 灰黄褐色土　やや砂質、As‒B混土。
②	 黒褐色土　やや砂質。①層に近い。礫は含まれない。
③	 黒褐色土　やや砂質。全体にマンガンの凝集層を形成されている。
④	 黒褐色土　ロームブロックを含む。
⑤	 黒色土　砂質で、ロームブロックを含む暗褐色土が互層堆積。水性堆積を認める。
4　	黒褐色土　5mm大の白色・黄色軽石粒をわずかに含む。10cm大の円礫を含む。
5	 黒褐色土　5mm大の白色・黄色軽石粒を極僅かに含む。
6	 にぶい黄褐色土　ロームブロック10％程度を含む軟質粘質土。
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4区1号井戸(第71図、PL.33・107)

位　置　X＝34456～34459、Y＝‒68203～-68205

規　模　長径2.80ｍ、短径2.38ｍ、深さ2.50ｍ

形　状　平面形は略楕円形、断面形は漏斗状を呈す。

軸方向　N‒22°‒E

埋没土　ロームブロックを多量に含んだ暗褐色土で人為

的に埋め土。

重複関係　4区4号土坑と重複する。

出土遺物　覆土中から在地内耳鍋1、在地片口鉢1、板

碑1および板碑片多数、石臼1が出土している(1～7)。

このほか近世磁器破片、陶器破片少量が出土しているが、

混入した可能性が高い。

所　見　側壁の崩落等の情報は残されておらず、どの程

度まで水が確保できたのか詳細は不明。出土遺物には

15・16世紀のものがあり、中世井戸としていいが、少量

だが近世陶磁器類が出土、近世になり廃棄されたという

ことかもしれない。

4区2号井戸(第71図、PL.33)

位　置　X＝34421、Y＝‒68205～-68206

規　模　長径(0.89ｍ)、短径0.86ｍ、深さ2.20ｍ

形　状　平面形は略円形、断面形は筒状を呈す。

軸方向　N‒20°‒E

埋没土　ロームブロックや礫が若干みられるようである

が、写真を見る限り人為的に埋めたという印象は弱い。

重複関係　なし　　　　　　出土遺物　なし

所　見　測量図から見る限り筒形井戸そのものである

が、写真では井戸上部が開き気味。井戸底面部東壁が抉

れる傾向にある。

第71図　4区井戸
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1　暗褐色土　ロームブロックを多量混入、1㎜

程の軽石・5～20㎜程の礫をわずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜

程の礫をわずか含む。
3　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量

混入、1㎜程の軽石・5～50㎜程の礫を含む。
人為的な埋め土。

4　黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・
5～10㎜程の礫をわずか含む。

4区2号井戸	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜

程の軽石・5～20㎜程の礫をわずか含む。
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6区2号井戸

6区3号井戸 6区4号井戸

6区1号井戸(第72・196図、PL.33)

位　置　X＝34460～34461、Y＝‒68224～‒68225

規　模　長軸1.02ｍ、短軸0.74ｍ、深さ(0.48ｍ)

形　状　略方形状を呈す。

軸方向　N‒0°

埋没土　ロームブロックを多量に含む人為的埋土。

重複関係　6区4号溝に重複、その新旧関係については

確認できていない。

出土遺物　在地片口鉢1・内耳鍋1(第196図1・2)があ

る。

所　見　確認面から遺構底面まで1.5ｍを測る。発掘時

は井戸として記載されているが、下部形態は特異であり

認定が妥当か、疑問が残る。

6区2号井戸(第72・196図)

位　置　X＝34502～34503、Y＝‒68230～-68232

規　模　長径1.28ｍ、短径1.20ｍ、深さ0.74ｍ

形　状　平面形は略楕円形を呈す。

軸方向　N‒25°‒E

埋没土　大型礫を含む暗褐色土やロームブロックを多量

に含む暗褐色土が互層堆積しており、人為的埋土として

いいのかもしれない。

重複関係　その新旧関係については確認できていない

が、6区8号溝と重複する。

出土遺物　在地系の皿1(第196図1)がある。

所　見　井戸使用時の水位が高く、北側壁面がオーバー

ハングしている。井戸底面部の起伏も激しい。

6区3号井戸(第72・196図、PL.34・107)

位　置　X＝34503～34505、Y＝‒68230～-68232

規　模　長径1.58ｍ、短径1.52ｍ、深さ2.40ｍ

形　状　平面形は略楕円形、断面形は井戸上部が開き気

味、井戸下部は筒形を呈す。

　

第72図　6区1～4号井戸

第4章　綿貫原遺跡
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6区1号井戸	 	
1　暗褐色土　白色粘土化した泥流起源

のロームブロックを多量混入する。
2　黒褐色土　1層と同質だが、やや暗

い。
3	 褐灰色土　砂質で、粘性に富む。　

6区2号井戸	 	
1　灰褐色土　As‒Aが混じる(A混下水田耕土相

当)。マンガン凝集が目立つ。
2　黒褐色土　ローム粒・白色軽石、20cm大の楕円

礫を含む。
3	 暗褐色土　ロームブロックを40％ほど含む。
4	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
5	 暗褐色土　ローム粒を多量に含む。

6区3号井戸	 	
1　灰黄褐色土　As‒A混じる(A混下水田耕土相当)
2　灰黄褐色土　白色粘土化した泥流起源のロームブロックを多量

に、10cm大の礫を含む。
3　暗褐色土　ロームブロックを多量混入、10～20cm大の礫を含む。
4　灰褐色土　粘土化した白色粘質土と暗褐色土の互層
5　4層と同質で、30cm大の円礫を含む。色調が暗い。
	 	
1　灰褐色土　As‒A混じる(A混土)。やや還元気味の堆積。
2　黄褐色土　As‒Aは混じる。マンガンの凝集が目立つ。
2′　2層に比べてやや暗い。ロームブロックを多く含む。
3　灰黄褐色土　ローム粒・ブロック多量混入、5～10cm大の礫を

含む。
4　灰黄褐色土(ロームを多量混入)と暗褐色土の互層堆積　大形礫

を含む。
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6区5・6号井戸

軸方向　N‒35°‒W

埋没土　ロームブロック主体の暗褐色土が互層堆積する

ほか、途中空洞部が生じるなど、人為的な埋め土の典型

例に見える。

重複関係　新旧関係については不明だが、6区18号土坑

と重複する。

出土遺物　土師器杯1(第196図1)がある。

所　見　井戸下部だけでなく、上部壁面も大きく抉れて

いる。遺跡は井野川右岸微高地にあり、比較的乾燥して

いるが、下層には高崎泥流が厚く堆積しており、雨季の

水位は予想以上に高い。井戸は計15基があり、井戸の壁

面が崩れるものは意外に少なく、6区3号井戸のように

壁面が大きく崩れる井戸は珍しい。井戸の掘削地点が水

道に当たり、長く使われたのであろう。

6区4号井戸(第72図、PL.34)

位　置　X＝34506～34508、Y＝‒68231～-68233

規　模　長径1.45ｍ、短径1.34ｍ、深さ1.26ｍ

形　状　平面形は略楕円形、断面形の下部形態は筒状を

呈しているが、上部は開き気味になる。

軸方向　N‒44°‒W

埋没土　ロームブロックが混じる暗褐色土で埋もれる。

重複関係　なし　　　出土遺物　なし

所　見　井戸底面部に近い側壁が抉れ気味。井戸底面部

は平坦に図化されているが、やや丸味を帯びる。

6区5号井戸(第73図、PL.34)

位　置　X＝34510～34511、Y＝‒68232～-68233

規　模　長径1.02ｍ、短径1.02ｍ、深さ1.0ｍ

形　状　平面形は略円形、断面形は筒状を呈す。

軸方向　N‒16°‒E

埋没土　下層は粘性に富み夾雑物の少ない暗褐色土、上

層はロームブロックを多量混入する暗褐色土で、人為的

であることは確実。

重複関係　6区7号溝に重複する。

出土遺物　なし

所　見　底面部には3区3号井戸底面部と同じ桶側板の

痕跡があるように見える。断言できないが、仮に桶を埋

設するようなことがあれば、痕跡として残されるはずで、

注意しておきたい。

6区6号井戸(第73図、PL.35)

位　置　X＝34511～34512、Y＝‒68231～-68232

規　模　長径1.00ｍ、短径0.94ｍ、深さ1.26ｍ

形　状　平面形は略円形、断面形は筒状を呈す。

軸方向　N‒34°‒E

埋没土　下層は粘性に富み夾雑物の少ない暗褐色土、上

層はロームブロックを多量混入する暗褐色土で埋まる。

埋め土が人為的であるのか断言は難しい。

重複関係　6区9号溝に重複する。

出土遺物　なし

　

第73図　6区5・6号井戸

3ｄ．井戸

75

6区5号井戸	 	
1	 黒褐色土　ロームブロックを40％ほど含む。
1′	1層と同質だが、ロームブロックを多く含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。やや粘質。

6区6号井戸	 	
1	 灰褐色土　As‒A混土(As-A下の畑耕土に相当)。マンガン凝集傾向。
2	 暗褐色土　ローム粒を含む。
3	 暗褐色土　2層と同質だが、褐色土をブロック状に含む。
4	 黒褐色土　ローム粒を含む。粒度は細かく比較的淘汰されている。
4′	黒褐色土　4層と同質、より粒度は均質。
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6区7号井戸 6区8号井戸

6区9号井戸

所　見　断面形は筒状だが、北側の側壁は若干オーバー

ハング気味になる。井戸底面部の標高は隣接する6区5

号井戸とは0.2ｍほど低い。

6区7号井戸(第74図、PL.35)

位　置　X＝34513～34514、Y＝‒68232～-68233

規　模　長径1.00ｍ、短径(0.48ｍ)、深さ1.58ｍ

形　状　北側は土層観察用ベルトに掛かり未確認、この

ため全体形状不明。南側は直線的形状を呈す。

軸方向　N‒12°‒W

埋没土　下層は粘性に富み夾雑物の少ない暗褐色土、上

層はロームブロックを多量混入する暗褐色土で埋まる。

重複関係　6区9号溝を切る。

出土遺物　なし

所　見　井戸底面部は両端ともオーバーハング気味。井

戸の断面形状は略筒状に図示されているが、写真で見る

限り、やや開き気味に見える。

6区8号井戸(第74・196図、PL.35)

位　置　X＝34457～34458、Y＝‒68224～-68225

規　模　長径(1.10ｍ)、短径0.96ｍ、深さ1.16ｍ

形　状　溝に切らているが、略円形を呈する。

軸方向　N‒43°‒W

埋没土　黒色土の薄層を挟み、ロームブロック混じりの

暗褐色土が互層堆積する。

重複関係　6区10号溝に重複　　出土遺物　なし

所　見　井戸の形態は筒形。壁面の崩落は見られないが、

井戸以外適当な名称は思い当たらない。

6区9号井戸(第74・196図、PL.35・101)

位　置　X＝34476～34477、Y＝‒68224～-68227

規　模　長径2.34ｍ、短径1.86ｍ、深さ1.6ｍ

形　状　平面形は略楕円形状、断面形は上面が大きく開

く漏斗状。　　　　　　軸方向　N‒5°‒W

埋没土　遺構の完全埋没後、上面にAs-Aが水平堆積。

重複関係　なし

出土遺物　常滑陶器・内耳鍋・片口鉢等(第196図1～6)

がある。

所　見　覆土上層には泥流由来の河床礫が多量に出土、

これが人為的埋土であることが分かる。下層は夾雑物が

少ない暗褐色土で、自然堆積とするのが妥当。

第74図　6区7～9号井戸

第4章　綿貫原遺跡
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6区7号井戸	 	
1	 灰褐色土　A混土(As‒A下の畑耕土に相

当)。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多

量に含む。
2′	2層に比べ、褐色土が層状に堆積する。
3　黒褐色土　ローム粒を含む。良く淘汰され、

比較的粒度が整う。

6区8号井戸	 	
1　ローム粒を多量混入する暗褐色土と黒色粘質土

が互層堆積する。
6区9号井戸	 	
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・30～200㎜

程の礫を多量混入。
2　黒色土　ローム粒・1㎜程の軽石・50～200㎜

程の礫を多量混入。
3	 黒色土　軽石・礫を含まず均質。
4	 にぶい黄褐色土　軽石・礫を含まず均質。
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4区1号火葬土坑　 6区1号火葬土坑

3e．火葬土坑

　火葬土坑は、県道東4区および県道西6区から各1基

が確認されている。2基とも長方形状を呈するタイプだ

が、突出部の有無がある。6区1号火葬土坑では拾い残

された骨片が多量に確認されている。

4区1号火葬土坑(第75・198図、PL.36・108)

位　置　X＝34450～34451、Y＝‒68205

規　模　長軸1.08ｍ、短軸0.42ｍ、深さ0.10ｍ

軸方位　N‒5°‒W

形　状　長方形状を呈す。

内部構造　特になし

埋没土　焼土ブロック、灰、骨片を含む褐灰色土

重　複　なし

出土遺物　銭貨6(寛永通宝、第198図1～3)、中世在

地系鉢か鍋の破片1が出土している。

所　見　側壁は焼土化が著しく赤化、土坑底面部には厚

く炭化物や灰層が堆積する。骨片の回収率が高く、骨片

は数点が確認されたのみ。

6区1号火葬土坑(第75図、PL.36)

位　置　X＝34490～34491、Y＝‒68229～-68230

規　模　長軸(0.70ｍ)、短軸0.62ｍ、深さ0.03～0.05ｍ

軸方位　N‒4°‒E

形　状　長方形状を呈す。

内部構造　燃焼効果を上げる突出部が長方形土坑西側に

付く。

埋没土　炭化物、骨片を多量に含む暗褐色土で埋没する。

重　複　なし

出土遺物　なし

所　見　長軸復元長は1.4ｍほどになる。県内同型火葬

土坑よりやや大形で、平均値を0.2ｍほど上まわる。骨

片の回収率が低く、骨片300ｇが回収されている。骨片

は細片が多く、部位不明なものばかりであるが、脛骨な

ど大型骨の頭部破片や鎖骨様の骨片など、形状が分かる

骨片が含まれているが、全体としては細片が圧倒的に多

い。

3ｆ．土坑

　計58基が確認されている。土坑は形態的多様性に富

み、分布状況も特に集中することはないが、その大部分

は中・近世土坑の枠内で捉えることができる。土坑出土

の遺物は少なく、本来なら遺構の時期決定は慎重になら

ざるを得ないが、遺構覆土が市域特有の「浅間B混土」や

「浅間A混土」であり、調査地の大部分が中・近世の屋敷

内にあることも、結果として時期認定を容易にしたよう

に思う。とはいえ、土坑には撹乱等を誤認して土坑とさ

れている可能性も否定できず、中にはシミ状のものもあ

り、整理段階で土坑から除外したものも少なくない。土

層堆積も写真解像度が上がり、その再現性が向上してお

り、写真等を参照してできるだけ正確に報告しようとし

たが、土坑には重複しているのではないかと思わせるも

のもあり、確信は持てていない。ここでは区毎に土坑の

概要を記載することとする。

　2区では、土坑5基が確認されている。遺物から時期

決定できるものはないが、土坑長軸が若干西に傾いた2区

2号土坑や、土坑長軸が北を向く2区8号土坑は近世土

坑として捉えておきたい。2区8号土坑は土坑1基とし

て認定されているが、坑底の状況からみると、土坑2な

いし3基の重複に見える。

　3区では、土坑6基が確認されている。3区も遺物か

ら時期決定できるものはないが、3区3～5号土坑は近

接しており、土坑の軸方向も近く同時存在したものと思

われる。3区6号土坑も近接した土坑のひとつであるが、

平面形状も円形か楕円形で、形態上は3区3～5号土坑

とは異なる。第75図　4区6号火葬土坑

3e．火葬土坑

77

4区1号火葬跡	 	
1	 にぶい赤褐色土　灰が混在する。
2	 褐灰色土　骨片・焼土・灰層を含む。ロームブロックを含む。
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第76図　2区土坑、3区土坑1
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2区3号土坑	 	
1	 暗褐色土　黄色粒(ローム粒？)・白色軽石を含む。
2	 暗褐色土　黄色粒(ローム粒？)を極わずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・白色粒を多量混入する。
2区4号土坑	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～20㎜程

の礫を含む。全体的に明るい色調を呈す。
3	 暗褐色土　2層と同質だが、砂礫を多く含み、色調は暗い。
2区8号土坑	 	
1	 黒褐色土　ローム粒を極わずか含む。
2	 褐色土　ローム主体の埋め土。5～25㎜程の礫を極わずか含む。

3‒1号土坑	 	
1	 にぶい黄褐色土　ロームブロックを20％含む。

3‒3号土坑	 	
1	 黒褐色土　ローム粒子混入。

3‒4号土坑	 	
1	 黒褐色土　ロームブロックを含

む。
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第77図　3区土坑2、4区土坑1
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3区6号土坑	 	
1	 黒褐色土　ローム粒を含む。
	 *南東部分は撹乱による削平。

4区1号土坑	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずか含む。粘性・しまりなし。

4区2号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・炭化物をわずか含む。
2	 暗褐色土　1層と同質だが、やや暗い。炭化物を多く含む。

4区3号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。

4区4号土坑	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石・5～

30㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～20㎜程の

礫を極わずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
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4区7号土坑	 	
1	 暗褐色土　白色軽石(B？)・ローム粒わずかに含む。
	 *新旧は、4区7土が住居を切る。
4区14号土坑	 	
1	 灰褐色土　白色軽石を含む。
2	 暗褐色土　白色軽石・焼土粒を含む。
4区15号土坑	 	
1	 暗褐色土　焼土ブロックを含み、硬く締まる。白色軽石粒を含む。

4区16号土坑	 	
1	 暗褐色土　焼土ブロックを含む。
	 *新旧は、4区16土→4区14・15土(新)。3基の土坑はA混土で削平。
4区22号土坑	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。1㎜程の軽石を含む。
4区23号土坑	 	
1	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。やや暗い。
2	 暗褐色土　ローム粒、ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
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5区2号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
2　暗褐色土　1層より明るい色調を呈す。ローム粒・ブロックを多量混

入、1㎜程の軽石をわずか含む。
5区4号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずか含む。1層より暗い色調を呈す。
3	 暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。

5区7号土坑	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～30㎜程の

礫を極わずか含む。
2	 黒褐色土　1層と同質だが、やや暗い色調を呈す。
3　暗褐色土　ロームブロックを多く混入するほか、1㎜程の軽石・5～

10㎜程の礫を極わずか含む。
5区8号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入するほか、1㎜程の

軽石を極わずか含む。
3	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
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5区11号土坑	 	
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を含む。100㎜程の礫が多量に出土。
5区12号土坑	 	
1　黒褐色土　B軽石ブロックが乱れた状態にある。
5区10号土坑	 	
1　暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を多く含む。
5区13号土坑	 	
Ⅰ　表土
Ⅱa	灰褐色砂質土(As‒Aを鋤き込む、A混土)
Ⅱc	灰褐色土(As‒A下の畑耕土)
Ⅲ	 黒色土(As‒Bを鋤き込む、B混土)
Ⅳ	 茶褐色土(白色軽石As‒CかHr‒FAを含む)
1	 茶褐色土　黄色粒を含む。
2	 灰黄褐色土　泥流起源のローム土をブロック状に含む。埋め土。
3	 暗褐色土　ローム粒・5～10mm大の炭化粒をわずかに含む。
4	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。

5区14号土坑	 	
1	 灰褐色土　A軽石を均質に含む。畑耕土(略Ⅱa層)。
2	 灰褐色土　1層と同質だが、ややシルト質。
5区15号土坑	 	
1a	 暗褐色土　ローム粒を含む。
1ｂ	黒褐色土　ロームブロックを含む。
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6区2号土坑	 	
1	 黄褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・10～15㎜程の礫をわずか含む。

黄色に見えるのは班鉄層形成の影響か。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫をわずか含む。
3	 暗褐色土　2層と同質だが、色調は2層よりやや明るい。

6区3号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・10～15㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・10㎜程の礫を含む。

6区4号土坑	 	
1　暗褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石・10～15㎜・40㎜程の

礫をわずか含む。

6区6号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。

6区7号土坑	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2	 ロームブロック主体の埋め土　
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫をブロッ

ク状に含む。

6区8号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を含む。

6区9号土坑	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を含む。
2	 ロームブロック主体の埋め土　1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずかに含む。
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6区13号土坑 6区15号土坑 6区18号土坑 7区1号土坑

　4区では、土坑18基が確認されている。調査区は3分

割されており、各区の土坑は北側調査区2、中央調査区

3、南側調査区11が区別土坑の内訳になる。土坑形状は

略円形状を呈するもの(4区3・4・6・7号土坑)、長

方形状を呈するもの(4区1号土坑)、長楕円形状を呈す

るもの(4区19・22・23号土坑)などがあるが、不定型

のもの(4区15・16号土坑)やピット状のもの(4区11・

13・20号土坑)もあり、つかみどころがない。

　5区では、土坑15基が確認されている。近世区画溝内

にあるもの11基、区画溝の北側にあるもの4基が内訳に

なる。土坑は大ぶりであるものが多く、皿状を呈するも

のが大半(5区2号土坑～5区6号土坑)である。このほ

か、溝状を呈するもの(5区7・8・10・14号土坑)やピッ

ト状を呈するもの(5区12・15号土坑)がある。近世区画

溝(5区1号溝)上の土坑(5区11号土坑)から礫が集中出土

しているが、浅過ぎて土坑として捉えるべきか悩ましい。

　6区では、土坑13基が確認されている。1・7～9・

13・15号土坑は小形で、調査区外へ延び、土坑の全貌は

明らかではない。3・6号土坑は、壁際にトレンチを入

れたため、これまた土坑の形状は不明である。6区10～

12号土坑は調査区外に延び土坑の全貌は不明である。6

区10号土坑は6区6号土坑と同様の長方形状を呈するこ

と、6区11号土坑はAs‒A下の土坑であることは確実だが、

土坑の性格については検討するだけのものがなく不明、

6区12号土坑についても浅間A下の土坑であることは明

らかであるが、土坑底面部2箇所に大型の河床礫を配置

すること、河床礫の上位部分を除き、黒色土がローム土

の薄層を挟んで交互堆積するなど、土坑覆土が人為的で

あるのは明らかであるが、土坑の性格そのものについて

は明らかにするだけの根拠が得られておらず性格等は分

からない。

　7区では、円形土坑が確認されている。円形土坑は重

複するように測量されているが、半截写真を見る限り、

桶の側板底面の圧痕が二重に廻り、桶を据替えたことが

分かる。

3ｇ．柱穴

　柱穴384基が確認されている。内訳は、2区22基・3

区31基・4区139基・5区17基・6区175基で、4区・6

区に多く分布した。一瞥して柱穴が並んで見える所もあ

り、掘立柱建物が確認されていいはずだが、はっきりと

した掘立柱建物にはならないため、ここでは区毎に柱穴

の分布概要を述べる。

＜2区柱穴＞

　2区では、柱穴22基が確認されている。柱穴分布は散

漫である。特に柱穴が集中するような傾向は見られない

が、2区南側調査区の区画溝(2区1・2区2号溝)で囲

まれた地点に柱穴が集中する。柱穴とされたものには深

さ50cm前後の典型的柱穴(Ｐ18・23・27・29)も確認され

ているが、並ばず建物認定は難しい状況にある。その他

の柱穴にも柱痕様に分層されたものもあるが、同様に建

物認定は難しい。
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6区13号土坑	 	
1	 黒褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石・5～15㎜の礫を含む。
2　暗褐色土　ロームブロック多量混入、1㎜程の軽石・5～15㎜程の礫

を極わずか含む。

7‒1号土坑	 	
1	 暗褐色土　As‒A軽石混土。ローム粒を含む。
2	 暗褐色土　1層と同質だが、炭化粒およびロームブロックを含む。
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2区10P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2区17P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずかに含む。
2	 褐色土　ローム土。1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずかに含む。
2区18P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒を含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2区29P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずかに含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
3′	ロームブロックを多量に含む。	
2区15P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずかに含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずかに含む。
2区1P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずかに含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。1㎜程の軽石を微量混入。
2区2P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を含む。	
2区6P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 黒褐色土　1層と同質だがやや暗い色調を呈す。
3	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。1㎜程の軽石を微量混入。
2区14P	 	 	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。1㎜程の軽石を含む。　
4　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入。このほか、1㎜程

の軽石・15～30㎜程の礫を極わずか含む。

2区16P	 	 	
1　黒褐色　ローム粒・ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか

含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入するほか、1㎜程の

軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
3	 黒褐色土　1層と同質だが、わずかに明るい色調を呈す。
4	 褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2区19P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・10～20㎜程の礫を含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を非常に多く含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をわずか含む。
4	 にぶい黄褐色土　5㎜程の砂礫を極わずか含む。	
2区28P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒を極わずか含む。	
2	 暗褐色土　ローム粒を極わずか含む。1層と同質だがやや明るい。
2区30P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・5㎜程の礫を含む。
2区4P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

わずかに含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・30㎜程の礫を

含む。
2区8P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2区9P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
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０ ２ｍ１: 80

＜3区柱穴＞

　3区の柱穴31基は、区画溝(3区3号溝)東で確認され

ている。柱穴の分布域に広範に攪乱が入り、南北二群に

分断されているが、北側に柱穴10基、南側に柱穴21基が

ある。柱穴とされたものには典型的柱穴(1・3・6・

10・20・22～26・29・30Ｐ)のほかに、深さ10～20cm前

後しかないものもあり、柱穴とするのが妥当か悩ましい

ものも多い。以下、検討結果を記す。

　北側分布域の柱穴10基は3区3号溝に並行するように

分布、18Ｐ・23Ｐ・24Ｐの3本が1.8ｍ間隔で並んでいた。

分布状況からみて建物は東側に延び、これに対応する柱

穴は掘削範囲内にはないが、位置的に見て建物の妻側に

なる可能性がある。北側より柱穴数の多い南側分布域で

も同軸方向の柱穴列を探してみたが、掘立柱建物になる

ような柱穴は、現状では指摘できないものと考える。

　

第85図　3区柱穴1
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3区1～32Ｐ　(3区1Pは1号溝断面にあり)	 	 	
1	 褐色土　ローム粒子少量に含む。締り粘性ともやや弱い。
2	 黄褐色土　ロームブロックを含む。
3	 黒褐色土　ロームブロックわずかに含む。締り弱く、粘性ややあり。
4	 灰褐色土　ローム粒を含む。色調は明るい。
5	 黒褐色土　締り弱く、粘性ややあり。柱痕か杭跡。
6	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。締り、粘性ややあり。
7	 黒褐色土　ローム粒子・炭化物を含む。締り弱く、粘性ややあり。
8	 暗褐色土　ローム粒子を多量混入する。
9	 黒褐色土　ローム粒子を含む。
10	 斑鉄層	
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＜4区柱穴＞

　4区では、柱穴139基が確認されている。調査区は三

分割され、柱穴は北側調査区に薄く、中央調査区や南側

調査区に濃く分布した。

　北側調査区では、西北西‒東南東に柱穴3列が並んで

いたが、各柱穴間は1列目83Ｐ‒84Ｐ間が1.1ｍ、83Ｐ‒

85Ｐ間が2.4ｍ、85Ｐ‒87Ｐ間が2.8ｍ、2列目76Ｐ-82Ｐ

間が3.8ｍ、3列目78Ｐ‒79Ｐ‒80Ｐ間が0.4ｍ、また、柱

穴列間は1‒2列目間が0.8ｍ、2-3列目間が1.6ｍと

なっており、列こそ揃っているが掘立柱建物が組める状

態にはなかった。南側調査区には柱穴多数があり、本文

中に分割図示しておいた。調査区内には長方形状土坑

があり、同軸の柱穴群を探してみたが、同軸方向のそれ

はなく、座標北から30°ほど西に傾いて、柱穴が列状分

布する傾向が判明、同軸の建物を検討してみた。101Ｐ‒

102Ｐ‒149Ｐの柱穴列や、116Ｐ‒123Ｐ‒124Ｐ‒127Ｐの柱

穴列を基軸に建物を検討してみたが、これに対応する柱

穴が見当たらなかった。柱穴とされたものには深さ0.5

ｍを超える典型的柱穴50本が含まれているほか、斜め方

向に入り込んだ松の根によるものや、浅いピット多数が

あり、如何ともしがたい状況にある。以下に、検討結果

を記載しておく。

　中央調査区では、4区1・4区2号溝間に柱穴が集中

した。柱穴は略北北東‒南南西間に向いており、これに

即して掘立柱建物が組めるのかを検討してみたところ、

25Ｐ‒(2溝Ｐ3)‒60Ｐを西辺、10Ｐ‒41Ｐ‒56Ｐを東辺、

25Ｐ‒71Ｐ‒28Ｐ‒10Ｐを南辺、60Ｐ‒38Ｐ‒56Ｐを北辺と

する建物が想定されたほか、これとはやや軸方向が異

なっているが、29Ｐ・47Ｐを棟持柱様に配した建物(9Ｐ

‒34Ｐを西辺、34Ｐ‒52Ｐ‒48Ｐを北辺とする)を想定して

みた。これについては、建物の軸方向が東に大きく振れ、

どちらかといえば、人為的に埋もれた区画溝(2区1・

3区5・6区9号溝)の軸方向に近く中世建物としてお

きたいが、火葬土坑(4区1号)とも重複することから、

帰属時期が明らかにならない限り、あくまでも可能性の

域を出ない見解であることに注意する必要がある。

　

第87図　4区柱穴1
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4区6P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をわずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック多量混入するほか、1㎜程の軽

石を極わずか含む。
4区9P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
4区10P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
4区11P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・5㎜程の礫をわずか含む。
4区17P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区19P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入するほか、1㎜程の

軽石を極わずか含む。
4区22P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4区26P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫・炭化物

をわずかに含む。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入するほか、1㎜程の

軽石をわずか含む。
4区28P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区31P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
4区32P	 	 	
1	 暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。

4区33P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4区34P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　1層と同質だが、やや暗い。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。1㎜程の軽石・5～

10㎜程の礫を極わずか含む。
4区36P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・20～40㎜程の礫をわずか含む。
2	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区41P	 	 	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・炭化物をわず

かに含む。
2　黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わず

か含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を含む。
4区48P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・20～30㎜程の礫を極わずか含む。
4区52P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・10㎜程の礫を

極わずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
4区55P	 	 	
1　暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫をわずか

含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区56P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～25㎜程の礫を極わずか含む

一部やや締りなし。粘りなし。
2	 暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・最大20㎜の礫を含む。
4区57P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
4区64P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜軽石・砂礫を含む。
2	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜軽石・5～20㎜程の礫を極わずか含む。
4区65P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜軽石をわずか含む。
2	 黒褐色土　1層と同質だが、やや暗い。
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4区66P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜軽石を極わずか含む。
4区78P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
4区123P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を含む。
2	 暗褐色土　ロームブロックを多量に、1㎜程の軽石を極わずか含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区140P	 	 	
1	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
4区149P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区153P	 	 	
1	 ローム土と暗褐色土の混土層　1㎜程の軽石を含む。	
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを混入、1㎜程の軽石・5mm程

の礫を含む。
4	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
5	 暗褐色土　ロームブロックを多量混入、軽石を極わずか含む。
4区5P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区16P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を含む。
4区18P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
4区20P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区24P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫・炭化物をわず

かに含む。
4区25P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。

4区38P	 	 	
1	 暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 黄褐色土　砂礫を多く含む。ローム粒・炭化物を極わずか含む。
3　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
4区50P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロックを含む薄層で、軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区51P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む
2	 暗褐色土　ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区54P	 	 	
1	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区58P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜軽石を極わずか含む。
4区59P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・10～15㎜程の

礫を含む。
4区63P	 	 	
1	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4区67P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜軽石を極わずか含む。
2	 褐色土　ロームブロックを多量混入、1㎜軽石・5～15㎜程の礫を含む。
4区73P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・炭化物を含む。
4区74P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
4区82P	 	 	
1	 黒褐色土　3層と同質、ロームブロックを含む。
4区83P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
4区84P	 	 	
1	 灰褐色土　若干粘性あり。
4区85P	 	 	
1	 灰褐色土　若干粘性あり。
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4区86P	 	 	
1	 灰褐色土　若干粘性あり。
4区91P	 	 	
1	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区114P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～20㎜程の礫を極わずか含む。
4区119P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを大量に含む。1㎜程の軽石・

5～15㎜程の礫を極わずか含む。
4区120P	 	 	
1　暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わず

か含む。
2	 黒褐色　ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4区144P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック主体に、1㎜程の軽石・砂礫が混じる。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4区2P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
4区8P	 	 	
1	 黒褐色土　大粒のローム粒を多量混入、1㎜程の軽石を含む。
4区12P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区14P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区23P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2　黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わず

か含む。粘性なし、しまりあり。
4区27P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区29P	 	 	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。

4区35P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・炭化粒を極わずか含む。
4区37P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
4区39P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区40P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 黒褐色土　1層と同質だが、やや暗い。
4区42P	 	 	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入。1㎜程の軽石・砂

礫を含む。
4区53P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石・10～

15㎜程の礫を極わずか含む。
4区62P	 	 	
1	 暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ロームブロックを多量混入、1㎜軽石を極わずか含む。
4区68P	 	 	
1	 暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜軽石・5～10㎜の礫をわずかに含む。
4区75P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
4区76P	 	 	
1	 黒褐色土　比較的均質で、ローム粒の混入は少ない。
4区77P	 	 	
1　黒褐色土　比較的均質で、ローム粒の混入は少ない、ロームブロック

を含む。
4区79P	 	 	
1　黒褐色土　比較的均質で、ローム粒の混入は少ない、ロームブロック

を含む。
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4区80P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
4区87P	 	 	
1	 灰褐色土　若干粘性あり。
4区89P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区90P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫をわずか含む。
4区92P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区94P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区95P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区97P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫をわずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区98P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区100P	 	 	
1	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
4区102P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区105P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区106P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒。ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区107P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。

4区110P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区111P	 	 	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。　
4区112P	 	 	
1　黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
4区113P	 	 	
1　暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区115P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
4区116P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2	 暗褐色土　ロームブロック・5㎜程の礫を含む。
4区117P	 	 	
1　暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5～15㎜程の礫を極わず

か含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区118P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　1層と同質だが、やや明るい。
4区121P	 	 	
1	 暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区124P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区125P	 	 	
1　黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わず

か含む。
4区126P	 	 	
1	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜の軽石・5～20㎜の礫をわずか含む。
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4区127P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区128P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区129P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ロームブロックを多量に、1㎜の軽石・5㎜の礫をわずか

に含む。
4区130P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜の軽石・5～10㎜の礫を極わずか含む。
4区131P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜の軽石・10㎜の礫を極わずか含む。
4区132P	 	 	
1	 黒褐色土　ロームブロックをわずかに含む。
4区133P	 	 	
1　暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5～15㎜程の礫を極わず

か含む。
2	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区134P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・砂礫を含む。
4区135P	 	 	
1	 暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
4区137P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
4区138P	 	 	
1	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
4区139P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区141P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒を多量に、1㎜程の軽石・5㎜の礫を極わずか含む。
4区142P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
4区143P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを大量に、1㎜程の軽石・砂礫

をわずかに含む。
4区145P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2	 褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区146P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区147P	 	 	
1　暗褐色土　大粒のロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜の礫・炭

化物を極わずか含む。
4区148P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。

4区150P	 	 	
1	 黒褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。
4区151P	 	 	
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。1㎜程の軽石・5㎜

程の礫を極わずか含む。
4区152P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・5㎜程の礫を極わずか含む。
4区1P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
4区3P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4区7P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
4区93P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区101P	 	 	
1	 暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区103P	 	 	
1	 暗褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
4区15P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
2	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石・砂礫を含む。
4区30P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ブロックを多量混入、1㎜程の軽石・5㎜程の

礫をわずか含む。
3	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
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＜5区柱穴＞

　柱穴は17本が確認されている。柱穴については分布が

散漫であり、区画溝3の内外に分け図示した。

　区画溝の外側に当たる地点の柱穴は分布密度が低く、

これが幸して、2区(道路東調査区)掘立柱建物と同軸(N

‒15°‒W)の柱穴列1が確認されている。柱穴列(Ｐ17～

Ｐ19)周辺には古墳時代4世紀代の竪穴建物が南北にあ

るほか、西側には5区4号溝がある。柱穴は3本のみが

確認されただけであるが、調査区東に建物は延びるもの

と思われる。

　区画溝の内側の柱穴も、分布密度は薄い。区画溝の内

側ということもあり、同軸の並ぶ建物が期待されたので

あるが、同軸の遺構として5区2号溝があり、これに直

交する方向に土坑2基(5区8・10号土坑)が並んでいる

だけであった。この地点では柱穴列1がありそうである

が、柱穴列(Ｐ1・Ｐ4・Ｐ7)の柱間は2.1ｍ・2.3ｍと

不規則で、建物になるとすれば西側に延びる以外ない。
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5区4P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
3	 暗褐色土　ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石をわずか含む。
5区6P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を多く含む。
2　暗褐色土　1層と同質だがやや暗い。ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜

程の礫を極わずか含む。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック多く混入するほか、1㎜程の軽

石を極わずか含む。
5区10P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
5区15P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒を多く含む。
2	 黒褐色土　ローム粒をわずかに含む。粘性・しまりあり。
5区5P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
5区12P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
5区13P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロックほか1㎜程の軽石を極わずか含む。
5区16P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒を含む。しまりあり。

5区2P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を多く含む。
2	 暗褐色土　ローム粒を多く混入するほか、1㎜程の軽石を含む。
5区1P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。
2	 暗褐色土　ロームブロックを多く、1㎜程の軽石をわずか含む。
3	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。しまりあり。
4	 暗褐色土　2層よりやや明るい。ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
5区3P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1～2㎜程の軽石を多く含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
5区7P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・ブロック多量、1㎜程の軽石を極わずか含む。
2	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石をわずか含む。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
5区8P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・10㎜程の礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜の礫・

炭化物を極わずか含む。
3	 黒褐色土　ロームブロック・5～20㎜程の礫をわずか含む。
4	 暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を多く含む。
5区14P	 	 	
1	 黒褐色土　少量のローム粒を含む。
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＜6区柱穴＞

　柱穴は175本が確認されている。6区は南北75ｍに及

び、拡幅調査ということもあり幅3～7ｍと狭く、建物

の全貌を把握するのが難しい状況にある。路線内には貯

水設備等で20ｍ近い遺構の空白域があり制約が多い。先

にも述べたとおり、調査区は北側調査区と南側調査区に

分かれている。このうち、南側調査区は南北55ｍにも及

び柱穴の分布状況も多様であるため、ここでは調査区を

分断する東西軸の溝を境に、これら柱穴の分布状況を説

明してみよう。

　北側調査区には6区7号溝があり、溝の東に1ｍほど

の空白域を隔てて柱穴多数がある。柱穴は6区8号溝で

区切られ00本があり、溝の軸方向に密集、1ｍ間隔で2

列があるように見える(第00図)。こうした状況でも建物

を図上復元する場合があるだろうが、難しいというのが

現状である。

　南側調査区は、6区3号溝を境に南北に区切り図化す

るのが妥当だが、柱穴の分布状況を踏まえ6区1・6区

2・6区3号溝を境に柱穴の分布状況を図化しておいた。

6区1号溝北には東西軸に柱穴が並んでいたが、掘立柱

建物として組める柱穴がなかった。6区1・6区2号溝

間にも南北軸に柱穴が並んでいたが、これも同様に建物

として組める柱穴はなかった。6区2号溝と6区3号溝

の間には柱穴多数が確認されている。溝間の北寄り2箇

所(X＝34479ライン、X＝34475ライン)に東西方向に柱

穴が密集、また、溝間の南側は柱穴が南北軸に分布する

傾向が明らかであるが、ここでも建物を組み上げること

はできなかった。6区3号溝より南には東に20°ほど振

れて柱穴が並んでいたが、ここでも建物が組める状況に

なかった。

　柱穴群には掘立柱建物を構成するものがあるだろう

が、調査区が長狭であるため、判断できないというのが

実態である。

第98図　6区柱穴1

第4章　綿貫原遺跡

100



Y=
-6
82
30

Y=
-6
82
25

Y=
-6
82
25

X=34465

X=34470

X=34475

X=34470

X=34480X=34480

6区24P6区24P

6区20P

6区21P

6区22P

6区19P
6区18P

6区17P

6区33P

6区31P

6区15P

6区12P

6区16P

6区26P6区26P
6区25P

6区28P6区30P
6区27P

6区32P 6区34P

6区35P

6区29P6区37P

6区36P6区38P6区38P

6区39P

6区40P

6区3土

6区5土

6区4土

6区6土

6区41P
6区42P

6区43P

6区44P
6区45P

6区46P

6区47P
6区48P

6区49P 6区50P

6区51P

6区53P
6区54P6区55P

6区56P

6区57P

6区58P
6区59P

6区60P 6区61P

6区62P

6区63P

6区64P

6区65P6区66P

6区67P
6区68P

6区69P

6区70P

6区71P6区72P
6区73P

6区74P

6区75P

6区76P

6区85P

6区89P

6区90P

6区2溝

6区3溝

Y=
-6
82
30

Y=
-6
82
25

X=34485

X=34490

6区15P

6区12P

6区14P6区14P

6区10P

6区11P

6区8P

6区9P

6区7P

6区77P

6区79P 6区80P

6区81P

6区82P

6区83P

6区84P

6区6P
6区13P

6区4P

6区3P

6区5P

6区2P

6区1P

6区3土

6区2土

6区1号火葬跡

6区1溝

6区2溝

０ ２ｍ１: 80

第99図　6区柱穴2

3ｇ．柱穴

101



Ａ Ａ′L=72.70m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

2

6区42Ｐ 6区44Ｐ

Ａ Ａ′L=72.80m

1

2

6区41Ｐ
Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

6区30Ｐ 6区34Ｐ

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

6区26Ｐ 6区27Ｐ 6区28Ｐ

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

6区17Ｐ 6区19Ｐ 6区25Ｐ

Ａ Ａ′L=72.90m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ⅱc

6区7Ｐ 6区8Ｐ 6区16Ｐ
Y=
-6
82
25

Y=
-6
82
20

X=34440

X=34445

X=34450X=34450

X=34455

Ａ Ａ′

Ｂ

Ｂ
′

6区91P6区92P

6区95P
6区98P

6区99P

6区101P6区101P

6区136P

6区102P
6区103P

6区8土

6区103P

6区104P
6区105P

6区106P

6区107P
6区108P

6区109P

6区111P

6区112P

6区113P

6区114P

6区115P

6区116P

6区117P6区117P

6区118P

6区119P
6区120P

6区121P
6区122P

6区123P

6区124P6区124P

6区126P

6区127P
6区128P

6区129P

6区130P

6区131P

6区132P

6区133P

6区134P

6区8土

6区7土

6区9土

6区11土

6区10土

6区12土

6区6溝

6区5溝

０ ２ｍ１: 80

第100図　6区柱穴3

第4章　綿貫原遺跡

102

6区7号P	 	 	
1	 　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫含む。	
6区8号P	 	 	
1	 　にぶい黄褐色土　ロームブロック主体、小円礫を含む。	
6区16号P	 	 	
Ⅱc	 　As‒A下の畑耕土　鉄分が斑状に沈着する。	
1	 　暗褐色土　ローム粒子・白色軽石を混入。	
6区17号P	 	 	
1	 　褐灰色土　ローム粒子を多く含む。	
6区19号P	 	 	
1	 　暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。
6区25号P	 	 	
1	 　褐灰色土　ローム粒子を混入、柱痕か。	
6区26号P	 	 	
1	 　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫含む。	
6区27号P	 	 	
1	 　にぶい黄褐色土　ロームブロック主体、小円礫を含む。	
6区28号P	 	 	
1	 　にぶい黄褐色土　ロームブロック主体、小円礫を含む。	
6区30号P	 	 	
1	 　にぶい黄褐色土　ロームブロック主体、小円礫を含む。	
6区34号P	 	 	
1	 　にぶい褐色土　ローム粒子・ロームブロック・小円礫を含む。
6区41号P	 	 	
1	 　にぶい黄褐色土　ローム多量に含む。砂質。	
2	 　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫含む。	
6区42号P	 	 	
1	 　にぶい黄褐色土　ローム粒子・若干の炭化物を含む。	
6区44号P	 	 	
1	 　暗褐色土　ロームブロックを不均質にやや多く含む。	
2	 　1層と同質だが、色調は暗い。	
6区45号P	 	 	
1　　にぶい褐色土　ロームブロック・小円礫を含む。	
6区49号P	 	 	
1　　にぶい黄褐色土　ローム大ブロック多量混入するほか、小円礫を含む。
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6区51号P	 	 	
1　　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。	
6区53号P	 	 	
1　　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロックを多く含む。	
6区55号P	 	 	
1　　暗褐色土　ローム粒子・ブロック多量混入。粘性は弱く、やや砂質。
2　　にぶい黄褐色土　ローム土を多量に含む。粘性は弱く、やや砂質。
6区65号P	 	 	
1　　にぶい黄褐色土　ローム粒子を混入するほか、炭化物を微量混入。
6区68号P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒子を多量混入するほか、小礫を含む。	
6区69号P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒子を多量混入する。粘性あり・しまりあり。
6区76号P	 	 	
1	 にぶい黄褐色土　ローム粒子・白色軽石を多量混入。やや砂質。
2	 暗褐色土　ローム粒子を含む。粘性・しまりあり。	
6区83号P	 	 	
1	 にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫を含む。	
6区89号P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒子・ロームブロックを含む。粘性ややあり。
6区142号P		 	
1	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
2	 褐色土　砂礫を含むロームブロックを多く含む。
6区147号P		 	
1	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

砂礫・炭化粒をわずか含む。	
6区149号P		 	
1	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。	
6区150号P		 	
1	 黒褐色土　ローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。	
6区151号P		 	
1	 黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。

6区152号P		 	
1	 黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜の礫・

炭化物をわずか含む。	
2	 黒褐色土　ローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。	
6区157号P		 	
1	 黒褐色土　大粒のロームブロック・砂礫をブロック状にわずか含む。
2	 黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。	
6区3号P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。	
6区5号P	 	 	
1	 暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。	
2	 にぶい黄褐色土　ローム粒子を微量に含む。砂質。	
6区12号P	 	 	
1	 褐灰色土　ローム粒を混入、しまりなく柱材が腐食したものか。
6区13号P	 	 	
1	 褐灰色土　ローム粒を混入、しまりなく柱材が腐食したものか。
6区14号P	 	 	
1	 褐灰色土　ローム粒子混入、色調は暗く黒い。柱痕か。	
6区15号P	 	 	
1	 黒褐色土　ローム粒子・ロームブロックを含む。	
6区20号P	 	 	
1	 褐灰色土　ローム粒子混入。	
6区29号P	 	 	
1	 にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫含む。	
2	 にぶい黄褐色土　ローム粒子・ブロックを多量に含む。砂質。	
6区37号P	 	 	
1	 にぶい褐色土　ロームブロック・小円礫を含む。	
6区38号P	 	 	
1	 褐灰色土　ローム粒子混入。しまりなく、粘性ややあり。
6区43P
1　にぶい褐色土　ロームブロック・小円礫を含む。　
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6区48P　　　
1　にぶい黄褐色土　ローム粒子を多量に含む。泥流起源の黄褐色土を含

む。粘性は弱く、やや砂質。　
2　暗褐色土　ロームブロックを不均質にやや多く含む。　
6区58P　　　
1　黒褐色土　粘土化したロームブロックを多く含む。
6区63P
1　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
6区66P
1　黒褐色土　締りなく、粘性ややあり。　　
6区67P
Ⅱc　As‒A
1　As‒A下の畑耕土
2　暗褐色土　　ローム粒子を多量混入。しまりなく、粘性ややあり。
6区77P
1　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫を含む。
6区79P
1　黒褐色土　ローム粒子を少量混入。粘性ややあり、しまりは欠く。
6区81P
1　暗褐色土　ローム粒子。ブロックを含む。粘性・しまりともやや弱い。
6区90P
1　暗褐色土　ローム粒子混入。しまりなく、粘性ややあり。
6区101P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
6区104P
1　暗褐色土　ローム粒を含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
6区109P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状でわずか含む。
6区118P

1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
6区120P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2暗褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石を極わずか含む。
6区122P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫・炭化粒を極わずか

に含む。しまりあり。
2黒褐色土　ロームブロック多量混入、砂礫をブロック状に含む。
6区126P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石・5㎜

程の礫を極わずか含む。
6区131P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
6区140P
1　黒褐色土　ローム粒を多量混入する。1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫

を極わずか含む。
6区146P
1　黒褐色土　ローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。
6区148P
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
2　黄褐色土　砂礫を多く含む。
6区155P
1　黒褐色土　ローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。
2　黄褐色土　砂礫を多く含む。
6区160P
1　黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
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6区161P
1　黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
6区164P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
2　黄褐色土　砂礫を含む。
6区165P
1　暗褐色土　ローム粒を混入するほか、砂礫を含む。
2　暗褐色土　ローム粒を多量混入するほか、1㎜程の軽石・砂礫を含む。
6区166P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
6区168P
1　暗褐色土　ローム粒を多量混入する。
2　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
6区181P
1　黒褐色土　大粒のローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。
6区184P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
6区2P
1　暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。
2　にぶい黄褐色土　ローム粒子・炭化物を含む。
6区6P
1　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫含む。
6区9P
1　褐灰色土　ローム粒子を多く含む。
6区18P
1　褐灰色土　ローム粒子を混入するほか、3～5cmの小円礫を含む。
6区21P
1　暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。
2　にぶい黄褐色土　ローム粒子を微量に含む。砂質。
6区22P
1　暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。
2　にぶい黄褐色土　ローム粒子を微量に含む。砂質。
6区31P
1　褐灰色土　ローム粒子を多く含む。
6区32P
1　にぶい黄褐色土　ロームブロック主体、小円礫を含む。
6区33P
1　にぶい褐色土　ロームブロック・小円礫を含む。しまりあり。

6区35P
1　暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。
6区36P
1　にぶい褐色土　ロームブロック多量混入するほか、小円礫を含む。
6区39P
1　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。粘性あり。
6区40P
1　褐灰色土　ローム粒子・白色粒子を多く含む。
6区46P
1　にぶい黄褐色土　ローム粒子・若干の炭化物を含む。
6区47P
1　にぶい黄褐色土　ローム大ブロックやや多量混入、小円礫を含む。
6区50P
1　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
6区54P
1　にぶい黄褐色土　ローム多量混入。粘性に乏しくやや砂質。
2　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
6区57P
1　黒褐色土　粘土化したロームブロックを多く含む。
6区59P
1　褐灰色土　ローム粒子を微量混入。粘性あり。
6区60P
1　黒褐色土　ローム粒子混入。粘性あり。しまりは弱い。
2　にぶい黄褐色土　ローム粒子を多量混入。粘性に富む。
6区61P
1　にぶい褐色土　ローム粒子を多く含む。3～5cm大の円礫を含む。
6区62P
1　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
6区64P
1　暗褐色土　ローム粒子・ブロックを多く含む。
6区70P
1　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
6区71P
1　黒褐色土　ローム粒子・炭化物をわずかに含む。粘性ややあり。
6区72P
1　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
6区73P
1　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫を含む。
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6区74P
1　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫を含む。
6区75P
1　にぶい褐色土　ロームブロック・3～5cm大の円礫を含む。
6区80P
1　にぶい黄褐色土　ローム粒子・ブロック多量混入する。粘性は乏しい。
2　黒褐色土　　ローム粒子を多量に含む。粘性ややあり。
3　にぶい黄褐色土　ローム粒子・ブロックを多量に含む。粘性は弱い。
6区82P
1　褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともやや弱い。
6区84P
1　にぶい褐色土　ローム粒子・ブロック・3～5cm大の円礫を含む。
6区91P
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・5～10㎜程の礫を極わずか含

む。
6区92P
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を含む。
6区96P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずかに含む。
2　暗褐色土　大粒のローム粒を極わずか含む。
6区98P
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ブロックを多量混入、1㎜程の軽石・5～10㎜程

の礫を極わずか含む。
6区99P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石・5

～10㎜程の礫を極わずか含む。
6区103P
1　暗褐色土　ローム粒を多量混入するほか、1㎜程の軽石を含む。
6区105P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ブロックを多量に、1㎜程の軽石をわずかに含

む。

6区106P
1　暗褐色土　ローム粒を多量混入するほか、ロームブロック・1㎜程の

軽石・5㎜程の礫を極わずかに含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入、1㎜程の軽石・5

～10㎜程の礫をわずか含む。
6区107P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ブロックを多量に、1㎜程の軽石をわずか含む。
6区108P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫を極わずか含む。　
2　褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状でわずか含む。
6区111P
1暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石をわずか含む。

5～10㎜程の礫を極わずか含む。
6区113P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
6区115P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を含む。しまりあり。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を極わずか含む。
6区116P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・の砂礫を含む。
6区117P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
6区119P
1　暗褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わず

か含む。
6区123P
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に

含む。しまりあり。
6区127P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む
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6区128P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を含む。
2　暗褐色土　ロームブロックを多量に、1㎜程の軽石を極わずか含む。
6区129P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を含む。
6区133P
1　黒褐色土　ローム粒を多く含む。脆く、しまりに欠ける。
2　褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量混入する。1㎜程の軽石を

極わずか含む。
6区137P
1　暗褐色土　ロームブロックを含む。
6区138P
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
6区139P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の砂礫をわずか含む。
6区141P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜の軽石・10㎜弱の礫・炭化物を含む。
2　褐色土　ローム粒を多量混入、1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
6区144P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の砂礫をわずか含む。
6区145P
1　黒褐色土　ローム粒・砂礫をブロック状に含む。　
6区153P
1　黒褐色土　ローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。
2　黄褐色土　砂礫を多く含む。
6区154P
1　黒褐色土　ローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。
6区156P
1　黒褐色土　ローム粒・10～20㎜程の礫を極わずか含む。
6区158P
1　黒褐色土　ローム粒・砂礫をブロック状に含む。
6区159P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・炭化粒を極わずか含む。
2　褐色土　ローム粒を極わずか含む。

6区169P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
6区170P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
2　黒褐色土　ローム粒・砂礫をブロック状に含む。
6区172P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・炭化物を極わずか含む。
6区175P
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状で

極わずか含む。
6区176P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫・炭化物をわずか含む。
6区178P
1　黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
2　暗褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
6区179P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石を極わずか含む。
6区182P
1　黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
6区183P
1　黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
6区186P
1　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。
6区187P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をわずか含む。
2　黒褐色土　大粒のローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
6区188P
1　暗褐色土　ローム粒を多量混入するほか、軽石・砂礫をブロック状で

極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・5㎜程の礫を極わずか含む。
3　褐色土(ローム土)と黒褐色土の混土層　砂礫をブロック状に含む。
6区189P
1　暗褐色土　ローム粒・ブロックを多量混入、1㎜程の軽石を含む。
2　褐色土　ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。
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6区112P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫をわずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5～10㎜程の

礫をわずか含む。
6区171P
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを極わずか含む。
6区173P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
6区56P
1　暗褐色土　ローム粒子・ブロックを多く含む。色調暗い。
2　にぶい黄褐色土　ロームブロックを多量に含む。粘性に乏しくやや砂質。
6区102P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を

極わずか含む。
6区114P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く、1㎜程の軽石・5㎜程

の礫を極わずか含む。
6区121P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5㎜程の礫を極わずか含む。
2　褐色土　ロームブロックを多量混入するほか、1㎜程の軽石・5㎜程

の礫をわずかに含む。
6区124P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・炭化粒を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状に含む。
6区130P
1　暗褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫を含む。

6区132P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石を含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・10～15㎜程の

礫を極わずか含む。
6区135P
1　暗褐色土　ローム粒を含む。柱材が残る。
6区143P
1　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜の軽石・砂礫をブロック

状に含む。
6区180P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック・1㎜程の軽石・砂礫をブロッ

ク状に含む。
6区174P
1　黒褐色土　ローム粒をわずか含む。1㎜程の軽石・砂礫をブロック状

に含む。
6区4P
1　暗褐色土　ローム粒子少量を含む。粘性・しまりともに弱い。
2　黄褐色土　泥流起源のロームブロック
3　黒褐色土　ロームブロックを含む。粘性・しまりともやや弱い。
6区162P
1　黄褐色土(ローム粒・砂礫を含む)と黒褐色土の混土層
2　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫をブロック状で含む。
3　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。
6区163P
1　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・5～10㎜程の礫を極わずか含む。
2　黒褐色土　ローム粒・1㎜程の軽石・砂礫を極わずか含む。



第5章　綿貫原前遺跡

1．概要

　本遺跡は、平成30年度調査地点8区および令和2年度

調査地点1・2・7区に当たる。平成30年度8区、令和

2年度1・2区が県道東に、令和2年度調査地点7区が

県道西にあり、発掘対象地は南北280ｍに及んでいる。

地点により対象地が狭く実質的に調査できない地点もあ

り、字名を遺跡名とするために、同名遺跡が県道を挟ん

でいる場合や、県道の片側に並ぶ場合、なかには県道を

挟んでやや離れて見える場合もあり、極めて分かりにく

い状況が生じている。冒頭、述べたとおり本報告は平成

30年度調査分および令和2年度調査分を併せて報告する

ものであるが、各調査年度で調査区名称を1区から用い

たため、これを区別する必要があり、やや煩雑ではある

が令和の調査区に限り、調査年度と区名称をハイフン(－)

でつなぎ、令和2年度1区をR2－1区と表記すること

とした。

　検出された主な遺構には、古墳時代後期古墳2・平安

時代竪穴建物2があり、中近世遺構として溝19・井戸1・

土坑14・柱穴54がある。このほか、遺構は確認できてい

ないが縄文時代中後期土器片数点が出土している。以下、

検出遺構の概要について記しておこう。

　後期古墳2基には石室が確認されたもの(8区1号墳)

と、周濠のみ確認されただけのもの(R2－7区1号墳)

がある。今回の発掘調査では、後述する反町遺跡例を加

えて都合3基の後期古墳が発見されたことになるが、従

前の調査(上毛古墳綜覧1938、群馬県古墳綜覧2018)でも

上記古墳3基はまったくマークされておらず、想定より

西に古墳群が広がることとなった。本遺跡では確認でき

ないが、反町遺跡の古墳は、6世紀代の集落を壊して構

築されたことが判明している。古墳が有力者の墓である

ことからすれば、従前の居住域から墓域へ土地利用の再

編が行われたということになる。このような土地利用の

変化は県内各地で確認されるところであるが、いずれも

後期群集墳の形成に絡んでいる。

　綿貫古墳群内には大型の前方後円墳4基があり、これ

とは別に群集墳が広がることが以前から指摘(津金沢ほ

か1981年)されていた。具体的には、県道142号(日光例

幣使街道)以南の旧陸軍省跡地内に多数の群集墳を想定

する考え方で、壬申絵図に印された円形区画を古墳と考

えるものである。今回の発見で、古墳群が台地西側縁辺

まで広がることが想定されたわけであるが、これを集落

毎の墓域とするにはあまりにも数が多過ぎ、また、集落

と古墳群とは対応関係になく、対象集落は広域に及んだ

ものと思われる。

　平安時代竪穴建物2棟が、古墳から70ｍほど北で確認

されている。1棟が9世紀後半、別の1棟が10世紀前半

の竪穴建物である。2棟とも水田班鉄層が厚く床面付近

まで達し床面も軟弱であり、確認状況は良好とはいいが

たい。R2－1区1号竪穴建物がカマドのみ確認された

のは掘削の最終段階になってしまったためであろうが、

事前に試掘データを読み、経験則(地域特有の遺構特性)

を伝えるなどしておけば、こうした事態は避けられたの

かもしれない。この地域の集落動向については、5・8

世紀代の竪穴減少期を除けば7世紀代までほぼ安定して

おり、9世紀代になり最大化する。10世紀代集落は遺跡

により増減があるようであるが、11世紀以降の集落は竪

穴建物そのものが激減し、12世紀以降本格化する荘園化

の波が影響、地域が再編されたのかもしれない。

　中近世関連遺構は各種遺構の帰属時期を明らかにする

ことができず、不明な点が多い。中世遺物が出土した遺

構はR2－2区1・2号溝に限られ、遺構外の遺物を見

てもR2－2区に内耳鍋の小片1が出土したのみである。

大半は近世関連遺構になるだろうが、遺構・遺物量とも

綿貫原遺跡より圧倒的に少ない。現状で、R2－2区1・

2号溝がAs－B混土で埋まり、覆土中から中世内耳鍋や常

滑(壺破片)が出土しており、中世溝と捉えるのが妥当で

ある。この2条の溝はL字状を呈し座標北より10°ほど

西に振れ北に延びているが、この溝に直交するように、

R2－1区1号溝があり、約半町の区画溝になる可能性

がある。R2－1区1号溝には、須恵器杯・碗類、灰釉

陶器皿・長頸壺など9世紀代の遺物が出土しているが、

As－B混土で埋まり埋没状況は中世的である。溝の重複部

分はわずかであるが、溝2条の新旧関係はR2－2区2
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使用面

掘り方

溝が古く、R2－2区1溝が新しい。この前後関係を踏

まえれば、周堀手前から墳丘手前まで5ｍほど南へ区画

溝を拡張したことになるが、区画内に建物が確認されて

おらず、区画内の建物配置等は不明とせざるを得ない。

　その他の溝に8区1・3号溝があり、それぞれ8区1

号溝にR2－2区3号溝が、8区3号溝にR2－2区2号

溝が連結するものと思われる。8区1区には、8区1・

2号溝に似た南北溝があり、先の区画溝同様に軸方向の

類似性が見い出せる。これと同軸の溝が県道原北遺跡に

ある。畑の境界なり区画なりを反映したものであろうが、

詳細は不明である。

　土坑は、14基が確認されている。このうち、土坑4基

が古墳周堀内にあり、土坑1基(2区6号土坑)がAs－Bで

埋もれていた。このほか、周堀中には土坑2基(2区5・

7号土坑)が確認されているが、いずれも周堀の調査中

に確認されたもので、筒状の断面形状だけでなく、直径

も深さも同程度で、前項で報告した8区1号井戸に近似

した。遺構の構築時期は8区1号井戸がAs－B前後になる

点も類似する。その他の土坑はR2－1区北側調査区3

基、R2－2区3基、R2－7区2基があり、とくに集中

するような傾向はない。14基中7基が　混土で埋もれて

いた。

2．竪穴建物

　本遺跡では平安時代9世紀代の竪穴建物1棟、10世紀

代の竪穴建物1棟が確認されている。竪穴建物は半世紀

ほど時間差があるものとみられているが、R2－1区に

あり、約6ｍの間隔を隔て位置する。東カマドを有する

ほぼ同軸の竪穴建物であり、時間差があるだろうが大き

な断絶があるようには思えず、むしろ集落が継続する中

で構築された竪穴建物ではなかろうか。同時期の竪穴建

物は本遺跡北最北端の県道原北遺跡(第2章)で確認され

ているが、30ｍほど北(綿貫原遺跡、第3章)に8・9世紀

代竪穴建物1棟があり、これを引き継ぐ集落といえよう。

R2－1区1号竪穴建物(第108・202図、PL.63・109)

位　置　X＝34387、Y＝－68193

形　状　不明(略方形か)

規　模　不明　　　　　　面　積　不明

長軸方位　N－16°－W

埋没土　確認できていない。

床　面　確認できていない。

柱　穴　なし

カマド　焚口0.35ｍ、燃焼部は長軸0.60ｍ・短軸0.40ｍ

を測る。焼土粒・炭化物が少量混入するとされているだ

けである。灰層の記載はない。

掘り方　確認できていない。

出土状態　4点(第63図1～4、須恵器碗2・須恵器壺1・

須恵器羽釜1)が出土しているが、いずれもカマド内の

出土である。壺や羽釜は大形破片で、いずれも土器内面

を見せて出土したことから、カマド補強材として使われ

たものとみられる。

所　見　床面直上付近に斑鉄層が生成、カマドのみ確認

されたのに止まる。竪穴のカマド軸方向はR2－2号竪

第108図　R2－1区1号竪穴建物
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R2-1区1号竪穴建物カマド　SPA-A′	
1　黒褐色土　ローム粒を少量含む。堆積は緻密である。
2　黒褐色土　ローム粒、炭化粒、焼土粒が少量混入する。しまりあり。
3　黒褐色土　ロームブロック少量を含む。カマド掘方覆土。
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使用面 掘り方

穴建物に近い。竪穴建物は、出土土器からみて10世紀前

半に帰属する。

R2－1区2号竪穴建物(第109・202図、PL.63)

位　置　X＝34382～34387、Y＝－68202～-68203

形　状　略方形

規　模　長軸3.46ｍ・短軸(1.1)ｍ

面　積　(3.46)㎡　　　　　長軸方位　N－17°－W

埋没土　炭化粒を含む黒褐色土が床面直上に堆積、これ

より上層の堆積土は斑鉄層があり分からない。

床　面　断面写真には、斑鉄層下にロームの薄層があり、

これを床面と捉えた。遺構確認面は床面付近と見られ、

床面の状態は不明。

柱　穴　未確認

カマド　薄く灰層が見られるだけである。遺構確認面は

床面付近まで下がり、焚口は建物の壁際、燃焼部は壁際

より外になる。カマド右袖には切石があり、袖石(恐ら

く未固結凝灰岩製)として使われたのであろう。カマド

掘り方に泥流が見えていないことから、倒木が重複する

可能性が高い。カマド焚口は0.70ｍ、燃焼部は長軸0.90

ｍ・短軸0.40ｍほど。

掘り方　部分的調査に止まり、掘り方の全体景行は不明

だが、カマド前面を掘り下げるような傾向は見られない。

若干だが、建物南辺を掘り下げる傾向にある。

出土状態　竪穴南東コーナー付近で須恵器碗4点(第202

図1～4)が集中出土した。このほか、カマド前面・右

で土師器甕1点(第202図6)、カマド掘り方から土師器

甕の破片(第202図5・7)が出土した。

所　見　出土土器からみて9世紀後半代の竪穴建物と見

られる。北に3～40ｍ離れて8・9世紀代の竪穴建物各

1棟があることや、軸方向の近い竪穴建物が6ｍほど東

にあり、地形的にみて周辺域には平安期集落が広がる可

能性も否定できない。

第109図　R2－1区2号竪穴建物
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R2-1区2号竪穴建物　SPA-A′	
1　灰黄褐色土　白色軽石少量を含む。鉄分の凝集が著しい。
2　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。しまりあり。
3　黒褐色土　ローム粒、ブロックが混入するほか、礫、炭化粒少量が混入する。

R2-1区2号竪穴建物カマド　SPB-B′　SPC-C′	
1　黒褐色土　ローム粒、炭化粒、焼土粒が少量混入する。
2　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。しまりあり。

掘方覆土。
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3．古墳

　本遺跡では2基の古墳が確認されている。このうち、

8区1号墳(R2－2区1号墳、以下8区1号墳)は、主

体部および周堀の一部が8区にあり、周堀の大部分が

R2－2区にある。

　8区1号墳の南約150ｍにR2－7区1号墳が所在す

る。R2－7区1号墳は、周堀のみ確認されている。

　これら2基の古墳のうち、石室の残存するのは1基の

みである、出土遺物も少なく、8区1号墳の周堀出土遺

物の年代には幅があり、7世紀の土師器杯が出土してお

り、また、羨門付近・前庭部から7世紀末から8世紀初

頭の杯が1点出土している。一方、R2－7区1号墳の

周堀から8世紀の須恵器が出土している。これは古墳が

構築された時間差をそのまま反映するものではなく、2

基の古墳それぞれの前庭部での墓前祭祀の継続を含む時間差

と、捉えることが妥当と考えられる。

　したがって、2基の古墳の構築の時間差については、

厳密には明確にしがたいが、石室の状況や出土遺物から、

2基の古墳はともに、7世紀の終末期古墳と考えられる。

調査経過　8区1号墳は、発掘調査が2年度に渉り、平

成30年度に主体部および周堀の一部、令和2年度に、周

堀の調査を実施した。

　平成30年度の発掘で、8区の遺構確認を進める際に、

調査区北壁に10石ほど並ぶ角閃石安山岩が確認された。

当初は、裏込めがなく、石を積み重ねた状況もなく、墳

丘や周堀と考えられる箇所も確認できず、表土掘削でも、

転落した葺石の石材なども見当たらなかったため、古墳

とは認識していなかった。

　しかし、確認された石列のすべてが、加工痕のある角

閃石安山岩であり、後期や終末期古墳では、裏込めのな

い横穴式石室も存在することから、委託者に現状を説明

し、石列の南北および東側を、境界に留意しながら拡張

した。その結果、先ず羨道が確認され、奥壁が確認でき

たことから、玄室と羨道とがともに残る石室が残存する

古墳と認識することができた。

　一方、周堀が確認できなかったため、西側隣接地の発

掘調査の際の課題として、平成30年度は、石室を対象と

して発掘調査を実施した。続く令和2年度の調査では、

本古墳の石室西側の発掘調査が実施され、周堀の存在が

確認された。

8区1号墳（R2－2区1号墳）

(第110～117・203～207図、PL.64～69・110～115)

位　置　X＝34295～34316、Y＝－68180～－68195

墳　形　円墳　　墳丘規模　15.1ｍ

石室構造　両袖型横穴式石室　

石室規模　石室長　6.04ｍ　玄室長2.87ｍ　

　　　　　羨道長3.17ｍ

玄室奥幅　1.38ｍ　最大幅　1.41ｍ

　　　　　羨玄門幅　0.52ｍ　羨道幅　0.40ｍ

第110図　綿貫原前遺跡古墳全体図

3．古墳

113



72
.2
0

72
.2
0

72.20

72.30

72.40

71
.8
0

71
.9
0

72
.0
0

71.80
71.90

72
.0
072
.1
0

72
.3
0

71.
90

71.90
72.00

72.30

72.40

72.10

72
.2
0

72
.2
0

72.20

72.30

72.40

71
.8
0

71
.9
0

72
.0
0

71.80
71.90

72
.0
072
.1
0

72
.3
0

71.
90

71.90
72.00

72.30

72.40

72.10

2区1溝

2区2溝

2区6土

2区5土

2区7土2区7土

8区1井戸

8区3溝

8区1古墳

8区1井戸

墳丘盛土

墳丘盛土

Ｂ

Ｂ
′

Ｂ

Ｂ
′

ＣＣ

Ｃ
′

F

Ｆ
′

Ｇ

Ｇ
′

Ｈ

Ｈ′Ｈ′

角閃石安山岩

As-B

1

316
-180

296
-196

4

2

3

０ ５ｍ１: 100

第111図　8区1号墳(R2－2区1号墳)1

第5章　綿貫原前遺跡

114



Ｆ Ｆ′L=72.50m

Ｈ Ｈ′L=72.50m

s

12

3
4

45

6
7

7

78

9

10

8

Ｇ Ｇ′L=72.50m

０ １ｍ１: 40

墳　丘　現耕作土上は平坦であり、表土掘削の際も墳丘

の高まりは確認できなかった。石室奥壁北側で、地山で

あるAs－Cを含む黒褐色土上に、ロームブロックを含む黒

褐色土が確認され、わずかに残された墳丘の痕跡と考え

られた。

　周堀覆土にも、墳丘崩落土と思われる、ロームブロッ

クを含む黒褐色土の堆積が見られたが、同古墳の墳丘は、

後世の耕作等により、削平されたのであろう。石室の西

側に周堀が囲繞する形状から、円環状の周堀の可能性が

高く、墳形は円墳と考えられる。

周　堀　石室西側で確認された。周堀内の埋土には、

As－Bの堆積が確認できたが、As－B下の堆積は30㎝ほどで

あり、玄室床面の位置からしても、浅い周堀である。周

堀内に土坑が確認でき、深まりに引き込まれるように黒

褐色土(第112図1号墳H－H′8層)が堆積しているのが

見られた。周堀の埋没と同じ過程で土坑が埋没した様子

がうかがえることから、周堀内土坑と判断した。　　

　発掘の調査が2年度に渉り、石室と周堀の調査が切り

離されて行われることになった。特に石室奥壁側・北側

で周堀が確認されなかったという課題があった。平成30

年度調査では、石室奥壁の北西に、As－Bが堆積する井戸

を確認しているが、令和2年度の発掘によって、この井

戸が周堀内にあることや、前述の土坑が確認されたこと

により、井戸として調査した遺構は、周堀内土坑の可能

性が高い。

　周堀の形状をみると、4か所ほど深まりがつくられ、

土坑が4基並ぶかに見える。深さは0.11から0.66ｍであ

る。周堀幅は広狭があり、石室西側の2か所の深まりの

ところでは、周堀が西にやや突出し、上幅の最大幅が5.9

ｍと広くなる。これらの掘削は、埋土の観察から、攪乱

や後世の改変ではなくて、周堀掘削の過程の中でほぼ同

時に行われたものと考えられる。掘削した後に、周堀底

のレベルをそろえるために貼床状に埋め戻したり、周堀

の幅をそろえたりが行われなかった形状であろう。

第112図　8区1号墳(R2－2区1号墳)2
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2区1号墳	
1　暗褐色土　ローム粒・ブロックを少量含む。部分的に鉄分が凝集する。
2　暗褐色土　いわゆるAs-B混土で、ロームおよび黒褐色土をブロック状

に含む。As-B降下後に攪拌されているが、遺構覆土か判断できない。
3　青灰色火山灰　ブロック状に乱れた状態で堆積、相層的に粕川テフラ
(As-Kk)に相当。

4　As-B　成層した降下火山灰。やや乱れているが、ユニットが明瞭に観察
される。

5　黒褐色土　周溝内土坑の深まりに引っ張られるように堆積。ローム粒・
ロームブロックを含む。粘性が強い。

6　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを多量に混入する。
7　黒褐色土　ロームブロックを多量に混入する。墳丘崩落土。
8　褐灰色土　泥流中の礫を少量混入する。
9　黒褐色土　ローム粒を含む。　粘性が強い。地下水の影響があり、墳

丘側は還元気味で、褐灰色を呈する。
10　褐灰色土　粘性が強い。泥流中の礫を少量混入する。
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床石の検出状態
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8区1号墳　C-C′	
1　黒褐色土　黄褐色粒(As-YP？、φ2～7㎜)を多く含む。側壁等を含む崩落土。
2　黒褐色土　灰白色粒(As-C？、φ2～5㎜)を少量含む。
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舗石の検出状態

第114図　8区1号墳（R2‒2区1号墳)4
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8区1号墳　B-B′	
1　黒褐色土　黄褐色粒(As-YP？、φ2～7㎜)を多く含む。側壁等を含む崩落土。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ5～15㎜)が散在的に含む。角閃石安山岩

の石くず(φ5～15㎜)も含む。
3　黒褐色土　灰白色粒(As-C軽石、φ2～5㎜)を少量含む。
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8区1号墳東壁セクション
1　表土層　　現耕作土
2　黒褐色土　黄褐色粒(As-YP？、φ2～7㎜)を多く含む。側壁等を含む

崩落土。
3　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ5～15㎜)を散在的に含む。角

閃石安山岩の石くず(φ5～15㎜)も含む。

4　　　黒褐色土　灰白色粒(As-C、φ2～5㎜)を少量含む。
盛土1　黒褐色土とロームブロック混土層
盛土2　暗褐色土にローム粒子を混入するほか、ロームブロック(φ10～
　　　　20mm)が混入する。
盛土3　黒褐色土　灰白色粒(As-C、φ1ｍｍ)を少量含む。奥壁裏に大
　　　　形礫を含む、裏込め相当。
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０ １ｍ１: 40

遺物の出土状態

第116図　8区1号墳（R2‒2区1号墳)6
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０ １ｍ１: 40

角閃石安山岩の加工部位と出土状態

第117図　8区1号墳（R2‒2区1号墳)7

第5章　綿貫原前遺跡

120

※ 52 ～ 66 は舗石
※ 67 ～ 70 は側石
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　石室北側では、周堀が確認できなかったが、浅い周堀

のため、後世に削平され残存しない可能性がある。また、

石室開口部側の周堀も、確認できなかったが、開口部に

合わせて土橋状に掘り残し、元から存在しなかった可能

性がある。

　また、周堀内や埋土中から埴輪の出土はなかった。同

古墳のテラスに埴輪の樹立はなかったとみられる。

前　庭　前庭はほとんどが調査区外にあるため、確認で

きた範囲が限られる。石敷きは確認されなかったが、7

世紀後半の土師器坏が出土し、墓前祭祀が行われていた

ことがうかがえる。

　調査区内で確認できたのは、羨門にかかわる1石のみ

であるが、その1石の西に、河原石が4石ほど並ぶ。わ

ずかに残された葺石根石であり、ここから墳丘西側の葺

石の円周が始まると考えられる。

石　室　東側側壁が調査区外になるため推測になるが、

同古墳のみ系譜を異にして片袖型になる可能性は低く、

両袖式横穴石室(第113～115図)と考えた。根石の並びで

は、玄室は玄門にむかってすぼまる、徳利型である。羨

道は確認できた西側をみると、中央がやや外に張りだし、

全長は玄室長より長い。

　石室は旧地表・As－Cを含む黒褐色土上を長円形に掘削

し、玄室、羨道ともに旧地表下に構築する。南に開口して、

主軸はN－12°－Wを示す。開口部からほぼ水平に羨道に

入り、玄室のとの境界には段差を設けない。玄室と羨道

の境界には、舗石より大きい角閃石安山岩を並べ、これ

が梱石となる。

玄　室　玄室の奥壁は最下段1石、側壁は根石1段のみ

が残存している。羨道幅から、西に突出して石室の袖に

なる箇所の角にあたる根石には、玄室側壁に並ぶ根石に

比較して小ぶりな河原石が置かれているが、この箇所に

は玄門の立柱石があった可能性がある。

　玄室を構築する石材は、奥壁とそれに並ぶ根石の1石

は、デイサイト凝灰岩であり、奥壁に近い箇所に、2石

ほど輝石安山岩など異なる石材を使用するが、それ以外

の根石や梱石のすべては、角閃石安山岩を使用する。

　根石や梱石に用いられた角閃石安山岩は、加工痕のあ

るのもがほとんどである。根石は、表裏面や側面を、粗

く削り平坦な面をつくり、また平ノミによる成型痕を残

すものもある。1段のみの残存であるが、根石は小口積

で、特に上面には加工によりつくられた平坦な面を向け、

小口側にも加工面を向けている。

　梱石は根石と同様に上面を粗く削る。デイサイト凝灰

岩石の奥壁は、6面すべてに加工痕があり、特に上面は、

削って平坦な面をつくり、工具痕がほぼ全面に残る。奥

壁下はすぐにAs－Cを含む黒褐色土であり、掘方内に水平

に置かれた状態である。

　床面は、舗石上に、暗褐色土が少量混在する礫が(第

第118図　綿貫原前遺跡古墳全体図

3．古墳
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113図　8区1号墳E－E′)敷き詰められ、その上面の高

さがほぼそろい、この面や舗石上から遺物が出土してい

る。後世の攪乱が、床面に及ぶ箇所ももあり、一部舗石

が現れているところもあった。

　舗石は、すべてが角閃石安山岩であり、表裏面や側面

を、粗く削り平坦な面をつくり、また数条の工具痕を残

すものもが多かった。舗石は地山であるAs－Cを含む黒褐

色土上に、加工痕のある面を上にして、高さをそろえて

敷き詰められていた。(第114・115図)

　また、玄室、羨道ともに、裏込めは確認できなかった。

奥壁北側では3層の盛土(第115図　8区1号墳A－A′)が

確認され、玄室根石の背後にも、やや強堅なしまりのあ

る黒褐色土の盛土が薄くではあるが見られた。

羨　道　側壁は、根石のみとなっている箇所があったが、

2段の石積、一部3段の石済みが残されていた。側壁の

置き方は小口積である。羨道中央の1石以外、角閃石安

山岩である。石室の部材と同様、他の石と接する上面や

側面を、粗く削り平坦な面をつくり、また数条の工具痕

を残すものもある。底部には小礫が敷き詰められ、敷石

下に舗石はない。羨道から遺物の出土はなかった。

羨道の閉塞状況　後世に削平されたため、羨門も1石の

みの残存であったため、開口側からの閉塞状況の確認は

できなかった。上層から攪乱を除去したところ、開口部

の床面近くで、小礫を多量に混入する黒褐色土が確認さ

れた。この黒褐色土は攪乱土層とは明らかに異なり、堆

積にはしまりがあり、羨道の後方には存在しないことか

ら、開口部は、小礫を多量に混入した黒褐色土で閉塞し

たものと判断した。遺物の混入はなかった。

石室内遺物　玄室内から鉄製品が出土している。舗石上

に敷き詰められた礫の上面や舗石上からの出土で、すべ

て平釘である。玄室内から26点、埋土をふるいにかけて

発見されたものを含めても37点である。完形品は5.6㎝

から6.3㎝で、釘頭幅は7～8㎝ほどで、釘の断面は幅

0.5㎝から0.7㎝ほどの四角形である。釘頭をほぼ直角に

曲げ、L字型の側面形となる。木質が付着して残存する

ものがあり、木棺に使用されたものとみられる。

　出土位置(第116図)がほぼ木棺が埋納された位置を示

すと考えられ、平釘の出土位置や数量から、追葬はなかっ

たものと思われる。舗石上からの出土は、礫層から落ち

込んだものと思われる。この他玄室内から、ごく微細な

骨片が出土した。また、石室内の攪乱土や埋土をふるい

にかけたが、ガラス小玉などの遺物の発見はなかった。

石　材　玄室および羨道根石の石材は、わずか4石を除

いて角閃石安山岩であり、奥壁は、デイサイト凝灰岩を

石材とする。玄室内の舗石は100％角閃石安山岩を使用

する。

　一方羨道内の敷石は、河原石の亜角礫や亜円礫を用い

る。意図的に石室各所に角閃石安山岩を石材として用い

ていることがうかがえる。石室の根石と奥壁最下段以外

の他の石材は、ほぼすでに失われているが、角閃石安山

岩やデイサイト凝灰岩を、側壁や奥壁上段、天井石に用

いた可能性が高いであろう。(第114・115図)

　また、舗石下の黒褐色土には、角閃石安山岩の細屑が

少量混入する。舗石には、面取り加工でできた稜線に摩

耗が観察され、他の面にはそれより新しい加工が施され、

加工に時間差があるものがある。細屑は石室の石材のす

べての角閃石安山岩を、石室付近で加工したと考えられ

る量ではなく、黒褐色土中の細屑は石室を構築する中で

側面を削るなどの際に出たものと思われる。

　玄室上から掘られた攪乱の掘削を進める中で、土層内

に緑泥片岩が多数みられた。床面にむかい掘削を進めた

ところ、一部は舗石上であるが、ほぼ遺物出土面より上

で確認された。(第113～115図)

　緑泥片岩に加工痕はみられず、長さも5㎝から30㎝と

揃わない。石室は加工した角閃石安山岩を多用していた

と推定できることや、玄室が自然石の小口積でないこと

などから、模様積の可能性は低いといわざるを得ないが、

石室構築材として使われていた可能性も指摘しておくべ

きであろう。

所　見　出土遺物のうち周堀から出土した土師器坏など

が示す年代は時間差があり、また、前庭出土の遺物の示

す7世紀代も、同古墳の墓前祭祀が継続していた期間を

考慮すべきであるが、石室からの出土遺物がすべて平釘

であること、角閃石安山岩を多用し、加工痕のある凝灰

岩や角閃石安山岩を使用する石室であることから、8区

1号墳は、7世紀に構築された終末期古墳である。

第5章　綿貫原前遺跡
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０ １: 100 ４ｍ
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０ ２ｍ１: 50
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R2-7区1号墳　SPC-C′	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック多く含む。
2　黒褐色土　ローム粒を少量混入。
3　暗褐色土　ローム粒を含む。粘性、しまりあり。
4　黒褐色土　ローム粒・ブロックを多量混入、白色軽石をごく少量含む。
5　黒褐色土　ローム粒をごく少量含む。
6　暗褐色土とローム粒子を含む薄層が互層堆積する
7　暗褐色土　ローム粒、ブロック主体の埋め土。

8　暗褐色土　ローム粒を多量に含む。
9　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。
10　黒褐色土　ロームブロックをごく多量に含む。
11　黒褐色土　ローム粒を含む。盛土を掘り込み攪乱の可能性あり。
12　暗褐色土　ローム粒を多く含む。
13　暗褐色土とロームブロックの混土層
14　黒褐色土　ローム粒をごく少量含む。
15　黒褐色土　ローム粒・ブロックを含む。

R2-7区1号墳	
Ⅰa　表土層　As-Aが攪拌状態で含まれる。現耕作土。
Ⅰb　水田班鉄層
1　黒褐色土　As-Bを多量に含む。As-B混土。
2　黒褐色土　黒色土中に青灰色火山灰がブロック状に混入する。アッシュ

の下位に細粒の火山砂が堆積、これも含めてAs-Kkのユニットか。
3a　にぶい赤褐色のアッシュ　As-Bの降灰ユニットの1つ。　
3b　As-B　
4　黒褐色土　ローム粒をごく少量含む。粘性が強い。
5　褐灰色土　高崎泥流起源の礫が少量混入する。下層より粘性が弱い。
6　褐灰色土　ローム粒子を少し含む。4層が混じる。やや粘性が強い。
7　黒褐色土　高崎泥流起源の礫が少量混入する。やや粘性が強い。
8a　褐灰色土　ローム粒・礫が多量混入する。

8b　褐灰色土　8a層と同質だが高崎泥流起源のローム粒・礫が8a層より多
く混入する。

8c　褐灰色土　礫が少量混入する。粘性が強い。
9　黒褐色土　ロームブロックを少量含む。
10　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。
11　黒褐色土　ローム粒子・ブロックを多量に含む。
12　暗褐色土　ローム粒を含む。盛土1
13　黒褐色土　ローム粒を少量混入。盛土2
14　暗褐色土とローム土の混土層。盛土3
15　暗褐色土　13層と同質だが、やや明るい色調を呈す。盛土4？
16　ローム土の薄層を形成。盛土5？
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盛土や埋め土をしたようにみられる。堆積の状況から

周堀埋没以前のものであり、この土層が周堀立ち上がり

に沿って観察されることから、墳丘の築造にかかわる可

能性があるため、周堀調査後に精査した。黒褐色土を取

り除くと、テラス上に土坑が連なる形状となった。(第

119・120図)土坑状の箇所に、切りあいは観察できず、

一括して埋められた状況がうかがえた。地山ロームをみ

ると、古墳の南西側が緩やかに傾斜しており、傾斜を平

坦にして、周堀内側の立ち上がりの形状を整えテラスを

築造した可能性が高い。

出土遺物　周堀南西側で8世紀前半の須恵器を中心とす

る遺物が9点(第212・213図1～9)ほど出土した。墓前

祭祀に伴って前庭に供献された後、周堀底に転落したも

のであろう。器種は長頸壺、甕、蓋杯と豊富である。遺

物と混在して転石があり、角閃石安山岩の円礫が多数

あった。小ぶりで加工痕がない円礫であり、前庭の石敷

きが転落した可能性が高いであろう。周堀内から埴輪の

出土はなく、埴輪の樹立はなかったと考えられる。

所　見　周堀内出土遺物が示す8世紀の年代は、古墳構

築後、墓前祭祀が継続していた時間を含む年代を示すも

のである。主体部や墳丘の情報は乏しく、8区1号墳と

の時間差も明確にしがたいが、数世紀にわたり墓前祭祀

が継承されることは考えにくいため、R2－7区1号墳

は、終末期に構築された古墳と考えられる。

R2－7区1号墳(第119～121・212・213図、PL.70・71・116)

位　置　X＝34122～34142、Y＝－69194～-69201

墳　形　円墳　　墳丘規模　10.9ｍ

墳　丘　調査以前は水田が営まれ平坦であり、表土掘削

のときも転石などが見当たらず、墳丘および主体部は確

認されなかった。周堀が確認され、前庭付近の周堀内か

ら墓前祭祀に伴う遺物が出土したため、古墳であると確

認できた。周堀がほぼ円環状に囲繞する形状から、墳形

は円墳と考えられる。

　テラス上の南西で、角閃石安山岩が並ぶ石敷き(第119

図・121図)が確認された。これら角閃石安山岩は、調査

時の観察から、後世の土坑の埋土内に並ぶことが観察さ

れた。古墳の石室などの部材であった可能性もあるが、

大小があり、加工痕も見られなかった。

周　堀　古墳の西側を囲繞する周堀(第119・120図)が確

認された。周堀には広狭があり、周堀最大幅は上幅6.0

ｍ(推定)・下幅2.2ｍで、北西で幅が狭くなる箇所がある。

ここを挟んで深まりがつくられ、墳丘南西側にも深まり

がつくられている。深さは北西側0.71ｍ、南西側0.58ｍ

である。埋土の観察から、攪乱や後世の改変の結果では

なく、周堀の幅を整えたり、底のレベルをそろえたりが

されなかったことによる形状と考えられる。

埋土の上層にはAs－Bの1次堆積が観察され、下層には黒

褐色土や暗褐色土が堆積する。墳丘側には、周堀埋土と

は異なる土層が堆積する。ロームブロックを含む黒褐色

土層(第120図　B－B′10・11層)であるが、明らかに周

堀埋土と異なり、しまりが強堅で単位ごとに一括して

第121図　R2－7区1号墳3

3．古墳
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4．溝

　溝は18条が確認されているが、帰属時期不明の溝が多

い。中世遺物が出土した溝はR2－2区1・2号溝のみ

であり、遺構外出土の遺物にも中世遺物は極めて少ない。

R2－1区1・2号溝には、須恵器杯・椀類、須恵器長頸壺、

灰釉陶器皿など9世紀代の土器類が出土した。出土遺物

からみる限り、溝の帰属時期は両者とも古代ということ

になるが、1区1号溝がAs－B混土、1区2号溝がAs－A混

土で埋まり、確実に古代の溝と断言するのは難しい状況

にある。

　一方、R2－2区1・2号溝はAs－B混土で埋まり、中

世の内耳鍋や常滑壺の破片がある。状況的には中世溝と

いうことになるが、溝はL字状を呈し北に延び、この溝

に直交するようにR2－1区1号溝があり、注目してお

きたい。約半町の区画溝が古代であれ中世であれ、区画

内に建物が建てば、居館としての検討も必要になるとい

うことであり、検討してみたが、調査面積が少なく可能

性の指摘に止まる。

　その他の溝に8区1・3号溝があり、それぞれ8区1

号溝にR2－2区3号溝が、8区3号溝にR2－2区2号

溝が連結するものと思われる。8区1区には、8区1・

2号溝に似た南北溝(8区3・4号溝)があり、先の区画

溝同様に軸方向の類似性が見い出せる。これと同軸の溝

が原北遺跡にあり、畑の境界なり区画なりを反映したも

のであろうが、詳細は不明である。

R2－1区1号溝(第122・213・214図、PL.72)

位　置　X＝34374～34377、Y＝－68189～－68202

規　模　長さ(12.88ｍ)、幅0.80～1.10ｍ、深さ0.62ｍ

形　状　セクションB－B′付近は溝底面が箱状を呈して

いるが、A－A′溝底面が外反気味に立ち上がる。

軸方向　N－80°－E

埋没土　溝の下層は暗褐色土で自然堆積、上層はAs－B混

土で埋没する。

重複関係　なし

出土遺物　大型礫が溝底面に敷かれたように出土したの

に対し、土器片類は礫に混じり出土したものもあるが、

大部分は溝から浮いた状態で出土している(第213・214

図)。

所　見　出土遺物は9世紀代の後半に限られているが、

溝がAs－B混土で埋まるというなら、その廃絶はAs－Bの降

下以降となる可能性がある。R2－2区1・2号溝では

古代や中世遺物が出土しているが、溝の帰属時期はセオ

リーに従えば中世ということになる。この溝がR2－2

区1・2号溝に続く区画溝になるならば、約半町規模の

屋敷跡が想定されよう。

第122図　R2－1区1号溝

第5章　綿貫原前遺跡
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R2-1区1号溝	
1　黒褐色土　As-Bを多量に含む。ローム粒、礫が少量混入する。
2　黒褐色土　ローム粒少量を含む。やや砂質。
3　黒褐色土　褐色土と黒褐色土が互層堆積する。
4　黒褐色土　ローム粒少量を含む。上層に比べ粘性が強い。
※3層にはラミナ状堆積と記載されていたが、実態は褐色土の崩落土で、

ここでは単に互層堆積と表現した。
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R2－1区2号溝(第123・214図、PL.72)

位　置　X＝34364～34377、Y＝－68193～－68201

規　模　長さ(13.4)ｍ、幅1.06～1.50ｍ、深さ(0.3)ｍ

形　状　逆台形状の断面形状を呈す。溝の底面には長軸

1.4～2.2ｍを測る土坑が連なる。

軸方向　N－70°－E

埋没土　最下層をローム土が埋め、As－A混土が覆土上層

を埋める。

重複関係　2区3号溝が重複する。

出土遺物　9世紀後半の土師器杯、須恵器碗・長頸壺(第

214図1～5)が出土した。

所　見　平安期土器類が多く出土しているが、覆土上層

に厚くAs－A混土が堆積することを重視して、近世溝と捉

えておきたい。

R2－1区3号溝(第124図)

位　置　X＝34384～34396、Y＝－68199～68200

規　模　長さ(12.20)ｍ、幅0.26～0.96ｍ、深さ0.18ｍ

形　状　浅い皿状を呈す。

軸方向　N－5°－W

埋没土　不明

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　覆土等は不明だが、溝の軸方向からするなら、

県道北原遺跡(第2章)1区2号溝に近い。近世溝か。

第123図　R2－1区2号溝

4．溝
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R2-1区2号溝	
Ⅰa　表土層　現耕作土
Ⅰb　表土層　As-Aを含んだ古い耕作土
1　黒褐色土　As-Bを多量に含む。ローム粒、礫が少量混入する。
2　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
3　黒褐色土　ローム粒・ブロックを多量に含む。
4　黒褐色土　ロームブロックを多量混入する。3層と同質だが、ブロックの混入量が多い。
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R2－1区4号溝 R2－1区4号溝(第124図)

位　置　X＝34353～34374、Y＝－68194～－68198

規　模　長さ(17.16)ｍ、幅0.21～0.82ｍ、深さ0.13ｍ

形　状　大部分は浅く皿状を呈しているが、部分的に断

面U字状を呈す部分がある。

軸方向　N－5°－W

埋没土　不明

重複関係　1区1・2号溝と重複する。新旧関係は不明。

出土遺物　なし

所　見　1区3号溝の延長上にあり、本来的には溝1条

として捉えるべきもの。

第124図　R2－1区3・4号溝
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R2－2区1号溝(第125～127・214図、PL.72)

位　置　X＝34310～34348、Y＝－68193～－68201

規　模　長さ南北19.2ｍ東西5.5ｍ、幅0.6～0.22ｍ、深さ

0.38ｍ

形　状　部分的に底面付近が箱状となるところもある

が、基本的には大きく外反して立ち上がる。

軸方向　南北N－10°－W　東西N－90°－E

埋没土　上層(1・2層)の注記に、As－B混土とされてい

るが、3～5層の注記にはパミスの記載はない。最下層

の5層はロームを含む暗褐色土で、1～4層の堆積状態

とは異なり、状況的には人為的堆積に見える。

重複関係　R2－2区2号溝を切る。

出土遺物　須恵器壺の破片(第214図1)がある。

所　見　出土した須恵器は古代遺物だが、中世遺物が出

土した2区2号溝を切り確認されていることや、覆土中

に馬歯が出土することを踏まえれば、状況的には中世溝

とするのが妥当。2区1号溝は2区2号溝を掘り直した

ものであるが、2溝と同様に1溝も1区1号溝に続く溝

で、区画溝になるものとみられる。

R2－2区2号溝(第125～127・214図、PL.72・73)

位　置　X＝34314～34344、Y＝－68187～－68201

規　模　長さ南北(14.38）ｍ東西(5.0)ｍ、幅0.42～0.58

ｍ、深さ0.54ｍ

形　状　溝の断面形状は大きく外反して立ち上がる。

軸方向　南北N－10°－W　東西N－90°－E

埋没土　1層はAs－B混土、最下層(3層)がローム粒を多

量に含む暗褐色土である点は2区1号溝と状況は同じ。

重複関係　R2－2区1号溝に切られる。

出土遺物　内耳鍋(第214図1)や常滑製陶器破片(2)は

出土している。溝の底面には角閃石安山岩(8区1号墳、

古墳石室使用石材)を含む河床礫が区画南辺の溝に集中

出土した。区画拡張時(2区1号溝)に古墳石室を破壊し

た際、廃棄されたものだろう。

所　見　2区2号溝は平成30年度調査8区3号溝に続

く。溝は古墳周濠に極わずか重複する程度で、溝を構築

した際は古墳を意識しているように見える。

第125図　R2-2区1・2号溝3

4．溝
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R2-2区1号溝　	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック・As-B少量を含む。東から流れ込む。
2　黒褐色土　ローム粒・As-B少量を含む。
3　黒褐色土　ローム粒・ブロックを多量に含む。
4　黒褐色土　ローム粒ごく少量を含む。上層に比べ粘性が強い。
5　黒褐色土　ローム粒・ブロックを多量に含む。2号溝覆土。

R2-2区2号溝	
1　黒褐色土　As-Bを多量に含む。東から流れ込む。
2　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
3　黒褐色土　ローム粒・ブロック少量を含む
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R2－2区3号溝(第128・215図)

位　置　X＝34274～34275、

　　　　Y＝－68185～－68187

規　模　長さ7.28ｍ、幅0.22ｍ、

深さ0.1ｍ

形　状　溝は浅く、皿状の断面形状を

呈す。

軸方向　N－80°－E

埋没土　ローム粒子を含む黒色土で埋

まる。覆土に指標となるようなテフラ 分を拡張した際に確認された溝。溝の両端は未確認。

R2－7区1号溝(第129図、PL.70・71)

位　置　X＝34195～34197、Y＝－68200～－68202

規　模　長さ(1.92）ｍ、幅0.62～0.68ｍ、深さ0.15ｍ

形　状　箱状の断面形状を呈す。

軸方向　N－70°－E

埋没土　土層注にAs－A混土などテフラに関する記載はない。

重複関係　なし　　　　　出土遺物　なし

所　見　溝の性格を裏付ける証拠はなく、詳細は不明。

R2－7区2号溝(第130・215図)

位　置　X＝34123～34134、Y＝－68194～－68200

規　模　長さ(11.5）ｍ、幅0.52～0.62ｍ、深さ0.36ｍ

形　状　断面形状は箱状を呈す。

軸方向　N－16°－W

埋没土　土層注に指標となるテフラの記載はない。黒色

土で埋まり、上層より下層は暗い色調を呈し、やや粘性

があるように見える。溝の左には盛土が見えるのに対し、

溝にはこれが見えず、古墳に先行するかもしれない。

重複関係　7区1号墳と重複する。

出土遺物　覆土中から7世紀代前半の土師器杯類(第215

図1・2)、甕(3)が出土している。

所　見　溝の上面には石敷様の礫集中部があり、これが

截ち割られているが、礫集中は溝の底面付近まで続く。

礫集中が局所的であることを踏まえれば古墳に後出する

ことになるが、そうなれば溝・古墳・土坑の重複という

ことになろう。

は見られない。

重複関係　平成30年度調査8区1号溝に続く。

出土遺物　なし

所　見　上層は還元気味の粘質土で、斑鉄層となり水田

耕土ということになろう。溝の帰属時期は、As－Aの降下

以前となるだろう。

R2－2区4・5号溝(第129図、PL.73)

位　置　X＝34323～34346、Y＝－68196～－68200(4溝)

　　　　X＝34331～34346、Y＝－68196～－68199(5溝)

規　模　長さ(17.1)ｍ、幅0.24～0.40ｍ、深さ0.08ｍ(4溝)

　　　　長さ(10.8)ｍ、幅0.36～0.44ｍ、深さ0.04ｍ(5溝)

形　状　溝は浅く、皿状の断面形状を呈す。

軸方向　N－12°－W(4溝)

　　　　N－10°－W(5溝)

埋没土　ローム粒を含む黒色土で埋まる。

重複関係　なし　　　　出土遺物　なし

所　見　溝が2区1・2号溝に並走することや、溝が同

形であることから、区画溝の関連する溝、あるいは、道

の側溝等の機能を想定してみたが、どれも不充分。溝の

底面には農具痕も残されているが、詳細は不明。

R2－2区6号溝(第129図)

位　置　X＝34313～34314、Y＝－68186～－68189

規　模　長さ(3.06）ｍ、幅0.40～0.50ｍ、深さ0.11ｍ

形　状　溝は浅く、断面皿状を呈す。

軸方向　N－80°－E

埋没土　やや砂質で、As－Bを少し含む。

重複関係　8区1号墳周濠を切る。　　出土遺物　なし

所　見　令和2年度調査で古墳周濠が確認され、この部

第128図　R2－2区1・2号溝2
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8区1号溝
1　黒褐色土　ローム粒ごくわずか含む。
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R2-2区6号溝
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック・

As-B 少量を含む。

R2-2区4・5号溝
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。

R2-7区1号溝
Ⅰ　表土層　やや砂質。
1　暗褐色土　ローム粒を含む。やや砂

質。
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R2－7区号3～5号溝(第130図)

位　置　X＝34118～34122、Y＝－68194～－68200

規　模　長さ(6.0）ｍ、幅0.40～0.80ｍ、深さ0.17～0.31ｍ

形　状　U字状の断面形状を呈す。

軸方向　N－80°－E

埋没土　As－Aを含む灰褐色土で埋没。

重複関係　3・4号溝が重複しているが、その前後関係

についてはデータがなく不明である。

出土遺物　明治期遺物が出土したとする調査所見あり。

所　見　調査所見には圃場整備前直前まで機能した溝と

あり、平面図のみ全体図に記載して調査を終えている。

県道を挟んだR2－4区に溝の延長が検出される可能性

も否定できなかったが、事情で調査できていないため、

溝が県道東まで延びるのか、詳細は不明。

第130図　R2-7区2～5号溝
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5．井戸

　井戸1基が、古墳周堀内にある。8区1号井戸は平成

30年度調査で1/2を調査、令和2年度に残り1/2の調査が

行われている。井戸とされたものは木枠や石組などから

認定されたわけではないが、断面形状が筒状になり、そ

の形態的特徴から認定されたものと思われる。これに似

た土坑が周濠内にある点が注意される一方、深さ1ｍ近

い2区5号土坑も形態的特徴から井戸として認定できる

かもしれない。

8区1号井戸(第131図、PL.73)

位　置　X＝34310～34315、Y＝－68186～－68187

規　模　長径0.98ｍ、短径0.77ｍ、深さ2.16ｍ

形　状　断面形状は箱状を呈す。

埋没土　やや乱れた状態でAs－Bが堆積、それより下位に

は黒色粘質土が厚く堆積する。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　古墳周濠と井戸のAs－Bは同一面にあり、やや乱

れているとはいえ、As－B下とすることができる。断面形

状が筒状を呈することから井戸と捉えたのであろうが、

As－B下の遺構であるならば、深さ0.5ｍしかなく、到底

井戸とはいえなくなる。同様な形状(深さ0.5ｍ、筒状の

断面形状)は土坑としたものにもあり、R2－6・7号土

坑、R2－7区3号土坑が該当する。

6．土坑(第132・133・215図、PL.74・109)

　土坑はR2－1区4基、R2－2区6基、R2－7区3

基があり、合計13基が確認されている(第132・133図)。

＜R2－1区土坑＞

　R2－1区土坑は円形タイプ3基、長方形タイプ1基

からなる。円形タイプの土坑は径1ｍ弱・深さ0.2ｍ前

後で小形の部類になる。覆土に指標となるテフラはなく、

出土遺物も得られていない。長方形タイプの土坑(R2－

1区4号土坑)は1基のみ確認されており、R2－1区1

号溝と重複するということであるが、1号溝と同軸であ

ることや、溝の底面は土坑状に落ち込み、溝として捉え

るべきものかもしれない。覆土はAs－B混土、須恵器杯碗

類(第215図1～5)が出土している。

＜R2－2区土坑＞

　R2－2区土坑は略円形状の土坑5基、長方形状の土

坑2基がある。略円形状を呈す土坑には深さ0.3ｍ以下

の浅い土坑(R2－2区2～4号土坑)と、古墳周濠内の

土坑2基(R2－2区6・7号土坑)がある。浅い円形土

坑には指標となるテフラも見られず時期不明だが、周濠

内の土坑は中世より新しくなることはない。この調査区

には2区5号土坑(第133図)があり、古墳周濠に重複し

て確認されている。土坑は深さ0.9ｍであり、その断面

形状は逆台形状を呈す。土坑の南側には大型礫が上場を

めぐるように置かれていた。井戸枠など確実な証拠が確

認されたわけではないが、上面に浅間起源の青灰色火山

灰が堆積したようである。火山灰は部分的に観察された

だけであり、それが純層か断定できるものではないが、

区画溝(R2－2区1号溝)の南西コーナーにあり、状況

的に中世井戸と捉えておきたい。

＜R2－7区土坑＞

　R2－7区土坑は略円形状の土坑1基、長方形土坑2

基がある。円形土坑(R2－7区3号土坑)は古墳周濠内

に、また、長方形土坑(R2－7区1・2号土坑)は25ｍ

ほど離れて単独分布した。

　円形土坑は、断面形状は筒状を呈す。形態的には井戸

に近い要素もあるだろうが、浅過ぎて井戸とは言い難い。

長方形土坑は長軸1.6ｍほどで近似する。2基とも焼土・

炭化物が多量に堆積していたが、壁面等が被熱する状況

は見られず、詳細は不明である。第131図　8区1号井戸

5．井戸

135



Ａ Ａ′

366
-191

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′

387
-195

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′

389
-196

Ａ Ａ′L=72.80m

1

Ａ Ａ′

365
-202

調査区外

Ａ Ａ′L=72.80m

s

5

4

2
3

1

Ⅰ

０ １ｍ１: 40

R2－1区1号土坑 R2－1区2号土坑R2－1区3号土坑

R2－1区4号土坑

Ａ Ａ′

289
-197

調査区外

Ａ Ａ′L=72.50m

1

Ａ Ａ′ 296-194

Ａ Ａ′L=72.50m

2
1

Ａ Ａ′

334-198

2区1溝

Ａ Ａ′L=72.50m

s

1
2 3

R2－2区2号土坑 R2－2区3号土坑

R2－2区4号土坑

第132図　R2－1区、2区土坑

第5章　綿貫原前遺跡

136

R2-1区1号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒、礫を少量混入する。
R2-1区3号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒、礫を少量混入する。しまりあり。
R2-1区2号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒、礫を少量混入する。しまりあり。

R2-2区2号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒ごく少量を

含む。しまりあり。
R2-2区3号土坑	
1　黒褐色土　As-Bを多量混入する

ほか、ローム粒ごく少量を含む。
2　黒褐色土　As-Bを多量に含む。

1層に比べ、しまりが強い。
R2-2区4号土坑　	
1　黒色土　ローム粒を少量混入。
2　黒褐色土　ロームブロックを含

む。締まりあり。
3　黒色土　ロームブロックを多量

混入する。締まりあり。

R2-1区4号土坑
Ⅰ　As-Aを多量に含む。高崎泥流堆積物粒を少量含む。堆積

は脆い。現耕作土。
1　黒褐色土　　As-Bを多量に含む。高崎泥流堆積物粒を

少量含む。礫が少量混入する。堆積は緻密である。堆積
はやや脆い。

2　黒褐色土　　高崎泥流堆積物粒を少量含む。堆積はや
や緻密である。

3　黒褐色土　　高崎泥流堆積物粒をごく少量含む。黒色
灰を多量に含む。堆積はやや脆い。

1から3層　2号溝覆土
4　黒褐色土　　高崎泥流堆積物粒をごく少量含む。堆積

は緻密である。4号土坑覆土。
5　黒褐色土　　高崎泥流堆積物粒を多量に含む。堆積は

緻密である。4号土坑覆土。
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R2－2区6号土坑	
1　黒褐色土　As－Bが多量に混入する。締まり

は弱い。
2　黒褐色土　As－Bが多量に混入するほか、

ロームブロック少量を含む。
R2－2区7号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロックを多量混入

する。やや粘性がある。
2　黒褐色土　ロームブロックを含む。上層よ

りしまりあり。
R2－7区3号土坑	
1　黒褐色土　As－Bを多量に混入する。しまり

は弱い。
2　黒褐色土　1層に相似にいるが、やや明る

い。ローム積を含む。

R2－7区1号土坑	
Ⅰ　表土層
Ⅴ　漸移層　
1　黒褐色土　ローム粒ごく少量を含む。やや砂質である。しまりあり。
2　黒褐色土　ローム粒ごく少量を含む。焼土・黒色灰が少量混入する。
3　褐色土　焼土粒を多量に含み、黒色灰・炭化物粒が多量に混入する。
4　褐色土　3層と相似、やや明るい色調を呈す。
5　黒褐色土　黒色灰が多量に混入する。
6　明赤褐色土　焼土ブロック。
7　黒褐色土　焼土粒を多量に含み、黒色灰・炭化物粒が少量混入する。
R2－7区2号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒ごく少量を含む。やや砂質である。
2　黒褐色土　ロームブロック少量を含む。焼土・黒色灰が少量混入する。
3　黒褐色土　ロームブロック少量を含む。しまりあり。
R2－2区5号土坑	
1　暗褐色土　As－Bが多量に混入するほか、ローム粒ごく少量を含む。
2　黒褐色土　As－Bがブロックで混入する。黒色土と褐色土の混土層。
3　黒褐色土　ロームブロックを含む。粘性に富む。
4　黒褐色土　As－Bを多量に含む。ロームブロック少量を含む。



7．柱穴(第134～141・239図、PL.75～77)

　柱穴は、合計54本(1区20本・2区27本・7区7本)が

確認されている。調査区は平成30年度調査地点8区、及

び令和2年度R2－1・2・7区があり、7区柱穴が少

ない傾向はあるものの1・2区とも柱穴の検出数は拮抗

している。強いて言えば、R2－1区に柱穴が集中分布

するように見える。

＜R2－1区柱穴＞

　柱穴は全体として散漫だが、調査区北東側に密集する

傾向が指摘されるだろう。付近には竪穴穴建物1が検出

されているが、これに伴う柱穴は確認されていない。柱

穴は22本があり、その帰属時期も不明である。

　柱穴は径0.3～0.5ｍ・深さ0.12～0.28ｍ前後を測り、

さまざまである。ここでは、柱穴径と柱穴の深浅から、

以下の通り、3群に分類してみた。

a類：柱穴径＜深さ、

b類：柱穴径＝深さ、

c類：柱穴径＞深さ(柱穴径0.3ｍ以下の小形タイプ、

柱穴径0.3ｍ以上の大形タイプに細分)

　発掘調査で柱穴とされたものには典型的な柱穴(a類)

以外にも、浅く鍋底状を呈するもの(c・d類)など柱穴

にふさわしくないものもあり、深く斜交するものやシミ

状のものがあり、これらについては柱穴から除外した。

　1区柱穴は22本があり、a類8本・c類7本・d類5

本が内訳になる。a類の柱穴は径0.26ｍ・深さ0.28ｍ、

c類は径0.27ｍ・深さ0.27ｍ、d類は径0.56ｍ・径0.18

ｍが平均値となる。典型的柱穴a類のうち、最大の柱穴

は径0.32ｍ・深さ0.51ｍであり、大部分は深さ0.3ｍ以

下に止まる。確認面がローム上面であり、このことを踏

まえれば、優に0.5ｍは超えるだろうが、全体的に華奢

な柱穴が多い。

　通常、建物は敷地の形状に即して配置されたものと見

られ、このことを前提に柱穴位置を検討してみた。座標

北から74°ほど東に振れて柱穴(1区11号柱穴)が並び、

これに直交する溝として1区3・4号溝があるだろうと

考え、これに加えて柱穴列と同軸の1区2号溝(N－70°－

E)南に並ぶ柱穴列(1区5号柱穴)を含め建物の有無を

検討した結果、柱穴群の部分的調査であるという制約条

件があり、建物を認定するのは難しい状況にある。仮に、

建物があるとすれば、現状では小屋掛け程度の建物が想

定されるだけである。

＜R2－2区柱穴＞

　当該区柱穴は、古墳(8区1号墳)周堀の南北に広がる。

柱穴の分布状況は周濠北より周濠南が若干だが多く確認

されているが、どちらも分布状況は散漫で、柱穴の分布

密度は大きく変わるものではない。R2－2区では柱穴

29本があるとされるが、帰属時期を断定できるだけの情

報は得られていない。

　柱穴29本の平均的なサイズは、深さ0.23ｍ・径0.23ｍ

ほどである。a類の柱穴は18本(62.1％)があり、径0.21ｍ・

深さ0.25ｍが平均サイズとなる。b～d類の柱穴はb類

3本(10.3％)、c類2本(6.9％)、d類1本(3.4％)と少

数である。b類の柱穴は径0.22ｍ・深さ0.16ｍ、c類の

柱穴は径0.34ｍ・深さ0.14ｍが平均サイズ、d類の柱穴

は1本のみで、径0.5ｍ・深さ0.16ｍを測る。実際の掘

り込み面は＋0.2ｍ程度は高く、柱穴は深さ0.5ｍ弱で、

ここでも柱穴は華奢であることが特徴となる。

　1区と同様に、建物が区画溝や道、屋敷形状などに規

定されるということを前提に2区の柱穴を検討してみよ

う。古墳北側には区画溝(R2－2区1・2号溝)があり、

調査範囲が狭く、柱穴数も少ないため、建物は認定でき

ていない。同様に古墳南側についても検討してみたが、

ここでも柱穴が圧倒的に少なく、建物が認定できるよう

な状況になかった。

＜7区柱穴＞

　7区柱穴は、7本のみ確認されている。調査区にはA

～D区があり、7A区2本・7B区2本・7D区3本が

ある。柱穴は7本中5本がa類で、深さ　直径とも0.35

ｍほどである。残る2本はd類の柱穴で、重複している。

7区土坑については本数が少なく、本文中にスペースの

関係で本文中には図示していない。7区土坑平面図につ

いては付図を参照されたい。

　柱穴の分布状況からみて、掘立柱建物が建つ可能性は

低い。柱穴は近世以降に帰属するものだろうが、分布は

薄く、近世集落とは距離を置いているように見える。
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R2－1区12P	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。壁際に粘性の強い埋め土がある。柱痕か。
R2－1区14P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を均等に含む。しまりなし。
R2－1区4P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりには乏しい。
R2－1区5P	
1　黒褐色土　ローム粒、ロームブロック少量を含む。しまりあり。
R2－1区6P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりなし。
R2－1区11P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を等質に含む。しまりには欠ける。
R2－1区16P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。粘性に富む。
R2－1区18P	
1　黒褐色土　ローム粒の混入は極めて少ない。しまりあり。
R2－1区3P	
1　黒褐色土　ローム粒を多量混入する。しまりには乏しい。
R2－1区8P	
1　黒褐色土　ローム粒を比較的多量に含む。しまりには欠ける。

R2－1区9P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を等質に含む。しまりなし。
R2－1区10P	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。しまりあり。
R2－1区15P	
1　黒褐色土　ローム粒の混入は少なく、強く締まる。
R2－1区17P	
1　黒褐色土　ロームブロックを少量を混入。しまりには欠ける。
R2－1区19P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりには欠ける。
R2－1区2P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。
R2－1区20P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。
R2－1区21P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。
R2－1区22P	
1　黒褐色土　ローム粒の混入は極少なく、小礫を含む。しまりあり。
R2-1区13P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック少量含む。しまりは弱い。
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R2－2区13P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック少量を含む。締まりは弱い。
R2－2区1P	
1　黒褐色土　上層はローム粒は少なく、下層はローム粒やブロックの混入が多い。
しまりあり。

R2－2区3P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。
R2－2区4P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。
R2－2区8P	
1　黒褐色土　ローム粒、ロームブロック少量を含む。粘性、しまりあり。
R2－2区7P	
1　黒褐色土　ローム粒、ロームブロック少量を含む。しまりには欠ける。
R2－2区15P	
1　黒褐色土　ローム粒、ロームブロック少量を含む。しまりあり。
R2－2区16P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。粘性に富み、しまりあり。
R2－2区21P	
1　黒褐色土　ローム粒、ロームブロックを多量混入するほか、小礫を含む。しまり
にはやや欠ける。

R2－2区25P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロックを含む。上層より下層の色調が明るい。
R2－2区28P	
1　黒褐色土　ローム粒を多量混入するほか、ロームブロックを含む。
R2－2区2P	
1　黒褐色土　壁際にローム粒や小礫の混入が目特徴的。しまりあり。
R2－2区14P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。
R2－2区22P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。

R2－2区23P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロックを多量混入する。しまりには欠け、粘性も乏し

い。
R2－2区24P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロックを少量混入する。しまりあり。
R2－2区27P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック少量を含む。しまりには欠ける。
R2－2区5P	
1　黒褐色土　ローム粒を比較的均等に含む。しまりあり。
R2－2区9P	
1　黒褐色土　ローム粒を比較的均等に含む。上層より下層の締まりは強い。粘性に

富む。
R2－2区17P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりあり。
R2－2区18P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりには欠ける。
R2－2区26P	
1　黒褐色土　下層ほどローム粒子を含む割合が高まる。しまりあり。
R2－2区29P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック少量を含む。しまりには欠ける。
R2－2区12P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロック少量を含む。締まりは弱い。
R2－2区19P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。しまりには欠ける。
R2－2区20P	
1　黒褐色土　ローム粒をごく少量を含む。しまりあり。
1　暗褐色土　ローム粒、小礫少量を含む。
R2－2区11P	
1　黒褐色土　ローム粒、小礫少量を含む。しまりあり。粘性は弱い。
2　ローム粒を少量含む。

R2－7区1P	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。しまりは弱い。
R2－7区2P	
1　黒褐色土　ローム粒ごく少量を含む。しまりは弱い。
R2－7区4・5P	
1　黒褐色土　ローム粒・ブロックを含む。
2　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。しまりは弱い。
R2－7区6P	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。しまりは弱い。
2　黒褐色土　ロームブロック多量に含む。しまりは弱い。

R2－7区7P	
1　黒褐色土　ローム粒ごく少量を含む。しまりあり。
2　黒褐色土　ローム粒、ブロックを多量に含む。焼土粒含む。
R2－7区8P	
1　黒褐色土　ローム粒ごく少量を含む。しまりあり。
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第6章　綿貫三反割遺跡

1．概要

　本遺跡は、平成30年度調査9～11区・令和2年度調査

R2－3・4区に当たる。いずれの調査区も県道東にあり、

発掘対象地は南北240ｍに及んだ。

　建物された遺構には、古墳時代前期(3世紀末～4世

紀初頭)の竪穴建物1・溝14・井戸4・火葬土坑3・土

坑12・柱穴92がある。

　古墳時代の竪穴建物は、9区南側調査区にある。竪穴

建物の周囲には9区1・3号溝が廻り、この外周溝を含

め「周溝をもつ建物」と呼ばれている。こうした外周溝を

持つ建物は、バイパス綿貫原北遺跡報告の段階で7遺跡

32例(事業団　第556集)があり、主に井野川左岸の前橋

台地上(前橋市南部、玉村町)に分布することが知られて

いたが、井野川右岸にも「周溝をもつ建物」の存在が明ら

かとなり、以下の傾向が示された。

①弥生時代遺跡の希薄な地域に出現すること、②生産域

が接する低地に立地すること、③同時期の建物は集中傾

向があり、遺跡南にも集落が広がる可能性があること、

④周溝には幅に広い溝と狭い溝があること、⑤南側周溝

が開口、建物の入り口となることが示された。こうした

傾向を裏付けるように県道原北遺跡(第2章)には4世紀

代の集落が確認され、井野川右岸にもこの時期の集落が

点在したことが明らかとなった。県道原北遺跡の溝には

出土遺物が4世紀代の土器片類に限られる溝(5区4・

7号溝)がある。これらはいずれも中近世溝とは明らか

に違い、古墳周濠の可能性を考えてみたものであるが、

バイパス原北遺跡の報告を読み直し、これも外周溝にな

るだろうと判断したものである。これ以外にも本遺跡(本

章)には「周溝をもつ建物」が400ｍ以上も離れ確認されて

いるが、生産域が意識されたのは明らかであろう。綿貫

地区には4世紀代の大規模集落が広がっていたが、5世

紀代の集落は大幅に縮小しているが、生産域として安定

性に欠けたことによるのであろう。

　中近世溝は14条が確認されているが、座標北から10°

ほど西に振れる溝(R2－3区2・4号溝)があり、迅速測

図に描かれた明治期の街道脇の溝跡になる可能性がある。 第142図　綿貫三反割遺跡全体図

1．概要
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平成30年度調査の10 区1号溝は区画溝で、この溝に並

行するように破線で表現された溝がある。溝の調査所見

は攪乱溝とされたものであるが、覆土は灰褐色土であり、

これと同質の土壌で埋もれた溝が南側調査区にもあり、

これも街道脇の溝になるだろうと考えている。

　その他の遺構には、井戸や火葬土坑、その他の土坑、

柱穴がある。火葬土坑3基は集落から離れた地点にあり、

中世火葬土坑の在り方になるという意見があり、また、

近世まであるという意見もある。葬制には階層差や地域

差があり断言できないが、近接遺跡では寛永通宝を伴出

するものもあり、確実に近世まで下る例(第3章を参照)

があることから、火葬土坑3基も近世に帰属するとみる

ことも可能だろう。

　井戸としたものは4基がある。うち3基は当初から井

戸とされたもので、深さは1.2～1.5ｍと安定している。

残る1基は当初土坑としたものであるが、深さ1.0ｍ弱

で、断面形状が筒状となるなど、形態的特徴から井戸と

判断した。

　土坑は浅く皿状を呈するものや、長方形土坑がある。

長方形土坑には長さ1.2ｍのものと、長さ1.8ｍのもの2

種類がある。このほか、炭化物を多量に含んだ土坑も見

られた。

　柱穴は令和2年度調査地点3区や平成30年度調査地点

9区に密だが、平成30年度調査地点10・11区にはほとん

ど見られない。

2．竪穴建物

　本遺跡では4世紀代の竪穴建物1棟が確認されただけ

であるが、粕川左岸に広がる低地にも近く、条件的には

伝統集落になり得る条件を備えており、周辺域には集落

が広がる可能性が高い。県道西の反町遺跡には6世紀代

の竪穴建物があり、これを壊して古墳が構築されている。

北側の平安期竪穴建物集落とは250ｍ、南側の平安期竪

穴建物とは100ｍほど離れている。

9区1号竪穴建物(第143～145・245図、PL.79・80・117)

位　置　X＝34145～34161、Y＝－68170～-68185

形　状　一辺5ｍ前後の方形状建物

規　模　長軸(5.85ｍ)

　　　　短軸(西壁側4.9ｍ・東壁側5.8ｍ)

面　積　(31.3㎡)　　　長軸方位　N－30°－W

重複関係　9区2号溝および9区3号火葬土坑に切られ

る。建物外周の溝と土坑が切り合う。

埋没土　東壁際の土層図がなく詳細は明らかではない

が、残された東壁際写真からして、これまで同様、確認

面は漸移層上面であり、漸移層上位にある黒色土(ごく

微量にAs－Cが混じる)を掘り込んだものと思われる。

柱　穴　柱穴4本が確認されており、いずれも柱痕が

残っていた。柱痕は0.60～0.75ｍとされているが、詳

細は分からない。最終的な掘り方の柱穴サイズはP1：

径0.65×0.45ｍ・ 深 さ0.55ｍ、 P 2： 径0.58×0.48

ｍ・深さ0　.35ｍ、P3：径0.45×0.40ｍ・深さ0.45ｍ、

P4：径0.50×0.43ｍ・深さ0.40ｍを測り、深く立派

である。P1－P2間：3.40ｍ、P3－P4間：3.50ｍ、

P1－P3間：3.28ｍ、P2－P4間：3.25ｍを測り、東

西方向が若干だが長く、南東側柱穴(P4)が0.1ｍ東壁

側に逃げている。

炉　確認されていない。地床炉であるとみられるが、炉

がないのは異常である。黒色土ベースの貼り床であり、

明確に焼土が形成されるような土質ではないことから、

炉は焼土が散る程度であり、これを見逃している可能性

がある。

床　面　唯一建物のプラン確認がおこなえ、床面も確認

できているが、炉も柱穴も確認が容易ではなかったよう

で掘り方の調査と並行して柱穴調査をおこなっている。

床面は、状況的にみて、それほどしっかりしたものでは

なかったようである。

掘り方　建物コーナーの対角線上にある柱穴部分のみ掘

り残し、建物中央付近が台状になるよう壁際を溝状に掘

り下げている。

外周溝　外周溝は発掘時R2－9区1・3号溝とされ、

当初竪穴建物とは別に理解されていたようであるが、外

周溝を含む全景写真があり、最終的にはその存在に気付

いていたものと思われる。竪穴建物と外周溝の軸方向は

微妙に異なり、前者がN－30°－Wであるのに対して後者

はN－27°－Wと3°ほど差がある。南北両片の外周溝内側

はP1－P3のライン上で12.9ｍを測り、外周溝内面積

は推定165㎡、竪穴建物面積が推定32.3㎡(5.8ｍ×5.8ｍ)

であるから、面積比は約5倍となる。また、北側外周溝

内側から竪穴建物北壁間の距離はP1－P3ライン上で

3.8ｍ、同じくP2－P4ライン上で3.1ｍを測る。建物
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と外周溝間は3ｍを超える空間を有することになるが、

周提帯中央付近に屋根が葺き下されるというなら、外周

帯と建物には余分な空間は予想以上に小さくなる。

　溝の断面形状は浅い皿状を呈し、覆土には灰白色粒(φ

1～2㎜)が含まれており、溝の断面が方形周溝墓とな

るようなものではないことは容易に理解されよう。

出土状態　いずれも小片が多く、このうち竪穴建物内の

3点(第216図1～4)と周溝の1点、本来的にはこの建

物に帰属する坩1点(第216図9区2溝1)を図示した。

第216図1は床面中央付近に口縁を下に伏せた状態で出

土した。

所　見　周溝の廻る竪穴建物で、玉村町周辺域に比較的

発見例が多い。柱穴が東西方向に長く、南東側柱穴が外

れた位置にあり、建物コーナーを結んだ対角線上にない

柱穴が多い。竪穴建物と周溝間には3.5ｍ前後の空間が

ある。竪穴建物の帰属時期は4世紀代になる。

第143図　9区1号竪穴建物1
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9区1号竪穴建物
1　黒褐色土　ローム粒を含む。
2　黒褐色土　ローム粒を含む。1層と相似しており、周溝部分が土圧等で押されたものか。
3　暗褐色土　ローム粒・ロームブロック主体の埋め土(掘り方覆土)。3′の色調は暗い。
9区1号溝　A	
1　黒褐色土　灰白色粒(φ1～3㎜)・ローム粒(φ1～2㎜)を含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック混入。
3　暗褐色土　白色パミス混入、粘性・しまりとも弱い。
9区1号溝　B　
1　黒褐色土　白色パミス混入、粘性・しまりあり。
3　暗褐色土　ローム粒を含む。強く締まる。
9区2・3号溝　
Ⅰ　表土層　As－Aを鋤き込んだ現代の耕作土。本層10cm程度に厚く班鉄層が生成されている。
Ⅲ　黒褐色土　As－B を多量混入。いわゆるB混。
1　黒褐色土　ローム粒を含む。
2　黒褐色土　φ1～2㎜の灰白色粒・ローム粒を含む。色調は1層よりやや暗く、粘性に富む。
3　黒褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)・ロームブロックを含む。
4　黒褐色土　灰白色粒を少し含む。3溝覆土。
9区3号溝　A
1　黒褐色土　灰白色粒(φ1～2㎜)少量を含む。
2　黒褐色土　ローム粒・ブロックを含む。
9区3号溝　B
1　黒褐色土　灰白色粒(φ1～2㎜)少量を含む。
2　黒褐色土　ロームブロックを含む。
9区3号溝　C
Ⅰ　表土層　As－Aを鋤き込んだ現代の耕作土。本層10cm程度に厚く班鉄層が生成されている。
Ⅰ′As－A起源の白色パミスを多く含む。班鉄層は形成されていない。
Ⅲ　白色パミス(浅間および榛名起源の両者)に雑じる黒色土
1　黒褐色土　白色パミスやローム粒を多く混入する。
2　黒褐色土　黄色(ローム)粒・白色パミスを含む。
3　暗褐色土　ローむ粒を含む。やや明るい色調を呈し、良く締まる。
4　暗褐色土　ロームブロックを含む。
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０ ５ｍ１: 100

3．溝

　溝はR2－3区に5条、30年度9区に4条、30年度10

区に3条、30年度11区に2条ががある。このうち、9区

1・3号溝の2条は古墳時代前期「周溝をもつ建物」の外

周溝であることが判明、R2－3区2・4号溝は道路脇

の溝として9区4・6号溝に繋がる溝と見られる。溝は

座標北より西に10°ほど振れたものが多く、ほかには略

東西方向に走る溝や、台地縁辺を走る溝がある。

＜R2－3区1～4号溝＞

R2－3区1号溝(第146～148・216図、PL.81)

位　置　X＝34198～34236、Y＝－68179～-68187

規　模　長さ(25.9ｍｍ)、幅0.4～0.8ｍ、

　　　　深さ0.1～0.2ｍ

第146図　R2－3区1～4号溝1
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形　状　溝の断面形状は皿状を呈す。

軸方向　N－6°－W

埋没土　白色パミスAs－C ？を黒褐色土で埋没

重複関係　3区2・4号溝に重複する。

出土遺物　なし

所　見　3区北壁(A－A′)から南へ5ｍ付近で溝底面は

0.1ｍのレベル差、以下3区内においては略平坦で、流

痕等は見られない。溝は平成30年度調査地点9区4号溝

に並行して続く。

R2－3区2号溝(第146～148・216図、PL.81)

位　置　X＝34197～34236、Y＝－68180～-68188

規　模　長さ(39.0ｍ)、幅0.7～1.1ｍｍ、

　　　　深さ0.28～0.48ｍ(平均0.3ｍ)

形　状　溝の断面は「ハ」字状に開く。

軸方向　N－10°－W

埋没土　覆土中に径1～2ｍｍの灰白色粒を含む。

重複関係　3区1溝に切られる。

出土遺物　土師器台付甕・須恵器碗の破片(第216図)が

出土ている。遺構の帰属時期は不明。

所　見　溝の底面には鋤先様の工具痕が二列に並ぶ。溝

の底面はレベル差がほとんどなく、水が流れたような痕

跡は見られない。

R2－3区3号溝(第146～148・216図)

位　置　X＝34197～34236、Y＝－68180～-68186

規　模　長さ(38.5ｍ)、幅0.3～0.5ｍ、

　　　　深さ0.06～0.14ｍ

形　状　浅く、皿状を呈す。

軸方向　N－7°－W

第148図　R2－3区1～4号溝3
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3区1号溝
1　褐灰色土　As-A少量混入。締まりあり。
2　黒褐色土　ローム粒少量を含む。締まりあり。
3区2号溝
1　黒色土　ローム粒少量を含む。締まりあり。
2　黒褐色土　ローム粒を含む。締まりあり。
3区3号溝
1　黒褐色土　ローム粒を少量含む。

3区4号溝
1　黒褐色土　ローム粒子少量含む。均質土。
1′黒褐色土　ローム粒子少量含む。均質土。
2　黒褐色土　ローム粒子少量含む。黄色軽石板状含む。
3　黒色土　ローム粒子中量含む。粘質土。
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9区4・5・6号溝

０ ５ｍ１: 100

埋没土　覆土中に灰白色粒・褐色粒を含む。

重複関係　3区2号溝に切られる。

出土遺物　須恵器甕の小片(第216図)が出土しているが、

直接遺構の帰属時期を表わすものではない。

所　見　溝の底面はレベル差がほとんどなく、水が流れ

たような痕跡は見られない。

R2－3区4号溝(第146～148・216図、PL.81・82)

位　置　X＝34200～34232、Y＝－68180～-68190

規　模　長さ(36.0ｍ)、幅1.1～1.5ｍ、

　　　　深さ0.61～0.75ｍ

形　状　断面は「ハ」字状に大きく開いて立ち上がる。

軸方向　N－7°－W

埋没土　As－Bを多く含む黒色土で埋没する。

重複関係　なし

出土遺物　土師器甕の破片が出土しているが、直接遺構

の帰属時期を表わすものではない。

所　見　溝の底面部はレベル差がなく、安定している。

3区2・3区4号溝間は1.8～2.0ｍの間隔を置いて並行

する溝で、現県道にも、明治期迅速測図に描かれた古い

街道にも並行しており、県道前橋長瀞線の前身になり得

る古道と言えよう。この2本の溝は南側9区まで続いて

おり、溝は街道脇の溝になるかもしれない。

9区4号溝(第149図、PL.82)

位　置　X＝34229～34232、Y＝－68180～-68190

規　模　長さ(15.1)、幅0.6ｍ、深さ0.2ｍ

形　状　断面は逆台形状を呈す。

軸方向　N－10°－W

埋没土　溝の断面は「ハ」字状に開く。

重複関係　別の溝(遺構番号なし)が並行して走り、この

溝を9区4号溝が切る。

出土遺物　なし

所　見　9区4号溝はR2－3区2号溝に続く。9区4

号溝に切られた別の溝がR2－3区3号溝に続く。

9区5区号溝(第149図、PL.82)

位　置　X＝34177～34188、Y＝－68175～-68182

規　模　長さ(12.6ｍ)、幅0.35～0.98ｍ、深さ0.4ｍ

形　状　断面形状は皿状を呈す。
第149図　9区4～6号溝
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9区4号溝　A・B	
1　暗褐色土　小礫を含む。白色パミスを含んでいるが、As－A起源の軽

石が混入した可能性が高い。上層はAs－A軽石を鋤き込んだ灰褐色土、
その上位に斑鉄層が形成されている。

2　暗褐色土　白色パミス・ローム粒を含む。1層よりやや暗い。
3　ローム粒を含む。しまりあり。
4　黒褐色土　ローム粒を含む。
※1～3層が4a溝覆土、4層が4b溝覆土。
9区5号溝	
1　黒褐色土　灰白色粒(φ2～3㎜)・ローム粒(φ2～5㎜)少量を含

む。直上に厚く班鉄層が生成、班鉄層の上に現代の耕作土。
2　黒褐色土　ローム粒を少量混入する。
9区6号溝
1　黒褐色土　灰白色粒(φ1～2㎜)・ローム粒(φ5㎜)を含む。やや

砂質。
2　黒褐色土　灰白色粒(φ1～2㎜)少量を含む。
3　黒褐色土　灰白色粒(φ1～3㎜)を含む。
4　黒褐色土　灰白色粒(φ5㎜)を含む。
5　暗褐色土と黄褐色ロームの混土層。
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軸方向　N－30°－W

埋没土　白色粒を含む黒色土

重複関係　9区4号溝・9区3号井戸と重複、新旧関係不明。

出土遺物　なし

所　見　溝は31°ほど西に振れて走る。北西側・南東側

とも調査区外へ延びているが、どこまで延びていくのか

不明。

9区6号溝(第146図、PL.82)

位　置　X＝34185～34188、Y＝－68175～-68176

規　模　長さ(2.9ｍ)、幅0.95ｍ、深さ0.7ｍ

形　状　底面付近の断面形状は箱状を呈し、途中から

「ハ」字状に開く。

軸方向　N－10°－W

埋没土　白色粒が混じる黒色土

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　R2－3区4号溝に続く。9区4・6号溝間は2.0

ｍ前後の間隔があり、これが路面となるものと思われる。

溝が相当に深く、ここまで深い溝が必要か判断できない

が、想定したとおりなら、明治初期の道路事情を知る上

で貴重なデータとなる。

R2－3区5号溝(第150図)

位　置　X＝34229～34232、Y＝－68180～-68190

規　模　長さ(9.3ｍ)、幅0.3～0.5ｍ、深さ0.3ｍ

形　状　断面U字状を呈す。

軸方向　N－00°－E

埋没土　白色粒を含む黒色土。

重複関係　R2－3区1～4号溝と重複。

出土遺物　なし

所　見　この溝を境に、再び柱穴の分布密度が増す。柱

穴は30年度調査地点9区北側調査区まで続く。R2－3

区5号溝は区画溝の可能性があるだろうが、南側の区画

溝は確認できない。柱穴の分布傾向が変わる9区南側調

査区には火葬土坑があり、約半町の屋敷屋敷および屋敷

に付属する墓地という構造を暗示するかもしれない。

第150図　R2－3区5号溝、　9区2号溝
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1　暗褐色土　ローム粒をわずかに含む。やや砂質。
しまりは弱い。

2　暗褐色土　1層と同質だがやや暗い色調、ローム
ブロックを含む。

Ⅰ	 表土層　As-A を鋤き込んだ現代の耕作土。本層 10cm 程度に
厚く班鉄層が生成されている。

Ⅲ	 黒褐色土　As-B を多量混入。いわゆるB混。
1	 黒褐色土　ローム粒を含む。
2	 黒褐色土　φ1～2㎜の灰白色粒・ローム粒を含む。色調は

1層よりやや暗く、粘性に富む。
3	 黒褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)・ロームブロックを含む。



9区2区号溝(第150図、PL.83)

位　置　X＝34147～34152、Y＝－68175～-68184

規　模　長さ(9.8ｍ)、幅0.7～0.9ｍ、深さ0.16ｍ

形　状　断面箱状を呈す。

軸方向　N－60°－E

埋没土　白色粒を含む黒色土。

重複関係　古墳時代前期竪穴建物に重複する。

出土遺物　なし

所　見　竪穴建物と同軸の溝で、古墳時代前期遺物も出

土しているが、溝の帰属時期は明らかではない。上層に

As－B混土が堆積することから古代までさかのぼる可能性

も否定できない。

10区1号溝(第151図、PL.83)

位　置　X＝34046～34072、Y＝－68177～-68179

規　模　長さ(22.8ｍ)、幅1.0～1.5ｍ、深さ0.3ｍ

形　状　溝は「ハ」字状に開いて立ち上がる。

軸方向　N－3°－W

埋没土　白色粒を含む黒色土

重複関係　測量図には、この溝の東側に並行するよう溝

状に点線が描かれ、撹乱溝とされている。

出土遺物　なし

所　見　南北両側調査区で確認されている。南側調査区

では東に直角に曲がり、区画溝になる可能性がある。

　測量図には、この溝の東側に並行するよう溝状に点線

が描かれている。A－A′もB－B′も撹乱溝は同質であり、

B－B′の撹乱溝は斑鉄層下位にある。写真からみる限り、

9区4号溝に重複する遺構番号なしの溝覆土も同質であ

り、溝の走行もR2－3区2・4号溝や10区1号溝と変

わらないことから、溝として捉えるべきかもしれない。

10区2号溝(第152図、PL.83)

位　置　X＝34100～34101、Y＝－68177～-68180

規　模　長さ(3.6ｍ)、幅0.28～0.36ｍ、深さ0.1ｍ

形　状　溝底面は平坦、やや開き気味に立ち上がる。

軸方向　N－80°－E

埋没土　ローム粒を含む黒色度で埋没

重複関係　なし　　　　出土遺物　なし

所　見　溝の走行は東に80°振れており、平面的には10

区1号溝に直交するような位置関係にある。

10区3号溝(第152図)

位　置　X＝34039～34041、Y＝－68178～-68179

規　模　長さ(1.92ｍ)、幅0.48ｍ、深さ0.06ｍ

形　状　皿状を呈す。

軸方向　N－0°－E

埋没土　ローム粒を含んだ黒褐色土で埋没。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　10区1号溝の項で記した撹乱溝の延長部分が10

区3号溝に接して確認されているようであるが、ここで

も測量図に破線のみで表現されているだけで、詳細は不明。

11区1号溝(第152図、PL.83)

位　置　X＝33999～34002、Y＝－68181～-68182

規　模　長さ(3.16ｍ)、幅0.8ｍ、深さ0.3ｍ

形　状　溝の断面形状は逆台形状を呈し、開き気味に立

ち上がる。

軸方向　N－25°－E

埋没土　粘性に富んだ黒褐色土

重複関係　11区2号溝と重複、重複関係は不明。

出土遺物　なし

所　見　略北西－南東に走る溝で、この溝の延長上に12

－2～4号溝(反町遺跡、R2－6区)がある。流痕等を確

認しているわけではないが、溝の走行からみて給・排水

用水路が想定されよう。

11区2号溝(第152図、PL.83)

位　置　X＝33999～34002、Y＝－68179～-68181

規　模　長さ(2.4ｍ)、幅(0.72ｍ)

形　状　溝は浅く、皿状を呈す。

軸方向　N－50°－W

埋没土　11区1号溝には別の溝が重複するという記載が

あり、その覆土は砂質土壌であるという。この溝が11区

2号溝であるのか否か判断されていないが、その可能性

は十分ある。

重複関係　11区1号溝に重複する可能性あり。

出土遺物　なし

所　見　略北西－南東に走る溝で、区画溝の類ではなさ

そうである。11区1号溝同様、給・排水用水路とするこ

とができよう。

3．溝
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第151図　10区1号溝
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10区1号溝　A　　
1　暗褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)を含む。やや砂質。
2　暗褐色土　ローム粒・ブロック(φ2～10㎜)を含む。粘性あり。
3　暗褐色土　ロームブロック(φ15㎜)混入。
10区1号溝　B
1　灰褐色土　As－A起源の白色パミスを多量混入、溝を掘り直している可能性がある。上

層には班鉄層が厚く形成、現代耕作土に続く。
2　茶褐色土　灰白色粒・ローム粒(φ2～5㎜)を含む。
3　黒褐色土と茶褐色土の混土層
4　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック(φ15㎜)を含む。
10区1号溝　C　
1　黒褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)を含む。やや砂質。
2　黒褐色土　ローム粒を多量混入する。
3　黒褐色土　下半はローム粒、上半はロームブロックを含む。
※溝底面には途中有段となる部分があり、この延長上に1層に切られるように2層が堆積

した。溝を掘り直している可能性がある。
10区1号溝　D　
Ⅲ　黒褐色土　褐色パミス(φ2～5㎜)を含む。やや砂質、B混土か。
1　黒褐色土　褐色・灰褐色粒(φ1～2㎜)を含む。砂質。
2　暗褐色土　ローム粒・ロームブロックを多く含む。
3　黒褐色土　灰白色粒(φ1～2㎜)を含む。砂質。
4　暗褐色土　ローム粒を含む。
5　暗褐色土　ローム粒を多量混入。
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　4．井戸

　井戸は4基があり、4基中3基が9区北側調査区内に、

1基がR2－3区にある。いずれも5号溝以南の柱穴分

布域にあり、関連性が窺われる。井戸形態は4基とも同

様で筒形を呈し、深さも1.0ｍ前後と安定している。

R2－3区1号井戸(第153図)

位　置　X＝34228～34229、Y＝－68181～-68182

規　模　長径0.78ｍ、短径0.70ｍ、深さ0.96ｍ

形　状　筒形

埋没土　ロームブロックを含む黒色土で埋没。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　埋土は均質で人為的に埋めた痕跡が見られない

が、最下層に堆積した黒色粘質土の上に河床礫が多量に

廃棄されていた。

9区1号井戸(第153図、PL.84)

位　置　X＝34173～34174、Y＝－68197～-68198

規　模　長径1.06ｍ、短径1.00ｍ、深さ1.45ｍ

形　状　筒形

埋没土　上層部(0.6ｍ)はローム混じりの黒色土で自然

埋没。これより下層は礫混じりの褐色土であり人為的に

埋めた可能性が大である。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　下層部に空洞があり、土圧により上層部(2層)

がヒビ割れている。

9区2号井戸(第153図、PL.84)

位　置　X＝34177～34178、Y＝－68181～-68182

規　模　長径1.31ｍ、短径1.16ｍ、深さ1.20ｍ

形　状　筒形

埋没土　ロームブロックを多量混入、やや明るい暗褐色

土で埋まる。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　筒状を呈す壁面の崩落は見られず、これより壁

面が「ハ」字状に開き始めた上半部に目立つ。

9区3号井戸(第153図、PL.84)

位　置　X＝34182～34183、Y＝－68177～-68178

第152図　10区2・3号溝、11区1・2号溝

3．溝
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1　黒褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)を含む。
しまりは弱い。

1　黒褐色土　少量のローム粒(φ1～
2㎜)を含む粘質土。

1　黒褐色土　1号溝の上面(上位)にある浅い
溝の覆土。やや砂質。	

2　黒褐色土　少量のローム粒(φ1～2㎜)を含
む。やや砂質。

3　黒褐色土　灰白色粒(φ1～2㎜)・ローム粒
(φ2～8㎜)を含む。粘性あり。
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R2-3区1号井戸

規　模　長径1.05ｍ、短径0.90ｍ、深さ2.16ｍ

形　状　筒形、北側壁面が崩落して変形する。

埋没土　ロームブロックを多量混入、やや明るい暗褐色

土で人為的に埋める。

重複関係　9区4・5号溝に重複、新旧関係は不明。

出土遺物　なし

所　見　井戸と溝の重複は珍しくない。9区4号溝が街

道脇の溝ということになれば、9区5号溝と9区3号井

戸がの新旧関係が問題となる。現状で、両者の新旧関係

を裏付けるようなデータは得られていない。

第153図　R2－3区1号井戸、9区1～3号井戸
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R2－3区1号井戸	
1　黒褐色土　ローム粒・小礫少量を含む。締まりあり。
2　黒褐色土　ロームブロックを含む。
3　黒色土　ロームブロックを多量混入する。しまりは弱い。人為的な

埋め土。井戸底面に礫多数は出土、廃棄礫と見られる。

9区1号井戸	
1　黒褐色土　ローム粒を多量混入。砂質土壌で、いわゆる As-B 混土。
2　黒褐色土　ローム粒を少量混入。やや砂質。
3　黒褐色土　ローム粒を少量混入するほか、小礫(φ10㎜)が混じる。

9区2号井戸	
1　ローム粒・ロームブロックを混入する。やや砂質、As-B 混土か。
2　黒褐色土と褐色土の混土層

9区3号井戸	
1　最下層には黒褐色土、上位に褐色土、これより上位はロームブロッ

クが混じる砂質土(As-B 混)で人為的に埋まる。



5．火葬土坑

　火葬土坑は3基があり、いずれも9区南側調査地点に

ある。3基中2基が東に10°ほど振れる、残り1基が西

に0°ほど振れるもので、それぞれ5～10ｍの間隔がある。

＜9区1号火葬土坑＞(第154図、PL.85)

位　置　X＝34162～34163、Y＝－68181～-68182

規　模　長軸1.47ｍ、短軸0.91ｍ、深さ0.28ｍ

形　状　略長方形状を呈す。

埋没土　白色粒を含む黒褐色土で埋まる。荒掘り状態の

土坑底面に黒色土とローム土を埋め、平坦な焼成面を形

成する。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　最下層に炭化物が多量に含まれ、壁面が焼けて

赤化する。骨片とされ取り上げたサンプルは軽石である

ことが判明した。骨片は残されていたとしても極わずか

で、丁寧な収骨を想定しておきたい。

＜9区2号火葬土坑＞(第154図、PL.85)

位　置　X＝34147～34148、Y＝－68182

規　模　長軸1.18ｍ、短軸0.75ｍ、深さ0.24ｍ

形　状　略長方形状を呈す。

埋没土　ローム粒を含む黒褐色土で埋もれる。灰層等が

確認されたわけではない。炭化物を多く含む黒色土上面

を便宜的に使用面と捉えてみた。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　坑底に炭化物が散る程度で、壁面の赤化も西壁

が少し焼けるだけ。覆土中に骨片は見られないが、赤化

面の在り方から火葬土坑と判断した。

＜9区3号火葬土坑＞(第154図、PL.82)

位　置　X＝34151～34152、Y＝－68179

規　模　長軸1.13ｍ、短軸0.68ｍ、深さ0.18ｍ

形　状　楕円長方形状を呈す。

埋没土　焼土粒・炭化物・白色粒を含む。白色粒が目立

ち骨片の可能性を考えたくなるが、判断材料がない。

重複関係　なし　　　　　出土遺物　なし

所　見　土層観察用ベルトの2箇所が窪んでいるが、坑

底に置いた河床礫の痕跡かもしれない。壁面が赤化する

ような状態は確認できていない。

6．土坑(第154・155図　PL.86)

　土坑はR2－3区7基、9区2基、10区に3基があり、

合計12基が確認されている(第154・155図、PL.86)。形

状不明の土坑2基(R2－3区9号土坑、10区3号土坑)

を除き、形態的特徴を踏まえその概要を記していこう。

　R2－3区には形態的特徴の異なる土坑3種が確認さ

れているが、土坑の集中性などが指摘できるような状況

にはない。小型で略円形状を呈するものは3基があり、

浅く皿状を呈するもの(3・7号)と、深く掘り込まれた

もの(8号)がある。楕円形状を呈するもの(2号)も浅く、

略円形土坑(3号)の差別化は難しい。大形で長方形状を

呈するもの土坑(4号)は3－2・3－4号溝に挟まれ、こ

れが街道脇に掘られた溝なら土坑は街道下に入り、同時

存在はあり得ない。土坑サイズは「イモ穴」に近い。

　9区土坑は2基があり、いずれも長方形土坑になる。

9区は柱穴が散漫であり、柱穴が比較的密集分布する

R2－3区とは対照的である。柱穴密集部が屋敷内にな

るとすれば、恐らく9区は屋敷外であり、土坑は耕作関

連のそれになるものと思われる。土坑長軸が90°異なる

のも特徴的で、地割を反映している可能性が高い。

　10区土坑は3基がある。小形・楕円形状を呈する10区

2号土坑は10区3号溝に重複、新旧関係は不明である。

10区1号土坑は深く掘り込み、長さ2ｍ弱を測る。形態

的にはイモ穴に近い。10区3号土坑は底面まで確認でき

ているか微妙だが、形態的には10区1号土坑に類するも

のだろうが、詳細は不明である。

写真6　R2-3区北側土坑全景

5．火葬土坑
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9区1号火葬土坑	
1　黒褐色土　灰白色粒・炭化物粒少量を含む。
2　黒褐色土　1層と同質だが灰白色粒・炭化物粒を多く含む。
3　暗褐色土とローム土の混土層

9区2号火葬土坑	
1　黒褐色土　灰白色粒(φ1㎜)少量を含む。下面に焼土粒・炭化粒が目

立つ。
2　黒褐色土　ロームブロック多量混入、灰・焼土・炭化粒少量を含む。

上面には骨片が見られた。
9区3号火葬土坑	
1　暗褐色土　ローム粒・白色粒？を含む。
2　暗褐色土　ローム粒を多量混入するほか、炭化物を含む。

R2-3区1号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。締まりあり。
2　黒褐色土　ローム粒が流れ込んで堆積するよ

うに見える。

R2-3区2・3号土坑	
1　黒色土　褐色土を斑状に含む。締まりなし。
R2-3区4号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒・白色軽石を微量に含む。締まりあり。
2　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。締まりあり。

R2-3区5号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。締まりあり。
2　暗褐色土　ロームブロックを混入する。
R2-3区7号土坑	
1　黒褐色土　ロームブロック混入。
R2-3区8号土坑	
1　黒褐色土　ロームブロックを斑状に含む。締

まりあり。粘性に富む。
2　ローム粒・ブロックを含む黒褐色土が互層堆

積する。粘性・締まりあり。土坑底面には黒
色土が水平堆積する。
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9区1号土坑	
1　黒褐色土　白色パミス・ローム粒を含む。
2　暗褐色土　ロームブロック・小礫を含む。

10 区2号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。

粘性に富み、締まる

9区2号土坑	
	 黒褐色土　白色パミスを含む。やや砂質、B混か。

10 区1号土坑	
Ⅰ　表土層
Ⅱ　灰褐色土　As-Aを鋤き込んだ旧耕作土
1　黒褐色土　ローム粒・小礫(φ10㎜)を含む。
2　暗褐色土　ロームブロックを多量混入する。

10 区3号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。粘性あり。
2　黒褐色土　1層と同質だが、やや暗い色調を呈す。
3　暗褐色土　ローム粒を含む。粘性に富む。
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7．柱穴(第156～161図、 PL.87）

　柱穴は92本がある。このうち、令和2年度調査3区が

48本、平成30年度調査9区が44本である。令和2年度調

査4区、平成30年度調査10・11区では調査範囲が狭く、

柱穴は確認されていない。

＜9区＞

　9区柱穴は44本があり、内訳は北側調査区に35本、南

側調査区に9本である。

　まずは、南側調査区だが9区1号火葬土坑周辺に柱穴

が集中するのみであり、建物を想定するには圧倒的に柱

穴の数が不足している。この調査区の土坑は長軸が西へ

15°程度振れるか、これに直交する程度であり、小屋掛

け程度のものならば、火葬土坑周辺の柱穴だけでも事足

りるかもしれない。

　続いて、北側調査区からみておこう。ここでは、9区

4号溝に規定された建物があるのではないかと考え、柱

穴が並んだ16～18Pライン(N－4°－E)及び27～40Pラ

イン(N－9°－W)で建物を検討してみたが、対応する柱

穴が調査区内にはなく、現状で建物は組めないように思

う。同様に9区5号溝に規定された建物について検討し

たところ、9区2号井戸周辺に柱間3.16ｍ(36－37P、43

－44P)があり、やや歪んでいるが井戸に上屋を掛けた可

能性も否定できないように思う。

＜R2－3区＞

　第159・160図の通り、3区(令和2年度調査分)には柱

穴48本がある。柱穴の大部分は3－1～3号溝より西側

に分布、3－3号溝より東側の分布する柱穴は限られている。

　R2－3区北の柱穴は3－5号溝より北にはなく、3－

1～4号溝より西にある(第159図)。柱穴は平面位置だ

けが記録されたものを含め18基しかなく、掘立柱建物は

組めていない。溝の軸方向に3列ほど柱穴列(3－2号溝

に並んだ1P以下2本の柱穴、3P～5P、2P以下2

本の柱穴)があり、これをもとに建物を検討してみたが、

柱間は2.2～2.7ｍほどであり、ばらつきが激しく建物が

組める状況にない。

　撹乱を挟んだR2－3区南の柱穴はX＝34210ライン

北、34200ライン南、その中間(34200～34210)付近に柱

穴の密な分布がありそうであるが、やはり建物が組める

状況にはないように思う。

第156図　9区柱穴1
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9区柱穴
1　黒褐色土　やや砂質で粘性に欠ける
2　黒褐色土　ローム粒子を含む。
3　黒褐色土　砂質で小礫を含む(φ10㎜)
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R2-3区23P	
1　黒褐色土　ローム粒をわずかに含む。
R2-3区28P	
1　黒色土　ローム粒をわずかに含む。締まりあり。
R2-3区33P	
1　黒色土　ローム粒を極わずか含む。
R2-3区34P	
1　黒色土　ローム粒を極わずか含む。
R2-3区47P	
1　黒褐色土　ローム粒・白色粒を少量混入する。
R2-3区48P	
1　黒色土　ローム粒・白色粒を極わずか混入する。
R2-3区13P	
1　黒色土　ローム粒を微量混入する。
R2-3区18P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区19P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。締まりあり。
R2-3区20P	
1　黒褐色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
R2-3区21P	
1　黒褐色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
R2-3区25P	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。締まりあり。
R2-3区29P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区37P	
1　黒褐色土　ロームブロック少量を含む。
R2-3区38P	
1　黒褐色土　褐色土を斑状に含む。
R2-3区39P	
1　黒褐色土　ローム粒をわずかに混入するほか、褐色土が斑状に堆積する。
R2-3区40P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区41P	
1　黒褐色土　ローム粒をわずかに含む。やや明るい色調を呈す。
R2-3区42P	
1　黒褐色土　ローム粒をわずかに混入するほか、褐色土が斑状に堆積する。
R2-3区43P	
1　黒褐色土　褐色土を斑状に含む。
R2-3区44P	
1　黒褐色土　ローム粒をわずかに混入するほか、褐色土が斑状に堆積する。
R2-3区45P	
1　黒色土　褐色土を斑状に含む。
R2-3区46P	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。
R2-3区1P	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。
R2-3区2P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
2　黒褐色土　ロームブロックを大量に含む。
R2-3区3P	
1　黒色土　ローム粒少量、白色軽石微量に含む。
R2-3区4P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区5P	
1　黒褐色土　ローム粒を斑状に含む。
2　黒褐色土　白色軽石微量に含む。締まりあり。
R2-3区6P	
1　黒褐色土　白色軽石微量に含む。締まりあり。
R2-3区7P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区8P	
1　黒褐色土　ロームブロック、ローム粒少量、白色粒微量を含む。

R2-3区12P	
1　暗褐色土　ローム粒少量を含む。粘性は弱い。
2　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック少量を含む。
R2-3区9P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区10P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区11P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区14P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
2　黒褐色土　ロームブロック多量に含む。
R2-3区15P	
1　黒色土　ロームブロックを含む。
R2-3区16P	
1　黒色土　ロームブロックを含む。
R2-3区17P	
1　黒色土　ロームブロックを含む。
R2-3区22P	
1　黒褐色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
R2-3区24P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区26P	
1　黒褐色土　ローム粒を含む。
R2-3区27P	
1　黒褐色土　ローム粒、白色粒少量含む。
R2-3区30P	
1　黒色土　ローム粒少量を含む。
R2-3区31P	
1　黒褐色土　ロームブロックを含む。
R2-3区32P	
1　黒褐色土　ロームブロックを含む。
R2-3区35P	
1　黒褐色土　ローム粒、褐灰色土少量を含む。
R2-3区36P	
1　黒褐色土　黒色土が斑状に混入する。
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第7章　綿貫反町遺跡

1．概要

　本遺跡は、平成30年度調査12区・令和2年度調査6区

に当たる。いずれの調査区も県道西にあり、発掘対象地

は南北110ｍに及んだ。

　検出された遺構には、古墳時代後期(6世紀代)の竪穴

建物4・竪穴状遺構4・古墳周堀1・溝7・火葬土坑2・

土坑7・柱穴31がある。

　古墳時代の竪穴建物は壁際にあり、すべてが調査区外

へ延び、その全貌は確認できていない。竪穴建物も竪穴

状遺構も6世紀代に帰属するものであるが、竪穴建物に

近接して竪穴状遺構が確認されている。竪穴状遺構には

カマドもなく床も確認されず、その性格解明が待たれる

ところであるが、機能差は明らかである。

　古墳関連では、県道を挟んだ東側の綿貫三反割遺跡に

続き、古墳周堀(現地では12区1号溝と呼ばれた)が確認

されている。周堀からは土師器杯や須恵器甕破片が出土

しているが、いずれも7世紀代のもので、居住域から墓

域に土地利用が変化したことが明らかになった。

　溝は7条がある。このうち溝4条が台地縁辺にあり、

位置的には水田耕作に伴う溝である。溝は4条以上が重

複しているようで、繰り返し水路の補修が行われたもの

と思われる。溝の上層にはAs－Aが水平堆積するだけであ

り、そこが水田であったか畑であったか発掘調査では確

認できていないが、壬申絵図により明治期の水田耕作は

確実で、150年来水田耕作が行われてきたことになる。

江戸時代も水田あるいは畑作利用が想定されるところで

あるが、火葬土坑が台地縁辺部に確認されていることに

注目しておきたい。耕作地に火葬土坑はないというのが

常識的な見方であり、これに従えば、火葬土坑は耕作地

になる前ということになる。火葬土坑が確認されている

12区には中世銭貨の出土があり、火葬土坑が中世になる

可能性も皆無ではないが、綿貫原遺跡の例を取れば寛永

通宝が出土しており、余程のことがないかぎり近世に帰

属するものと思われる。近世初期の当地は、非耕作地と

いうことになろう。

第163図　綿貫反町遺跡全体図
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使用面

掘り方

2．竪穴建物

　本遺跡には、古墳時代後期(6世紀代)の竪穴建物3・

同じく6世紀代の竪穴状遺構4があるほか、時期不明の

竪穴建物1がある。古墳時代6世紀代の竪穴建物は綿貫

牛道遺跡(事業団　第547集)が直近の遺跡であり、直線

距離で400ｍほど北に離れている。

12区2号竪穴建物(第164・165・217図、PL.89・90・117)

位　置　X＝34068～34074、Y＝－68191～-68194

形　状　一辺6ｍ弱の方形建物か

規　模　長軸5.75ｍ・短軸(2.82ｍ)

面　積　(9.43㎡)　　　長軸方位　N－15°－W

重複関係　本竪穴建物に切られて12区3号建物がある。

埋没土　表土層(耕作土)の下には白色パミスを含んだ黒

褐色土が堆積しているが、これに似た黒色土で竪穴は埋

もれていた。

柱　穴　建物に伴う柱穴は確認されていない。

カマド　北西コーナー付近にある。焼土を囲んでカマド

粘土がU字状に巻かれたような状態で確認されている。

カマド粘土は高崎泥流上位のロームが使われたものと思

われる。焚口は幅0.5ｍ前後、燃焼部は建物内にある。

撹乱等で情報が断片的だが、カマド本体の粘土は数cmが

第164図　12区2・3号竪穴建物1
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あるだけで、カマド使用面は確認できていない可能性も

残る。

床　面　確認面から床面まで数cmと浅い。大部分が12区

3号竪穴建物に重なり、床面に関する情報は乏しく実態

は明らかではないが、東壁セクションを見る限り、粘性

の強い黒色土(高崎泥流上部の黄褐色ロームが混じる)で

貼り床されているように見える。

掘り方　東壁断面A－A′およびC－C′いずれの土層断面

にも、焼土ブロックを含む下層建物(12区3号竪穴建物)

の貼り床が残されていることから、この建物に伴う明瞭

な掘り方はなく、単に貼り床しただけに見える。

出土状態　当初、建物の重複関係が充分把握できないで

遺物を取り上げてしまったため、12区3号竪穴建物から

出土した遺物が混在している可能性が極めて高い。12区

2号竪穴建物の確認面が床面付近になってしまったこと

を踏まえれば、この建物に伴う遺物はなくなる。

所　見　開口部が東を向いて確認されているが、これに

伴う床面は、カマド燃焼部からみて、それほど深く掘り

窪めていないであろう。結果的に、竪穴建物の床面を認

定できないまま調査を進めてしまったことで、竪穴建物

それぞれに伴う遺物認定が難しくなってしまった。12区

2号竪穴建物として取り上げられた遺物は6世紀前半代

と見られる。

12区3号竪穴建物(第164・165・217図、PL.89・90・117)

位　置　X＝34068～34073、Y＝－68192～-68194

形　状　一辺5.5ｍ弱の方形建物か

規　模　長軸　5.45ｍ・短軸(2.62ｍ)

面　積　(13.48㎡)　　　長軸方位　N－10°－W

重複関係　12区2号竪穴建物に切られる。

埋没土　焼土粒やローム粒の混じる黒色土で埋まり、断

面では貼り床の状態も明瞭に分かる。東壁際セクション

面には焼土ブロックを伴う貼り床が間層を挟んで2層が

見られる。

柱　穴　北西コーナーに近い柱穴(D－D′)が主柱穴の1

つ。柱痕は径0.2ｍ程度で、深く掘り込んで柱を埋めて

いる。東壁土層断面には黒色土が浅く落ち込んでいるが、

この状態で柱穴とするのは難しく、位置的にも対角線上

からも外れ、柱穴とするのは難しい。

カマド　確認されていない。

床　面　焼土ブロックの混じる黒色土で貼られた床面が

間層を挟んでいた。それぞれ貼り床の上面には黒色土の

薄層があり特徴的だが、これが貼り床の時間差を示す証

拠になるのか、判断できない。

掘り方　現状で見る限り、竪穴中央付近を掘り残し、壁

際を深く掘り下げる傾向がある。

出土状態　ほとんどが12区2号竪穴建物の遺物として取

第165図　12区2・3号竪穴建物2
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12区2・3号竪穴建物	
Ⅰa　表土層
Ⅰb　表土層(旧耕作土)
Ⅱ　黒色土　As－Bを多量に含む。
Ⅲ　黒褐色土　白色パミス(As－B)を含む。
Ⅳ　暗褐色土　褐色土を斑状に含む。
1　黒色土　φ2～3㎜の黄褐色粒・φ1㎜の灰白色粒を少量含む。
2　暗褐色土　ローム粒を含む。
3　暗褐色土　ロームブロックを含む。
4　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒を多量混入、途中黒色土を挟む。
5　暗褐色土　焼土ブロックを多量混入する。堆積状態は貼床に近い。
6　暗褐色土　ロームブロックを含む。
7　暗褐色土　ローム粒を含む。
8　暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。
　　※1～3層：12－3号竪穴建物、4～8層：12－2号竪穴建物
12区3号竪穴建物カマド
1　黒褐色土　微量の焼土粒を含む。
2　暗褐色土　ローム粒・粘土粒(φ2～4㎜)を多く含む。
3　黒褐色土　焼土粒を少し含む。
4　黒褐色土　ロームブロックを含む。カマド掘り方。
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使用面 掘り方

り上げられており、本竪穴から出土した遺物は杯(第00

図1)があるだけである。掘り方から出土した土器片類

も少なく、図化できるようなものはなかった。

所　見　当初は竪穴建物1棟として調査を進めたようで

あるが、途中建物の重複に気付いたものと見られる。建

物の確認状況から考えて、床面までが浅い12区2号竪穴

建物の遺物は少なく、大半は12区3号竪穴建物に伴う遺

物である可能性が高い。竪穴建物の南壁が開いて12区2

号竪穴建物の南壁と共有する状態だが、方形建物を考え

た場合、開き過ぎているのは明らかである。

12区4号竪穴建物(第166・217図、PL.90)

位　置　X＝34044～34046、Y＝－68201～-68202

形　状　一辺6ｍ弱の方形建物か

規　模　長軸(2.32ｍ)・短軸(1.68ｍ)

面　積　(2.58㎡)　　　長軸方位　N－10°－W

重複関係　なし

埋没土　上面が水田班鉄層で覆われ、確認が難しい。覆

土はAs－C混じり黒色土と呼ばれるものであるが、C軽石

の混入は微々たるもので、注意が必要である。

柱　穴　カマド右袖脇で柱穴1本が確認されているほ

か、掘り方調査の段階で柱穴1が確認されている。いず

れも竪穴の対角線上に位置するように見える。

　D－D′上で柱穴と灰白色粘土を截ち割り確認したとこ

ろ、柱痕は確認できていないが、粘土とロームが混じる

黒色土で柱材を固定したことが想定されたほか、柱穴の

周辺は帯状に盛り上がることが判明した。

カマド　東壁中央付近にある。焚口は幅0.5ｍほどで、

燃焼部は竪穴内にある。カマド本体はロームと黒色粘土

を混ぜたものを使用。

床　面　ロームブロックを含んだ黒色土で貼り床、床面

はカマド手前で固く締まる。

掘り方　カマド手前では焼土まじりの黒色土や、ローム

混じりの黒色土が薄い黒色土薄層を挟んで互層堆積して

いた。

出土状態　カマド左袖付近に長胴甕(第217図1・2)が

床から数cm浮いて出土、可能性としてカマド袖材として

置かれた甕か、カマドに据え置かれた甕の可能性がある。

第166図　12区4号竪穴建物
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12区4号竪穴建物	
1　黒褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)を含む。
2　暗褐色土　黄褐色粒(微細～Φ7㎜)を多量混入する。
3　暗褐色土　焼土粒・黄褐色粒(微細～Φ8㎜)を含む。2層に近い。
4　黄褐色土　高崎泥流上部ローム主体の埋土。色調は暗い。
12区4号竪穴建物カマド	
1　焼土ブロック主体の褐色土
2　灰層
3　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子を含む。
4　黄褐色粘質土　カマド袖の構造材
5　暗褐色土　ロームブロック主体の埋め土(5′は色調差)

12区4号竪穴建物貯蔵穴	
1　黄色ロームと灰白色粘土の混土層　焼土ブロックが混じる
2　暗褐色粘土と灰白色粘土の混土層
3　暗褐色土　ローム粒を多量混入
4　暗褐色土　ローム粒を含む。
5　貼り床　ローム粒や焼土粒を多量に含む暗褐色土と黒褐色土の互層。
6　貼り床　ロームブロックを含む暗褐色土
ア　カマド粘土ブロック
イ　灰層
ウ　灰とローム土の混土層　
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使用面 掘り方

所　見　相変わらず遺構確認面が低く、竪穴建物の確認

面は床面付近に下がってしまっている。出土遺物も部分

的であり、あと5cmは確認面を上げることができる。

12区6号竪穴建物(第167図)

位　置　X＝34057～34059、Y＝－68201～-68203

形　状　方形建物

規　模　長軸(2.12ｍ)・短軸(1.08ｍ)

面　積　(2.12㎡)　　　長軸方位　N－30°－W

重複関係　12区2号竪穴状遺構(旧12区5号竪穴建物)と

重複、土層断面C－C′においては12区2号竪穴状遺構よ

り新しいことが確認されている。

埋没土　ローム混じりの黒色土で埋もれる？

柱　穴　確認できていない。　　カマド　未確認

床　面　壁際のトレンチで床面の大部分を欠く。

掘り方　平面的には、建物コーナー付近のみ掘り下げた

だけで、掘り方まで確認できたのか、詳細は不明。

出土状態　なし

所　見　土層断面も当該建物の輪郭が示されているだけ

であり、詳細は不明。断面写真にはメモ程度に補助線が

残されているが、壁面が汚れ判断できない。

第167図　12区2号竪穴状遺構、6号竪穴建物

写真7　12区2号竪穴状遺構遺物出土状況

2．竪穴建物

175

12区2号竪穴状遺構	 (旧12区5号竪穴建物・3号土坑)	
1　黒褐色土　灰白色粒・褐色粒(φ1～2㎜)を混入するほか、焼土粒・炭

化物(φ2～3㎜)を含む。
2　黒褐色土　1層に相似しているが、やや色調は暗い。
3　黒褐色土　焼土を多量混入する。焼土がリング状に廻り、炉跡も想定可

能だが、遺構としての認定は難しい。

4　黒褐色粘質土　少量の灰白色粒(φ1㎜)が混入する。
5　黒褐色土　4に近似しているが、灰白色粒の混入が少なく粘性も強い。
6　黒褐色土　ローム粒を多く含む。5層に相似。
7　褐色土　やや色調が暗く、粘性に富む。壁の崩落土か。
8　黒褐色土　粘性に富む。現地注記にはⅣ層相当とする記載あり。
8′黒褐色土　8層と同質。やや明るい。
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　3．竪穴状遺構

　古墳時代後期6世紀代の竪穴建物に近接して、小竪穴

が4基ほど確認されている。いずれも長軸4ｍ弱・短軸

2ｍ前後を測り、形状は長楕円形状を呈しているが、床

面は明瞭ではなく、また、カマドや炉は持たず、生活感・

使用感の乏しい遺構である。

R2－6区1号竪穴状遺構(第168・218図、PL.91)

位　置　X＝34084～34087、Y＝－68198～-68200

形　状　長楕円形

規　模　長軸(2.82ｍ)・短軸2.20ｍ

面　積　(3.59㎡)　　　長軸方位　N－20°－W

重複関係　6区1号竪穴建物に切られている。このほか、

東側床面が下がり、平面的にも遺構の外形が括れ、土坑

2基が重複するような可能性を考えておくべきかもしれ

ない。

埋没土　黒色土(2層)がレンズ状に堆積し、その上位を

ローム混じりの褐色土(1層)が埋める。1層は人為的な

埋土。

床　面　ローム混じりの褐色土上面が床面になるだろう

が、硬化面は不明瞭。東側と北側が低い。

掘り方　略円形(直径3ｍほど)状に掘り窪める。北壁側

にはテラス状の平坦面が残る。床下土坑2基がある。

出土状態　土器片類の出土位置は高く、ローム混じりの

褐色土中から出土しているように見える。

所　見　西壁際の床下土坑は埋める課程で小礫を並べた

ように意図的で、また、東側の床下土坑も片側が楕円状

に窪む点で無視できない。床面は安定せず、継続的使用

は考え難い。

R2－6区2号竪穴状遺構(第109図、PL.91)

位　置　X＝34083～34087、Y＝－68191～-68193

形　状　長楕円形

規　模　長軸3.43ｍ・短軸(1.10ｍ)

面　積　(4.36㎡)　　　長軸方位　N－5°－E

重複関係　なし

埋没土　ローム粒子を含む黒褐色土

床　面　便宜的に床面を認定しているが、竪穴建物と同

質の床面は確認できないというのが実態である。

第168図　R2－6区1号竪穴状遺構
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6－1号竪穴状遺構　SPA-A′
1　暗褐色土　ローム粒、白色粒少量を含む。埋め土は人為的に見える。
2　黒褐色土　ローム粒を混入するほか、白色粒少量含む。
3　暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。締まりあり。貼り床か。
4　黒色土　　ローム粒、ロームブロック、白色粒少量を含む。
5　暗褐色土　ローム粒、白色粒を含む。底面に礫を固定した層。
6　にぶい黄褐色土　ロームブロックを含む。
6－1号竪穴状遺構　SPC-C′
1　暗褐色土　ローム粒、白色粒少量を含む。埋め土は人為的に見える。
2　黒褐色土　ローム粒を混入するほか、白色粒少量含む。
2′　黒褐色土　2層に相似。ローム粒を含み、やや明るい。
3　暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。締まりあり。貼り床か。
4　黒色土　　ローム粒少量を含む。
5　黒褐色土　ロームブロックを含む。粘性に富む。
　　※床にφ5ｃｍ程の礫が敷かれ、粘質土で固めてある。
6　にぶい黄褐色土　ロームブロックを含む。
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6－2号竪穴状遺構　SPB-B’
1　黒褐色土　ローム粒少量含む。白色粒微量に含む。締まりあり。
2　暗褐色土　ロームブロックを含む。

12区1号竪穴状遺構
1　黒褐色土　φ2mmのローム粒・灰白色粒を少量含む。
2　暗褐色土　灰白色粒(φ2～3mm)を含む。
3　黒褐色土　灰白色粒(φ2～3mm)を含む。粘性あり。
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所　見　遺構は浅く皿状を呈し、ピットが不規則に並び、

完掘状況は縄文時代早期の竪穴建物に近い。遺構として

捉えるのは難しいように思う。

12区1号竪穴状遺構(第169図、PL.92)

位　置　X＝34071～34074、Y＝－68194～-68197

形　状　長方形状

規　模　長軸3.65ｍ・短軸2.58ｍ

面　積　(7.90㎡)　　　長軸方位　N－80°－E

重複関係　12区2号竪穴建物に切られる

埋没土　白色粒子を含む黒褐色土で埋まる。

床　面　ロームブロックが見え始めた状態を床面として

いるが、硬化面があり床面を捉えることができたという

わけではないようである。

出土状態　大型の河床礫が2点ほど出土しているだけ

で、特に取り上げるようなものはない。

所　見　遺構中央に円形の床下土坑があり、竪穴建物に

見られるものに似る。

12区2号竪穴状遺構(第167・217図、PL.92)

位　置　X＝34059～34061、Y＝－68201～-68203

形　状　略隅丸方形？

規　模　長軸(4.25ｍ)・短軸(1.90ｍ)

面　積　(2.40㎡)　　　長軸方位　N－11°－E

重複関係　12区6号竪穴建物に切られる。

埋没土　埋没土中位に焼土ブロックを含む薄層がレンズ

状に堆積、8層上面を床面認定しているが、床面として

は安定性に欠ける。

床　面　不明

掘り方　略円形(直径3ｍほど)状に掘り窪める。北壁側

にはテラス状の平坦面が残る。

出土状態　7層直下に長胴甕(第217図7)や大型礫が集

中したほか、最下層には大型礫の出土が目立つ。

所　見　遺構は調査区外へ延び全貌は不明、遺構の東壁

や北壁は直線的だが、南壁は形状が乱れ、弧状になる。

竪穴中央の7層下と壁際の8層上を結んだラインが床面

であるというなら妥当だが、断面図を見る限り、床面は

安定せず、認めることは難しいかもしれない。調査類は

12区5号竪穴建物になっているが、床面や柱穴、カマド

がなく、遺構の形状も小ぶりであり、ここでは竪穴状遺

構として報告する。

4．古墳

　本遺跡では、12区で1基の古墳が確認されている。墳

丘は削平され残存せず、周堀のみの確認である。12 -1

号墳は、R2－7区1号墳と同じ古墳群に属する、終末

期に構築された古墳と考えられる。

調査経過　現耕作土上は水田が営まれており、表土下の

土層では、水田土壌の水平な堆積が確認でき、耕作土中

や水田を囲む畦畔などにも、古墳の構築材と思われる石

材なども見当たらなかった。水田土壌の直下にAs－Bの堆

積がみられ、当初は埋土の上層にAs－Bが堆積する古代に

帰属する溝と認識して調査を進めた。

　溝のプランを確認すると、西側に大きく曲がることが

判明し、古墳となる可能性が出てきた。溝の埋土の掘削

を進め、西側の遺構確認を行ったところ竪穴建物や土坑

が確認された。竪穴建物や土坑からの出土遺物は、6世

紀代の杯や長胴甕であり、主体部の痕跡の可能性は低い

と考えた。　

　また、墳丘下の竪穴建物や土坑の出土遺物と周堀の土

師器を中心とする出土遺物と比較すると、時間差がある

ことから、古墳とは別の遺構であることが補強された。

調査を進めて、ほぼ溝の全容が判明すると、溝としては、

低地に向かって傾斜する形状ではなく、地形の高低差を

プランに取り入れることもなく、幅に広狭があるが、ほ

第170図　12区1号墳1
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ぼ円環状になることが予測されることから、古墳の周堀

と考えることが妥当との結論に至った。

　従来の調査では、12区1号墳の周辺に古墳の存在は確

認されていなかった。令和2年度調査の綿貫原前遺跡に

より、2基の古墳の存在が知られることになり、綿貫古

墳群より西に、上毛古墳綜覧1938、群馬県古墳綜覧2018

未掲載の古墳が存在し、群集墳の分布が広がることが判

明し、R2－7区1号墳と規模がほぼ同じで、周堀の形状

が近いことからも、古墳であることが裏付けられた。

12区1号墳(第170・171・217図、PL.93)

位　置　X＝34053～34074、Y＝－68195～－68202

墳　形　円墳　　墳丘規模　11ｍ

墳　丘　12区1号墳は、削平され墳丘は全く確認できな

かった。表土掘削の際も、葺石の転石や盛土の痕跡も確

認されず、調査区周辺水田の畦畔や水路にも、古墳由来

と思われる石材の使用は見当たらなかった。周堀がほぼ

円環状になり、釣鐘型にならないため、墳形は円墳であ

ろう。

周　堀　古墳東側で周堀が確認された。周堀の幅には広

狭があり、最大幅は4.90ｍである。周堀の北東で、幅が

狭くなり、ここでは深さ0.11ｍと浅くなる。ほぼ円環状

に墳丘を囲繞していたと推測される。土坑状に深まりが

つくられ、深さは0.11ｍ～0.60ｍで、特に周堀北側は土

坑が重なるような形状となる。

　埋土の観察によると、綿貫原前遺跡R2－7区1号墳

と同様に、撹乱や後世の改変ではないことがわかる。周

堀の幅を揃えるといった成形がなされなかったためであ

ろう。南側では、周堀が途切れるように立ち上がる。こ

の形状については、本来は南に開口する石室が存在し、

開口部前が、土橋状に掘り残されていた可能性が高いで

あろう。

　埋土には、As－Bの1次堆積が観察され、下層は黒褐色

土や暗褐色土が主体となって堆積する。墳丘側立ち上が

りから底にかけて堆積するロームブロックを含む黒褐色

土(第171図　1号墳A－A′10・12層、B－B′4・5・6層)

は、調査時には周堀埋土と考え除去した。しかし、周堀

埋土とは異なる土層で、堆積が強堅であり、墳丘側の周

堀立ち上がりに沿って、一定の単位ごとに一括して埋土

をしたようにみられる。

　R2－7区1号墳では、テラスに沿って黒褐色土が盛

土される状況が確認でき、テラスの形状を整えた状況が

うかがえた。12区1号墳では、テラス上に土坑状の掘り

込みはないが、R2－7区1号墳の調査から、この黒褐

色土は埋周堀埋没以前に盛られたものであり、R2－7

区1号墳と同様にテラスや墳丘の築造にかかわると考え

られる。綿貫原前遺跡R2－7区1号墳の周堀立ち上が

りと同様に、周堀内側の立ち上がりの形状を整え、テラ

スを築造したと思われる。

　また、本古墳では、黒褐色土(第171図　1号墳A－A′

10・12層)が周堀内の深まりに堆積するのが確認されて

いる。この状況は、綿貫原前遺跡R2－7区1号墳や、8・

R2－2区1号墳の周堀では、確認できなかった。周堀

底の深まりを、貼床状に埋め戻していた可能性があろう。

石　室　主体部については、後世の削平により石室の掘

方も残存せず、全く情報は得られなかった。したがって

玄室や羨道の形状は全く不明である。古墳覆土や周堀埋

土から、鉄製品など石室由来と思われる遺物の出土はな

かった。前庭には石敷きはなく、土器の供献は確認でき

なかった。

出土遺物　周堀埋土や墳丘テラスからも、埴輪の出土は

なかった。そのため、テラス上に埴輪の樹立はなかった

と考えられる。

　周堀内から、模倣杯が5点、須恵器甕片1点、石製品

1点が出土している。(第218図1～7)　模倣杯は6世

紀後半から7世紀前半と時間差がある。模倣杯の7世紀

前半の年代は、周堀の埋没年代を示す可能性があろう。
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12-1号墳　A	
1	 As-B
2	 黒褐色土　ローム粒(φ2～3㎜)を少量含む粘

質土。
3	 黒褐色土　わずかに褐色粒(φ1～2㎜)を含

む。粘性有り。
4	 黒褐色土　2層に近似、ローム粒(φ2～5㎜)・

灰白色粒(φ1～2㎜)を含む粘性土。
5	 黒褐色土　4層に近似、ローム粒(φ2～10㎜)

を多く含む粘質土。
6	 黒褐色土　3層に近似、ローム粒を多く含む。粘

性が強い。
6′黒褐色土　6層に近似、粘性は弱い。
7	 灰褐色土　ローム粒(φ1～2㎜)を少し含むシ

ルト質土。
8	 灰褐色土　7層に近似、黒褐色シルト質土が斑

状に入る。
9	 灰褐色土　8層に近似、φ2～3㎜のローム粒

が混入する。
10	 黒褐色土　ローム粒(φ2～13㎜)の混入が多い

粘質土。
11	 ロームブロックと黒褐色土の混土層	

	
	 	
12-1号墳　B
1	 黒褐色土　ローム粒(φ2～5㎜)、灰白色粒　
(φ1～2㎜)含む粒性土。

2	 黒褐色土　わずかに褐色粒(φ1～2㎜)を含
む。粘性あり。

2′黒褐色土　ローム粒の混入少ない。2層よりや
や明るく粘性に富む。

3	 灰褐色土　ローム粒を多く含む。粘性あり。
4	 黒褐色土　ローム粒(φ2～13㎜)の混入が多い

粘質土。
5	 黒褐色土　ローム粒の混入が多く、粘性が強い。
6	 ロームブロックと黒褐色土の混土層



5．溝

　溝はR2-6区に1条、12区に6条が確認されている。

12区の溝は、6条中4条が北西－南東方向に流れる水路

だが、残る溝2条も水路と考えていいように思われる。

南東方向に流れる溝は4条があり、このうち12区3号溝

としたものが県道東(綿貫三反割遺跡)の11区2号溝に接

続するものと見られる。

　これに対し、R2-6区1号溝は東西方向を向き、位

置的に県道東の10区2号溝に接続する可能性も考える必

要もあるだろうが、10区2号溝は10区1号溝にも連絡、

区画溝として機能した可能性もあり、断定は難しい。

R2－6区1号溝(第173図)

位　置　X＝34099～34100、Y＝－68192～－68200

規　模　長さ(7.60)ｍ、幅0.57～0.86ｍ、深さ0.39ｍ

形　状　浅く、皿状を呈す。

軸方向　N－90°－E

埋没土　やや砂質で、白色粒を含む黒色土。

重複関係　6区3・4号土坑(As－Bを斑状に含む)と重複。

出土遺物　なし

所　見　溝の底面は平坦で、列状に鋤先痕が残る。溝の

調査後、6区3号土坑の半截が行われている。黒色土中

の砂質・白色粒はAs－Aと見られる。

12区2・3・4号溝(第172図、PL.93)

位　置　X＝34006～34025、Y＝－68193～-68203

規　模　長さ(11.2～15.8ｍ)、幅0.6～1.5ｍ、深さ0.25

～0.41ｍ

形　状　浅く、皿状を呈す。　軸方向　N－50°－E

埋没土　As－Aを挟んで斑鉄層が形成されている。溝の覆

土には砂質土という記載やラミナ堆積という記載もあ

り、全体として覆土は灰褐色系砂質土であることが多い。

重複関係　溝3条以上が重複する。

出土遺物　なし

所　見　As－A降下より古い水路であることは確実だが、

As－A降下後の水路の痕跡は確認できない。天明期以後も

水田耕作されたのは確実であり、別のルートで給・排水

したものと見られる。

墳丘下遺構・竪穴建物等

　本来残存していれば、墳丘下となる箇所で、竪穴建物

2棟、土坑1基が確認されている。12区2号竪穴状遺構、

12区6号竪穴建物、12区3号土坑である。当初は主体部

の残骸や掘方になる可能性を考えたが、埋土に焼土や炭

化物の混入が多いこと、出土遺物が模倣杯や長胴甕であ

り、6世紀代の集落出土遺物の土器組成であることから、

古墳の一部である可能性は低いとの結論に至った。同古

墳は、6世紀代の遺構を壊して構築していて、古墳群の

拡張は、集落を壊して進められたことがわかる。集落か

ら墓域への土地利用の変遷がうかがえる。

所　見　令和2年度の発掘調査によって、綿貫原前遺跡

では、8区・R2－2区1号墳、R2－7区1号墳と2基

の古墳が確認された。反町遺跡12区1号墳の30ｍほど北

に綿貫原前遺跡R2－7区1号墳が所在し、北約200ｍに

綿貫原前遺跡8区・R2－2区1号墳が所在する。3基

の古墳は同じ古墳群に属すると考えられる。3基の古墳

の出土遺物は時間差があるが、墓前祭祀の継続期間や周

堀が埋没する過程での遺物の混入など、考慮すべき要素

があり、この時間差を、そのまま古墳築造の前後として

とらえることはできない。そのため、古墳の構築の前後

関係は、厳密には明確にしがたい。

　また、12区1号墳の構築された年代を特定するには、

資料が乏しいといわざるを得ない。しかし、6世紀代の

集落を壊して古墳が構築され、古墳群の展開が古墳時

代後期以降と考えられること、周堀出土遺物が7世紀

前半を示すことから、12区1号墳は綿貫原前遺跡の8・

R2－2区1号墳、R2－7区1号墳と同じく、7世紀・

終末期に構築された古墳と考えられる。

5．溝
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12区5号溝　A	
1　灰褐色土　褐色・灰白色粒(φ2～5㎜)を含む。粘性あり。
12区5号溝　B	
1　灰褐色土　褐色・灰白色粒(φ2～5㎜)を含む。粘性あり。
12区6号溝　C	
1　灰褐色土　明褐色粒(φ2～7㎜)を少量含む。やや砂質。
12区6号溝　D	
1　灰褐色土　明褐色粒(φ2～7㎜)を少量含む。やや砂質。
2　灰褐色土　明褐色粒(φ2～7㎜)を多く含む。やや砂質。

Ｒ2-6区1号溝　A	
1　黒色土　ローム粒少量含む。やや砂質である。
Ｒ2-6区1号溝　B	
1　黒色土　ローム粒、白色粒少量を含む。やや砂質である。
Ｒ2-6区1号溝　C	
1　黒色土　ローム粒少量含む。やや砂質である。
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12区5号溝(第173図、PL.94)

位　置　X＝34023～34026、Y＝－68192～-68203

規　模　長さ(19.5)ｍ、幅0.47～1.08ｍ、深さ0.15～0.28ｍ

形　状　浅く、皿状を呈す。

軸方向　N－75°－W

埋没土　粘性の強い黒褐色土で埋もれる。覆土中に砂質

土は見られない。上面を斑鉄層が覆う。

重複関係　溝は掘り直され、R2－12区6号溝と切り合

う。新旧関係は不明。

出土遺物　なし

所　見　覆土中に白色パミスが混じり、溝はAs－A降下後

の可能性が高い。

12区6号溝(第173図、PL.94)

位　置　X＝34024～34033、Y＝－68197～-68203

規　模　長さ(10.8ｍ)、幅0.4～0.66ｍ、深さ0.44～0.60ｍ

形　状　断面U字状を呈す。

軸方向　N－40°－E

埋没土　12区5号溝の覆土に近い。

重複関係　12区5号溝に重複する。

出土遺物　なし

所　見　覆土は砂質とされているが、As－A(白色粒)が

含まれているためか。特に、流痕等に言及した記載はない。

6．火葬土坑

　火葬土坑は2基があり、いずれも台地先端に近い12区

にある。2基とも土坑長軸は座標北から東に振れている

が、2号火葬土坑に比べ1号火葬土坑の振れ幅が大きい。

12区1号火葬土坑(第174図、PL.95)

位　置　X＝34038～34039、Y＝－68194～-68195

規　模　長径1.07ｍ、短径0.82ｍ、深さ2.16ｍ

形　状　略長方形状を呈す。

埋没土　焼土粒・ローム粒を含む暗褐色土で自然埋没

重複関係　なし　　　　　出土遺物　なし

所　見　南東隅を切られ、全貌を欠く。土坑底面および

長辺側壁面が被熱して激しく赤化する。骨片は残されて

おらず、その回収率は高い。

12区2号火葬土坑(第174図、PL.95)

位　置　X＝34032～34033、Y＝－68196～-68197

規　模　長径0.95ｍ、短径0.68ｍ、深さ2.16ｍ

形　状　略長方形状を呈す。

埋没土　炭化物・焼土粒を含んだ黒色土で自然埋没。

重複関係　なし

出土遺物　なし

所　見　東壁に比べ、西壁は略垂直に立ち上がり、壁面

の赤化も明瞭に残る。骨片等はほとんどが残されていな

かった。

第174図　12区1・2号火葬土坑
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1　暗褐色土　φ1㎜の灰白色粒、ローム粒子少量を含む。
2　暗褐色土　1に相似、焼土粒(φ2～4㎜)・炭化物を少量混入。やや暗い。
3　暗褐色土　ローム粒、焼土粒、炭化物を多く含む。
4　暗褐色土　炭化物を多量混入する。
5　暗褐色土　ローム粒子を混入。

	
1　黒褐色土　多量の灰化物と焼土粒(φ2～4㎜)を含む。
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R2-6区2号土坑

7．土坑

　土坑は7基が確認されている。内訳は令和2年度6区

4基、12区3基だが、6区土坑には倒木痕を誤認したも

の(6区1・3・4号土坑)などがあり、これを欠番とした。

平成30年度12区土坑には火葬土坑(12区2号土坑)や、竪

穴状遺構としたものに近い土坑(12区3号土坑)もある。

12区1号土坑(第175図、PL.95)

位　置　X＝34074～34075、Y＝－68195～-68196

規　模　長径(1.04ｍ)、短径1.00ｍ、深さ0.11ｍ

形　状　楕円形状　　　　　軸方向　N－12°－W

重複関係　なし　　　　　　出土遺物　土師器破片類

所　見　浅く皿状を呈する土坑。ローム粒・焼土粒を混

入、模倣杯破片が出土しているが、古代の土坑か不明。

　

12区2号土坑(第175図、PL.96)

位　置　X＝34071～34072、Y＝－68195～-68196

規　模　長さ1.22ｍ、幅0.72ｍ、深さ0.19ｍ

形　状　略長方形状　　　　軸方向　N－19°－E

重複関係　12区1号竪穴状遺構を切る。

出土遺物　土師器片が出土。

所　見　覆土中より土師器破片4点が出土しているが、

土坑壁面が焼け火葬土坑の可能性も残る。骨片等の記録

がなく、断定は難しい。

12区3号土坑(第175・218図、PL.96・118)

位　置　X＝34062～34064、Y＝－68202～-68203

規　模　長さ1.45ｍ、幅0.56ｍ、深さ0.75ｍ

形　状　長楕円形状　　　　軸方向　N－2°－W

埋没土　途中にぶい黄褐色土(3層、焼土粒・灰・炭化

物を多量混入)がレンズ状に堆積、この部分から多量に

土器片が出土した。

重複関係　なし　　　　　　

出土遺物　土師器杯・甕類が多量に出土。

第175図　12区1～3号土坑、R2－6区2号土坑

7．土坑
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12区1号土坑	
1　黒褐色土　φ1～2㎜の灰白色粒・褐色粒を少量含む。
12区2号土坑	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロック、少量の焼土粒(φ2～3㎜)を含む。
12区3号土坑	
1　黒褐色土　少量の焼土粒(φ5㎜)とローム粒(φ2～10㎜)・砂礫(φ10㎜)を含む。
2　黒褐色土　1層に相似しているが、やや暗い色調を呈す。
3　暗褐色土　焼土粒(微細～7㎜)・灰・炭化物を混入。土器片類を多量に含む埋め土。
4　黒褐色土　ローム粒(φ5～7㎜)を多量混入する粘質土。
5　暗褐色土　ローム粒を含む粘質土。
Ｒ2-6区2号土坑
1　黒色土　ローム粒、白色粒、少量含む。締まりあり。
2　黒色土　ロームブロックを斑状に含む。締まりあり。
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所　見　掘り方は二段になり、断面を見る限り明確な床

量に出土、掘り下げ段階においては炉を想定した調査が

行われている。これに似た例がR2－6区2号竪穴状遺

構だが、これも床面が特定できていない。

R2－6区2号土坑(第175図、PL.97)

位　置　X＝34083～34084、Y＝－68195～-68196

規　模　長径1.52ｍ、短径0.93ｍ、深さ0.26ｍ

形　状　略楕円形状　　　　　軸方向　N－39°－W

重複関係　26Pと重複　　　　出土遺物　なし

所　見　掘り上げた形状から浅く皿状を呈す楕円形土坑

と方形土坑の重複例に見える。

8．柱穴(第176～178・219図　PL.97・98・118)

　柱穴は31本がある。内訳は平成30年度12区に1本、令

和2年度6区に30本となり、柱穴は遺跡北側に集中した。

＜R2－6区＞

　令和2年度6区は北側調査区と南側調査区に分かれて

いる。第177図には北側調査区(X＝34095～34110間)に

柱穴14が、第178図には南側調査区(X＝34080～34090間)

に柱穴17本(No付ピット)があり、これを図示した。柱穴

31本中25本は4群(a～d)に大別、5本に重複等があり

分類不能とした。各群の特徴を簡単に言えば、a群は

深い柱穴、b群は浅い柱穴、ｃ群は径0.3ｍ以上の浅鍋、

d群は径0.3ｍ以上の深鍋ということになる。a群6本、

b群6本、ｃ群6本、d群7本があり、重複等柱穴6本

というのが内訳になる。

　北側調査区柱穴は散漫で、6区1号溝北にa群の柱穴

が集中しているが、特に建物は組めていない。6区1号

溝中には柱穴2が確認されているが、6区3・4号土

坑は最終的に倒木痕と判断され、これに重複する柱穴

2(28P・29P)も木の根を誤認している可能性がある。

溝南の8P・30Pも柱穴は斜向しており「木の根」の可能

性がある。

　南側調査区柱穴は、調査範囲に比べ分布は濃い。ここ

にも柱穴が斜向するもの(12P)があり、断面形状が浅鍋

状を呈す柱穴(14・15・18P)も多い。建物を検討した結

果、21P・24P・26Pを結んだラインが1.8ｍ間隔に並び、

これに17Pを結んだ建物が想定されるかもしれない。

この地点にはR2－6区1号溝が東西に走り、これを手

掛かりとして柱穴分布を検討してみたが、建物や柵など

はないようである。

12区3号柱穴（第176・219図、PL.97・118）

　柱穴は12区6号溝に重複して1本(第176図)のみが確

認されている。3号柱穴は長径1.30ｍ・短径0.96ｍ・深

さ0.72ｍを測る。完掘状態は浅い楕円形土坑と柱穴が重

複したようにみえる。断面は底面から0.4ｍほどがほぼ

直立、これ以降壁面は外反して立ち上がる。覆土中から

模倣杯が出土しているが、古代柱穴としていいか判断は

難しい。

第176図　12区3号柱穴
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12区3号柱穴	
1　暗褐色土　ローム粒を含む。
2　暗褐色土　1層に相似しているがやや暗い。ローム粒を含む。
3　黒褐色土　ローム粒・ブロック混入。
4　黒褐色土　3層に相似しているが、やや明るい。ローム粒・ブロック

混入。
5　暗褐色土　ローム粒子(φ2～5㎜)多量混入する。
6　暗褐色土　5層に相似、やや砂質。
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Ｒ2－6区12P	
1　黒色土　ローム粒少量を含む。
Ｒ2－6区28P	
1　黒褐色土　ロームブロック少量を含む。粘性
に富む。

Ｒ2－6区29P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
2　黒褐色土　ロームブロックを含む。粘性に富む。
Ｒ2－6区30P	
1　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを含む。
Ｒ2－6区1～7・14・15・22・25P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。締まりあり。
Ｒ2－6区8P	
1　黒色土　褐色土を斑状に含む。
Ｒ2－6区9P	
1　黒褐色土　褐色土を斑状に含む。

Ｒ2－6区10P	
1　黒色土　ローム粒を含む。
Ｒ2－6区11P	
1　黒褐色土　ローム粒、白色軽石少量を含む。
Ｒ2－6区13P	
1　黒色土　ロームブロックを多量混入する
Ｒ2－6区16P	
1　黒色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
Ｒ2－6区17P	
1　黒褐色土　ローム粒少量を含む。
Ｒ2－6区18P	
1　黒褐色土　ロームブロックを含む。
Ｒ2－6区19P	
1　黒色土　ロームブロックを含む。下部くずれ
やすい。

Ｒ2－6区20P	
1　黒色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
Ｒ2－6区21P	
1　黒色土　ロームブロック、白色粒少量を含む。
2　黒褐色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
Ｒ2－6区23P	
1　黒色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
2　黒褐色土。ロームブロックを含む。
Ｒ2－6区24P	
1　黒色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
2　黒褐色土　ロームブロックを含む。
Ｒ2－6区26P	
1　黒色土　ローム粒、白色粒少量を含む。
2　黒褐色土　ロームブロックを斑状に含む。
Ｒ2－6区27P	
1　黒褐色土　ロームブロックを斑状に混入。
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土師器・須恵器等観察表凡例
＜種類＞
　文化庁文化財部記念物課監修2010年『発掘調査のてびき』に準じて土
師器、須恵器、黒色土器、施釉陶器(奈良三彩、灰釉陶器、緑釉陶器)、
土製品等に種別している。

＜器種＞
　文化庁文化財部記念物課監修2010年『発掘調査のてびき』に準じて
杯、椀、高杯、盤、皿、鉢、坩、器台、壺・瓶(長頸壺、短頸壺、平瓶、
横瓶、提瓶、𤭯)、甕、硯等の名称を使用した。なお、杯と椀の区
分は器高/口径比が大きいものを椀としているが、明確に数値化で
きていない。壺と甕との区分は頸部/胴部最大径比によって区分し
ているが、例外として胴部最大径より頸部系径の大きい形態である
広口壺と呼称しているものも存在する。

＜残存率＞
　概ね全体の比率で「完形」、「」表示している。なお、1/4 以下につ
いては「口縁部片」、「底部片」等の部位片で表示している。

＜計測値＞
　計測所箇所は以下のように省略している。口：口径、底：底径、高：
器高、台：高台径、頸：頸部径、孔：甑・有孔鉢などの底部に設け
られた孔径等である。この他の略称についてはそれぞれ備考等に表
示した。なお、単位は㎝である。

＜備考＞
　灰釉陶器は猿投古窯跡群と東濃古窯跡群とを区分し、可能な限り各
窯式期を判断して記載している。緑釉陶器は東海産、畿内産、近江
産の区分を行い、可能な限り年代または窯式期を判断して記載して
いる。

鉄器
古銭の計測は、ミツトヨ製デジタルノギスを使用、小数点３位以下
を四捨五入して小数点２位までを記載した。重さは電子はかりで計
測、小数点２位を四捨五入して小数点1位までを記載した。

陶磁器
陶磁器類の年代は下記を参考とした。
・肥前陶磁：『九州陶磁の編年』九州近世陶磁学会10周年記念
九州近世陶磁学会2000
・瀬戸美濃陶磁：『愛知県史別編　窯業２中世・近世　瀬戸系』
平成19年
・常滑陶器：『愛知県史　別編　窯業３　中世・近世　常滑系』
平成24年
・在地系内耳鍋・皿：秋本太郎「上野と周辺地域との関係－在地土器
の分布論から探る－」・在地系片口鉢：星野守弘「軟質陶器」『新編
高崎市史　資料編３　中世Ⅰ』高崎市　1996
『海なき国々とモノとヒトの動き』内陸遺跡研究会2005

縄文土器
＜胎土＞
土器の夾雑物について、5mm以上を細礫とした。砂粒について２mm
以上は粗砂粒、２mm以下は細砂粒とした。胎土中の鉱物粒について
は石英、輝石を基準として記載、片岩等が含まれた場合も明記した。

＜焼成＞
土器断面が均質に焼けているものを焼成良好として記載、均質でな
いものを普通とした。

＜計測値＞
土器は口径・底径・高さを基準に残存部位を計測した。1/2 以上の
復元値はカッコで数値を括った。

石造物・石製品
石器重量は電子はかりで計測、小数点第２位を四捨五入して小数点
第1位までを記載した。また、礫重量が1kg を超える大形品につ
いてはｇ単位で記載、遺物が欠損している場は計測値をカッコで
括った。
石臼の欠損品については、直径等が復元できる場合はカッコで括り、
復元した数値を記した。
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綿貫原北遺跡
1号竪穴建物 12号土坑

23号土坑

1号井戸 遺構外

第179図　竪穴建物、土坑、井戸、遺構外出土遺物

綿貫原北遺跡
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5　

1

1(1/4)

２(1/4)

1

1



遺物観察表

192

1号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No.

No.
種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率

計測値
胎土/焼成/色調・
石材・素材等

成形・整形の特徴 備 考

第179図・
1
土師器・
杯

・
口縁部～底部片

口・
底
12.0・
8.6

高・3.3・ 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

第179図・
PL.99

２
土師器・
杯

・
口縁部～底部片

口・
底
12.8・
8.6

高・3.3・ 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

第179図・
３
土師器・
杯

・
口縁部～底部片

口・
底
13.0・
9.0

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い褐

口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

第179図・
４
土師器・
小型甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・12.0・ ・ ・
細砂粒/良好/赤褐

外面頸部と胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横
ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

第179図・
PL.99

5
土師器・
台付甕

・
台部～胴部下半

台・
胴
7.8・
12.1

・ ・
細砂粒/良好/赤褐

台部は貼付。胴部はヘラ削り、台部は横ナデ。内面は底部
から胴部にヘラナデ。

12号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No.

No.
種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率

計測値
胎土/焼成/色調・
石材・素材等

成形・整形の特徴 備 考

第179図・
PL.99

1
在地系土器・
火鉢か

・
口縁部から体部
1/6

口・
底
(30.0)・
－

高・－・
断面黄灰、器表に
ぶい黄橙/白色鉱
物少量含む

内外面轆轤整形。体部外面下位回転箆削り。外面体部下端
は高台貼り付け時のナデが認められる。体部外面中位に1
条の沈線。

江戸時代。
2片接合。

23号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No.

No.
種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率

計測値
胎土/焼成/色調・
石材・素材等

成形・整形の特徴 備 考

第179図・
PL.99

1
・
石臼

・
破片

径・
幅
(35.8)・
－

高・
重
9.2・
4538

粗粒輝石安山岩
下臼破片。上端側の主溝は明らかであるが、下端側の主溝
は摺り面が荒れて不明瞭。挽き目(副溝)は12本程度が数
えられ、通常の倍程度が刻まれる。

第179図・
PL.99

２
・
石臼

・
1/3

径・
幅
37.0・
－

高・
重
11.5・
7100

粗粒輝石安山岩
上臼。1/3破片で、外付けの挽き手孔が残る。6区分した挽
き目は摩耗して浅くなっている。

1号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No.

No.
種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率

計測値
胎土/焼成/色調・
石材・素材等

成形・整形の特徴 備 考

第179図・
PL.99

1
瀬戸・美濃
陶器・
碗

・
口縁部から体部
1/4

口・
底
(9.8)・
－

高・－・
灰 外面口縁部以下回転箆削り。内外面に飴釉。 18世紀中葉。

遺構外出土遺物観察表
挿図・
PL.No.

No.
種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率

計測値
胎土/焼成/色調・
石材・素材等

成形・整形の特徴 備 考

第179図・
PL.99

1
・
打製石斧

・
完形

長・
幅
12.2・
5.2

厚・
重
2.2・
171.8

珪質頁岩
短冊形。刃部は激しく使い込まれ摩耗。再生後、刃部は直
刃様を呈す。右側縁は再生加工で、大きく変形する。完成
状態。
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2区1号竪穴建物 2区3号竪穴建物

4区1号竪穴建物

5区1号竪穴建物4区2号竪穴建物

綿貫原遺跡

第180図　竪穴建物出土遺物(1)

綿貫原遺跡
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5区2号竪穴建物 5区3号竪穴建物

5区4号竪穴建物

5区5号竪穴建物

5区6号竪穴建物

第181図　竪穴建物出土遺物(２)

綿貫原遺跡
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2区掘立柱建物 3区3号溝

第182図　掘立柱建物、溝　出土遺物(1)

綿貫原遺跡
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3区3号溝

第183図　溝　出土遺物(２)

綿貫原遺跡
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3区3号溝

第184図　溝　出土遺物(３)

綿貫原遺跡
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3区3号溝

6区4号溝

第185図　溝　出土遺物(４)

綿貫原遺跡
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5区5号溝

第186図　溝　出土遺物(5)

綿貫原遺跡
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5区1号溝

第187図　溝　出土遺物(６)

綿貫原遺跡
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5区1号溝

第188図　溝　出土遺物(７)

綿貫原遺跡
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5区1号溝

3区2号溝 3区4号溝

4区1号溝

第189図　溝　出土遺物(８)

綿貫原遺跡
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4区2号溝

5区4号溝

6区1号溝

第190図　溝　出土遺物(９)

綿貫原遺跡
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6区1号溝

第191図　溝　出土遺物(10)

綿貫原遺跡
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6区2号溝

6区7号溝

6区8号溝

第192図　溝　出土遺物(11)

綿貫原遺跡
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3区1号井戸

3区2号井戸

第193図　井戸　出土遺物(1)

綿貫原遺跡
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3区2号井戸

3区3号井戸

第194図　井戸　出土遺物(２)

綿貫原遺跡
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4区1号井戸

第195図　井戸　出土遺物(３)

綿貫原遺跡
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6区2号井戸

6区3号井戸6区1号井戸

6区9号井戸

6区8号井戸

第196図　井戸　出土遺物(４)

綿貫原遺跡
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2区3号土坑

4区3号土坑

4区7号土坑 4区16号土坑

2区柱穴

3区柱穴 5区柱穴

6区柱穴

5区2号土坑

第197図　土坑、ピット　出土遺物

綿貫原遺跡
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4区1号火葬土坑

遺構外

第198図　火葬土坑、遺構外　出土遺物(1)

綿貫原遺跡
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第199図　遺構外　出土遺物(２)

綿貫原遺跡
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第200図　遺構外　出土遺物(３)

綿貫原遺跡
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第201図　遺構外　出土遺物(４)

綿貫原遺跡
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　２区1号竪穴建物出土遺物観察表

遺物観察表

215

挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第180図・ 1 土師器・

壺
・
口縁部～頸部片

口・19.6・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部はヘラミガキ、頸部はハケメ(1㎝当たり5本)。内面
は口縁部から頸部にヘラミガキ。

第180図・
PL.100 ２

土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・12.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から頸部は横ナデ。胴部はハケメ(1㎝当たり5本)。
内面は胴部から頸部にヘラナデ。

第180図・ ３ 土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・14.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は横ナデ。胴部はハケメ(1㎝当たり5本)。内面は胴
部から頸部にヘラナデ。

第180図・ ４ 土師器・
台付甕

・
胴部下位～台部
上位

底・4.3・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

台部は貼付。胴部から台部はハケメ(1㎝当たり4本)。内面
は胴部がヘラナデ、台部はナデ。台部内面の底部側には砂
粒を多く含む粘土を貼付。

２区３号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第180図・ 1 土師器・

高杯
・
口縁部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部はハケメ後粗いヘラミガキ。内面はヘラミガキ、器
面摩滅のため単位不明。

第180図・ ２ 土師器・
鉢

・
口縁部～体部片

口・14.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、体部は器面摩滅のため整形不明。口唇部
は平坦面を作る。

第180図・
PL.100 ３

土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部

口・
胴
11.8・
16.4

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり5本)。内面は頸
部にヘラナデ、胴部はナデか、器面摩滅のため単位不明。

第180図・
PL.100 ４

土師器・
台付甕

・
台部～胴部下半

台・
底
7.2・
4.3

胴・15.9・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

胴部は台部に粘土紐を巻き上げるように成形。台部端部
は内側に折り返す。胴部から台部上位はハケメ(1㎝当た
り5本)。内面は胴部がヘラナデ、台部はナデ。台部内面の
底部側に砂粒の多い粘土を貼付。

４区1号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第180図・
PL.100 1

須恵器・
甕

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 叩き締め成形。外面は叩き痕がナデ消されている。内面もアテ具痕はナデ消されているが、微かに痕跡が残る。

４区２号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第180図・ 1 須恵器・

椀
・
口縁部～体部片

口・12.0・ ・ ・ 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 ロクロ整形、回転は右回り。

第180図・ ２ 須恵器・
椀

・
底部

底・
台
6.0・
5.5

・ ・ 細砂粒/還元焔・燻
/黒褐

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付。内外面とも燻し焼成。

第180図・ ３ 土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・16.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り、器面摩滅のた
め単位不明。内面は胴部にヘラナデ。

第180図・ ４ 土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・19.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

5区1号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第180図・ 1 土師器・

器台か
・
脚部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ。脚部上位に円形の透
孔を3方に穿つ。

第180図・ ２ 土師器・
小型壺

・
口縁部～胴部上
半片

口・
胴
9.8・
11.0

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は横ナデ、胴部は内外面とも器面剥離のため詳細
不明であるが、外面はヘラ削りか。

第180図・ ３ 土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・18.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり7本)。内面は胴
部にナデ。

第180図・ ４ 土師器・
台付甕

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面は縦方向のハケメ(1㎝当たり6本)後横方向のハケ
メ。内面はナデ。

第180図・ 5 土師器・
台付甕

・
胴部下位～台部
上位片

底・5.4・ ・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐

胴部から台部はハケメ(1㎝当たり5本)。内面は胴部がナ
デ、台部には砂粒を多く含む粘土を貼付。

第180図・ ６ 埴輪・
形象

・
小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/酸化焔/明
赤褐

形態、部位不明。外面はハケメ、器面摩滅のため単位不明。
内面はヘラナデ。

5区２号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第181図・ 1 土師器・

高杯か
・
杯部口縁部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

内外面ともヘラ削り後ヘラミガキ、器面摩滅のため単位
不明。

第181図・ ２ 土師器・
高杯か

・
杯部口縁部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

内外面ともヘラ削り後ヘラミガキ、器面摩滅のため単位
不明。内面の一部にススが付着。

5区３号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第181図・ 1
土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・10.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり9本)、一部にハ
ケメが施されていない箇所有り。内面は胴部にナデ。
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挿図・
PL.No.

No.
種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率

計測値
胎土/焼成/色調・
石材・素材等

成形・整形の特徴 備 考

第181図 1
土師器・
台付甕

・
口縁部下半～胴
部上位片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり5本)。内面は胴
部にナデ。

第181図 ２
土師器・
直口壺

・
頸部～口縁部片

頸・6.2・ ・ ・
細砂粒/良好/橙

頸部にて胴部と口縁部を接合。外面はナデか。内面は縦方
向のヘラナデ。

第181図 ３
土師器・
台付甕

・
胴部下位～台部
上位片

底・4.6・ ・ ・
細砂粒/良好/黄灰

胴部から台部はハケメ(1㎝当たり5本)。内面は胴部がナ
デ、台部は底部側に砂粒を多く含む粘土を貼付。

5区5号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第181図 1 土師器・

高杯
・
脚部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ。脚部に円形の透孔を
上下2段に穿つ。

第181図 ２ 土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・14.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり4本)、一部にハ
ケメが施されていない箇所有り。内面は胴部にナデ。

第181図 ３ 土師器・
台付甕

・
台部上位片

底・5.6・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

台部はハケメ(1㎝当たり6～7本)。内面は胴部がヘラナ
デ、台部はナデ。

5区６号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第181図・
PL.100 1

土師器・
器台

・
受部～脚部下位

口・8.7・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

受部は口縁部から体部に横方向のヘラミガキ、底部はヘ
ラナデ、脚部は縦方向のヘラミガキ。内面は受部がヘラミ
ガキ、器面剥離のため単位不鮮明。脚部はヘラナデ。脚部
に円形の透孔を2段に3方穿つ。

第181図・
PL.100 ２

土師器・
高杯

・
杯部底部片

底・11.3・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

脚部は貼付。底部はヘラミガキ、口縁部はヘラナデか。内
面はヘラミガキか、器面摩滅のため単位不明。

第181図・
PL.100 ３

土師器・
高杯

・
脚部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

杯部は脚部に巻き付けるように貼付。脚部は縦方向のヘ
ラミガキ。内面はヘラナデ。脚部に円形の透孔を2段に3方
穿つ。

第181図・
PL.100 ４

土師器・
壺

・
底部～胴部下位

底・7.4・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 底部はヘラ削り、胴部はハケメ後ナデ。内面は底部から胴
部にハケメ(1㎝当たり7本)。

第181図・
PL.100 5

土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部

口・
胴
14.8・
20.3

・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐

口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のハケメ(1㎝当たり5本)
後上位に横方向のハケメ。内面は胴部にナデか。

第181図・
PL.100 ６

土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・16.2・ ・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐

口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のハケメ(1㎝当たり5本)
後上位に横方向のハケメ。内面は胴部にナデか。

第181図・
PL.100 ７

土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部

口・
胴
14.2・
19.4

・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり5～6本)。内面
は胴部にナデ。

第181図・ ８ 土師器・
台付甕

・
台部片

台・8.4・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い褐

端部は内側に折り返す。台部上位はハケメ(1㎝当たり6
本)。内面はナデ。

２区掘立柱建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第182図・
PL.100 1

土師器・
器台

・
完形

口・
脚
7.1・
10.0

高・6.5・ 細砂粒/良好/明赤
褐

受部と脚部の接合方法不明。内外面ともほぼ全面的にヘ
ラミガキ。脚部上位に円形の透孔を3方に穿つ。

３区３号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第182図・
PL.101 1

在地系土器・
皿

・
口縁部1/3欠

口・
底
8.5・
4.3

高・2.0・ 明赤褐/チャート
礫微量含む/ 底部左回転糸切無調整。 15世紀前半

か。6片接合。
第182図・
PL.101 ２

在地系土器・
皿

・
口縁部1/4、底部
1/2

口・
底
(10.8)・
6.2

高・2.5・ 橙/赤色粘土粒含
む/ 口縁部下位で小さく外反。底部左回転糸切無調整。 15世紀後半。

2片接合。
第182図・ ３ 在地系土器・

皿
・
1/2

口・
底
(9.0)・
5.0

高・1.9・ にぶい黄橙/赤色
粘土粒含む/

体部内面中位で肥厚し、口縁部は外面を立ち上げて尖り
気味とする。底部左回転糸切無調整。

中世。
2片接合。

第182図・ ４ 在地系土器・
皿

・
1/4

口・
底
(8.6)・
(5.2)

高・2.1・ にぶい黄橙/夾雑
物少ない/ 外面口縁部下凹線状に窪む。底部左回転糸切無調整。 15世紀前半

か。
第182図・ 5 在地系土器・

皿
・
1/6

口・
底
(10.8)・
(7.0)

高・2.5・ にぶい黄橙/赤色
粘土粒含む 外面中位凹線状に窪む。底部回転糸切無調整。 15世紀前半

か。
第182図
PL.101 ６

在地系土器・
皿

・
完形

口・
底
7.1・
4.6

高・1.8～2.0・ 橙/黒色鉱物微量
含む 口縁部やや歪む。底部左回転糸切無調整。 14世紀か。

第182図・
　 ７ 在地系土器・

皿
・
1/3

口・
底
(7.4)・
(5.0)

高・1.7・ 浅黄橙/赤色粘土
粒含む 底部左回転糸切無調整。他の皿に比して白い。 15世紀。
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挿図・
PL.No.

No.
種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率

計測値
胎土/焼成/色調・
石材・素材等

成形・整形の特徴 備 考

第182図・ ８ 在地系土器・
皿

・
口縁部から体部
1/4

口・
底
(11.8)・
(6.8)

高・3.0・ 橙/白色鉱物含む 体部下位で外反。轆轤左回転整形。 15世紀前半
か。2片接合。

第182図 ９ 在地系土器・
皿

・
口縁部1/4

口・
底
(11.0)・
－

高・－・ 橙/白色鉱物少量
含む ロクロ左回転整形。 中世。

3片接合。
第182図 10 在地系土器・皿

・
口縁部1/4

口・
底
(12.2)・
－

高・－・ 橙/赤色粘土粒含
む 左回転轆轤調整。歪み著しい。 中世。

第182図 11 在地系土器・香炉
・
底部1/2

口・
底
－・
(5.3)

高・－・ 明赤褐/光沢ある
鉱物含む

脚1カ所残存するが、3脚であろう。脚は左回転糸切後の貼
り付け。

中世。
2片接合。

第182図
PL.101 12

在地系土器・
片口鉢

・
口縁部から体部
片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面明褐、器表黒
褐/チャート礫微
量含む

口縁端部上面は僅かに窪む。口縁端部内面は尖る。内面の
すり目は3本1単位でやや密に施す。

16世紀か。
3片接合。

第182図
PL.101 13

在地系土器・
内耳鍋

・
1/6

口・
底
(36.5)・
(27.6)

高・18.7・ 灰/海綿骨針含む 体部中位以下の胎土に鉱物粒多く含む。口縁部内面下端
に稜をなす。体部外面下端箆ナデ。平底。

15世紀後半～
16世紀。

第183図・ 14 在地系土器・内耳鍋
・
体部片

口・
底
－・
－

高・－・ 褐/白色鉱物含む 体部外面は下端を除き器表黒色。平底。 中世。
2片接合。

第183図・ 15 在地系土器・内耳鍋
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 明赤褐/光沢ある
鉱物含む

器壁薄い。口縁部内面下端の段は小さいが稜は明瞭。口縁
端部上面は平坦で外方に突き出る。

15世紀末～
16世紀中葉。

第183図・ 16 在地系土器・片口鉢
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ にぶい褐、器表暗
灰/光沢ある鉱物
含む

器壁薄い。口縁端部内面は内傾し、上端は尖り気味。 15世紀後半
か。

第183図・ 17 在地系土器・片口鉢
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面赤褐、器表褐
灰/白色鉱物含む

口縁部はゆるい「了」字状を呈する。口縁端部内面は摩滅
する。

14世紀後半
か。

第183図・ 18 在地系土器・内耳鍋
・
口縁部から体部
片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面にぶい橙、器
表黒褐/白色鉱物
少量含む

器壁やや厚く、口縁部若干短い。内耳は内面に貼付け。
14世紀後半～
15世紀中葉
か。2片接合。

第183図・ 19 在地系土器・内耳鍋
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面褐、器表黒/光
沢ある鉱物含む

器壁薄い。口縁部内面下端の段は丸みを帯びる。口縁端部
上面は平坦で外方に突き出る。

15世紀末～
16世紀中葉。

第183図・ 20
製作地不詳
陶器・
壺か

・
体部下位片

口・
底
－・
(14.8)

高・－・ 灰白 外面帯状の叩き。底部内面に降灰による自然釉かかる。 中世。
8片接合。

第183図・
PL.101 21

石造物・
火輪

・
ほぼ完形

長・
幅
23.8・
23.8

高・
重
14.1・
9100 牛伏砂岩 表面はやや磨滅。正面の一面のみに薬研彫りのラ種子を

刻む。風化により種子の塗彩は不明。
第183図・
PL.101 22

石造物・
空風輪

・
ほぼ完形

長・
幅
29.8・
15.3

厚・
重
14.8・
5844.9 牛伏砂岩

表面の磨滅少。各所に整形時工具痕を残す。正面の一面の
みに薬研彫りのキャ・カ種子を刻み、種子内を黒色に塗る。

第184図・
PL.101 23

石造物・
水輪

・
ほぼ完形

長・
幅
18.7・
18.2

高・
重
14.2・
5405.6 牛伏砂岩

表面はやや磨滅。正面の一面のみに薬研彫りのバ種子を
刻み、種子内を黒色に塗る。

第184図・
PL.101 24

石製品・
石臼

・
1/6

径・
幅
(29.0)・
－

高・
重
7.6・
2602.8 牛伏砂岩

上臼。1/6破片で、もの入れ孔、軸受け孔が残る。挽き目は
摩耗して、浅くなっている。

第184図・
PL.101 25

石製品・
石臼

・
1/2

径・
幅
(30.8)・
－

高・
重
13.5・
6000 粗粒輝石安山岩

上臼。1/2欠損で、物入れ孔・軸受け孔・挽き手孔が残る。挽
き目6分割の石臼で、当初6本の挽き目(副溝)であったも
のを、間に挽き目1本を刻んだことで、挽き目には深浅2種
類の挽き目が生じている。

第184図・
PL.101 26

石造物・
板碑

・
中央部左端片

長・
幅
(30.1)・
(13.5)

厚・
重
2.2・
1432.2 緑色片岩

中央部左端片。碑面はやや磨滅。碑面にサク(勢至菩薩)種
子らしき浅い彫り込みが残されていることから、巾25㎝
ほどの阿弥陀三尊種子板碑の破片と推察される。

第185図・
PL.102 27

石造物・
板碑

・
下端部片

長・
幅
(17.1)・
(8.4)

厚・
重
(2.5)・
387.7 雲母石英片岩

厚さから中型以上の板碑下端部片と考えられる。右下端
には転用による研磨の平滑面を有する。

第185図・
PL.102 28

石造物・
板碑

・
下端部片

長・
幅
(15.0)・
(14.5)

厚・
重
(3.3)・
887.9 黒色片岩

厚さから中型以上の板碑下端部片と考えられる。右下端
には転用による研磨の平滑面を有する。

第185図・
PL.102 29

石製品・
火打石

・
破片

長・
幅
2.9・
3.2

厚・
重
1.2・
12.7 石英 厚さ1cmを測る板状剥片を用いる。料理面とも各側縁エッ

ジに潰れた状態が見られる。
第185図・
PL.102 30

石製品・
火打石

・
破片

長・
幅
2.9・
2.2

厚・
重
1.6・
9.5 石英 左辺側および右辺側エッジが潰れる。右辺側は節理面で、

裏面側は単純破損面。
第185図・
PL.102 31

石造物・
板碑

・
頂部片

長・
幅
(11.0)・
(9.9)

厚・
重
(1.9)・
215.3 緑色片岩

板碑頂部片。深さ5mmほどを測る二条線造り出しの薬研状
彫り込みが残る。裏面剥落。

第185図・ 32 土師器・器台
・
脚部片

脚・10.4・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い褐

受部はホゾ状の突起を作り、脚部に差し込むように接合。
ホゾ状の突起中央に径0.5㎝の孔を穿つ。脚部は外面がヘ
ラ削り、内面はヘラナデ。

第185図・ 33 土師器・椀か
・
口縁部～体部片

口・8.4・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ。内面は体部から口縁部にヘ
ラナデ。

第185図・ 34 土師器・台付甕
・
胴部下位～台部
上位

底・4.4・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

台部は底部まで整形し、胴部はその側面に巻き上げるよ
うに成形。胴部から台部はハケメ(1㎝当たり5本)。内面は
胴部がヘラナデ、台部はナデ、底面側に砂粒を多く含む粘
土を貼付。

６区４号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第185図・
PL.102 1

瀬戸・美濃
陶器・
菊皿

・
1/3

口・
底
(12.4)・
(7.4)

高・3.0・ 灰白 内面は花弁の筋も表現。外面は鑿状工具による削ぎ。内面
から体部外面中位に灰釉。

17世紀中葉～
18世紀前葉。

第185図・ ２ 在地系土器・
皿

・
1/4

口・
底
(7.9)・
(5.0)

高・2.0・ 赤褐/光沢ある鉱
物含む 器表摩滅しており、調整痕や切離痕不明瞭。 14世紀～15世

紀前半か。
第185図・
PL.102 ３

製作地不詳
陶器・
徳利

・
底部

口・
底
－・
(8.2)

高・－・ 灰白 内面薄い灰釉。外面下位に鉄絵具による「屋」の文字。外面
は高台端部を除き灰釉。 近現代。

第185図・ ４ 在地系土器・
片口鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 暗灰/白色鉱物多
く含む 口縁端部内面は断面三角形状に突き出る。 14世紀後半～

15世紀前半。
第185図・ 5 在地系土器・

内耳鍋
・
体部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面褐、器表黄褐/
鉱物含む含む

口縁部下端内面に緩い段差。内面器表削痕は調査時のも
の。凹線状の窪みは植物茎状のものが焼成時に焼失した
ものか。

中世。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第185図・
PL.102 ６

在地系土器・
焙烙

・
1/6

口・
底
(37.2)・
(34.7)

高・5.7・ 断面灰白、器表灰
白から黒/白色鉱
物含む

内耳欠損。体部から口縁部外面に煤付着。 江戸時代。
2片接合。

第185図・
PL.102 ７

石造物・
板碑

・
左上端部片

長・
幅
(16.1)・
(10.1)

厚・
重
(2.0)・
389.7 緑色片岩

板碑左上端部片。碑面は大半が剥落。端部の逆台形状の成
形が残るのみ。

PL.102 ８ 石造物・
板碑

・
左下下端部片

長・
幅
（26.5）・
(14.2）

厚・
重
（3.4）・
1133.1 雲母石英片岩

板碑左下下端部片。裏面側に当初の板碑裏面が残存して
いるが、表面側は、ほとんどが破損して、本来の板碑碑面
は見られない。

写真のみ

5区5号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第186図・
PL.102 1

肥前磁器・
染付小丸碗

・
1/4

口・
底
(8.8)・
(2.9)

高・5.3・ 白 外面花卉文。口縁部内面は幅広の1重圏線。底部内面周縁
は2重圏線。

18世紀中葉～
後葉。

第186図・
PL.102 ２

肥前磁器・
染付碗

・
一部欠

口・
底
8.4・
3.0

高・4.7・ 灰白 外面2重網目文、内面1重網目文。見込みは2重圏線内に菊
花状文。

18世紀前葉～
中葉。

第186図・
PL.102 ３

瀬戸・美濃
磁器・
染付端反碗

・
体部一部、底部
1/3

口・
底
－・
(3.8)

高・－・ 白 外面不明文様。底部内面1重圏線内に不明文様。 19世紀前葉～
中葉。

第186図・
PL.102 ４

瀬戸・美濃
陶器・
鎧碗

・
口縁部1/4、底部
完

口・
底
(8.7)・
4.3

高・6.0・ 灰白 体部外面回転施文具により施文。内面から口縁部外面鉄
釉。体部外面から高台内灰釉。高台端部無釉。

18世紀中葉～
後葉。3片接
合。

第186図・
PL.102 5

京・信楽系
陶器・
碗

・
口縁部一部、底
部1/2

口・
底
(10.5)・
(3.7)

高・5.3・ 灰白 内面から高台脇細かい貫入の入る灰釉。底部内面目跡1カ
所残る。 18世紀。

第186図・ ６ 肥前陶器・
刷毛目碗

・
口縁部から体部
1/4

口・
底
(9.8)・
－

高・－・ にぶい橙 外面白土刷毛塗りによる波文。内面は白土部分的に刷毛
塗り。内外面透明釉。

江戸時代。
2片接合。

第186図・
PL.102 ７

瀬戸・美濃
陶器・
筒形香炉

・
口縁部から体部
1/3

口・
底
(8.2)・
－

高・－・ 灰白 口縁部内側に突き出る。口縁部内面から体部外面に灰釉。18世紀後葉。2片接合。
第186図・
PL.102 ８

肥前磁器・
染付皿

・
1/5

口・
底
(12.6)・
(7.0)

高・3.0・ 灰白 内面扇文、外面唐草文。高台内1重圏線。透明釉に貫入入
る。焼成不良。

18世紀前葉～
中葉。

第186図・
PL.102 ９

肥前磁器・
染付皿

・
1/4

口・
底
(8.8)・
(4.8)

高・2.7・ 白
打型による輪花皿。内面は花卉文、底部内面は2重圏線内
に五弁花文。外面は草葉文。貼付高台。高台内に渦「福」字
文。

17世紀末～
18世紀中葉。

第186図・ 10 常滑陶器か・甕
・
上半1/2

口・
底
(44.8)・
－

高・－・ 灰 口縁部は「Ｔ」字状を呈する。内面に白色物付着。
19世紀前葉～
中葉か。
9片接合。

第186図・ 11
瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 浅黄橙 口縁部段差をなして内湾。内外面錆釉。 18世紀前葉。
2片接合。

第186図・
PL.102 12

石製品・
砥石

・
1/2

長・
幅
(6.7)・
(2.2)

厚・
重
2.1・
52.2 砥沢石

二面使用。表面側は横位線条痕が、左辺側には刀子状の工
具痕が残る。裏面側には「村カ」の文字を刻む。下端側を欠
損する。

第186図・
PL.102 13

石製品・
砥石

・
4/5

長・
幅
(9.9)・
2.7

厚・
重
3.2・
104.6 砥沢石

一面使用。砥面は著しく研ぎ減り、大きく変形する。表面
側を除く各面にはタガネ状痕が残る。左辺側は上半側の
み使用。

第186図・
PL.102 14

石製品・
砥石

・
完形

長・
幅
12.8・
3.0

厚・
重
2.9・
167.7 砥沢石

一面使用。表面側砥面は良く使い込まれ研ぎ減る。残る三
面はタガネ状痕と粗い研磨整形痕が残る。下端側を欠く。

5区1号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第187図・
PL.103 1

肥前陶器・
陶胎染付碗

・
下半1/2

口・
底
－・
(4.5)

高・－・ 灰 外面海浜風景の文様か。内面無文。高台端部を除いて貫入
の入る透明釉。

18世紀前葉～
中葉。

第187図・
PL.103 ２

瀬戸・美濃
陶器・
碗

・
下半1/2

口・
底
－・
(5.0)

高・－・ 灰 内面から高台脇に飴釉。体部内外面の一部に藁灰釉が認
められ、尾呂碗の可能性が高い。

17世紀後葉～
18世紀中葉。

第187図・
PL.103 ３

製作地不詳
陶器・
端反碗

・
口縁部1/3、底部
1/2

口・
底
(9.0)・
(3.4)

高・5.0・ 灰白
外面は陽刻による不明文様。口縁部から高台外面は半透
明の褐色釉、内面口縁部以下は乳白色の釉。高台端部から
内面は無釉。

19世紀中葉～
後葉か。

第187図・
PL.103 ４

瀬戸・美濃
陶器・
皿

・
口縁部1/2、底部
完

口・
底
(8.8)・
3.6

高・2.5・ 浅黄 口縁部外面以下回転箆削り。貼付高台。口縁部から底部内
面黄釉。 江戸時代。

第187図・
PL.103 5

肥前磁器・
皿

・
口縁部欠

口・
底
－・
4.5

高・－・ 白 残存部に染付なし。内面から高台外面付近にやや青みを
帯びた透明釉。底部蛇ノ目釉剥ぎ。

17世紀後葉～
18世紀中葉。

第187図・
PL.103 ６

肥前磁器・
染付皿

・
1/4

口・
底
(14.2)・
(8.7)

高・2.7・ 白 口縁部から体部内面染付。底部内面2重圏線内に手書きに
よる五弁花。高台内1重圏線。残存部の高台内無銘。

17世紀末～
18世紀中葉。

第187図・ ７
瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
底部1/5

口・
底
－・
(12.6)

高・－・ 灰黄 体部外面回転箆削り。底部外面回転糸切無調整。内面使用
により器表摩滅。

江戸時代。17
と同一個体
か。

第187図・
PL.103 ８

瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
口縁部1/4、底部
1/2

口・
底
(25.6)・
(10.7)

高・9.1・ 灰黄 やや小型のすり鉢。体部外面回転箆削り。底部外面右回転
糸切無調整。内外面錆釉。

18世紀後葉～
19世紀前葉。

第187図・
PL.103 ９

瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
口縁部一部、底
部1/2

口・
底
(29.7)・
(14.5)

高・12.3・ 浅黄橙 内外面錆釉。底部外面回転糸切の後、周縁を回転箆削り。
体部内面中位以下使用により器表の一部摩滅。

18世紀後葉～
19世紀前葉。
2片接合。

第187図・
PL.103 10

瀬戸・美濃
陶器・
灯火皿

・
口縁部一部欠

口・
底
9.8・
4.5

高・2.1・ 灰 全面錆釉施釉後に底部外面付近の釉を拭う。底部内面に
重ね焼き痕。

18世紀後葉～
19世紀前葉。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第187図・
PL.103 11

瀬戸・美濃
陶器・
灯火受皿

・
完形

口・
底
10.0・
5.3

高・2.1・ 灰白 口縁部外面以下回転箆削り。受け部1カ所に「Ｕ」字形の切
込。前面に錆釉施釉後に体部外面以下の釉を拭う。

18世紀中葉～
後葉。

第187図・
PL.103 12

瀬戸・美濃
陶器・
灯火受皿

・
口縁部一部欠

口・
底
10.4・
4.8

高・2.1・ 灰白 口縁部外面以下回転箆削り。受け部1カ所に「Ｕ」字形の切
込。前面に錆釉施釉後に体部外面以下の釉を拭う。

18世紀中葉～
後葉。

第188図・ 13
瀬戸・美濃
陶器・
筒形香炉

・
口縁部一部、底
部1/2

口・
底
(9.8)・
7.3

高・6.1・ 灰白 残存部に文様なし。口縁部内面から体部外面下端に飴釉。
脚は2カ所残存。3脚であろう。

18世紀中葉～
後葉。

第188図・
PL.103 14

瀬戸・美濃
陶器・
徳利

・
頸部から体部

口・
底
－・
－

高・－・ 浅黄 外面飴釉。内面は無釉で上部から釉が流下する。肩部外面
に横線廻る。

18世紀。4片接
合。15と同一
個体か。

第188図・
PL.103 15

瀬戸・美濃
陶器・
徳利

・
体部2/3、底部完

口・
底
－・
8.5

高・－・ 浅黄 内面無釉。外面は飴釉施釉後に体部下位以下を拭う。 18世紀。14と
同一個体か。

第188図・ 16
瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
底部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰白 体部外面回転箆削り。底部外面回転糸切無調整。内外面錆
釉。内面使用により器表摩滅。底部外面周縁の器表摩滅。 江戸時代。

第188図・ 17
瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰白 口縁部外方に折り返す。口縁部内面稜をなす。内外面錆
釉。

18世紀後葉～
19世紀前葉。
7と同一個体
か。

第188図・ 18
瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 浅黄橙 口縁部上端部分的に器表摩滅。摩滅部は若干段差を有す
る。内外面に錆釉。

18世紀中葉～
後葉。
2片接合。

第188図・ 19 丹波陶器・すり鉢
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰 器壁薄く、口縁部は縁帯をなす。口縁部外面下位は若干突
き出す。

17世紀末～18
世紀中葉。

第189図・
PL.103 20

在地系土器・
焙烙

・
1/5

口・
底
(37.8)・
(34.8)

高・5.5・ 断面灰白、器表浅
黄

幅広の内耳2カ所残存。内耳下部は内底に貼り付ける。体
部に補修孔1カ所。内耳2カ所残存。

江戸時代。
2片接合。

第189図・
PL.103 21

在地系土器・
焙烙

・
1/3

口・
底
(35.5)・
(34.5)

高・5.0・ 断面灰、器表付近
にぶい黄橙、器表
灰黄

やや幅の狭い内耳1カ所残存。内耳下部は内底に貼り付け
る。体部やや内湾。外面体部下端は箆削り。

江戸時代。
8片接合。

第189図・
PL.103 22

石製品・
石臼

・
1/5

径・
幅
(32.0)・
－

高・
重
7.9・
1487.3 粗粒輝石安山岩

上臼、1/5破片。摺り面は良く使い込んでおり、摩耗して挽
き目の痕跡は残らない。側面には挽き手孔、摺面中央には
軸受孔が残る。

第189図・ 23 土師器・台付甕
・
胴部下位～台部
上位

底・5.3・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

胴部と台部の貼付方法不明、台部内面に砂粒を多く含む
粘土が貼付されている。胴部から台部はハケメ(1㎝当た
り7本)、内面はナデ。

第189図・
PL.103 24

黒色土器・
椀

・
1/3

口・
底
14.0・
8.0

小・6.4・ 細砂粒/酸化焔/褐
灰

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回り。体部下半は回
転ヘラナデ、底部はヘラナデか器面摩滅のため単位不明。

３区２号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第189図・
PL.104 1

石製品・
砥石

・
破片

長・
幅
4.9・
2.4

厚・
重
2.0・
33 砥沢石

四面使用。左辺側上端エッジには浅い刀子状の工具痕が
残る。各面ともよく使い込んでいるが、裏面側砥面が著し
く研ぎ減る。

３区４号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第189図・
PL.104 1

瀬戸・美濃
陶器・
尾呂碗

・
口縁部から体部
1/3、底部完

口・
底
(12.6)・
5.2

高・ 8.3・ 浅黄橙 体部外面回転箆削り。内面から高台脇に飴釉。口縁部に藁
灰釉。

17世紀末～
18世紀前葉。

４区1号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第189図・ 1 在地系土器・
内耳鍋

・
体部片

口・
底
－・
－

高・ －・ 灰/光沢ある鉱物
含む 体部下方1/3の胎土は鉱物粒を多く混入。 中世。

４区２号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第190図・
PL.104 1

須恵器・
羽釜

・
口縁部～胴部上
半片

口・
鍔
20.2・
24.0

胴・ 23.2・ 細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回りか。鍔は貼付。内外面とも口縁
部から胴部にヘラナデ。口唇部は内傾する平坦面を作る。

第190図・ ２ 須恵器・
甕

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 叩き締め成形か。内外面とも叩き痕、アテ具痕がナデ消されている。

5区４号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第190図・ 1 土師器・
小椀

・
口縁部～体部片

口・ 9.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い褐

外面は横方向のヘラミガキ、内面は横方向後放射状にヘ
ラミガキ。

第190図・ ２ 土師器・
器台

・
受部片

口・ 9.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下手から底部は器面摩滅のため成形
不明。底部穿孔はφ1.0㎝。



遺物観察表
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第190図・ ３ 土師器・

高杯
・
杯部底部片

底
鍔 10.6

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙 内外面ともヘラミガキ。

第190図 ４ 土師器・
高杯

・
杯部底部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

外面はヘラ削り後ヘラミガキか、単位不鮮明。内面はヘラ
ミガキ。

第190図・ 5 土師器・
高杯

・
杯部底部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/旅行/明赤
褐

外面はヘラ削り、器面摩滅のため単位不明。内面は器面剥
離のため整形不明。

第190図・ ６ 土師器・
壺

・
口縁部～頸部片

口・19.0・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/良
好/浅黄 口唇部は折り返し、口唇部に斜めの刻み目を施す。

第190図・ ７ 土師器・
壺

・
口縁部片

口・17.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い褐

内外面ともヘラミガキ、外面は器面の一部が剥離してお
り単位不明。

第190図・ ８ 須恵器・
壺

・
頸部～胴部上位
片

頸・13.4・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。

６区1号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第190図・ 1 在地系土器・

片口鉢
・
底部1/4

口・
底
－・
(11.4)

高・－・ 灰白/白色鉱物含
む

器壁厚い。底部外面左回転糸切無調整か。内面な使用によ
り器表平滑となるが、体部下端は器表が摩滅する。 14・15世紀。

第190図・
PL.104 ２

石造物・
火輪

・
ほぼ完形

長・
幅
20.3・
21.4

厚・
重
13.7・
6800 牛伏砂岩

表面は風化によりやや磨滅する。全体の成形は均質で丁
寧だが、側面及び底面には、成・整形時の棒状工具による
刺突痕を残す。

第191図・
PL.104 ３

石造物・
板碑

・
上部片

長・
幅
(17.1)・
17.0

厚・
重
2.3・
1103.9 緑色片岩

板碑上部片。表面は風化によりやや磨滅する。二条線な
し。浅い竹彫りの主尊キリーク(阿弥陀如来)が残る。左上
端部に転用による平滑面を有する。

第191図・
PL.104 ４

石造物・
板碑

・
右上端部片

長・
幅
(26.8)・
(13.0)

厚・
重
2.7・
1539 緑色片岩

推定巾30㎝強の大型板碑の右上端部片。碑面は丁寧な面
整形。浅いが左右の切り込みを有する二条線と、深い薬研
彫りのキリーク(阿弥陀如来)種子の一部が残る。

第191図・
PL.104 5

石製品・
石臼

・
1/2

径・
幅
(29.0)・
－

高・
重
11.3・
6700 粗粒輝石安山岩

下臼。1/2欠損。挽き目(主溝・副溝)は摩耗して確認できな
い。全面を粗く敲打しており、転用の可能性もある。石臼
端部に強い摩耗面が残る。

第191図・
PL.104 ６

石製品・
石製品

・
1/2

径・
幅
(32.0)・
－

高・
重
20・
6800 二ッ岳石

1/2欠損。石鉢状に加工したのち、底面に孔を穿つ。底面は
上底状を呈す。外面には平ノミ状の工具痕、内面には突き
ノミ状の工具痕が残る。

６区２号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第192図・ 1
瀬戸・美濃
陶器・
筒形香炉

・
口縁部1/4

口・
底
(12.0)・
－

高・－・ 灰白 口縁端部内外面、叩打による器表の小剥離多い。口縁部内
面から外面に飴釉。

18世紀中葉～
後葉。
2片接合。

第192図・ ２
瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ にぶい赤褐、褐灰 口縁部は屈曲して端部は摘まみ上げる。内外面錆釉。 17世紀中葉～
後葉。

第192図・ ３ 在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰黄褐/光沢ある
鉱物少量含む 口縁端部上面平坦。口縁部内面下位は段差を有する。 15世紀末～

16世紀中葉。
第192図・
PL.105 ４

石造物・
板碑

・
部位不詳板碑片

長・
幅
(18.2)・
(7.2)

厚・
重
1.3・
312.2 緑色片岩

部位不詳板碑片。左下部碑面と右下端部に転用による平
滑面を有する。

第192図・
PL.105 5

銭貨・
元豊通寶

・
完形

外・
内
2.55・
1.85

厚・
重
0.15・
2.5

面の彫は深く文字、輪、郭は明瞭。背は彫がやや浅く、輪、
郭がやや不明瞭。

６区７号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第192図・
PL.105 1

瀬戸・美濃
陶器・
腰錆碗

・
1/3

口・
底
(10.5)・
(4.8)

高・6.5・ 灰白 内面から口縁部外面灰釉、体部外面から高台内錆釉。高台
端部は無釉。口縁部外面に螺旋状凹線。

18世紀中葉。
3片接合。

第192図・
PL.105 ２

瀬戸・美濃
陶器・
尾呂碗

・
口縁部から体部
1/4

口・
底
(11.2)・
－

高・－・ 灰白 内面から高台脇飴釉。飴釉施釉後に口縁部藁灰釉。 18世紀中葉。

第192図・
PL.105 ３

肥前磁器・
染付碗

・
1/3

口・
底
(9.8)・
(3.8)

高・5.0・ 灰白 外面雪輪梅樹文。内面無文。高台内無文。 18世紀後葉～
19世紀前葉。

第192図・
PL.105 ４

肥前磁器・
染付碗

・
1/2

口・
底
(9.3)・
(3.9)

高・5.5・ 灰白 外面2重網目文。内面無文。 18世紀中葉～
後葉。

第192図・
PL.105 5

瀬戸・美濃
陶器・
灰釉長の碗

・
口縁部から体部
片1/3

口・
底
(8.7)・
－

高・－・ 淡黄 外面に2個の星梅鉢状の染付。内外面に貫入の入る灰釉。
18世紀末～
19世紀前葉。
4片接合。

第192図・
PL.105 ６

瀬戸・美濃
磁器・
端反碗

・
1/2

口・
底
10.0・
3.2

高・5.6・ 白 酸化コバルトによる染付。底部内面1重圏線内に「寿」字
文。 近現代。

第192図・
PL.105 ７

瀬戸・美濃
磁器か・
端反碗

・
口縁部1/3、底部
1/2

口・
底
(10.8)・
3.6

高・5.9・ 灰白
外面に簡略化した花卉文。口縁部内面の2重圏線内に不明
文様。底部内面1重圏線内に不明文様。器表白濁し焼成不
良。

近現代。
2片接合。

第192図・
PL.105 ８

瀬戸・美濃
陶器・
片口鉢

・
口縁部1/4

口・
底
(14.5)・
－

高・－・ 浅黄 片口部欠損。口縁部内面内側に突き出る。内外面に灰釉。 19世紀前葉～
中葉。

第192図・ ９ 在地系土器・
片口鉢

・
体部片

口・
底
－・
－

高・－・ 褐/白色鉱物含む 内面6本+αのすり目。 15世紀中葉～
16世紀。

第192図・ 10 在地系土器・内耳鍋
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面明褐、器表灰
黄褐/光沢ある鉱
物含む

口縁部内面下端に段差。段差は稜をなさない。 15世紀末～
16世紀中葉。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第192図・ 11 在地系土器・焙烙
・
破片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面中央黒、器表
付近灰黄、器表黒/
白色鉱物含む

器表は黒色であるが、体部外面下端から底部外面は灰黄
色。 江戸時代。

第192図・
PL.105 12

製作地不詳
磁器・
戸車

・
1/3

外・
内
(9.2)・
(2.7)

厚・2.1・ 白 片面にアルミナの塗布が認められる。内面と外面に透明
釉施釉。釉には擦れが認められる。

18世紀後半～
19世紀。

６区８号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第192図・
PL.105 1

在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部から体部
片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面褐/白色鉱物
含む

内面器表は黄灰色、外面器表は黒色。器壁厚く、口縁部は
短い。口縁端部内面は稜をなす。

14世紀後半～
15世紀中葉。

３区1号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第193図 1 肥前磁器・
染付碗

・
体部一部、底部
1/2

口・
底
－・
(3.7)

高・－・ 灰白 外面雪輪梅樹文。内面無文。高台内1重圏線内に不明銘。 17世紀末～
18世中葉。

第193図・ ２ 肥前陶器・
陶胎染付碗

・
底部1/2

口・
底
－・
(4.5)

高・－・ 灰白 器壁厚い。外面文様の一部と1重圏線残る。内面無文。 18世紀前葉～
中葉。2片接合。

第193図・ ３
京・信楽系
陶器・
碗

・
口縁部から体部
1/4

口・
底
(11.0)・
－

高・－・ 灰白 体部は屈曲して立ち上がり、せんじ碗形を呈する。内面か
ら高台脇に貫入の入る透明釉。 18世紀。

第193図・ ４
肥前磁器・
青磁香炉か
火入れ

・
口縁部1/2

口・
底
5.8・
－

高・－・ 灰白 口縁部内面から外面に青磁釉。内面の無釉部分器表黒変。江戸時代。

第193図・
PL.105 5

志戸呂陶器・
灯火受皿

・
1/2

口・
底
－・
5.0

高・2.5・ 赤褐 残存部にアーチ状刳り抜き部残存しない。底部外面中位
以下は回転箆削り。内面から体部外面下位に鉄泥。

18世紀中葉～
後葉。

第193図・
PL.105 ６

石製品・
砥石

・
1/3

長・
幅
(6.6)・
3.4

厚・
重
3.0・
106.3 砥沢石

二面使用？主たる使用面は表面側のみで、裏面側の使用
頻度は低い。両側縁にタガネ状工具痕が残る。上下両端を
欠損する。

３区２号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第193図・ 1
瀬戸・美濃
陶器・
腰錆碗

・
口縁部1/4、体部
一部

口・
底
(9.6)・
－

高・－・ 灰白 外面中位以下回転箆削り。内面から外面下位に錆釉。
19世紀前葉～
中葉。
3片接合。

第193図・
PL.105 ２

肥前磁器・
染付碗

・
口縁部一部、体
部1/3

口・
底
(9.8)・
－

高・－・ 灰白 外面雪輪梅樹文。内面無文。高台内不明銘。 18世紀中葉～
後葉。

第193図・
PL.105 ３

瀬戸・美濃
陶器・
染付小碗

・
口縁部から体部
1/3

口・
底
(6.9)・
－

高・－・ 灰白 外面に呉須による2筋の線。内面から体部外面下位に灰
釉。貫入入る。

18世紀中葉～
後葉。

第193図・ ４ 肥前磁器・
白磁？蓋

・
1/4

口・
鍔
(7.5)・
(10.5)

高・－・ 白 残存部無文。身の受け部に砂を塗布。 江戸時代。
2片接合。

第193図・
PL.105 5

堺陶器・
すり鉢

・
1/8

口・
底
－・
－

高・12.2・ 赤褐 口縁部内面凹線状に窪む。口縁部縁帯外面の凹線浅い。体
部外面は回転箆削り。無釉。

18世紀後葉～
19世紀初頭。
8片接合。

第193図・ ６ 常滑陶器・
甕

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面灰、器表暗赤
褐 口縁部幅のある「Ｎ」字状口縁。 15世紀前半。

第193図・
PL.105 ７

石製品・
砥石

・
4/5

長・
幅
9.4・
2.9

厚・
重
2.1・
92.9 砥沢石 一面使用。表面の砥面は良く使い込まれ、研ぎ減る。残る

各面にはタガネ状痕と粗い研磨整形痕が残る。
第193図・
PL.106 ８

石製品・
石臼

・
1/2

径・
幅
(31.4)・
－

高・
重
8.6・
4157.9 牛伏砂岩

上臼。1/2破損で、もの入れ孔・軸受け孔が残る。摺り面は
ものくり溝のみ残り、挽き目は見られない。

第194図・
PL.106 ９

石造物・
火輪

・
ほぼ完形

長・
幅
21.8・
20

厚・
重
13・
5915.5 二ッ岳石

各部の稜が明瞭に残り、風化による磨滅は少ない。一部に
転用によるすり鉢状のと薬研状の研磨による窪みを有す
る。

・
PL.106 10

石製品・
石臼

・
1/8

径・
幅
(32.0)・
－

高・
重
8.5・
3397.4 牛伏砂岩

上臼1/8破片。上臼上半が破損、摺合わせ面のみ残存する。
摺合わせ面は著しく摩耗して、挽目は残らない。軸受け孔
(約3cm)が残る。

写真のみ

・
PL.106 11

石製品・
石臼

・
1/3

径・
幅
(34.0)・
－

高・
重
8・
2669.6 牛伏砂岩

上臼1/3破片。もの配り孔が残存、摺合わせ面は挽目が残
らないほどで、著しく片減る。 写真のみ

３区３号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第194図・ 1
瀬戸・美濃
陶器・
腰錆碗

・
口縁部から体部
1/5

口・
底
(9.6)・
－

高・－・ 淡黄 口縁部外面に螺旋状凹線。内面から口縁部外面に灰釉。外
面口縁部以下に鉄釉。

18世紀後葉～
19世紀前葉。

第194図・ ２
瀬戸・美濃
陶器・
灰釉打型皿

・
底部

口・
底
－・
5.7

高・－・ 灰白 御深井製品。木瓜形の皿。内面に布痕。内面から高台脇に
灰釉。

18世紀。
2片接合。

第194図・ ３
瀬戸・美濃
陶器・
徳利

・
下半1/4

口・
底
－・
(9.5)

高・－・ 灰 内面無釉。外面下位まで飴釉。外面下位から高台内飴釉を
化粧風に薄く施釉。 江戸時代。

第194図・
PL.106 ４

在地系土器・
焙烙

・
破片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰白/夾雑物少な
い 器表黒色。補修孔2カ所残存。 江戸時代。

第194図・
PL.106 5

礫石器・
敲石

・
完形

長・
幅
13.9・
4.9

厚・
重
3.4・
326 粗粒輝石安山岩 小口部両端および側縁に敲打痕が集中する。礫は被熱し

て煤けているが、打痕は被熱後のもの。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第194図・
PL.106 ６

石造物・
相輪

・
ほぼ完形

長・
幅
(14.8)・
11.6

厚・
重
(10.0)・
1082.3 粗粒輝石安山岩

相輪下端部、伏鉢から請花部片。風化による磨滅は少。伏
鉢・請花共に線刻の蓮弁を刻む。宝篋印塔か宝塔のいずれ
に付随するか不明。

第194図・
PL.106 ７

石製品・
石臼

・
1/4

径・
幅
(33.0)・
－

高・
重
9.3・
2969.3 粗粒輝石安山岩

上臼。1/4破片で、もの入れ孔・軸受け孔があるほか、外面
に挽き手孔の痕跡が残る。6区分した挽き目はすり減り浅
くなっている。

４区1号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第195図・ 1 在地系土器・

片口鉢
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰/白色鉱物含む 内面にすり目。口縁部内面と口縁部下位内面は使用によ
り器表摩滅。 15・16世紀。

第195図・ ２ 在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰/海綿骨針含む 口縁部下位内面に段差。 15世紀末～
16世紀中葉。

第195図・
PL.107 ３

石造物・
板碑

・
中央部左端片

長・
幅
21.5・
(12.6)

厚・
重
(3.2)・
1229.2 緑色片岩

中央部左端片。碑面は磨滅大。サク(勢至菩薩)種子と主尊
蓮座の一部が残ることから、巾26㎝ほどの阿弥陀三尊種子
板碑の破片と推察される。裏面に成形時の工具痕を残す。

第195図・
PL.107 ４

石造物・
板碑片

・
側端部片

長・
幅
(14.6)・
(9.5)

厚・
重
(1.8)・
378.9 緑色片岩 板碑側端部片。端部の逆台形状成形のみが認められる。

第195図・
PL.107 5

石造物・
板碑

・
一部欠

長・
幅
43.4・
13.8

厚・
重
1.3・
1319.7 緑色片岩

小型板碑。碑面の右上半部が剥落。二条線なし。主尊は剥
落のため不明。

第195図・
PL.107 ６

石造物・
板碑

・
上半部破片

長・
幅
(39.8)・
18.6

厚・
重
3.1・
4156.4 緑色片岩

阿弥陀一尊種子板碑の上半部破片。左右端は逆台形状に
成形。碑面は風化によりやや磨滅。二条線なし。浅い彫り
込みの阿弥陀種子と蓮座を刻む。脇侍はなく、紀年銘も残
らない。

第195図・
PL.107 ７

石製品・
石臼

・
1/8

径・
幅
(32.0)・
－

高・
重
7.1・
1581.2 粗粒輝石安山岩

6分割の下臼、1/8破片。主溝等は痕跡が分かる程度に摩耗
する。軸穴孔(径3.2cm)が残る。

６区1号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第196図・ 1 在地系土器・

片口鉢か
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 黒褐/白色鉱物含
む 口縁端部肥厚。口縁端部内面器表使用による摩滅。 中世。

第196図・ ２ 在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 明赤褐/光沢ある
鉱物含む 器壁薄い。降誕端部外面小さく突出。 中世。

６区２号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第196図・ 1 在地系土器・

皿
・
1/4

口・
底
(11.7)・
(6.8)

高・2.3・ 灰白/チャート少
量含む。 体部から口縁部外反して開く。器壁摩滅。 15世紀末～16

世紀中葉か。

６区３号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第196図・ 1 土師器・

杯
・
口縁部～体部片

口・
最
13.0・
13.8

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ。

第196図・
PL.107 ２

石造物・
板碑

・
下端部

長・
幅
(35.0)・
(21.4)

厚・
重
2.9・
4064 緑色片岩 巾25㎝ほどの中型の板碑下端部。表裏面共に成形時の工

具痕は見られない。

６区８号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第196図・ 1 在地系土器・

内耳鍋
・
体部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰/海綿骨針含む 器壁薄く、口縁部下端内面に段差を付ける。 中世。
4片接合。

６区９号井戸出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第196図・ 1 常滑陶器・

甕
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 褐 口縁部外湾し、端部を上方に摘まみ上げる。 13世紀第二四
半期。

第196図・ ２ 在地系土器・
片口鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面灰、器表灰黒/
黒色粒含む

口縁部外反。口縁端部丸みを帯び、内側は僅かに突き出
る。口縁部下位以下は軽微な使用により平滑となる。 15世紀。

第196図・ ３ 在地系土器・
片口鉢

・
体部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面中央灰、器表
付近褐、器表灰/白
色粒多く含む

体部下位内面使用により器表摩滅。 中世。
3片接合。

第196図・
PL.107 ４

在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部から体部
片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面明褐、器表灰
黒/白色粒含む

器壁はやや厚い。口縁端部内面は小さく突き出る。外面下
半煤付着。

14世紀後葉～
15世紀中葉。

第196図・ 5 須恵器・
壺

・
底部～胴部下位
片

底・
台
14.0・
13.0

・ ・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、胴部は
回転ヘラ削り、高台は貼付。

第196図・ ６ 須恵器・
甕

・
頸部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。頸部にて胴部と口縁部を貼付。内外面ともヘラナデ。

２区３号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第197図・
PL.107 1

土師器・
高杯

・
杯部

口・11.9・ ・ ・ 細砂粒・褐色粒/良
好/橙

杯部底部にホゾ状突起を作り、脚部に差し込むように接
合。整形は器面摩滅のため不明。
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４区３号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第197図・ 1 在地系土器・

片口鉢
・
体部下位片

口・
底
－・
－

高・－・ 黒褐/海綿骨針含
む 内面使用により器表摩滅。 15・16世紀。

第197図・ ２ 在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ にぶい橙/光沢あ
る鉱物含む 内耳貼り付け。

15世紀後半～
16世紀初頭
頃。

第197図・ ３ 在地系土器・
内耳鍋

・
体部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面橙、内面にぶ
い橙、外面黒褐/光
沢ある鉱物含む

器壁厚い。口縁部内面下端段差。 16世紀。

第197図・
PL.107 ４

石造物・
板碑

・
下端部片

長・
幅
(27.7)・
(19.2)

厚・
重
3.1・
1779.3 緑色片岩

厚さから中型以上の板碑下端部片と考えられる。左下端
は旧態を残し、上面には転用による研磨の痕跡を残す。

４区７号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第197図・ 1 須恵器・

杯
・
1/3

口・
底
15.0・
10.8

高・3.1・ 細砂粒/還元焔/褐
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削りか。

４区16号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第197図・ 1 須恵器・

椀
・
口縁部～体部片

口・14.0・ ・ ・ 細砂粒/還元焔・燻
/黄灰 ロクロ整形、回転は右回り。内外面とも燻し焼成。

5区２号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第197図・ 1 土師器・

器台
・
受部片

口・7.5・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 受部は口縁部が横ナデ、底部はナデ。

２区柱穴出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第197図・ 1 土師器・

高杯
・
脚部端部片

脚・17.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 外面は粗いヘラミガキ。内面はヘラナデ。

第197図・ ２ 土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・12.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄

口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のハケメ(1㎝当たり7本)。
内面は胴部がナデ。

第197図・ ３ 土師器・
台付甕

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 外面はハケメ(1㎝当たり7～8本)、内面はヘラナデ。

第197図・ ４ 土師器・
台付甕

・
台部小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐 端部は内側に折り返す。内外面ともナデ。

３区柱穴出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第197図・
PL.107 1

在地系土器・
皿

・
完形

口・
底
12.8・
7.7

高・2.8・ 橙/海綿骨針含む 底部周縁凹線状に窪む。底部左回転糸切無調整。 16世紀前葉～
中葉。

第197図・
PL.107 ２

在地系土器
か・
火鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面にぶい黄橙、
器表暗灰黄/光沢
ある鉱物少量含む

器表の調整は丁寧。口縁部外面に菊花状の連続スタンプ
文。 中世。

5区柱穴出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第197図・ 1 土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
半片

口・
胴
12.0・
15.0

・ ・ 細砂粒/良好/暗灰
黄

口縁部は横ナデ、胴部は斜め方向のハケメ(1㎝当たり8
本)後上位に横方向のハケメ。内面は胴部にヘラナデ。

６区柱穴出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第197図・ 1 在地系土器・
片口鉢

・
底部1/4

口・
底
－・
－

高・－・ 灰/灰色粒含む
底部外面左回転糸切無調整。底部内面周縁使用により
ドーナツ状に窪む。底部内面中央使用により平滑。擂粉木
の使用が想定される。

中世。

第197図・ ２ 在地系土器・
片口鉢

・
体部下位片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰/白色鉱物含む 器壁薄い。内面にすり目。内面上半は使用により平滑とな
り、下半は器表が摩滅する。

15世紀中葉～
16世紀。

４区1号火葬土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第198図・
PL.108 1

銭貨・
寛永通寶

・
完形

外・
内
2.45・
1.92

厚・
重
0.13・
2枚で
(4.4)

2枚癒着している内の1枚。古寛永。有機質が一部に付着し
ている。面、背ともに文字、輪、郭は明瞭。

第198図・
PL.108 1

銭貨・
寛永通寶

・
完形

外・
内
2.45・
1.97

厚・
重
0.12・
2枚で
(4.4)

2枚癒着している内の1枚。古寛永。面、背ともに文字、輪、
郭は明瞭。もう1枚の銭貨とはほぼ90°曲がって癒着する。

第198図・
PL.108 ２

銭貨・
寛永通寶

・
完形

外・
内
2.39・
1.83

厚・
重
0.13・
2.0 面、背ともに彫が深く、文字、輪、郭が明瞭。

第198図・
PL.108 ３

銭貨・
寛永通寶

・
完形

外・
内
2.45・
2.01

厚・
重
0.14・
2.5

古寛永。面、背ともに文字、輪、郭が明瞭。背の輪、郭がやや
左上にずれる。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石 材・素 材 等 成 形・整 形 の 特 徴 備 考
第198図・ 1 土師器・

杯
・
1/5

口・
底
12.8・
8.8

高・2.9・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

第198図・ ２ 土師器・
椀

・
口縁部～体部片

口・
稜
13.8・
10.0

・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部は横ナデ、体部は上半がナデ、下半から底部は手持
ちヘラ削り。内面はヘラナデ。

第198図・ ３ 土師器・
高杯

・
杯部片

口・
稜
15.8・
9.6

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は上半が横ナデ、下半はハケメ(1㎝当たり7本)、稜
にほぼ等間隔に刺突文を施す。内面はヘラミガキ。

第198図・ ４ 土師器・
高杯

・
杯部底部～脚部
上位

底・3.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/明褐
杯部底部にホゾ状突起を作り、脚部に差し込むように接
合。杯部から脚部はヘラミガキ。内面は杯部がヘラミガ
キ、脚部はナデ。脚部に円形の透孔を3方に穿つ。

第198図・ 5 土師器・
高杯

・
脚部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

外面はヘラナデ、内面はハケメ。円形の透孔が穿たれてい
る。

第198図・ ６ 土師器・
台付甕

・
台部～胴部下位

台・
底
9.8・
6.0

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

胴部は台部に粘土紐を巻き上げるように成形、台部端部
は内側に折り返す。底部は台部側に砂粒を多く含む粘土
を貼付。胴部から台部上半はハケメ(1㎝当たり8本)。内面
は台部・胴部ともにナデ。

第198図・ ７ 土師器・
台付甕

・
台部上位

底・5.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

台部は底部まで整形し、胴部はその側面に巻き上げるよ
うに成形。胴部から台部はハケメ(1㎝当たり5～6本)。内
面は胴部がヘラナデ、台部はナデ、底部側に砂粒を多く含
む粘土を貼付。

第198図・ ８ 土師器・
台付甕

・
台部端部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙 端部は内側に折り返す。内外面ともナデ。

第198図・ ９ 土師器・
台付甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・12.4・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のハケメ(1㎝当たり5本)
後、頸部下と上位に横方向のハケメ。内面は胴部にナデ。

第198図・ 10 土師器・台付甕
・
口縁部～胴部上
位片

口・13.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり6本)、内面は胴
部がヘラナデ。

第198図・ 11 土師器・甕
・
口縁部～頸部片

口・19.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部から頸部は横ナデ。

第198図・
PL.108 12

土師器・
器台

・
受部～脚部片

口・7.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

脚部は貼付。受部口縁部は横ナデ、底部と脚部はヘラミガ
キ。内面受部は器面剥離のため不明、脚部はヘラナデ。脚
部の3方に円形の透孔。

第198図・ 13 土師器・壺
・
口縁部片

口・13.2・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

口唇部は横ナデ、口縁部はハケメ(1㎝当たり7本)。内面は
横方向のハケメ。

第198図・ 14 土師器・壺
・
底部～胴部下位

底・4.2・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 底部と胴部はヘラ削り、器面摩滅のため単位不明。内面は
ヘラナデか。

第198図・ 15 土師器・壺
・
口縁部～胴部上
位片

口・16.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は折り返し。口縁部下半から胴部はヘラ削り。内面
は胴部にヘラナデ。

第198図・ 16 土師器・壺
・
底部～胴部下位
片

底・8.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐

内面胴部に輪積み痕が残る。胴部は細かいヘラ削り、底部
周縁にハケメが残る。内面は底部から胴部にヘラナデ。

第198図・ 17 須恵器・杯
・
口縁部～底部片

口・
底
12.2・
7.0

高・3.2・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り。

第198図・ 18 須恵器・椀
・
底部～体部下位
片

底・6.0・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼
付が剥落。

第198図・ 19 須恵器・壺
・
口縁部～頸部片

口・17.0・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回りか。口唇部は口縁部に比べ器壁
を薄く成形。口縁部は縦方向のカキメ。内面は口縁部下位
から頸部に回転ヘラナデ。断面は赤褐色を呈す。

第199図・ 20 須恵器・甕
・
口縁部片

口・27.0・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/褐灰

ロクロ整形、回転は右回り。内面は口縁部下半にヘラナ
デ。口唇部は上方に引き出され、口唇部下に断面三角形の
凸帯を作る。

第199図・ 21 須恵器・甕
・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰

叩き締め成形。外面には平行叩き痕、内面は同心円状アテ
具痕が残る。

第199図・ 22 須恵器・甕
・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/黄灰

叩き締め成形。外面には平行叩き痕、内面は同心円状アテ
具痕が残る。

第199図・ 23 須恵器・甕
・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/黄
灰

叩き締め成形。外面には格子目状叩き痕、内面は同心円状
アテ具痕が残る。

第199図・ 24 埴輪・円筒か
・
小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/酸化焔/明
赤褐

凸帯は貼付、凸帯とその上下は横ナデ、胴部はハケメ(2㎝
当たり10本)。内面もハケメ。

第199図・ 25 埴輪・形象
・
小片(部位不詳)

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/橙

凸帯は貼付、凸帯とその上下はナデ。内面は器面剥離のた
め整形不明。

第199図・ 26 埴輪・円筒か
・
凸帯付近の小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/明褐

凸帯は貼付。外面はハケメ、器面摩滅のため不鮮明。内面
は縦方向のナデ。

第199図・ 27 埴輪・形象
・
小片(部位不詳)

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒・礫
/酸化焔/橙

破片の大部分は斜めのハケメ(2㎝当たり8本)、下端にナ
デが見られる。内面は横方向のハケメ。

第199図・ 28 埴輪・不明
・
小破片

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/橙

内面に輪積み痕が残る。内外面ともハケメ(2㎝当たり9
本)。

第199図・ 29 埴輪・形象
・
小片(部位不詳)

・ ・ ・ ・ 酸化焔/酸化焔/明
赤褐

外面は縦方向のハケメ、器面摩滅のため単位不鮮明。内面
は斜め方向のハケメ。

第199図・ 30 埴輪・不明
・
小破片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/酸化焔/黄
橙 外面はハケメ(2㎝当たり9本)、内面はナデ。

第200図・
PL.108 31

龍泉窯系青
磁・
稜花皿

・
1/2

口・
底
(13.5)・
(6.0)

高・3.5・ にぶい橙 焼成不良。内面の陰刻施文は不鮮明。高台端部から高台内
の釉を拭う。

15世紀中葉～
後葉。

第200図・
PL.108 32

肥前磁器か・
染付碗

・
口縁部一部、底
部1/3

口・
底
(8.2)・
(2.7)

高・5.0・ 灰白 外面に蔓唐草状の植物文。口縁内面に2重圏線、底部内面1
重圏線内に不明文様。透明釉に貫入入る。焼成不良。

18世紀中葉～
後葉。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石 材・素 材 等 成 形・整 形 の 特 徴 備 考

第200図・
PL.108 33

肥前磁器・
染付碗

・
口縁部から体部
1/3

口・
底
(10.1)・
－

高・－・ 灰白 外面コンニャク印判による桐文と菊花状文。内面は無文。18世紀。

第200図・
PL.108 34

瀬戸・美濃
陶器・
筒形香炉

・
口縁部から体部
1/2

口・
底
12.5・
－

高・－・ 灰白 口縁端部外面叩打による細かい器表の剥離多い。内外面
飴釉。

17世紀後葉～
18世紀前葉。
5片接合。

第200図・
PL.108 35

肥前磁器・
猪口

・
口縁部一部、底
部1/2

口・
底
(6.6)・
3.4

高・5.3・ 白 外面染付。内面無文。
18世紀前葉～
中葉。
2片接合。

第200図・ 36
瀬戸・美濃
陶器・
すり鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰白 内外面に錆釉。口縁部上端使用により器表摩滅。摩滅部は
滑らかな凹凸をなす。

17世紀前葉～
中葉。

第200図・
PL.108 37

在地系土器・
皿

・
口縁部2/3欠

口・
底
(8.3)・
5.0

高・2.1・ にぶい橙/光沢あ
る鉱物含む 口縁部に油煙付着。底部左回転糸切無調整。 16世紀。

第200図・ 38 在地系土器・皿
・
口縁部1/3欠

口・
底
8.4・
5.2

高・1.8・ 明褐/光沢ある鉱
物含む 底部外面左回転糸切無調整。口縁部歪む。 16世紀。

第200図・ 39 在地系土器・皿
・
1/2

口・
底
(8.7)・
(6.5)

高・2.2・ 断面黒、器表明赤
褐/白色鉱物含む 器表摩滅。底部回転糸切無調整。 中近世。

3片接合。
第200図・ 40 在地系土器・皿

・
口縁部1/2

口・
底
(7.5)・
－

高・－・ にぶい赤褐/白色
鉱物含む ロクロ整形。口縁部に油煙付着。 中世。

3片接合。
第200図・
PL.108 41

在地系土器・
片口鉢

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ にぶい橙/光沢あ
る鉱物含む 片口部残る。内面下半の器表黒変。 15世紀前葉～

中葉。
第200図・ 42 在地系土器・内耳鍋

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰/光沢ある鉱物
含む 器壁薄く、口縁部内面下端の段は丸みを帯びる。 15世紀後半～

16世紀中葉。
第200図・ 43 在地系土器・内耳鍋

・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ 灰白/光沢ある鉱
物含む 口縁部は屈曲して内湾気味に立ち上がる。

15世紀末～
16世紀中葉。
2片接合。

第200図・ 44 在地系土器・内耳鍋
・
口縁部片

口・
底
－・
－

高・－・ にぶい黄橙/白色
鉱物含む 口縁端部上面やや丸みを帯びる。外面煤付着。 16世紀。

第200図・
PL.108 45

在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部から体部
片

口・
底
－・
－

高・－・ 断面褐、器表黒/光
沢ある鉱物含む

器壁やや厚い。口縁部内面下端は稜を有する段をなす。口
縁端部上面は平坦で外方に突き出す。 16世紀。

第201図・
PL.108 46

剥片石器・
石鏃

・
ほぼ完形

長・
幅
(2.0)・
1.5

厚・
重
0.3・
0.6 黒曜石

凹基無茎鏃。表裏面とも全面押圧剥離。左辺側の剥離が粗
く、形状修正の可能性。裏面側先端部は衝撃剥離痕。完成
状態。

第201図・
PL.108 47

剥片石器・
打製石斧

・
完形

長・
幅
12.0・
5.6

厚・
重
3.0・
229.8 細粒輝石安山岩

短冊形。左辺側刃部は再加工され、尖り気味。表裏面とも
刃部摩耗、裏面側に倦縛痕。頭部破損。

第201図・
PL.108 48

石製品・
砥石

・
1/2

長・
幅
(6.0)・
(6.0)

厚・
重
1.8・
84.6 砥沢石

二面使用。表裏面とも研ぎ減り、最大厚は上端部にある。
表面側砥面には深い線刻と浅く刀子様のキズが、裏面側
にはやや深い研磨痕が残る。

第201図・
PL.108 49

石製品・
砥石

・
2/3

長・
幅
(9.2)・
3.9

厚・
重
2.7・
100.2 砥沢石

三面使用。三面とも良く使い込まれ、著しく研ぎ減る。左
側面は刀子様工具で面整形されたもので、未使用。上下両
端とも欠損する。

第201図・
PL.108 50

石製品・
砥石

・
1/2

長・
幅
(9.5)・
(4.1)

厚・
重
(2.6)・
86.4 砥沢石 四面使用。各砥面とも著しく研ぎ減り、大きく形状が変形

している。砥石は上下両端とも欠損する。
第201図・
PL.108 51

石製品・
火打石

・
破片

長・
幅
2.8・
2.8

厚・
重
2.1・
14.7 石英 角柱状を呈す。表面側に向いた各辺稜線は潰れて、白く濁る。

裏面側は破損面で、破損後も使用されたものと思われる。
第201図・
PL.108 52

石製品・
火打石

・
破片

長・
幅
2.8・
1.9

厚・
重
1.8・
12.8 石英 角柱状を呈し、上下両端を除く各側縁が弱く潰れる。破損

面は上下両端とも新鮮に見える。
第201図・
PL.108 53

銭貨・
政和通寶

・
完形

外・
内
2.49・
1.96

厚・
重
0.18・
2.8

全体が錆で覆われている。面の文字、輪、郭はほぼ明瞭だ
が「通」は見えづらい。背は彫が無く不明瞭。

第201図・
PL.108 54

銭貨・
洪武通寶

・
完形

外・
内
2.33・
1.79

厚・
重
0.22・
4.1

面、背ともに文字、輪、郭が明瞭。やや小ぶりの印象を受け
る。

第201図・
PL.108 55

鉄製品・
不明

・
完形か

長・
幅
6.8・
1.0

厚・
重
1.0・
7.7

釘のように見えるが、脚部部分は尖っているが、頭部はな
く、体部も丸みを帯びている。

第201図・
PL.108 56

鉄製品・
鎌

・
一部欠損

長・
幅
(12.6)・
3.0

厚・
重
0.6・
69.8

切っ先が欠損する。破損した断面を見ると裏スキがなさ
れているか。錆の表面に一部有機質痕跡が確認できる。

・
PL.108 57

石製品・
砥石

・
1/2

長・
幅
7・
2.7

厚・
重
2.4・
79.3 砥沢石

二面使用。表面側・左側面が使用面、右側面・裏面は刀子状
工具による整形痕が残る。表面側砥面を除く各面は被熱
して剥落、詳細は不明。

写真のみ

・
PL.108 58

石製品・
砥石

・
1/2

長・
幅
7.8・
3.4

厚・
重
2.9・
138.1 砥沢石

一面使用。表面側以外、刀子状工具による整形痕が残る。
砥面は捩れ気味に研ぎ減る。 写真のみ

・
PL.108 59

石製品・
火打石

・
破片

長・
幅
4・
3.1

厚・
重
2.9・
40.7 石英 分割礫。分割面は比較的新鮮で、稜線等の敲打痕、潰れ等

はほとんどみられない。 写真のみ

・
PL.108 60

石製品・
火打石

・
破片

長・
幅
3.5・
2.6

厚・
重
2.6・
22.7 石英 断面三角形状を呈す分割礫。裏面および下面は礫面、左右

両面が分割面。使用に伴うエッジの潰れ等は見られない。写真のみ



０ 10㎝１:３

綿貫原前遺跡
R2-1区1号竪穴建物

R2-1区2号竪穴建物

第202図　竪穴建物　出土遺物
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０ ４㎝１:２

０ 10㎝１:３

8区1号墳（R2-2区1号墳）

第203図　古墳　出土遺物(1)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:４

第204図　古墳　出土遺物(２)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:４

第205図　古墳　出土遺物(３)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:４

第206図　古墳　出土遺物(４)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:４

第207図　古墳　出土遺物(5)

綿貫原前遺跡
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第208図　古墳　出土遺物(６)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:４

第209図　古墳　出土遺物(７)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:４

第210図　古墳　出土遺物(８)

綿貫原前遺跡
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第211図　古墳　出土遺物(９)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:３

R2-7区1号墳（R2-7区1号溝）

第212図　古墳　出土遺物(10)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:３

R2-1区1号溝

第213図　古墳(11)、溝(1)　出土遺物

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:３

R2-1区2号溝

R2-2区1号溝 R2-2区2号溝

第214図　溝　出土遺物(２)

綿貫原前遺跡
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０ 10㎝１:３

R2-7区2号溝

R2-1区4号土坑

R2-1区16号柱穴

R2-2区遺構外

8区遺構外

R2-2区3号溝

R2-7区遺構外　　

第215図　溝(３)、土坑、ピット、遺構外　出土遺物

綿貫原前遺跡
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Ｒ２―1区1号竪穴建物出土遺物観察表

８区1号墳(Ｒ２―２区1号墳)出土遺物観察表

遺物観察表

240

挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第202図・ 1 須恵器・

椀
・
口縁部片

口・11.6・ ・ ・ 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄褐 ロクロ整形、回転は右回り。

第202図・
PL.109 ２

須恵器・
椀

・
底部～体部片

底・
台
6.6・
5.8

・ ・ 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。
第202図・ ３ 須恵器・

壺
・
胴部片

胴・19.4・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。胴部の一部に回転ヘラ削り。

第202図・
PL.109 ４

須恵器・
羽釜

・
底部～胴部下位
片

底・6.0・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒(片
岩)/酸化焔/にぶ
い赤褐

ロクロ整形、回転は右回り。底部と胴部下位はヘラ削り。

第202図・ 5 須恵器・
甕

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

叩き締め成形。外面には平行叩き痕が残るが大部分はナ
デ消されている。内面はアテ具痕をナデ消している。

Ｒ２―1区２号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第202図・
PL.109 1

須恵器・
椀

・
1/2

口・
底
12.4・
5.4

高・4.2・ 細砂粒/還元焔・
燻/褐灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。
内外面とも燻し焼成。

第202図・
PL.109 ２

須恵器・
椀

・
完形

口・
底
15.1・
6.0

高・5.3・ 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第202図・
PL.109 ３

須恵器・
椀

・
ほぼ完形

口・
底
16.6・
6.0

高・8.2・ 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第202図・
PL.109 ４

須恵器・
椀

・
2/3

口・
底
15.0・
6.2

台・
高
5.8・
5.8

細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は
貼付。

第202図・ 5 須恵器・
椀

・
口縁部片

口・13.0・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。

第202図・
PL.109 ６

土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・19.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部
にヘラナデ。

第202図・ ７ 土師器・
甕

・
口縁部～頸部片

口・21.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横ナデ。

挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第203図・
PL.110 1

土師器・
杯

・
1/3

口・
最
12.4・
12.9

高・ 3.9・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り、器面摩
滅のため単位不明。

第203図・ ２ 土師器・
杯

・
口縁部～底部片

口・ 12.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、体部は上半がナデ、下半から底部は手持
ちヘラ削り。

第203図・ ３ 土師器・
杯

・
口縁部～体部片

口・ 15.7・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り、器面摩
滅のため単位不明。

第203図・ ４ 須恵器・
椀

・
底部

底・
台
6.8・
6.0

・ ・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、器面摩滅
のため不鮮明、高台は貼付。

第203図・
PL.110 5

鉄製品・
釘

・
完形

長・
幅
5.8・
0.5

厚・
重
0.4・
5.2

頭部が折り返しが明瞭。脚部に釘に沿った木質の痕跡が
見られる。

第203図・
PL.110 ６

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(6.0)・
0.5

厚・
重
0.5・
4.8

頭部が欠損する。脚部と体部の錆の間から釘に沿った木
質の痕跡が見られる。

第203図・
PL.110 ７

鉄製品・
釘

・
完形

長・
幅
6.3・
0.5

厚・
重
0.5・
5.8

頭部の折返しは明瞭。体部、脚部には錆が多く、内部は劣
化により空洞化。

第203図・
PL.110 ８

鉄製品・
釘

・
完形

長・
幅
5.9・
0.5

厚・
重
0.5・
4.8

体部から脚部に釘に沿った木質痕が確認できる。頭部の
折返しが欠けと一部欠損しているためはっきりとしない。

第203図・
PL.110 ９

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(4.2)・
0.7

厚・
重
0.5・
4.3

脚部が欠損する。体部に多くの錆が付着する。頭部の折り
返しが見られる。

第203図・
PL.110 10

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(3.2)・
0.6

厚・
重
0.6・
5.5

脚部が欠損する。全体が厚く錆に覆われる。一部に釘に直
交する木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 11

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(4.8)・
0.4

厚・
重
0.4・
4.4 頭部が欠損し、脚部はわずかに欠損する。

第203図・
PL.110 12

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(4.2)・
0.3

厚・
重
0.3・
4.8

脚部の先端が欠損する。頭部は折返しが確認できず、埋蔵
時にはすでに欠損していたか。

第203図・
PL.110 13

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(1.4)・
0.4

厚・
重
0.4・
(2.4)

2点の釘が癒着している状態の内の1つ。2点は重なって約
50°の角度で癒着している。

第203図・
PL.110 14

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(3.2)・
0.5

厚・
重
0.3・
1.8

脚部と体部が残存する。脚部に近いところで釘に直交す
る木質痕が確認できる

第203図・
PL.110 15

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
2.8・
0.3

厚・
重
0.3・
2.8 頭部が欠損する。木質痕が釘に直交する。

第203図・
PL.110 16

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.3)・
0.5

厚・
重
0.5・
0.9 体部が残存する。劣化が見られ、錆に覆われている。

第203図・
PL.110 17

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(5.5)・
0.6

厚・
重
0.2・
5.8

脚部が欠損する。釘に直行する木質が頭部の折返し以外
の部分で見られる。頭部がやや幅広い。

第203図・
PL.110 18

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(5.5)・
0.6

厚・
重
0.2・
5.8

脚部が欠損する。釘に直行する木質が頭部の折返し以外
の部分で見られる。頭部がやや幅広い。

第203図・
PL.110 19

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(4.8)・
0.5

厚・
重
0.3・
2.8

脚部が欠損する。釘に直交する木質痕が全体に確認でき
る。

第203図・
PL.110 20

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(4.8)・
0.6

厚・
重
0.4・
5.2

脚部が欠損する。体部の錆の隙間から釘に沿った木質が
確認できる。頭部の折り返しは明瞭。

第203図・
PL.110 21

鉄製品・
釘

・
完形

長・
幅
5.6・
0.7

厚・
重
0.5・
4.3

頭部の折返しは明瞭。体部から脚部に釘に直交する木質
痕が確認できる。折返し側に木口面が見られる木質痕は
珍しい。



遺物観察表

241

挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第203図・
PL.110 22

鉄製品・
釘

・
ほぼ完形

長・
幅
(4.8)・
0.4

厚・
重
0.3・
1.9

折返し部分が欠損する。釘の頭部から中程の約1.7cmまで
は木質痕が釘に直交し、中程から脚部までは釘に沿った
木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 23

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(3.7)・
0.6

厚・
重
0.5・
1.8 折返し部分と脚部が欠損する。

第203図・
PL.110 24

鉄製品・
釘

・
ほぼ完形

長・
幅
2.9・
0.5

厚・
重
0.3・
1.7

脚部がわずかに欠ける。頭部の折り返しがはっきりとし
釘に直交する木質が残存する。

第203図・
PL.110 25

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.7)・
0.4

厚・
重
0.4・
2.4

脚部が欠損している。体部と頭部の裏側に釘に直交する
木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 26

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.8)・
0.6

厚・
重
0.5・
2.8 脚部が欠損する。頭部の折返しがはっきりとする。

第203図・
PL.110 27

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(3.3)・
0.8

厚・
重
0.4・
2.5

脚部と頭部の折返し部分が欠損する。釘に直交する木質
痕が全体に残存する。

第203図・
PL.110 28

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.6)・
0.6

厚・
重
0.4・
2.8

脚部が欠損している釘。欠損部に近いところに釘に直交
する木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 29

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.3)・
0.5

厚・
重
0.3・
2.5

頭部の折返しが明瞭。体部の一部に釘に直交する方向の
木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 30

鉄製品・
釘

・
頭部

長・
幅
(1.3)・
0.5

厚・
重
0.5・
1.3

折り返しが確認出来る釘の破片。頭部と体部がわずかに
残存する。

第203図・
PL.110 31

鉄製品・
釘

・
一部

長・
幅
(1.7)・
0.5

厚・
重
0.4・
0.8

頭部から体部の一部が残存する。釘に直交する木質痕が
確認できる。

第203図・
PL.110 32

鉄製品・
釘

・
一部

長・
幅
(2.2)・
0.6

厚・
重
0.6・
2.3

体部の途中から脚部が欠損する。体部は釘に直交する木
質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 33

鉄製品・
釘

・
一部

長・
幅
(1.4)・
0.9

厚・
重
0.5・
1.9

同位置から取り上げられているものと同一個体と思われ
るが接合関係はない。頭部の折返しは明瞭。

第203図・
PL.110 34

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.0)・
0.7

厚・
重
0.6・
1.7

頭部と体部の一部が残存する。頭部の折返しが明瞭。釘に
直交する木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 35

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.0)・
0.6

厚・
重
0.5・
1.6

頭部と体部の一部が残存する。頭部の折返しがわずかに
確認できる。釘に直交する木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 36

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(1.9)・
0.4

厚・
重
0.4・
2.4

折返しは欠損しているが、頭部から体部が残存する。釘に
直交する木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 37

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.0)・
0.8

厚・
重
0.5・
2.0 頭部の折返しが明瞭。体部、脚部は欠損している。

第203図・
PL.110 38

鉄製品・
釘

・
一部

長・
幅
(2.6)・
0.5

厚・
重
0.4・
2.2

折返し部分が欠損する頭部から体部が残存する。釘に直
交する木質痕が残存する。

第203図・
PL.110 39

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.4)・
0.4

厚・
重
0.3・
1.4

頭部の折返しが欠損もしくは折返しをおこなう前の釘
か。スレにも見えるが木質痕が残存しているか。

第203図・
PL.110 40

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.8)・
0.6

厚・
重
0.5・
1.2

脚部と頭部の折返しが欠損する。全体に劣化が見られる。
石に錆が癒着した状態で出土した。

第203図・
PL.110 41

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.7)・
0.4

厚・
重
0.4・
2.5 両端部が欠損する釘に直交する木質痕が確認出来る。

第203図・
PL.110 42

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.5)・
0.7

厚・
重
0.5・
2.1 脚部が欠損する。頭部の折返しは上部は錆に覆われている。

第203図・
PL.110 43

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.0)・
0.6

厚・
重
0.4・
0.7 脚部近くが残存する。一部に木質痕が確認できるか。

第203図・
PL.110 44

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.3)・
0.5

厚・
重
0.3・
0.7 体部が残存する。全体的に劣化が見られる。

第203図・
PL.110 45

鉄製品・
釘

・
一部

長・
幅
(1.6)・
0.5

厚・
重
0.5・
0.7 体部の両端が欠損する。脚部に近い部分とみられる。

第203図・
PL.110 46

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(3.1)・
0.6

厚・
重
0.6・
3.3

脚部と体部に木質痕が残存するか。脚部先端は釘に沿っ
た木質痕に見えるが、体部は直交する方向に木質痕状の
ものが見える。

第203図・
PL.110 47

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(3.3)・
0.4

厚・
重
0.4・
1.8 頭部が欠損する。釘に直行する木質痕が直交する。

第203図・
PL.110 48

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.2)・
0.4

厚・
重
0.4・
1.8

体部が残存する。釘に直交する木質痕が見られる。木質痕
は釘の面に対して45°傾いている。

第203図・
PL.110 49

鉄製品・
釘

・
一部

長・
幅
(2.9)・
0.4

厚・
重
0.4・
1.8 頭部が欠損する。全体に劣化が見られ、錆に覆われている。

第203図・
PL.110 50

鉄製品・
釘

・
一部欠損

長・
幅
(2.6)・
0.4

厚・
重
0.6・
1.8

頭部が欠損する。一部錆に覆われ不明瞭な部分があるが、
釘に対して直交する木質痕が確認できる。

第203図・
PL.110 51

鉄製品・
釘

・
破片

長・
幅
(2.2)・
0.3

厚・
重
0.3・
0.3

脚部から体部にかけて残存する。釘に直交する木質痕が
確認できる。

第204図・
PL.111 52

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
22.0・
24.0

厚・
重
12.2・
4059.3 二ッ岳石

楕円礫を略横位に用い、楕円礫の表裏両面を削り床石と
する。両面とも幅3cmほどの平ノミを用いているが、表面
側整形痕は部分的に剥落する。外縁は羨道側を面取り。

第204図・
PL.111 53

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
20.2・
28.1

厚・
重
15.4・
5889.1 二ッ岳石

楕円礫を横位に置き、表裏両面および上面(奥壁側)、下面
(羨道側)を面取り成型する。楕円礫の左右両端(礫小口
部)は加工せず礫面を残す。

第205図・
PL.111 54

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
29.8・
20.0

厚・
重
16.4・
5850 二ッ岳石 楕円礫を縦位に置き、表裏両面および両側面を平ノミ状

工具により面取り成型する。楕円礫の小渕部は未加工。

第205図・
PL.111 55

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
28.8・
21.6

厚・
重
15・
5517.4 二ッ岳石

楕円礫を横位に置き、表演側の高い部分を面取り成型す
る。礫下面(羨道側)が分割されたような平坦面となって
いるが、分割面は摩耗して上面成型とは時間差がある。

第206図・
PL.112 56

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
16.8・
26.2

厚・
重
13.6・
3732.7 二ッ岳石

楕円礫を横位に置き、表裏面に平ノミによる成形痕が残
る。上面(奥壁側)は表裏面の成型後、分割された可能性が
高い。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第206図・
PL.112 57

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
21.0・
25.4

厚・
重
15.0・
5900.6 二ッ岳石

楕円礫を横位に置き、平ノミを起て気味に使い、表面側平
坦面を作出、これより奥壁側は斜め方向に平ノミ成型す
る。下面側(羨道側)はに文化るされているが、分割面は摩
耗しており、可能の時間差がある。

第207図・
PL.112 58

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
24.8・
24.4

厚・
重
14.1・
4671.8 二ッ岳石

円礫の表裏両面を面取り加工する。表面側の上半部整形
(成型)痕は平ノミ状工具で平坦に仕上げているが、下端
側成形痕は起てた状態で平ノミを用いており、やや凹凸
が激しい。

第207図・
PL.112 59

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
20・
22.8

厚・
重
13.2・
3019.2 二ッ岳石

楕円礫を横位に置き、表面および上面(奥壁側)を面取り
成型する。表面側の成型面は平ノミを起てた痕跡が弧状
に残っているが、平ノミを寝せ平坦面としている。上面側
は成形痕が摩耗しており、加工に時間差がある。

第207図・
PL.112 60

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
17.2・
26.0

厚・
重
13.8・
3914.3 二ッ岳石

楕円礫を縦位に置き、裏面および左右両側面を平ノミで
面取り成型する。礫の小口部両端(奥壁側と羨道側)は礫
形状そのままを残す。

第208図・
PL.113 61

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
27.4・
21.0

厚・
重
15.9・
61000 二ッ岳石

楕円礫を縦位に置き、表裏面および下端側小口部(羨道
側)、右側面に平ノミによる面取り加工を施す。右側面を
除く各面の面取り加工は稜線が摩耗して摩耗しており、
右側面の加工とは時間差がある。

第208図・
PL.113 62

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
23.8・
20.6

厚・
重
13・
3212.9 二ッ岳石

楕円礫を縦位に置き、表裏側と右側面中央より下端を平
坦に面取り成型するのに対して、裏面側面取り成型は下
端側(羨道側)に抜けず段となっている。

第208図・
PL.113 63

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
28.4・
19.4

厚・
重
15・
5311.1 二ッ岳石

楕円礫を縦位に置き、表演側を平坦に面取り成型してい
るが、平ノミで起ち気味に成型したのち、突出した部分を
除去して平坦な面としているように見える。右側面は中
央より下半を斜め方向に打ち割る。

第209図・
PL.113 64

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
23.4・
31.2

厚・
重
14.4・
741000 二ッ岳石

楕円礫を横位に置き、表面側および上面(奥壁側)を平坦
に平ノミで面取り加工する。裏面側上半は礫形状に即し
て薄く削りだしているが、工具痕等は見えず不明。

第209図・
PL.114 65

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
26.2・
22.6

厚・
重
14.4・
5669.5 二ッ岳石

楕円礫を縦位に置き、表面を削り床石とする。裏面側は椀
を伏せたように成型されているが、外縁近くを突きノミ
が想定される程度で、中央付近は摩耗しているように見
える。礫外縁は未加工で、礫形状そのままである。

第210図・
PL.114 66

加工礫・
床石

・
完形

長・
幅
25.8・
19.3

厚・
重
14.6・
4483.1 二ッ岳石

楕円礫を縦位に置き、裏面側を除いた各面を面取り成型
する。上端側小口部(奥壁側)と下端側小口部(羨道側)は
成型痕が摩滅気味であり、加工に時間差があるかもしれ
ない。

第210図・
PL.114 67

加工礫・
側壁石

・
完形

長・
幅
33.8・
20.2

厚・
重
13.6・
5615.3 二ッ岳石

側壁として取り上げられているが位置不明で、置かれ方
と加工部位の関係は分からない。表面側は加工初期に大
きく剥離、平坦に成型されている。その他の面は未加工
で、礫面をそのまま残す。

第211図・
PL.115 68

加工礫・
側壁石

・
完形

長・
幅
36.0・
22.4

厚・
重
19.4・
81000 二ッ岳石

側壁として取り上げられているが位置不明で、置かれ方
と加工部位の関係は分からない。長軸方向に長い楕円礫
の表裏面と右側面を面取り加工する。幅広の平ノミを用
いる。

第211図・
PL.115 69

加工礫・
側壁石

・
完形

長・
幅
35.6・
40.8

厚・
重
24.6・
22500 二ッ岳石

側壁として取り上げられているが位置不明で、置かれ方
と加工部位の関係は不明。楕円礫(幅40cm大)の上面およ
び裏面、右辺側小口部を平ノミを用い平坦に面取り加工
する。平ノミの刃部幅は約3cmで、刃部は浅く湾曲する。

・
PL.115 70

加工礫・
側壁石

・
完形

長・
幅
20.1・
35.0

厚・
重
13.5・
9400

粗粒輝石安山岩・
(火砕成溶岩・
　強固結凝灰岩)

礫形状からみて、石室の南西部コーナー側石か。礫外面には
凝灰岩がこびり付いているように見える。工具痕は不明。 写真のみ掲載

Ｒ２-７区1号墳(Ｒ２―７区1号溝)出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第212図・ 1 土師器・
杯

・
口縁部～体部片

口・
稜
12.8・
11.1

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下体部は手持ちヘラ削り。

第212図・
PL.116 ２

須恵器・
杯蓋

・
ほぼ完形

口・
カ
17.9・
15.0

摘・
高
4.9・
2.9

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。天井部は中程まで回転ヘラ削
り。内面にカエリを作る。ロクロ整形、回転は右回り。天井
部は中程まで回転ヘラ削り。

第212図4と
セットか

第212図・
PL.116 ３

須恵器・
有台杯

・
3/4

口・
底
15.8・
10.6

台・
高
9.4・
4.3

細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り、高台は
削り出し。

第212図・
PL.116 ４

須恵器・
有台杯

・
2/3

口・
底
16.7・
12.0

台・
高
10.5・
4.1

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り、高台は
削り出し。

第212図2と
セットか

第212図・
PL.116 5

須恵器・
長頸壺

・
胴部一部・高台
欠

口・
胴
8.4・
18.8

底・
残・
高
10.4・
24.3

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り、胴部上位に粘土板による閉塞
痕が残る。底部はナデ、底部周縁は回転ヘラ削り、胴部上
位はヘラナデ、高台は貼付が剥落。内面は口縁部がヘラナデ。

第212図・
PL.116 ６

須恵器・
壺

・
3/4

口・
胴
11.4・
18.5

底・
高
8.5・
17.7 細砂粒/還元焔/灰

底部から胴部下半は叩き締め成形、胴部上半から口縁部
はロクロ成形、回転は右回り。底部から胴部下半には平行
叩き痕が残る、胴部中位にヘラナデ。内面は底部から胴部
下位に同心円状アテ具痕が残り、中位にヘラナデ。

第212図・
PL.116 ７

土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・ 20.6・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、胴部は斜め方向のヘラ削り。内面は胴部
にヘラナデ。
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第213図・
PL.116 ８

須恵器・
甕

・
3/4

口・
胴
22.6・
45.8

高・ 46.6・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰

底部から胴部は叩き締め成形、口縁部はロクロ成形。底部
から胴部は平行叩き後間隔をあけて横方向のヘラナデ、
内面は底部から胴部に同心円状アテ具痕が残るが摩滅し
ている、頸部から口縁部はヘラナデ。

第212図・ ９ 須恵器・
椀

・
底部～体部下位

底・
台
6.3・
6.3

・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

Ｒ２－1区1号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第213図 1 須恵器 
杯

 
底部～体部片

底 6.8 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は回転糸
切りか。

第213図 2 須恵器 
椀

 
底部～体部片

底 6.4 細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第213図 3 須恵器 
椀

 
底部片

底 7.0 細砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は
貼付。

第213図 4
須恵器 
鉢

 
底部～体部下位
片

底 10.8 細砂粒/還元焔/黄
灰

成形方法不鮮明。底部はヘラナデ、体部は指押さえ痕が
残る。内面はヘラナデ、器面は非常によく擦り磨かれて
いる。

第213図 5 灰釉陶器 
皿

 
口縁部～体部片

口 14.0 微砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。施釉方法不明。口唇部は外反。光ヶ丘1号窯
式期

第213図 6 灰釉陶器 
小椀

 
口縁部～体部片

口 10.3 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。施釉方法は漬け掛けか。口
唇部は僅かに外反。

大原2号窯式
期

第214図
PL.109 7

灰釉陶器 
椀

 
底部～体部下位
片

口 
台

7.0 
6.7

微砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は
貼付。施釉方法不明。内面に重焼き痕が残る。

大原2号窯式
期

第214図 8
灰釉陶器 
長頸壺

 
胴部上位～頸部
片

頸 5.8 微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。施釉方法不明。

第214図 
PL.109 9

須恵器 
甕

 
口縁部下半～胴
部上位片

頸 35.4 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰

胴部は叩き締め成形、口縁部はロクロ成形。頸部にて口
縁部と胴部を接合、頸部に断面四角形の補強帯を貼付。
口縁部には波状文を巡らし、胴部はヘラナデ。内面は口
縁部がヘラナデ、胴部はアテ具痕が微かに残る。

第214図 10 須恵器 
甕

 
頸部片

細砂粒/還元焔/黄
灰

頸部にて口縁部と胴部を接合し、断面四角形の補強帯を
貼付している。

Ｒ２－1区２号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第214図・
PL.109 1

土師器・
杯

・
1/2

口・
底
12.9・
8.8

高・ 3.7・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は周囲を手持ちヘラ削
り、中央部はナデ。

第214図・ ２ 土師器・
杯

・
口縁部～底部片

口・
底
12.9・
7.6

・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部は横ナデ、体部は上半がナデ、下半から底部は手持
ちヘラ削り。

第214図・ ３ 須恵器・
椀

・
口縁部～体部片

口・ 14.8・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。

第214図・ ４ 灰釉陶器・
長頸壺

・
口縁部小片

・ ・ ・ ・ 微砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。

第214図・ 5 須恵器・
壺

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。胴部中位から下位に叩き痕が残るがほとんどナデ消されている。

Ｒ２－２区1号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第214図・ 1 在地系土器・
内耳鍋

・
口縁部から底部
片

口・
底
－・
－

高・ －・ にぶい褐/光沢あ
る鉱物含む//

器高低く、器壁厚い。口縁部は短。体部外面は縦位刷毛調
整が残る。丸底。

14世紀後半～
15世紀中頃。4
片接合。

第214図・ ２ 須恵器・
壺

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。内外面ともヘラナデ。

Ｒ２－２区２号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第214図・ 1 常滑陶器・
甕か壺

・
破片

口・
底
－・
－

高・ －・ 断面オリーブ灰、
内面器表暗赤褐// 外面に自然釉かかる。肩部片か。

中世。2片接
合。

第214図・ ２ 埴輪・
不明

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/にぶい橙

外面はやや斜めではあるが縦方向のハケメ(2㎝当たり8
本)、内面は縦方向のナデ。

Ｒ２－２区３号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第215図・ 1 土師器・
台付甕

・
底部～台部小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/浅黄
橙 胴部から台部はハケメ(1㎝当たり6本)。内面はナデ。
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Ｒ２－７区２号溝出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第215図・ 1 土師器・
杯

・
口縁部～底部片

口・
稜
11.8・
10.3

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

第215図・ ２ 土師器・
杯

・
口縁部～体部片

口・
稜
11.8・
11.0

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

第215図
PL.109 ３

土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
半片

口・
胴
17.6・
16.0

・ ・ 細砂粒・粗砂粒・礫
(片岩)/良好/灰
黄褐

口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

Ｒ２－1区４号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第215図・
PL.109 1

須恵器・
杯

・
1/3

口・
底
12.6・
5.4

高・ 3.6・ 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第215図
PL.109 ２

須恵器・
杯

・
3/4

口・
底
12.9・
5.4

高・ 3.8・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。

第215図・ ３ 須恵器・
椀

・
口縁部～体部片

口・ 14.8・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。

第215図・ ４ 須恵器・
椀

・
底部片

底・
台
7.0・
6.6

・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第215図・ 5 土師器・
台付甕

・
台部片

台・ 9.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 台部は内外面とも横ナデ。

Ｒ２－1区16号柱穴出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第215図・ 1 須恵器・
椀

・
口縁部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。

第215図・ ２ 須恵器・
甕

・
口縁部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。口唇部は幅2.2㎝の平面を作る。上方は引き出されているが、下方は貼付か。

Ｒ２－２区遺構外出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第215図・ 1 銭貨・
竜一銭

・
完形

径・
－
2.786・
－

厚・
重
0.163・
5.4

全体に劣化が見られる。錆で多くが覆われている。昭和15
年造。

Ｒ２－７区遺構外出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第215図・ 1 土師器・
杯

表土・
2/3

口・
稜
11.1・
10.7

高・ 4.1・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

８区遺構外出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第215図・ 1 縄文土器・
壺

8区包含層・
口縁部破片

・ ・ ・ ・ 粗砂、輝石/良好/
口縁下に隆帯をめぐらし、下位に内面から押捺を加えて
器面を盛り上げ、下部に環状の貼付文を付す。上位に橋状
把手が付された痕跡があるが欠損している。

勝坂1式

第215図・ ２ 縄文土器・
深鉢

8区包含層・
胴部破片

・ ・ ・ ・ No.3と同一個体。 堀之内2式

第215図・ ３ 縄文土器・
深鉢

8区1号墳西
黒色土・
胴部破片

・ ・ ・ ・ 粗砂、輝石/良好/ 帯状沈線による重三角状文を施し、LR縄文を充填施文する。一部、沈線上に刺突を施す。 堀之内2式

第215図・ ４ 縄文土器・
深鉢

8区表採・
胴部破片

・ ・ ・ ・ 粗砂/良好/ 帯状沈線による重三角状文を施し、LR縄文を充填施文す
る。 堀之内2式
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綿貫三反割遺跡
9区1号竪穴建物 R2-3区2号溝

R2-3区3号溝

R2-3区4号溝

9区2号溝

9区1号竪穴建物　周溝　（9区1号溝）

9区遺構外

11 区遺構外

第216図　竪穴建物、溝、遺構外　出土遺物

綿貫三反割遺跡
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９区1号竪穴建物遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第216図・
PL.117 1

土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
半

口・
胴
13.1・
17.5

・ ・ 細砂粒多/良好/浅
黄橙

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり6本)。内面は胴
部にヘラナデ。口唇端部は平坦面を作る。

第216図・ ２ 土師器・
台付甕

・
胴部下半片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

内面胴部に輪積み痕が残る。外面は縦方向のハケメ(1㎝
当たり5～6本)。内面はヘラナデ。

第216図・ ３ 土師器・
台付甕

・
台部片

台・4.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

端部は内側に折り返す。台部上位にはハケメ(1㎝当たり6
本)。内面はナデ。

第216図・ ４ 手捏ね土器・
杯形

・
1/2

口・
底
5.0・
4.4

高・2.5・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部・底部ともナデ。内面は底部中央から口縁部に向け
て斜め方向のナデ。

９区1号竪穴建物周溝(９区1号溝)遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第216図・ 1 土師器・
台付甕

上層・
頸部～胴部上位
片

頸・14.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横ナデ、胴部はハケメ(1㎝当たり9本)。内面は胴
部にヘラナデ。

９区２号溝遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第216図・
PL.117 1

土師器・
坩

・
ほぼ完形

口・
頸
6.7・
3.9

高・4.6・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口唇部は横ナデ、口縁部はハケメ(1㎝当たり7～8本)、胴
部から底部はヘラ削り。内面は口縁部にハケメ、底部から
胴部にヘラナデ。

Ｒ２－３区２号溝遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第216図・ 1 土師器・

台付甕
・
台部上半小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 台部上位にハケメ(1㎝当たり6本)、内面はナデ。

第216図・ ２ 須恵器・
椀

・
口縁部小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形。

Ｒ２－３区３号溝遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第216図・ 1 須恵器・

甕
・
口縁部小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。外面は凹線による区画内に波状文を巡らす。内面はヘラナデ。断面は酸化焔状態。
第216図・ ２ 須恵器・

甕
・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰 叩き締め成形。外面は平行叩き痕が残る。内面はヘラナデ。

Ｒ２－３区４号溝遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第216図・ 1 土師器・

台付甕
・
胴部下位片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐 外面はハケメ(1㎝当たり7本)、内面はナデ。

第216図・ ２ 土師器・
台付甕

・
胴部上位小片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面は縦方向のハケメ(1㎝当たり6本)後一部に横方向ハ
ケメ。内面はナデ。

９区遺構外遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第216図・ 1 縄文土器・

深鉢
9区黒色土・
口縁部破片

・ ・ ・ ・ 粗砂、輝石/良好/ 口縁の無文部。 堀之内1式
第216図・
PL.117 ２

・
凹石

・
完形

長・
幅
11.5・
7.8

厚・
重
4.1・
458.4 粗粒輝石安山岩

表裏面とも漏斗状の窪み穴があるほか、全面摩耗する。小
口部および側縁に敲打痕がある。偏平楕円礫。

第216図・
PL.117 ３

石製品・
石製品

・
一部欠

長・
幅
10.9・
11.7

厚・
重
2.9・
468.3 粗粒輝石安山岩

環状石斧様だが、両側穿孔された軸穴孔が衷心より外れ
る。表面右上の欠損は明らかであるが、左右両辺のノッチ
は意図的であり、下端側直線部も敲打整形されている可
能性が高い。

11区遺構外遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第216図・ 1 縄文土器・

深鉢
11区・
胴部破片

・ ・ ・ ・ 粗砂、輝石/ふつう
/ 沈線による懸垂文を施す。 堀之内1式
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12区2号竪穴建物 12区3号竪穴建物

12区2号竪穴状遺構

12区4号竪穴建物

綿貫反町遺跡

第217図　竪穴建物出土遺物

綿貫反町遺跡
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R2-6区1号竪穴状遺構

12区1号墳（12区1号溝）

12区3号土坑

第218図　竪穴状遺構、溝、土坑　出土遺物

綿貫反町遺跡
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12区3号柱穴

12区遺構外

第219図　柱穴、遺構外　出土遺物

綿貫反町遺跡
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挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第217図・ 1 土師器・

杯
・
口縁部～底部片

口・
稜
9.8・
8.4

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙

内面黒色処理。口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘ
ラ削り、器面摩滅のため単位不明。

第217図・ ２ 土師器・
杯

・
ほぼ完形

口・
稜
11.1・
10.0

高・4.0・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。
第217図・ ３ 土師器・

杯
・
口縁部～体部片

口・
稜
11.8・
10.4

・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

第217図・ ４ 土師器・
杯

・
口縁部～体部片

口・
稜
11.8・
10.8

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。
第217図・
PL.117 5

土製品・
鞴羽口

・
先端部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙 外面はヘラ削り。孔径はφ2.3㎝前後。

・
PL.117 ６

河床礫・
偏平礫

・
完形

長・
幅
11.0・
9.7

厚・
重
2.3・
382.3 石英閃緑岩

表面側に比べて裏面側礫面が白く新鮮で、擦れているよ
うにみえるが、特に摩耗痕等使用痕は認定できない。 写真のみ

・
PL.117 ７

河床礫・
棒状礫

・
完形

長・
幅
13.9・
7.1

厚・
重
4・
548.6 雲母石英片岩

掌サイズの偏平礫。小口部両端および側縁に明瞭な使用
痕は見られない。 写真のみ

・
PL.117 ８

河床礫・
棒状礫

・
完形

長・
幅
15.0・
6.2

厚・
重
3.7・
500.9 粗粒輝石安山岩

掌サイズの偏平礫。礫面全体が煤けているほか、表裏両面
とも火バネする。打痕等使用痕は見られない。 写真のみ

・
PL.117 ９

河床礫・
棒状礫

・
完形

長・
幅
12.3・
5.7

厚・
重
4.4・
432.8 粗粒輝石安山岩

掌サイズで、小口部や礫稜線が若干摩耗しているように
もみえるが、礫稜線等が擦れて変色してみるのは河床礫
も同様で、使用痕認定は難しい。

写真のみ

12区３号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第217図・
PL.117 1

土師器・
杯

・
1/3

口・
稜
11.9・
11.6

高・5.1・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

12区４号竪穴建物出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第217図・ 1 土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・20.8・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい褐

口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナ
デ。

第217図・ ２ 土師器・
甕

・
底部～胴部下位
片

底・6.0・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい橙

底部と胴部はヘラ削りか器面が荒れており不鮮明。内面
は底部から胴部にヘラナデ。

12区２号竪穴状遺構出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第217図・ 1 土師器・

杯
・
口縁部～底部片

口・
稜
11.0・
10.4

・ ・ 細砂粒/良好/黄橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。
第217図・ ２ 土師器・

杯
・
口縁部～底部片

口・
稜
11.8・
10.6

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。
第217図
PL.117 ３

土師器・
杯

・
1/2

口・
稜
11.8・
11.0

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

第217図・ ４ 土師器・
壺

・
口縁部～胴部上
位片

口・9.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙
内面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削りか器面摩滅のため単位不明。内面は胴部に
ヘラナデ。

第217図・ 5 土師器・
壺

・
底部～胴部下位
片

底・7.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 底部と胴部はヘラ削り。内面は底部から胴部にヘラナデ。

第217図
PL.117 ６

土師器・
甕

・
口縁部～胴部

口・
胴
17.6・
15.7

・ ・ 細砂粒/良好/灰黄
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部に
ヘラナデ。

第217図
PL.117 ７

土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
半片

口・
胴
20.4・
18.6

・ ・ 細砂粒・粗砂粒/良
好/橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

Ｒ２－６区1号竪穴状遺構出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第218図・ 1 土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・21.6・ ・ ・ 細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

第218図・
PL.118 ２

土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・21.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ、胴部は縦方向のヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

第218図・
PL.118 ３

土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・21.5・ ・ ・ 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削り。内面
は胴部にヘラナデ。



遺物観察表
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12区1号墳(12区1号溝)出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第218図・ 1 土師器・

杯
・
口縁部～体部片

口・
稜
11.8・
9.8

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下体部は手持ちヘラ削り。
第218図・ ２ 土師器・

杯
・
口縁部～底部片

口・
稜
11.0・
9.6

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り、器面摩
滅のため単位不明。

第218図・
PL.118 ３

土師器・
杯

・
3/4

口・
稜
11.0・
10.1

高・4.0・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。
第218図・ ４ 土師器・

杯
・
口縁部～体部片

口・
稜
16.8・
15.8

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下体部は手持ちヘラ削り。
第218図・ 5 土師器・

杯
・
口縁部～底部片

口・12.0・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、体部は上半がナデ、下半から底部は手持
ちヘラ削り。

第218図・ ６ 須恵器・
甕

・
胴部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
黄

叩き締め成形。外面には平行叩き痕が微かに、内面は同心
円状アテ具痕が残る。

第218図・
PL.118 ７

石製品・
石製品

・
完形

長・
幅
12.6・
11.2

厚・
重
4.8・
946.4 粗粒輝石安山岩

表面側は浅く窪んでおり、礫面は弱く摩耗するように見
える。手持ち石器としても使用可能だが、窪んだそこをど
のように使用するのか、具体的に想定するのは難しい。被
熱してヒビ割れ、裏面側には煤が付く。

12区３号土坑出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第218図・
PL.118 1

土師器・
杯

・
ほぼ完形

口・
稜
10.8・
10.0

孔・3.2・ 細砂粒/良好/橙 内面黒色処理。口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘ
ラ削りか器面が荒れており不鮮明。内面底部にナデ。

第218図・
PL.118 ２

土師器・
杯

・
1/4

口・
稜
11.8・
11.4

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

第218図・ ３ 土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・19.4・ ・ ・ 細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

第218図・ ４ 土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・17.9・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

第218図・ 5 土師器・
甕

・
口縁部～胴部上
位片

口・19.8・ ・ ・ 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部にヘラナデ。

第218図・
PL.118 ６

須恵器・
壺

・
口縁部片

口・18.6・ ・ ・ 細砂粒/還元焔/褐
灰

ロクロ整形、回転は右回りか。口唇部下を僅かに肥厚させ
凸帯状に作り、その下位に波状文を巡らす。

第218図・
PL.118 ７

石製品・
砥石

・
破片

長・
幅
(6.6)・
(8.0)

厚・
重
(5.9)・
452 砥沢石

二面使用。砥面は表面と左辺にあり、良く使い込まれてい
る。右辺側は粗く研磨整形されているが、裏面側は荒割状
態に止まる。

第218図・
PL.118 ８

石製品・
砥石？

・
完形

長・
幅
16.1・
3.8

厚・
重
3.4・
306.4 雲母石英片岩

偏平棒状礫の平坦な表裏面に平滑面を持つ。左右両辺は
堆積方向に剝れ、断面は略並行四辺形状を呈する。片岩と
しては堆積面が薄く、やや軟質。平滑面が人為的な研磨面
か疑わしい。

12区３号柱穴出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考
第219図
PL.118 1

土師器・
杯

・
1/2

口・
稜
17.8・
17.4

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。

12区遺構外出土遺物観察表
挿図・
PL.No. No.

種 類・
器 種

出土位置・
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調・

石材・素材等 成形・整形の特徴 備 考

第219図
PL.118 1

瀬戸・美濃
陶器・
摺絵皿

・
完形

口・
底
11.4・
6.0

高・2.8・ オリーブ灰//
底部内面に不鮮明な染付。不鮮明で型紙による施文か否
か不明。底部内面周縁低い段差があるが、釉で埋まる。高
台端部を除き貫入の入る灰釉。

18世紀前葉～
中葉。

第219図 ２ 土師器・
杯

・
1/3

口・
稜
12.4・
12.4

・ ・ 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。
第219図 ３ 土師器・

高杯
・
脚部柱状部片

・ ・ ・ ・ 細砂粒/良好/橙 杯部と脚部は貼付。脚部柱状部は当て方向ヘラ削り。内面
は縦方向のナデ。

第219図
PL.118 ４

須恵器・
椀

・
底部～体部

底・
台
5.2・
5.2

・ ・ 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第219図
PL.118 5

銭貨・
寛永通寶

・
完形

外・
内
2.50・
1.90

厚・
重
0.65・
9.60

新寛永を含む3枚が癒着している。内2枚は背側を向いて
いるため内容を不明。

第219図
PL.118 ６

銭貨・
銭種不明

・
完形

外・
内
2.50・
1.80

厚・
重
0.22・
3.60 全体が錆で覆われている。文字の無い面は彫は浅い。

第219図
PL.118 ７

銭貨・
寛永通寶

・
完形

外・
内
2.45・
1.92

厚・
重
0.20・
2.70 面、背ともに文字、輪、郭は明瞭。全体に錆が多い。





第8章　まとめ
１.古墳時代前期の土器について　

　本遺跡では、2区では1・3号竪穴建物・3号土坑、5区で
は1～6号竪穴建物・4号溝、9区では1号竪穴建物・2号溝、
R3区4号溝、他に2区と5区のピット及び遺構外出土品と
して古墳時代前期の土器が出土している。いずれも共伴
関係を検討するに足る良好な一括品には恵まれていない
ため、出土土器全体を対象として、以下に型式把握と編
年的位置づけに関する総括的な検討を行う。
器種組成　壺（4類別）、甕（2類別）、高杯（2類別）、鉢（3
類別）、器台（5類別）がみられる。この時期に通常みられ
る有孔鉢と杯は図化できる資料を欠く。
各器種の類別　壺は形態から4類に分けられる。頸部屈
曲が強く断面三角形の折返し口縁をもつ1類（第190図5
区4溝6）、頸部が「く」字状に屈曲し僅かに肥厚する折返
し口縁をもつ2類（第198図遺構外15）、大きく開く二重口
縁の3類（第180図2区1竪1）、直口壺の4類（第198図遺構外
13）である。1類は口縁外面に箆により刻みを加えるもの
と無文がみられ、形状から東海西部系のいわゆるパレス
スタイル壺の系譜に連なるものだろう。2類は在来系弥
生土器である樽式系譜の可能性が考え得るが、限定でき
ない。3類は頸部形状が不明ながら、口唇部の面取りが
明瞭で伊勢型二重口縁壺（田口1981）と思われる。4類は
口縁部のみだが大型の直口壺とみてよい。
　甕は1類をS字状口縁台付甕（以下「S字甕」と略す）、2類
を単口縁甕（第216図9区1竪1）としたが、本遺跡では1類
のS字甕が組成上の主体を占める。これまでの群馬県域
におけるS字甕の分類基準では、田口一郎による論考（田
口1981・2000）が最も詳細で説得力が高く、編年的位置づ
けを検討するうえでも有効と考える。田口の型式細分に
従えば、本遺跡出土のS字甕のうち、Ⅲ－a類（第198図遺
構外9）、Ⅲ－b類（第181図5区6竪5）、Ⅳ－a類（第181図5区6
竪7）、Ⅳ－b類（第180図2区3竪3・4　第198図遺構外10）に
相応させることができ、Ⅱ－b類・Ⅳ－ｃ類・Ⅴ～Ⅶ類は確認
できなかった。Ⅳ－a類とした5区6号竪穴例は、肩部外面
への横位ハケメを施さない以外は、Ⅱ類の特徴をそのま
ま残しており、Ⅳ類でも古相のa類と位置づけたい。Ⅳ－
b類は本遺跡のS字甕の主体を占めており、口縁形態でつ
まみ上げナデによる稜を持つ（第180図2区3竪3）、口唇内
面に凹線がめぐる（第180図2区1竪3）、丸みが強く肥厚す
る（第198図遺構外10）などのバラエティがみられる。体
部形状は丸みが強く、体部中～下位へのハケメは4段前
後に分けて重ねるものが多い（第180図2区3竪4）。この点

でもⅣ－ｃ類まで下げて考える必要はないだろう。甕2類
（第216図9区1竪1）は、内側にわずかに肥厚する口唇部と
頸部の「く」字状屈曲及び球形体部といった形態に、体部
外面の整ったハケメ、体部内面の明瞭なケズリ技法と
いった特徴から、「布留0式」に類似する例である。
　高杯は杯部形状の判明するものが少なく、椀形杯部の
1類（第197図2区3土1）のほかに、直線的に大きく開く2類
（第181図5区2竪1・2）がある。2類は大型の有稜高杯にな
ろう。脚部は、全体に弓なりの外反形状（第198図遺構外
4　第181図5区6竪3）とみられる。
　鉢は外折口縁と椀形体部をもつ1類（第180図2区3竪2）、
受け口状で肩の張る体部を持つ2類（第180図5区1竪2）が
あり、体部の著しく小さい小型丸底土器である3類（第
216図9区2溝1）も鉢とした。2類の5区1号竪穴例は、図で
は不明瞭だが口縁外面の横ナデで下端に弱い稜線が見ら
れ、北陸系の影響を受けた可能性がある。
　器台は、器受け部の形状により、皿形の1類（第182図2
区1掘立1）、屈曲外反口縁の2類（第190図5区4溝2）、口縁
外面に強い平坦面をもつ3類（第198図遺構外12）、浅い椀
形の4類（第181図5区6竪1）のほか、鍔付き結合器台を5類
（第181図5区6竪2）とした。
編年的位置づけ　甕1類としたS字甕が土器編年上での
比定が可能である。S字甕を基準とした田口編年（田口
2000）では、Ⅲ－b類とⅣ－b類が伴出するⅣ期に相当し、
わずかながらⅢ－a類・Ⅳ－a類の存在からⅢ期に遡る可能
性を考えてよいだろう。組成器種全体を含めた若狭・深
澤による編年（若狭・深澤2005）に比定するならば、古墳
前期中段階に含まれるのは確実である。この時間軸上の
位置づけは、隣接する綿貫小林前・綿貫伊勢・綿貫原北遺
跡の古～中葉段階に相当しよう。暦年代では上限を3世
紀後半、下限を4世紀前半とする時間幅のなかで、300年
前後を中心とする時期を想定しておきたい。
型式の特徴　本遺跡出土の古墳時代前期土器群に見られ
る型式上の特徴は、壺・甕において尾張地方の廻間式に
近縁性を持つのが明らかである。高杯・鉢・器台について
も廻間様式に伴うものと大きな型式上の齟齬は見られな
い。わずかに北陸系・畿内系・在来の樽式系の要素が客体
的にうかがえるのみである。このことから、東海西部系
土器群を主体とする土器群と位置づけてよいだろう。

参考文献
田口一郎　1981『元島名将軍塚古墳』高﨑市教育委員会　ｐ.94-103
田口一郎　2000「北関東西部におけるS字口縁甕の波及と定着」『第7回
東海考古学フォーラムS字甕を考える』　ｐ.84-105
若狭徹・深澤敦仁　2005「北関東西部における古墳出現期の社会」『新
潟県における高地性集落の解体と古墳の出現』
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2.綿貫原前遺跡8区１号墳小考

　綿貫原前遺跡、綿貫反町遺跡の調査では3基の古墳を

検出した。その内容については、第5・7章で報告され

たとおりである。　

　本稿では検出された3基の古墳の立地と綿貫古墳群と

の関係、綿貫原前遺跡8区１号墳の横穴式石室の平面形

状、使用石材、出土した鉄釘の4点について若干の検討

を加えてみたい。

1.今回調査した3古墳と綿貫古墳群

　本報告にかかわる発掘調査で、綿貫原前遺跡8区１号

墳（以下、原前8区１号墳と呼称）、同じくR2-7区１

号墳（以下、原前R2-7区１号墳と呼称）、綿貫反町遺

跡12区１号墳（以下、反町12区１号墳と呼称）の3基の円

墳の存在が明らかになった。

　原前8区１号墳は、南北の残存長から、直径15ｍほど

の小円墳と考えられる。主体部は、側壁に角閃石安山岩

を使用した両袖型横穴式石室で、石室からの出土品は鉄

釘のみであった。埴輪の出土は無く、開口部前から検出

された土師器杯は7世紀後半の所産と考えられる。

　原前R2-7区１号墳（南北の残存長10.9ｍ）、反町12

区１号墳（南北の残存長11.0ｍ）の2基は、周堀の一部を

検出したものの、調査範囲、墳丘部の削平の進行から、

埋葬施設の検出には至らなかった。これらの古墳からも

埴輪の検出はなく、原前R2-7区１号墳の周堀からは

8世紀前半から中葉の須恵器蓋・高台付杯や長頸壷・壷・

大甕が、反町12区１号墳からは7世紀前半の土師器杯が

検出されている。以上のことから、3基は、ともに7世

紀代に築造された小円墳と考えられる。

　これらの古墳は、榛名山麓を流下する井野川下流の右

岸段丘面上に位置している。段丘面の幅は1000ｍ前後で

ある。周辺は、都市化が進行し、古墳時代の景観を復元

することが困難になりつつあるが、以前は比較的平坦な

地形の中に家屋や田畑が広がり、段丘面西側は、北東か

ら南西方向、井野川の支流粕川の流路に向かって緩やか

な傾斜地が続き、圃場整備を済ませた水田が並んでいた。

3古墳はその傾斜の始まる縁辺に沿って立地している。

　3基の古墳の位置関係は、原前8区１号墳の南方約

150ｍに原前R2-7区１号墳が、そして、そのさらに南

方約70ｍに反町12区１号墳がある。また、原前8区１号

墳の東方280ｍに玄室の側壁・奥壁に5面削りの角閃石

安山岩削石を互目積に整然と積み上げた横穴式石室を有

する6世紀後半築造の前方後円墳、綿貫観音山古墳が位

置している。

　綿貫観音山古墳の南側、綿貫町字堀米から字千葉の地

域には1938年刊行の『上毛古墳綜覧』（以下『綜覧』）注１作

成時の踏査で、4基の前方後円墳と17基の円墳の合計21

基が確認されている。この時、陸軍造兵廠岩鼻火薬製造

所の敷地内（現在の高崎量子応用研究所、「群馬の森」、

日本化薬の敷地におよぶ）は、踏査の対象から除外され

ていたので、実際には登載数をはるかに凌ぐ数の古墳が

存在していたと考えられる。

　1873年前後に作成された「地租改正図」には円形地割約

60個、瓢箪形地割5個以上が、岩鼻火薬製造所の敷地拡

張以前の1882年から1905・1906年の間に作成されたと考

えられる「旧東二造岩鼻製造所統括図」には28個の円形地

割が記録されており、その中には多数の古墳跡が含まれ

ていることが指摘されている。注2

　また、それを裏付ける形で、東京国立博物館や群馬県

立歴史博物館の収蔵品の中に岩鼻火薬製造所敷地内から

の出土品が認められる。注3

　このような古墳の分布状況については、不動山古墳や

綿貫観音山古墳の調査や報告書作成を経る中で綿貫古墳

群として認識・呼称されるようになっていった。

　第220図にも示したとおり、綿貫古墳群は、河岸段丘

の中でも井野川の流路に近い比較的高燥な地点に南北

1000～1200ｍの範囲に展開している。古墳群は、北側寄

りは、綿貫観音山古墳を北限に、普賢寺裏古墳（『綜覧』

漏れの前方後円墳）や不動山古墳、『綜覧』岩鼻村第12号

古墳など5世紀から6世紀後半の首長墓系列の前方後円

墳を中核とする墓域が、南側は5世紀前半の前方後円墳

岩鼻二子山古墳とその周囲に小円墳を主体とした群集墳

が展開するという状況が認められた。

　分布域については、今回の調査に至るまではほぼ固定

化されて考えられていた感があった。その北限は綿貫観

音山古墳と考えられている。綿貫観音山古墳の北側には

字小林や字曲師に少数の古墳の分布が知られているが、

綿貫遺跡群や国道354号バイパスの調査においても古墳

の検出はなかったことからこの点は妥当と考えられる。
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第220図　綿貫原前遺跡8区１号墳と綿貫古墳群
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南側については、旧岩鼻火薬製造所内の検討が困難な状

況が続いている。

　今回検出された3古墳は、これまでの綿貫古墳群の想

定範囲外から検出されたもので、全く予想外の成果で

あった。検出前の地目は、畑と水田で、早くから耕作化

が進行していたためか、全くその痕跡は残されておらず、

もちろん『綜覧』の登載からも漏れていた。

　また、3基の古墳は、綿貫古墳群の中で初めて調査が

実施された7世紀代の古墳であることも記しておきた

い。群馬県立歴史博物館所蔵の岩鼻火薬製造所敷地内の

古墳出土品の中には7世紀前半の所産とされる鉄鏃があ

ることから綿貫古墳群の形成が7世紀代に及ぶことは既

に知られていたが、7世紀代の古墳が検出された意義は

大きい。注4

2.綿貫原前遺跡8区1号墳の平面形状について

　次に原前8区１号墳の主体部、横穴式石室の形状につ

いてふれてみたい。この横穴式石室の概要を再述すると、

石室の平面形状は、両袖型と想定される。検出されたの

は、開口部から奥壁に向かって左側の羨道、玄室の側壁

と奥壁の大部分である。右側壁は調査範囲外であった。

　石室の規模は、全長6.04ｍを測る。調査時には除去さ

れていたが、袖石の位置から、玄室長は2.87ｍ、羨道長

は3.17ｍと想定される。開口方向は、Ｓ―12°―Ｗである。

　検出した石材は角閃石安山岩の一部分に加工を施した

削石・未加工の転石を主体に、わずかに河原石の円礫が

含まれていた。削平が進行していたため、玄室部分はほ

とんどが基底の石積のみで、羨道部は2段残存していた。

左側の袖石は抜かれていた。立柱状の用石（一石に限定

できないが）が据えられていた可能性が考えられる。

　奥壁には館凝灰岩注5の大型の加工石材、切石の基底

石１段が残されていた。天井石にも凝灰岩が使用されて

いた可能性が考えられる。

　そして、本石室の平面形状には2つの特徴が認められた。

　１点目は玄室の平面形状である。その形は、いわゆる

胴張り形の範疇に含まれるものである。最大幅は玄室中

央からやや奥壁側に寄った位置にある。胴張りは、玄室

の奥壁側半分と玄門側半分の描く弧が全く異なってい

た。奥壁側はその幅に大きな変化はなく、奥壁際がわず

かに絞られているだけである。これに対し、玄門側は玄

門近くになると急速にその幅を減じ、袖石に向かって強

く弧を描いている。この形状は胴張りというよりも徳利

形に近い形状である。本石室は、角閃石安山岩使用の石

室であるが、右島和夫氏が分類した矩形プラン式、胴張

りプラン式注6の二形式のいずれにも属さない非定形的

な石室構造で、角閃石安山岩使用の石室には類例はほと

んど認められない。

　類似する古墳としては、榛東村の榛東村39号墳、高崎

市御部入6号墳・御部入21号墳・倉賀野東古墳群大道南

群2号墳・山名古墳群20号墳などがあげられる。築造時

期はいずれも7世紀代であるが、それ以外の立地、使用

石材、石室全体の構造などには共通点を見出すことはで

きない。

　次に、本石室の特徴の第2点として、羨道長が玄室長

を上回るという点があげられる。玄室長2.87ｍに対して、

羨道長は3.17ｍで、羨道長は玄室長の1.1倍となる。角

閃石安山岩使用の石室では、石室全長に対する羨道長の

割合が１/2以下の事例が数多いことから、角閃石安山

岩使用石室の中ではやや特異の形状を呈していることが

わかる。

　羨道長が玄室長を上回る事例は、導入期や截石切組積

石室に認められるが、横穴式石室全体の中では主流では

ないと考えられる。強いて類例を上げれば、高崎市石原

稲荷山古墳や和田山天神前遺跡7号・18号・20号墳、太

田市御嶽山20号・21号墳などがあるが、こちらも相互を

関係づけるような共通点は見出し難い。　

　本石室の奥壁は、墳丘の中央に設置されている。類推

の域を出ないが、墳丘形状・規模と石室開口部の整合性

を保つために、石室構築過程で、天井石の不足などが原

因で、玄室長を上回る長さの羨道が必要となったのであ

ろうか。　

　最後に、使用尺度については、石室の形状全体が判明

していないので有効な作業にはならないが、参考までに、

6世紀後半以降その使用が開始されるという高麗尺（約

35㎝）と、7世紀後半以降その使用が多くなるとされる

唐尺（約30㎝）について換算値を求めてみた。適合状況は

以下の表のとおりである。

　計算の結果からは高麗尺の方が少ないものの、ともに

誤差があり、使用尺、石室の設計規格を断定するには至

らなかった。
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3.綿貫原前遺跡8区1号墳の使用石材について

　本石室は、側壁には主として角閃石安山岩が、奥壁に

は凝灰岩が使用されていた。

　石室構築材として角閃石安山岩を使用した古墳は、群

馬県内に188基あることが明らかにされている。注7それ

を参照すると角閃石安山岩削石積石室の多くは、側壁、

奥壁ともに角閃石安山岩を積み上げる多石構造であり、

奥壁に角閃石安山岩以外の礫が用いられることは稀である。

　本石室で使用された角閃石安山岩は、横20㎝前後、縦

15～20㎝、長さ（奥行）30㎝前後の転石である。その加工

状態は、5面削りではなく、上下左右の側面のいずれか

の面を削るだけで、石室内に面する小口部分に丸みを残

した未加工のものが大半である。石材の加工状況、石積

みの状態ともに技術的な完成度は低いものに位置づけら

れよう。

　本石室は、綿貫観音山古墳に近接して築造されている

が、観音山古墳の高度な角閃石安山岩加工技術や石室築

造技術は全く継承されていない。

　奥壁には前述のとおり、角閃石安山岩の多石構造の奥

壁ではなく、凝灰岩の大型加工石材が使用されていた。

時期が下り、多石構造を可能にする良好な角閃石安山岩

の入手が困難であったためであろうか。また、大型石材

は、綿貫観音山古墳では天井石に牛伏砂岩の巨石が使用

されていたが、2古墳築造の間に地域間の関係に変化が

生じたのであろうか。

　群馬県内の6世紀後半の主要前方後円墳の在り方をみ

た時、旧利根川（広瀬川）の中流域、烏川下流域、井野川

流域には、綿貫観音山古墳のような「矩形プラン式」の角

閃石安山岩削石積横穴式石室を主体部とする前方後円墳

が、最上位に墳丘長100ｍ級、その下位に50ｍ～70ｍ級

というように重層的に築造されている状況が認められ

る。このことから、この分布域に綿貫観音山古墳を中心

とした固有の石室構造、石室構築技術を共有することに

象徴される首長同士の連携、政治連合体が成立していた

ことが指摘されている。注8

　また、烏川と鏑川の合流地点一帯、高崎市の佐野から

山名地域、藤岡市白石地域から市中央部にかけては、墳

丘長80ｍ級を最上位とする前方後円墳や大型円墳に凝灰

岩切石積石室が採用されている。こちらも凝灰岩切石積

石室の共有に象徴される首長同士の連携関係が成立して

いたことが指摘されている。注9

　以上のように6世紀後半、群馬県の県央部には使用石

材、石室構築技術を異にする二つの分布域が形成されて

いたことがわかる。さらに藤岡市周辺から高崎東部には

模様積み石室を有する古墳の分布域が重なってくる。

　そして、本古墳は、角閃石安山削石積石室を採用した

分布域と凝灰岩切石切組積石室を採用した分布域のそれ

ぞれの周縁部が重なり合う地点に位置していることがわ

かる。本古墳が築造された7世紀代になっても、前代の

分布域の影響が石材の使用状況に残されていたものと考

えられる。その枠組みが少し崩れ、本石室に角閃石安山

岩と凝灰岩の2種の石材が使用されることになったので

はないだろうか。

　分布圏の周縁部における多様な石材の利用例として

は、自然石を主体に凝灰岩の大型石材を使用した高崎市

倉賀野東古墳群大道南群１号墳・17号墳、一本杉古墳を

あげることができる。

　高崎市下佐野4号墳では凝灰岩と角閃石安山岩の加工

石材を主に、隙間に輝石安山岩や結晶片岩が差し込まれ

ている。玉村町玉村町3号墳は玄室に角閃石安山岩と牛

伏砂岩が併用され、羨道は安山岩と結晶片岩による模様

積の石室である。

　最後に、玄室の舗石に角閃石安山岩の削石が使用され

ていた点についてみてみたい。舗石に使用された角閃石

安山岩は、長さ5～35㎝前後の転石である。100個ほど

を奥壁際から玄門方向に向かって隙間なく丁寧に置いて

いることが見てとれる。各礫は加工面が上端にくるよう

に設置されており、床面全体を平坦に整えようとする意

図が強く働いていることがわかる。この舗石の上には間

層を挟んで烏川河川敷でも採取が可能な結晶片岩を含む

円礫が敷かれていた。注10羨道部には角閃石安山岩の舗石

は認められなかった。
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規模
（㎝）

高麗尺換算値、（）内は
誤差

唐尺換算値、（）内は誤
差

全長 604 完尺17尺（＋9㎝） 完尺20尺（＋4㎝）

玄室長 287 完尺8尺（＋7㎝） 完尺10尺（-13㎝）

羨道長 317 完尺9尺（＋2㎝） 完尺11尺（-13㎝）

奥壁幅 138以上 完尺4尺（-2㎝）以上 完尺5尺（-12㎝）以上

第１表　使用尺度換算値
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角閃石安山岩削石使用横穴式石室①
凝灰岩切石使用横穴式石室②
その他の石材使用横穴式石室
凝灰岩載石使用横穴式石室
角閃石安山岩 +凝灰岩使用横穴式石室
凝灰岩 +自然石使用横穴式石室
胴張形模様積横穴式石室③
模様積横穴式石室④

・
・
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①の分布圏①の分布圏

③④の分布圏③④の分布圏

①の分布圏（縁辺）①の分布圏（縁辺）

②の分布圏②の分布圏

①の分布圏①の分布圏

②の分布圏（縁辺）②の分布圏（縁辺）

③④の分布圏③④の分布圏

０ ５ｍ１: 200

第221図　周辺地域における主な角閃石安山岩及び凝灰岩使用横穴式石室の分布

角閃石安山岩削石横穴式石室
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１　綿貫原前遺跡8区１号墳
2　綿貫観音山古墳
3　総社二子山古墳
4　不二山古墳
5　山王金冠塚古墳（朝倉・広瀬古墳群）
6　阿弥陀古墳
7　上ノ宮古墳
8　小泉大塚越遺跡3号古墳（小泉古墳群）
9　小泉長塚遺跡１号古墳（小泉古墳群）
10　萩塚古墳（茂木古墳群）
11　若宮１号墳（若宮古墳群）
12　若宮A号墳（若宮古墳群）
13　倉賀野東古墳群大道南群
14　皇子塚古墳
15　平井地区１号古墳
16　山名伊勢塚古墳（山名古墳群）
17　漆山古墳（佐野古墳群）
18　石原稲荷山古墳
19　観音塚古墳
20　五霊神社古墳
21　浜尻天王山古墳
22　和田山天神前遺跡

０ ５㎞１: 150,000

１　綿貫観音山古墳　石室長12.6ｍ　
　　矩形プラン式	 　

玄室各壁5面削り互目積、羨道側壁奥側１面削り、手前側自然石	
2　萩塚古墳　石室長8.7ｍ　
　　胴張プラン式	

玄室各壁5面削り互目積、羨道側壁１面削り	
3　綿貫原前遺跡8区１号墳　石室長6.04ｍ
　　胴張りがみられるが非定形	

玄室・羨道側壁転石（一部加工）、玄室奥壁凝灰岩切石	

国土地理院1/25，000地勢図「下室田」「富岡」「上野吉井」「前橋」「高崎」「藤岡」「大胡」「伊勢崎」「本庄」図幅を編集・加工

１ 2 3



　近接する綿貫観音山古墳では奥壁から3ｍ離れて河原

石の間仕切りが設けられていた。この区画には河原石敷

きの床面の上にさらに拳大から卵大の角閃石の転石が一

面に敷き込まれ、白色の屍床面が造られていた。壮麗な

死後の世界が演出されていたのである。これに対し、原

前8区１号墳では白い角閃石安山岩の舗石は敷石によっ

て覆われ、床面には露出してはいなかったことになる。

同様の事例は伊勢崎市上ノ宮古墳と本関町古墳群6号墳

でも確認されている。上ノ宮古墳では、10㎝～15㎝の角

閃石安山岩の上に、河原石の玉石が敷き詰められていた

とされる。

　本関町古墳群6号古墳の場合は、玄室の間仕切りより

奥壁側の床面に角閃石安山岩の舗石が置かれ、その上に

砂礫が敷かれていたとされる。玄室から鉄釘が出土して

いる。

　また、やや状況が異なるが、伊勢崎市阿弥陀古墳では

羨道の一部に角閃石安山岩の転石が置かれ、その間隙も

含めて敷石によって覆われていたことが報告されてい

る。転石の設置は舗石とは考えられていない。

　以上の4基の古墳は側壁、奥壁にも角閃石安山岩の削

石が使用されている。

　この他に、舗石ではないが、大塚昌彦氏により、玄室

の床面に拳大の角閃石安山岩を敷き詰めた事例が報告さ

れている。注11それらは、前橋市七ツ石3号墳・西大室丸

山遺跡１号墳・オブ塚古墳、伊勢崎市石山南古墳群赤堀

村104号墳・多田山19号墳、高崎市下佐野3号墳の6例

である。

　このような事例について、大塚氏は、7世紀初頭の横

穴式石室の玄室に拳大軽石を敷きつめることが流行した

とし、遠距離運搬の負担を負ってまでして軽石を採集し

たのは、軽石に何らかのスティタスを求めた結果とした。

玄室の床に軽石を敷き詰めて真っ白な床にという色彩効

果を考えたのではとしている。　

　同様の事例は他にも確認できる。伊勢崎市清音１号古

墳では追葬時の床面に角閃石安山岩の礫が、同じく伊勢

崎市の『綜覧』東村第16号古墳でも礫を敷き詰めているこ

とが報告されている。高崎市筑縄小星山古墳では床面の

一部に敷かれていたとされる。また、板倉町頼母子横穴

墓の第１号から第4号の4基の横穴でも床面に角閃石安

山岩の玉石が敷かれている。

　この他に詳細は不明であるが、前橋市から榛東村にわ

たる清里長久保遺跡の清里長久保遺跡11号墳、庚申塚１

号墳、庚申塚2号墳でも床石に角閃石安山岩が含まれて

いることが報告されている。伊勢崎市『綜覧』剛士村第36号

古墳でも床石に角閃石安山岩の混入が認められたという。

　大塚氏の指摘を受け、同様の事例はさらに数を増すも

のと考えられる。大塚氏のいうようになぜ運搬の負担を

負いながらも、意識的に角閃石安山岩を入手し、床面の

舗石・敷石に使用したのかについての答えは現時点では

用意できない。大塚氏の指摘も含め今後の検討課題とし

たい。

4.綿貫原前遺跡8区1号墳出土鉄釘について

　原前8区１号墳からは鉄釘が破片の点数で63点出土し

ている。

　出土状況は、玄室床面の中央寄り、奥壁際から羨道方

向に2.2ｍまでの範囲内に多くが検出された。

　完形品は4点にとどまったが、頭部が残存する資料は

29点を数える。出土状況、点数、器面に錆化した木質が

付着している状態から、いわゆる釘付式木棺が埋納され

たことが考えられる。

　釘の形態は頭部を折り曲げた、折曲型とされるもので

ある。全長は、3㎝前後と6㎝前後で長いものでも6㎝

台前半の中に納まりそうである。

　現在のところ、本石室に近接する古墳から多数の鉄釘

が出土し、釘付式木棺の使用が想定される古墳は認めら

れない。

　群馬県内の古墳出土の鉄釘については、6世紀末から

7世紀初頭築造の高崎市観音塚古墳からの出土がよく知

られている。残存する木棺材片と16本の頭部円頭の角釘

の観察から、被せ蓋を伴う釘付式木棺が推定復元されて

いる。注12

　また、7世紀代の古墳出土例では伊勢崎市多田山古墳

群で6基（10点以上出土4基）の古墳からの出土が、高崎

市和田山天神前遺跡の古墳群からは14基（10点以上出土

6基）の古墳からの出土が知られており、集団内で鉄釘、

釘付式木棺が広く受容されていたことが知れる。

　鉄釘については、これまでに長い研究の蓄積があるが、

群馬県域を対象とした研究としては、近年、大岩岳晃氏

の研究がある。注13大岩氏は出土資料を慎重に取り扱った
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上で、群馬県内の釘付式木棺の出土例を56遺跡としてい

る。また、その成果として、関東地方で最も早く釘付式

木棺を受容した事例の一つが観音塚古墳であること。釘

の全長は、群馬県では7世紀後葉～末にかけて分布の中

心が4.5㎝から6.0～7.0㎝に変化するように見えること。

頭部の形態は大半が折曲式であることなどをあげている。

　今回の整理作業を機会に改めて群馬県内出土の釘の集

成作業を行い、合計163基（古墳群を単位とすると約98カ

所）の古墳で釘の出土が記録されていることが把握でき

た。10点以上が出土した古墳は44基であった。材質はす

べて鉄製である。

　鉄釘の形状としては全長10㎝を超えるものはほとんど

なく、7㎝以下が多かった。

　頭部の形態としては、今回は6分類したが、実査して

いないものが大半で、錆の付着により判断が困難な資料

が多くある。今後是正の機会を持ちたい。

　１　頭部になる部分を叩き伸ばしてから折り曲げ、成

形したもの。原前8区１号墳をはじめ大半の資料がこ

こに分類される。

　2　寸胴の角柱を折り曲げることで成形したもの。高

崎市蓋１号古墳他から出土している。

　3　頭部が方形に造り出されたもの。剣崎長瀞西遺跡

35号墳から出土している。

　4　頭部が円形に笠のように張り出すもの。前述の観

音塚古墳の他に、高崎市足門村西古墳群3号墳、太田

市巌穴山古墳、吉岡町清里長久保遺跡5号墳から出土し

ている。

　5　頭部を造り出さないもの。無頭。大泉町古海松塚

53号古墳（5世紀後半）から出土している。

　6　その他の形状。

　出土古墳の多くは7世紀代の築造であるが、埴輪を伴

出し、6世紀後半と考えられる古墳に伴う資料も多く

あった。まとまった点数を出土した古墳はないが、追葬

の有無、出土の状況、用途他について検討を必要とする

ところである。　

　方墳出土例は太田市巌穴山古墳、伊勢崎市下触牛伏遺

跡１号古墳である。截石切組積石室出土例は、高崎市庚

申B号墳、桐生市山内出古墳、伊勢崎市多田山古墳群12

号墳・15号墳、中里塚古墳である。

　群馬県内の出土状況について概観すると、終末期古墳

が多く築造されている利根・沼田地域や吾妻地域での出

土は以外にも希薄であった。

　出土古墳数が顕著であったのは、前橋市向原１号古墳

に代表される荒砥地域、高崎市観音塚古墳周辺の八幡地

域、高崎市金子内林4号古墳や蓋１号古墳の所在する旧

群馬町から箕郷町地域、伊勢崎市上原古墳や本関町古墳

群6号古墳に代表される三和町から波志江町・五目牛町

一帯、吉岡町清里長久保遺跡や『綜覧』古巻村5号古墳の

ある榛東村・吉岡町・渋川市有馬地区一帯、そして、前

述した伊勢崎市赤堀今井町多田山古墳群や高崎市箕郷町

和田山天神前遺跡などをあげることができる。

　各古墳の墳丘規模、石室規模・構造、築造時期などの

詳細な検討については全く検討することができていな

い。有蓋短頸壷や火葬の普及との検討も必要な視点であ

る。また、それぞれの地域の6世紀後半の主要古墳の在

り方、7世紀から8世紀にかけての地域の動向、例えば

律令体制成立前後の地域展開、近畿地方（畿内）との関係

などと関連づけて検討することにより、分布状況、釘付

式木棺を受容した造墓集団についてのより正しい解釈が

得られるものと考えられる。

5.小結

　最後に原前8区１号墳をはじめとした3基の古墳調査

の意義を再述してまとめとしたい。

　調査対象地の関係から各古墳ともその一部を検出した

に留まったものの、得られた情報は貴重であった。これ

まで全く周知されていなかった地点から3基の古墳が検

出されたことにより、綿貫古墳群の分布域が西側に広が

る可能性が出てきた。また、5世紀、6世紀を中心とす

ると理解されてきた綿貫古墳群の形成が7世紀代にまで

及ぶことが改めて明らかになった。綿貫観音山古墳の後

を継承する有力古墳については不明のままであるが、一

帯が墓域として継続していたことが明らかになった。

　群馬県内の多くの古墳群の変遷を見た時、時期を異に

してその占地が変化していく事例は少なくない。3基の

古墳について、綿貫古墳群の墓域の拡大と捉えるのか、

新たな造墓活動の中での群の形成と考えるのかなど細部

については検討を要するところである。周辺では綿貫伊

勢遺跡や綿貫遺跡群などで発掘調査が行われている。そ

れらの遺跡の居住域や生産域の関する新資料を得る中で
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3古墳の置づけについて考えていく必要があろう。

　また、原前8区１号墳の調査により、角閃石安山岩使

用古墳、釘出土古墳に新たな一例を加えることとなった。

石材、鉄釘（釘付式木棺）の受容と被葬者、あるいはその

属していた集団の階層、系譜などについて改めて検討す

る機会を持ちたいと考える。

注

１　引用・参考文献2による。

2　引用・参考文献3による

3　引用・参考文献6・7による。

4　引用・参考文献7による。

5　飯島静雄氏の同定による。

6　引用・参考文献14による。

7　引用・参考文献16による。

8　引用・参考文献14による。

9　引用・参考文献19・20による。

10　本石室の場合は、削平が進行しており、中位から上位の用石の状態、

裏込の状態は不明であるが、結晶片岩が床面精査の途中段階で埋没

中から検出されていることが気になるところである。高崎市下佐野

4号墳や玉村町玉村3号墳のような角閃石安山岩を使用した模様積

み石室の系譜を引く石室が存在することに注意する必要がある。

11　引用・参考文献22による。

12　引用・参考文献23による。

13　引用・参考文献24による。この中で大岩氏は、鉄釘式木棺に用いら

れた鉄釘について、6世紀後半から8世紀以降の時期の関東地方、

福島県、宮城県を対象に検討を行っている。

引用・参考文献

１　群馬県埋蔵文化財調査事業団2010『箱石浅間山古墳　不動山古墳』

2　群馬県1938『上毛古墳綜覧』

3　津金沢吉茂・飯島義雄・大久保美加1981「群馬県高崎市岩鼻町『群

馬の森』を中心とする地域の歴史について」『群馬県立歴史博物館紀

要』第2号　

4　群馬県教育委員会1981『史跡観音山古墳』

5　群馬県教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団1998『綿貫観音山

古墳Ⅰ』

6　東京国立博物館1983『東京国立博物館図版目録・古墳遺物篇』（関

東Ⅱ）

7　群馬県立歴史博物館2021『古墳大国群馬へのあゆみ』

8　群馬県史編纂委員会1981『群馬県史』資料編3

9　高崎市市史編さん委員会1999『高崎市史』資料編１

10　松本浩一1968「横穴式石室における胴張りに関する一考察」『古代

学研究』53

11　塚越甲子郎・柳沢一男2002「倉賀野東古墳群大道南群調査報告書（上）

―遺構編―」『高崎市史研究』15高崎市市史編さん専門委員会

12　高崎市教育委員会2008『山名古墳群』

13　秋池武2000「利根川流域における角閃石安山岩軽石の分布と歴史的

意義」『群馬県立歴史博物館紀要』第21号

14　右島和夫1993「角閃石安山岩削石積石室の成立とその背景」『古文

化談叢』30集下　

15　宮田裕起枝1989「道明山古墳・舟山古墳・筑波山古墳について」『板

倉町の遺跡と遺物』板倉町史別巻9板倉町史編さん委員会

16　前橋市教育委員会2022『二之宮八王子古墳』

17　伊勢崎市教育委員会2010『阿弥陀古墳』

18　玉村町教育委員会2009『川井・茂木古墳群』

19　若狭徹2008「岩野谷丘陵の開発と山名伊勢塚古墳」『山名伊勢塚古墳』

専修大学文学部考古学研究室

20　若狭徹2017『古代の東国１　前方後円墳と東国社会』吉川弘文館

21　青木弘2019「模様積石室の構築技術」『横穴式石室と用石技法資料集』

山梨県考古学協会

22　大塚昌彦2022「古墳時代後期の拳大軽石（FA）の使用例　竪穴住居

出土軽石と石室玄室軽石敷床」『利根川』第44号　利根川同人

23　岡林孝作2018「関東地方における釘付式木棺―群馬県八幡観音塚古

墳木棺を中心に―」『古墳出土の釘に付着した材組織の観察からみ

た木棺の用材利用法と棺構造の復元的研究』

24　大岩岳晃2018「関東地方における釘付式木棺の受容と展開」『駒澤

考古』第43号　駒澤大学考古学研究室

25　群馬県教育委員会2017『群馬県古墳総覧』　　

※調査報告書の多くを省略した。ご寛恕を願う次第である。
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第
2
表
　
群
馬
県
内
鉄
釘
出
土
古
墳
一
覧
表

番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

1
萱
野
遺
跡

A
１
号
古
墳

前
橋
市
江
木
町

90
8－
5

円
直
径
13
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
6以

上
1

4.
8　

釘
の
他
無
し

『
萱
野
・
下
田
中
・
矢
場
遺
跡
』 
19
91
 

群
馬
県
企
業
局

7世
紀
代
。

2
亀
泉
坂
上
遺
跡
	

１
号
古
墳

前
橋
市
亀
泉
町

99
、1
00
、1
07

円
直
径
19
～
20

両
袖
型
横
穴
式
石
室

3?
2

0
石
室
内：

大
刀
、鉄

鏃
、刀

子
、耳

環
、前

庭：
須
恵
器
杯・

甕・
提
瓶・

短
頸
壷
、土

師
器
杯

『
亀
泉
坂
上
遺
跡
』 
20
08
 （
財
） 群

馬
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

頭
部
方
形
に
張
出
す
。

7世
紀
代
。

3
西
大
室
遺
跡
群
	

第
72
号
墳

前
橋
市
西
大
室
町

七
ツ
石
42
1

円
直
径
14
.5
×
16

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

石
室
内 ：

須
恵
器
提
瓶
、大

刀
、刀

子
、鉄

鏃
、弓

飾
金
具
、

耳
環
、馬

具
轡
、棺

金
具
と
さ
れ
る
金
銅
製
金
具

『
富
田
遺
跡
群
・
西
大
室
遺
跡
群
・
清
里
南

部
遺
跡
群
』 
19
80
 前

橋
市
教
育
委
員
会

詳
細
不
明
。7
世
紀
中
頃
。

4
小
稲
荷
遺
跡
	

3
号
墳

前
橋
市
西
大
室
町

27
7 －
1

円
直
径
約
37

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

3
0

墳
丘・

前
庭：

須
恵
器
杯・

蓋・
高
杯・

𤭯・
長
頸
壷・

大
甕
、

石
室
内
：
土
師
器
、須

恵
器
、耳

環
、大

刀
、金

銅
製
刀

装
具
、鉄

鏃
、馬

具
鞍
金
具
、鉄

楔

『
小
稲
荷
遺
跡
』 
19
87
 前

橋
市
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
団

墳
丘
上
か
ら
釘
出
土
か
。

7世
紀
代
。

5
向
原
遺
跡
	

１
号
古
墳

前
橋
市
泉
沢
町

12
20
外

円
直
径
28

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

50
以
上

不
明

石
室
内
：
方
頭
大
刀

『
上
西
原
・向

原
・谷

津
』 
19
86
 群

馬
県
教

育
委
員
会
、『
諏
訪
西
遺
跡
・諏

訪
遺
跡
・柳

久
保
遺
跡
・川

籠
皆
戸
遺
跡
・向

原
遺
跡
』 

19
98
 群

馬
県
教
育
委
員
会

7世
紀
後
半
。

6
西
大
室
遺
跡
群
	

上
縄
引
遺
跡
	

上
縄
引
3
号
墳

前
橋
市
西
大
室
町

字
上
縄
引

22
41
－2
、2
24
3－
2

円
直
径
19
.2

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
6

不
明

石
室
内
：
刀
子

『
西
大
室
遺
跡
群
Ⅱ
』 
19
81
 前

橋
市
教
育

委
員
会

詳
細
不
明
。7
世
紀
後
半
。

7
前
二
子
古
墳
	

前
橋
市
西
大
室
町

26
57
－4
外

前
方

後
円

墳
丘
長
94

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
3

1
2.
0 　

周
堀
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、器

財
他
） 、
土
師
器
、墳

丘
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、器

財
他
）、
石
室
内：

鏡
、金

環
、

ガ
ラ
ス
玉
、管

玉
、銀

製
空
玉
、捩

り
環
頭
大
刀
、鉄

鉾
、

鉄
鏃
、馬

具
f
字
形
鏡
板
付
轡
・
輪
鐙
・
金
銅
装
剣
菱

形
杏
葉
・
金
銅
装
双
葉
剣
菱
形
杏
葉
・
留
金
具
、土

師
器
台
付
直
口
壷
・
高
杯
・
杯
、須

恵
器
筒
形
器
台
・

高
杯
形
器
台
・
提
瓶
・
直
口
壷
・
𤭯
、臼

玉
、農

工
具
小

型
模
造
品
、雲

母
片
他

『
前
橋
市
史
 第

１
巻
』 
19
71
 前

橋
市
、

『
前
二
子
古
墳
』 
19
93
 前

橋
市
教
育
委
員
会
、

『
東
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
前
二
子
古
墳
』

記
録
集
・
資
料
集
 2
01
5 
前
橋
市
教
育
委

員
会

19
92
年
度
調
査
時
出
土
。

6世
紀
初
頭
。

8
荒
砥
二
之
堰
遺
跡
	

第
3
号
古
墳

前
橋
市
飯
土
井
町

11
89
、 1
19
3

円
直
径

約
15
×
約
18
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
72

19
3.
4～

8.
4

周
堀：

土
師
器
杯
、須

恵
器
甕
、石

室
内：

鉄
鏃
、刀

子
、

不
明
鉄
製
品

『
荒
砥
二
之
堰
遺
跡
』 
19
85
 （
財
） 群

馬
県

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

3・
4㎝

代
と
6・
7㎝

代
が

多
数
。不

明
鉄
製
品
2点

出
土
。7
世
紀
後
半
。

9
清
里
・
長
久
保
遺
跡
	

庚
申
塚
１
号
墳

前
橋
市
青
梨
子
町

37
7

円
直
径
12
.7
×
12
.6

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1と
2?

30
図
示

4
5.
0/
6.
0/

8.
2/
8.
7

釘
以
外
の
出
土
無
し

『
清
里
・長

久
保
遺
跡
』 
19
86
 （
財
） 群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

54
片
出
土
。

7世
紀
初
頭
～
中
葉
。

10
西
原
古
墳
群
	

F
－
2
号
墳

前
橋
市
粕
川
町

深
津
18
20
－1

円
直
径
23

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
1

0
前
庭 （

掘
り
込
み
内
） ：
須
恵
器
長
頸
壷
、鉄

鏃
『
西
原
古
墳
群
K
5
』 
19
85
 粕

川
村
教
育

委
員
会

7世
紀
後
半
。

11
西
原
古
墳
群
	

I
－
3
号
墳

前
橋
市
粕
川
町

深
津
18
20
－1

円
直
径
13
.8

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
8

2
4.
7/
5.
4

石
室
内
：
刀
子
、前

庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
蓋
付
短

頸
壷
・
杯
蓋
・
杯
身
・
台
付
椀

同
　
上

7世
紀
後
半
。

12
陣
場
遺
跡
	

陣
場
2
号
古
墳

前
橋
市
富
士
見
町

横
室
85
3、
85
4

円
直
径
約
12

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た

は
2

1
1

4.
5 　

周
堀
：
須
恵
器
、石

室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、前

庭
：
須
恵

器
細
頸
瓶

『
陣
場
・庄

司
原
古
墳
群
』 
19
91
 富

士
見

村
教
育
委
員
会

釘
の
出
土
位
置
不
明
。

7世
紀
後
半
。

13
谷
津
遺
跡

Ⅲ
－
１
号
墳

前
橋
市
泉
沢
町

谷
津
13
3－
1

円
直
径
12

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

前
庭
：
土
師
器
、須

恵
器
子
持
瓶
の
付
く
須
恵
器
・

台
付
長
頸
壷
・
長
頸
壷

『
昭
和
61
年
度
荒
砥
北
部
遺
跡
群
発
掘
調

査
概
報
』 
19
86
 群

馬
県
教
育
委
員
会

7世
紀
代
。

14
谷
津
遺
跡

Ⅲ
－
2
号
墳

前
橋
市
泉
沢
町

谷
津
13
3 －
1

円
直
径
13
.4

横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

前
庭
：
土
師
器

同
　
上

釘
多
数
出
土
。7
世
紀
代
。

15
谷
津
遺
跡

Ⅲ
－
3
号
墳

前
橋
市
泉
沢
町

谷
津
10
7、
13
7 －
2外

円
直
径
27
.8

横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

石
室
内
：
耳
環

同
　
上

石
室
内
・
前
庭
か
ら
釘
多

数
出
土
。7
世
紀
代
。

16
月
田
古
墳
群

	
月
田
薬
師
塚
古
墳

前
橋
市
粕
川
町

月
田
18
8

円
不
明

横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

石
室
内
：
須
恵
器
長
頸
壷

尾
崎
喜
左
雄「

月
田
薬
師
塚
古
墳
」 『

す
ざ

く
会
誌
』 
2巻

6号
 1
95
8 
す
ざ
く
会
、

『
粕
川
村
誌
』 
19
72
 粕

川
村
役
場

7世
紀
代
?。
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番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

17
熊
の
穴
遺
跡

M
－
１
号
墳

前
橋
市
神
沢
の
森

23
－7

円
直
径
16

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1?
0

墳
丘
：
須
恵
器
、石

室
内
：
耳
環
、前

庭
：
須
恵
器
長
頸

壷
、土

師
器
杯

『
横
俵
遺
跡
群
Ⅰ
』 
19
90
 前

橋
市
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
団

7世
紀
後
半
。

18
新
山
Ⅰ
号
古
墳
	

（
１
号
墳
）

前
橋
市
馬
場
町

新
山
10
4－
3

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

2
不
明

石
室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、刀

子
、銙

帯
『
尾
崎
喜
左
雄
博
士
調
査
収
集
考
古
遺
物
』

20
03
 群

馬
大
学
教
育
学
部

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』

に
釘
の
出
土
記
載
な
し
。

7世
紀
後
半
。

19
新
山
Ⅱ
号
古
墳
	

（
2
号
墳
）

前
橋
市
馬
場
町

新
山
10
23

円
直
径
約
6

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

4
不
明

石
室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、刀

子
同
　
上

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』

に
釘
の
出
土
記
載
な
し
。

7世
紀
後
半
。

20
綿
貫
原
前
遺
跡
	

8
区
１
号
墳

高
崎
市
綿
貫
町

原
前

円
直
径
南
北
15
.1

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
5

2.
9/
5.
6/

5.
8/
5.
9/

6.
3

周
堀
：
土
師
器
杯

本
報
告
遺
跡

63
片
出
土
。7
世
紀
前
半
。

21
剣
崎
長
瀞
西
遺
跡
	

27
号
墳

高
崎
市
剣
崎
町

13
31
－3

円
直
径
約
13

横
穴
式
石
室

1
4

1
5.
4　

石
室
内 ：

鉄
鏃
、刀

子
、前

庭：
土
師
器
杯
、須

恵
器
杯
蓋・

杯
身
・
高
台
付
杯
・
高
台
付
椀
・
小
型
短
頸
壷
・
高
杯
・

盤
・
長
頸
壷
・
提
瓶
・
甕

『
剣
崎
長
瀞
西
5
・2
7・
35
号
墳
』 
20
03
 

専
修
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

7世
紀
末
。

22
剣
崎
長
瀞
西
遺
跡
	

35
号
墳

高
崎
市
剣
崎
町

13
31
－3

円
直
径
約
10

両
袖
型
横
穴
式
石
室

3
2

1
10
.0
　

石
室
内 ：

大
刀
、鉄

鏃
、刀

子
、耳

環
、馬

具
轡・

鐙・
杏
葉・

鉸
具・

留
金
具
、前

庭：
土
師
器
杯・

高
杯
、須

恵
器
杯
蓋・

杯
身
・
高
台
付
杯
・
平
瓶
・
提
瓶
・
横
瓶
・
小
壷
・
脚
付

盤
・
甕

『
剣
崎
長
瀞
西
5
・2
7・
35
号
墳
』 
20
03
 

専
修
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

鎹
6点

出
土
。

7世
紀
前
半
～
後
半
。

23
三
本
山
古
墳

高
崎
市
小
八
木
町

西
久
保
30
5

円
直
径
25

両
袖
型
横
穴
式
石
室

１
4

１
6.
2

墳
丘：

埴
輪（

埴
輪
片
）、
須
恵
器
、石

室
内：

大
刀
、刀

子
、

金
銅
製
刀
装
具
、鉄

鏃
、銅

鋺

『
中
川
村
誌
』 
19
55
 中

川
村
誌
編
纂
委
員
会
、

『
尾
崎
喜
左
雄
博
士
調
査
収
集
考
古
遺
物
』 

20
03
 群

馬
大
学
教
育
学
部

6世
紀
末
～
7世

紀
代
。

24
唐
橋
稲
荷
古
墳

高
崎
市
上
大
類
町

北
宅
地
12
42

円
直
径
17
.8

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

3
不
明

石
室
内
：
須
恵
器
、大

刀
、刀

子
、耳

環
『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県

7世
紀
代
。

25
御
部
入
古
墳
群
	

5
号
古
墳

高
崎
市
乗
附
町

字
御
部
入
13
83
－1
4

円
直
径
13
.6

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
10

7
4.
6～

5.
2

石
室
内
：
須
恵
器
、大

刀
、鉄

鏃
、鉄

鉾
、刀

子
、鉄

斧
、

滑
石
製
小
玉

同
　
上

7世
紀
中
葉
～
後
半
。

26
御
部
入
古
墳
群
	

7
号
古
墳

高
崎
市
乗
附
町

字
御
部
入
13
73
－3

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
5

2
5.
2/
6.
2

石
室
内
：
刀
装
具
、鉄

鏃
、刀

子
、前

庭
：
土
師
器

同
　
上

7世
紀
中
葉
～
後
半
。

27
御
部
入
古
墳
群
	

8
号
古
墳

高
崎
市
乗
附
町

字
御
部
入
13
80
－8
外

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
11

8
4.
6～

6.
2

石
室
内
：
須
恵
器
直
口
壷
、刀

装
具
、鉄

鏃
、銅

製
銙

帯
巡
方

同
　
上

7世
紀
中
葉
～
後
半
。

28
若
田
金
堀
遺
跡

１
号
墳

高
崎
市
若
田
町

29
1－
1

円
直
径
約
8.
5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

2
1

3.
4　

墳
丘
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
椀
・
短
頸
壷
蓋
・
短
頸
壷
・

長
頸
壷
、周

堀：
土
師
器
杯
、須

恵
器
杯
蓋・

杯
身・

高
盤・

短
頸
壷
、平

瓶・
大
甕

『
若
田
金
堀
遺
跡
』 
20
17
 高

崎
市
教
育
委

員
会

墳
丘
上
か
ら
釘
出
土
。

築
造
7世

紀
後
半
、

追
葬
7世

紀
末
～
8世

紀
。

29
若
田
坂
上
遺
跡

8
号
墳

高
崎
市
若
田
町

円
直
径
16
.5

横
穴
式
石
室

1?
1

0
周
堀
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、馬

）、
石
室
内
：
鉄
鏃
、

滑
石
製
臼
玉
・
垂
飾
、出

土
地
不
明
須
恵
器
大
甕
、

土
師
器
高
杯

『
若
田
坂
上
遺
跡
』 
20
21
 高

崎
市
教
育
委

員
会

6世
紀
中
葉
か
ら
後
半
。

30
八
幡
遺
跡

12
号
古
墳

高
崎
市
八
幡
町

80
0 －
11
8

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
3

2
5.
5/
6.
5

石
室
内
：
須
恵
器
、大

刀
、鉄

鏃
、石

室
入
口
前
：
須
恵

器
杯
蓋
・
杯
身
・
大
甕

『
八
幡
遺
跡
』 
19
89
 高

崎
市
教
育
委
員
会

7世
紀
代
。

31
観
音
塚
古
墳

高
崎
市
八
幡
町

後
観
音
10
87
、

観
音
塚

10
31
～
10
35
外

前
方

後
円

墳
丘
長
約
10
5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

4
16

3
約
5.
5

周
堀：

埴
輪 （

円
筒
、人

物
）、
石
室
内：

鏡
、圭

頭
大
刀
、

鶏
冠
頭
大
刀
、鉄

鉾
、刀

子
、鉄

鏃
、弓

飾
金
具
、小

札
甲
、

鉄
斧
、鉄

鉇
、馬

具
轡・

雲
珠・

辻
金
具・

杏
葉・

帯
金
具
、

金
環
、銅

鋺
、須

恵
器
蓋
・
高
杯
・
𤭯
・
長
頸
壷
・
提
瓶
・

甕
、モ

モ
核
他

『
上
野
国
八
幡
観
音
塚
古
墳
調
査
報
告
書
』 

19
63
 群

馬
県
、『
観
音
塚
古
墳
調
査
報
告

書
』 
19
92
 高

崎
市
教
育
委
員
会

6世
紀
末
か
ら
7世

紀
初
頭
。

32
八
幡
二
子
塚
遺
跡
	

１
号
墳

高
崎
市
八
幡
町

字
二
子
塚
79
5－
1

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
11

1
6.
9　

周
堀
：
埴
輪 （

円
筒
） 、
石
室
内
：
刀
装
具
、鉄

鏃
『
八
幡
二
子
塚
遺
跡
』 
19
98
 高

崎
市
遺
跡

調
査
会

7世
紀
後
半
～
末
。

33
庚
申
B
号
墳

高
崎
市
金
古
町

字
庚
申
92
9－
1

円
直
径
11
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

6
不
明

出
土
地
不
詳
：
刀
子
、須

恵
器
、土

師
器

『
庚
申
B
号
古
墳
発
掘
調
査
概
報
 昭

和
37
，8
年
度
に
お
け
る
発
掘
調
査
』 
19
66
 

群
馬
大
学
教
育
学
部
史
学
・
尾
崎
研
究
室
、

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県

截
石
切
組
積
石
室
。

7世
紀
後
半
。



第8章　まとめ

264

番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

34
金
古
諏
訪
古
墳

高
崎
市
金
古
町

字
榛
名
18
63
－1
、4

円
直
径
15

横
穴
式
石
室

1?
30

2
7.
5/
8.
3

墳
丘：

土
師
器
、須

恵
器
高
杯
、石

室
内：

須
恵
器
、小

刀
、

馬
具
、武

器
、刀

子
、玉

類
、耳

環
『
町
内
遺
跡
Ⅴ
』 
19
97
 群

馬
町
教
育
委
員
会

鎹
状
鉄
製
品
1点

。7
世
紀

前
半
～
中
葉
。

35
金
古
内
林

4
号
古
墳

高
崎
市
金
古
町

字
内
林
24
07
－1
5

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
63

4
5.
2前

後
と

6.
2前

後
の

2種
石
室
内
：
馬
具
、武

器
、耳

環

富
沢
敏
弘
 「
金
古
内
林
古
墳
群
発
掘
調
査

概
要
」『

ま
え
あ
し
』1
5 
19
74
 東

国
古

文
化
研
究
所
、『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 

19
81
 群

馬
県

完
形
4点

図
化
。7
世
紀

初
頭
～
中
葉
?。

36
金
古
如
来
古
墳
群
	

第
3
号
墳

高
崎
市
金
古
町

字
如
来
79
2 －
20

円
直
径
約
11

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
16

1
5.
4

石
室
内：

方
頭
大
刀
と
推
定
さ
れ
る
大
刀
、刀

子
、砥

石
、

銙
帯

『
金
古
如
来
古
墳
群
』 
20
06
 高

崎
市
教
育

委
員
会

7世
紀
中
葉
。

37
金
古
如
来
古
墳
群
	

第
4
号
墳

高
崎
市
金
古
町

字
如
来
79
2 －
18

円
直
径
9.
8～

10
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1?
0

墳
丘（

攪
乱
中
）：
馬
具
轡
、周

堀
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
提
瓶
・
横
瓶
・
大
甕
、石

室
周
辺
：
大
刀
、鉄

鏃
、

ガ
ラ
ス
玉

同
　
上

石
室
周
辺
か
ら
出
土
。

7世
紀
第
2四

半
期
。

38
蓋
１
号
古
墳

高
崎
市
足
門
町

蓋
10
60

円
直
径
7.
2

両
袖
型
横
穴
式
石
室

2
20

7
5.
6～

6.
6

周
堀
・
前
庭
：
須
恵
器
杯
蓋
・
杯
身
・
高
台
付
杯
・
高
台

付
短
頸
壷
・
台
付
長
頸
壷
・
大
甕
、土

師
器
杯
・
暗
文

の
あ
る
杯

『
寺
屋
敷
Ⅰ
・蓋

・鶴
巻
遺
跡
』 
19
91
 群

馬
町
教
育
委
員
会

20
点
図
化
。7
世
紀
後
半
。

39
お
春
名
古
墳

高
崎
市
足
門
町

字
金
井
沢
13
67

円
直
径
22
～
25

両
袖
型
横
穴
式
石
室

（「
卜
字
型
」変

形
石
室
）

5ま
た

は
6

1
0

墳
丘：

埴
輪 （

円
筒
） 、
土
師
器
、須

恵
器
、武

器
、石

室
内：

土
師
器
、須

恵
器
、刀

、馬
具
、武

器
、刀

子
、玉

類
、耳

環
『
群
馬
町
誌
 資

料
編
１
』 
19
98
 群

馬
町

誌
刊
行
委
員
会

6世
紀
前
半
。

40
寺
屋
敷
2
号
古
墳

高
崎
市
足
門
町

字
寺
屋
敷
15
43
－1

円
直
径
約
8

不
明（

削
平
）

不
明

不
明

不
明

釘
の
他
無
し

『
寺
屋
敷
Ⅰ
・蓋

・鶴
巻
遺
跡
』 
19
91
 群

馬
町
教
育
委
員
会

掘
り
方
内
か
ら
釘
出
土
。

7世
紀
後
半
。

41
寺
屋
敷
7
号
古
墳

高
崎
市
足
門
町

字
寺
屋
敷
14
49
－1

円
直
径
8.
3

不
明（

削
平
）

不
明

不
明

不
明

周
堀
：
須
恵
器
台
付
鉢

『
寺
屋
敷
Ⅱ
遺
跡
』 
19
91
 群

馬
町
教
育
委

員
会

図
12
の
14
・
15
が
釘
か
。

7世
紀
後
半
。

42
足
門
村
西
古
墳
群

	
2
号
墳

高
崎
市
足
門
町

字
村
西
39
－2
、3

円
直
径
12
×
12
.3

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

周
堀
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
台
付
杯
、埋

葬
施
設
：

須
恵
器
、鉄

鏃
、耳

環
、前

庭：
土
師
器
杯
、須

恵
器
蓋・

台
付
杯
・
台
付
長
頸
壷
・
甕

『
足
門
村
西
古
墳
群
』 
19
96
 群

馬
町
教
育

委
員
会

鉄
鏃
か
。7
世
紀
後
半
。

43
足
門
村
西
古
墳
群
	

3
号
墳

高
崎
市
足
門
町

字
村
西
39
－1
、3

円
直
径
6.
7×

6.
1

両
袖
型
横
穴
式
石
室

4
8図

化
0

8.
3+

周
堀
：
須
恵
器
短
頸
壷
、石

室
内
：
刀
子

『
足
門
村
西
古
墳
群
』 
19
96
 群

馬
町
教
育

委
員
会

8点
本
図
化
。7
世
紀
後
半
。

44
中
里
天
神
塚
古
墳

高
崎
市
中
里
町

字
毘
沙
門
43
外

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
7

0
石
室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、刀

子
、耳

環
『
三
ツ
寺
Ⅲ
・保

渡
田
遺
跡
、中

里
天
神
塚

古
墳
』 
19
85
 （
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団

7世
紀
代
。

45
諸
口
3
号
墳

高
崎
市
福
島
町

字
諸
口
71
6 －
1

円
直
径
40

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
3

0
墳
丘
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、器

財
、鶏

）、
須
恵
器
、

石
室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、馬

具
轡
・
歩
揺
付
飾
金
具
・

鈴
、耳

環
、須

恵
器
𤭯

『
諸
口
遺
跡
Ⅲ
』 
19
85
 群

馬
町
教
育
委
員
会

6世
紀
後
半
。

46
茅
畑
遺
跡

１
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町
白
川

円
直
径
9.
9

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
8

0
前
庭
：
須
恵
器
杯
・
甕

『
茅
畑
 鴫

上
Ⅰ
遺
跡
』 
20
17
 （
公
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

7世
紀
前
半
。

47
長
者
久
保
１
号
墳

高
崎
市
箕
郷
町

金
敷
平
字

西
長
者
久
保
51
－2

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

8
不
明

前
庭
：
須
恵
器
甕
・
短
頸
壷

『
金
敷
平
・長

者
久
保
遺
跡
』 
19
83
 箕

郷
町
教
育
委
員
会

7世
紀
後
半
。

48
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

１
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
天
神
前

44
9 －
1、
44
9－
4外

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
15

4
3.
9/
4.
5/

6.
6/
6.
9

周
堀：

須
恵
器
杯
蓋・

甕
、土

師
器
手
づ
く
ね
、石

室
内：

大
刀
、小

刀
、鉄

鏃
、前

庭：
須
恵
器

『
和
田
山
天
神
前
遺
跡
』 
19
99
 （
財
） 群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

49
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

2
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
大
久
保
46
4

円
直
径
8.
6

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
13

0
3.
2+

周
堀
：
埴
輪 （

円
筒
） 、
土
師
器
、石

室
内
：
刀
子

同
　
上

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

50
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

4
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
地
蔵
堂

43
8 －
1、
44
0、
45
1－
3外

円
直
径
15

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
2

0
3.
6+

周
堀
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
）、
須
恵
器
、

墳
丘
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
、家

） 、
石
室
内
：

大
刀
、鉄

鏃
、ガ

ラ
ス
子
玉
、前

庭
：
須
恵
器
甕
・
瓶

同
　
上

6世
紀
後
半
。

51
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

5
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
地
蔵
堂

44
0、
44
1

円
直
径
9

横
穴
式
石
室

（
L
字
形
石
室
）

不
明

2
0

石
室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、ガ

ラ
ス
玉

同
　
上

7世
紀
前
半
。



2.綿貫原前遺跡8区１号墳小考

265

番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

52
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

7
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
地
蔵
堂

44
1、
44
3、
44
7

円
直
径
11

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
3

0
周
堀
：
須
恵
器
甕
・
長
頸
壷
、前

庭
：
須
恵
器
甕

同
　
上

7世
紀
中
頃
か
ら
後
半
。

53
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

8
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
地
蔵
堂
44
7

円
直
径
9.
5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
7

1
5.
4

周
堀
：
須
恵
器
甕
、石

室
内
：
鉄
鏃
、前

庭
：
土
師
器
、

須
恵
器
杯
蓋
・
提
瓶

同
　
上

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

54
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

14
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
地
蔵
堂
23
0

円
直
径
10

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
1?

0
石
室
内
：
須
恵
器
、前

庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器

同
　
上

周
堀
か
ら
釘
出
土
。

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

55
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

16
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
天
神
前

22
8 －
1、
22
9－
1・
9

円
直
径
10

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
2

0
石
室
内
：
刀
子
、耳

環
同
　
上

墳
丘
・
周
堀
か
ら
釘
1点

ず
つ
出
土
。7
世
紀
前
半
。

56
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

18
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
天
神
前

22
7 －
1

円
直
径
10
.5
～
11

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
36

4
5.
9/
6.
2/

6.
7/
7.
0

周
堀
：
土
師
器
、須

恵
器
、墳

丘
：
土
師
器
、石

室
内
：

須
恵
器
、鉄

鏃
同
　
上

3・
6・
9㎝

代
の
3種

に
分

類
で
き
る
と
い
う
。

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

57
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

19
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
天
神
前

22
8 －
1

円
直
径
12
.4

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
13

5
2.
7～

8.
8

墳
丘
：
馬
具
飾
金
具
、石

室
内
：
土
師
器
、刀

子
、

前
庭
：
須
恵
器
短
頸
壷
・
提
瓶

同
　
上

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

58
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

20
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
天
神
前

16
3 －
1

円
直
径
約
10

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
39
以
上

4
3.
8/
4.
3/

6.
4/
6.
9

墳
丘
：
土
師
器
、石

室
内
：
鉄
鏃
、前

庭
：
土
師
器

同
　
上

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

59
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

21
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
天
神
前

16
3 －
1

円
直
径
12

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
10

4
5.
8/
6.
2/

6.
5/
6.
5

周
堀
：
須
恵
器
長
頸
壷
、前

庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器

短
頸
壷

同
　
上

墳
丘
か
ら
も
釘
出
土
。

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

60
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

24
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
地
蔵
堂

45
1 －
14
、1
8

円
直
径
11

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
2

0
周
堀
：
埴
輪 （

円
筒
、形

象
埴
輪
） 、
須
恵
器
、石

室
内
：

武
器

同
　
上

6世
紀
後
半
。

61
和
田
山
天
神
前
遺
跡
	

25
号
古
墳

高
崎
市
箕
郷
町

和
田
山
字
地
蔵
堂

45
1 －
14

円
直
径
13

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
0

周
堀
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、馬

、家
）、
須
恵
器
提
瓶
・

甕
、墳

丘
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
） 、
石
室
内
：
鉄
鏃
、

前
庭
：
土
師
器
、須

恵
器
甕
・
提
瓶

同
　
上

残
存
長
12
.5
㎝
と
長
い
。

6世
紀
後
半
。

62
奥
原
6
号
墳

高
崎
市
本
郷
町

字
鶴
楽
50
5 －
2

円
直
径
約
7

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
1

0
石
室
内
：
刀
子
、前

庭
：
須
恵
器
杯
蓋
・
杯
身

『
奥
原
古
墳
群
』 
19
83
 （
財
）群

馬
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
事
業
団

7世
紀
末
。

63
奥
原
7
号
墳

高
崎
市
本
郷
町

字
鶴
楽
50
3 ・
50
4

円
直
径
10
.3

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
5

1
石
室
内
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
杯
、大

刀
、刀

装
具
、

鉄
鏃
、前

庭
：
須
恵
器
杯

同
　
上

7世
紀
末
。

64
奥
原
49
号
墳

高
崎
市
本
郷
町

字
塚
中
50
8

円
直
径
28

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
3

0

周
堀：

須
恵
器
長
頸
壷・

提
瓶
、墳

丘：
須
恵
器
、石

室
内：

馬
具
轡・

鐙
靼
・辻

金
具・

留
金
具
、刀

装
具
、弓

飾
金
具
、

鉄
鏃
、耳

環
、須

恵
器
蓋・

平
瓶
、土

師
器
杯
他
、前

庭：
須
恵
器
杯
蓋・

平
瓶・

甕・
大
甕

同
　
上

7世
紀
前
半
。

65
奥
原
61
号
墳

高
崎
市
本
郷
町

字
塚
中
57
4 －
4

円
直
径
約
14

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
1

0
石
室
内
：
須
恵
器
長
頸
瓶
・
大
甕
、翡

翠
製
丸
玉

同
　
上

7世
紀
前
半
～
中
頃
。

66
し
ど
め
塚
古
墳

高
崎
市
本
郷
町

字
道
場
12
92
－2

円
直
径
約
16
.8

両
袖
型
横
穴
式
石
室

2?
1

0

石
室
内
：
耳
環
、勾

玉
、切

子
玉
、ガ

ラ
ス
玉
、大

刀
、

鉄
鏃
、刀

子
、馬

具
轡
・
鞍
金
具
・
壷
鐙
・
杏
葉
・
雲
珠
・

辻
金
具・

帯
先
金
具・

鉸
具
、円

管
飾
金
具
、土

師
器
杯
、

須
恵
器
蓋
・
杯
・
𤭯
・
瓶
・
甕
、前

庭
：
土
師
器
、須

恵
器

『
群
馬
県
史
 資

料
編
』 
19
81
 群

馬
県
、

『
榛
名
町
誌
 資

料
編
１
』 
20
10
 榛

名
町

誌
刊
行
委
員
会

7世
紀
初
頭
初
葬
。

7世
紀
前
半
追
葬
。

67
薬
師
穴
2
号
横
穴

高
崎
市
吉
井
町

小
暮
字
仏
崎
裏
85
6

不
明

-
そ
の
他（

横
穴
墓
）

不
明

16
不
明

3.
2?

前
庭
：
土
師
器
、須

恵
器

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県

頭
部
の
加
工
見
ら
れ
な

い
。横

断
面
円
形
と
の
記

述
あ
り
。新

し
い
か
。

7世
紀
代
。
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番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

68
安
坪
Ⅲ
遺
跡
	

7
号
古
墳

高
崎
市
吉
井
町

長
根
字
西
場
脇
75
1

円
直
径
14
.0
×
12
.5

横
穴
式
石
室

1
10
以
上

5
5.
7～

6.
6

周
堀
：
須
恵
器
杯
蓋
・
小
瓶
・
大
甕
、墳

丘
：
須
恵
器
、

石
室
内
：
刀
装
具
、勾

玉
、耳

環
『
安
坪
古
墳
群
』 
20
05
 吉

井
町
教
育
委
員
会

玄
室
側
壁
下
か
ら
耳
環

と
瑪
瑙
製
勾
玉
出
土
。

7世
紀
代
。

69
中
原
Ⅱ
遺
跡
	

１
号
古
墳

高
崎
市
吉
井
町

長
根
字
中
原
87
7

円
直
径
約
22

両
袖
型
横
穴
式
石
室

-
-

-
周
堀
：
埴
輪（

器
財
）、
墳
丘
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、馬

、
器
財
、家

）、
須
恵
器
提
瓶・

長
頸
壷・

平
瓶
他
、石

室
内：

刀
装
具
、馬

具
留
金
具
、耳

環
『
中
原
Ⅱ
遺
跡
』 
20
04
 吉

井
町
教
育
委
員
会

犬
釘
状
鉄
製
品 （

長
12
.9

㎝
）出

土
。6
世
紀
後
半
。

70
山
内
出
古
墳

桐
生
市
新
里
町

武
井
字
山
内
出
37
0外

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

8
不
明

前
庭
：
土
師
器
、須

恵
器

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県

截
石
切
組
積
石
室
。

7世
紀
後
半
。

71
天
神
山
古
墳

桐
生
市
新
里
町

小
林
字
天
神
前
70

円
直
径
24

袖
無
し
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

墳
丘
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
、家

） 、
石
室
内
：

大
刀
、鉄

鏃
、耳

環
、玉

類
、須

恵
器

尾
崎
喜
左
雄
 「
群
馬
県
勢
多
郡
天
神
山
古

墳
」 『

日
本
考
古
学
年
報
』1
1 
19
62
 日

本
考
古
学
協
会
、『
尾
崎
喜
左
雄
博
士
調
査
収

集
考
古
遺
物
』2
00
3 
群
馬
大
学
教
育
学
部

6世
紀
後
半
。

72
上
植
木
光
仙
房
遺
跡

１
号
墳

伊
勢
崎
市
三
和
町

12
68

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
20

3
6.
5/
6.
5/

6.
6

釘
の
他
無
し

『
上
植
木
光
仙
房
遺
跡
』 
19
88
 （
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

7世
紀
代
。

73
上
植
木
光
仙
房
遺
跡

6
号
墳

伊
勢
崎
市
三
和
町

19
95
－1

円
直
径
17
×
18

両
袖
型
横
穴
式
石
室

6
4

0
周
堀
：
須
恵
器
高
台
付
椀
・
杯
、　

石
室
覆
土
：
須
恵

器
杯

同
上

7世
紀
代
。

74
上
植
木
光
仙
房
遺
跡

7
号
墳

伊
勢
崎
市
三
和
町

19
95
－1

円
直
径
14
×
13

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
0

周
堀
：
須
恵
器
甕
・
杯
、土

師
器
杯

同
上

7世
紀
代
。

75
上
原
古
墳

伊
勢
崎
市
三
和
町

上
原
12
63
－4

円
直
径
約
12

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
15
以
上

4?
3～

5.
9

石
室
内
：
蕨
手
刀
、刀

子
、鉄

鏃
、銙

帯（
巡
方
、丸

鞆
）『

群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県
、

『
伊
勢
崎
市
史
 通

史
編
１
』 
19
86
 伊

勢
崎
市

7世
紀
末
。

76
本
関
町
古
墳
群
	

6
号
古
墳

伊
勢
崎
市
本
関
町

12
16
－1

円
直
径
20
×
21
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
14

0
5.
7+

周
堀
：
須
恵
器
、墳

丘
：
土
師
器
、須

恵
器
、石

室
内
：

大
刀
、鉄

鏃
、弓

飾
金
具
、　

前
庭
：
土
師
器

『
本
関
町
古
墳
群
』 
20
11
 伊

勢
崎
市
教
育

委
員
会

瓦
出
土
。7
世
紀
後
葉
。

77
蟹
沼
東
古
墳
群
	

蟹
沼
東
17
号
古
墳

伊
勢
崎
市
波
志
江
町

1 －
38
32

円
直
径
約
32

片
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

6.
3　

墳
丘
：
埴
輪 （

円
筒
） 、
石
室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、小

札
、

耳
環
、銅

釧
、前

庭
：
須
恵
器
、鉄

片
『
蟹
沼
東
古
墳
群
』 
19
79
 伊

勢
崎
市
教
育

委
員
会

釘
多
数
出
土
。6
世
紀
後
半
。

78
蟹
沼
東
古
墳
群
	

蟹
沼
東
42
号
古
墳

伊
勢
崎
市
波
志
江
町

1 －
37
78

円
不
明

片
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

石
室
内
：
鉄
鏃

『
蟹
沼
東
古
墳
群
』 
19
81
 伊

勢
崎
市
教
育

委
員
会

7世
紀
代
。

79
牛
伏
第
１
号
墳

伊
勢
崎
市
波
志
江
町

1－
31
66

円
直
径
約
30

横
穴
式
石
室

1
7以

上
7

6.
7～

8.
1

釘
の
他
に
無
し

『
牛
伏
第
1号

墳
・祝

堂
古
墳
・大

沼
上
遺

跡
』 
19
77
 伊

勢
崎
市
教
育
委
員
会

7世
紀
代
。

80
波
志
江
今
宮
遺
跡
	

7
号
墳

伊
勢
崎
市
波
志
江
町

1 －
30
22

円
直
径
25
.5

片
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

3?
0

墳
丘
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
）、
須
恵
器
𤭯
・

広
口
壷
、土

師
器
椀
・
小
型
壷
・
甕
、周

堀：
土
師
器
杯
、

石
室
内
：
大
刀
、刀

子
、鉄

鏃
、馬

具
轡
・
飾
金
具
・

留
金
具
、耳

環
、勾

玉・
管
玉・

ガ
ラ
ス
玉
、須

恵
器
提
瓶

『
波
志
江
今
宮
遺
跡
』 
19
95
 （
財
） 群

馬
県

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

釘
か
。6
世
紀
後
半
。

81
書
上
上
原
之
城
遺
跡

2
号
墳

伊
勢
崎
市
豊
城
町

34
68

円
直
径
15
.8
×
11
.7

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
1?

0
前
庭：

土
師
器
杯
、須

恵
器
杯
蓋
、石

室
内：

鉄
鏃
、刀

子
『
書
上
下
吉
祥
寺
遺
跡
・書

上
上
原
之
城
遺

跡
・上

植
木
壱
町
田
遺
跡
』 
19
88
 （
財
） 群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

前
庭
か
ら
釘
。7
世
紀
末
。

82
清
音
古
墳
群
	

清
音
3
号
古
墳

伊
勢
崎
市
茂
呂
町

38
1

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
13

不
明

石
室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県

7世
紀
中
葉
。

83
清
音
古
墳
群
	

清
音
5
号
古
墳

伊
勢
崎
市
茂
呂
町

1 －
33
8－
1外

円
直
径
約
15

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1と
2

9以
上

1
6.
5　

周
堀：

須
恵
器
甕
、墳

丘：
土
師
器
杯
、石

室
内：

大
刀
、

鉄
鏃

『
市
内
遺
跡
Ⅰ
』 
20
04
 伊

勢
崎
市
教
育
委

員
会
、『
清
音
古
墳
群
2
』 
20
14
 伊

勢
崎

市
教
育
委
員
会

墳
丘
か
ら
も
釘
。7
世
紀

中
葉
以
降
。

84
西
野
諏
訪
神
社
丘

2
号
墳

伊
勢
崎
市
西
野
町

38
7

円
直
径
約
10

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

石
室
内
：
刀
子
、前

庭
：
須
恵
器
台
付
長
頸
壷
・
大
甕

『
西
野
諏
訪
神
社
丘
古
墳
群
発
掘
調
査
概
報
』 

19
75
 赤

堀
村
教
育
委
員
会

7世
紀
代
。

85
今
井
学
校
遺
跡
	

第
１
号
墳

伊
勢
崎
市
赤
堀
今
井
町

1－
26
9－
4外

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
2

0
石
室
内
：
須
恵
器
横
瓶
、前

庭
：
土
師
器
杯
・
甕

『
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
調
査
報
告
書
8
』 

20
08
 新

潟
大
学
人
文
学
部
考
古
学
研
究
室

1点
は
幅
広
。7
世
紀
中
頃
。
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番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

86
多
田
山
古
墳
群
	

多
田
山
15
号
墳

伊
勢
崎
市
赤
堀
今
井
町

1－
62
4

円
直
径
38
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
56

（
石
室
内
）

10
6.
3～

8.
4

墳
丘：

須
恵
器
杯
蓋
、周

堀：
須
恵
器
長
頸
壷
、石

室
内：

鉄
鏃
、刀

子
、留

金
具
、須

恵
器
、前

庭：
須
恵
器
杯
蓋・

杯
身
・
台
付
長
頸
壷
、土

坑
：
須
恵
器
長
頸
壷

『
多
田
山
古
墳
群
 今

井
三
騎
堂
遺
跡
・今

井
見
切
塚
遺
跡
 古

墳
時
代
編
』 
20
04
 

（
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

前
庭
か
ら
2点

、 石
室
前

土
坑
か
ら
釘
約
10
0点

（
完
形
36
点
、3
.9
～
6.
4㎝

）。
二
股
釘
?約

10
点
、 鉄

製
銙
帯
金
具（

巡
方・

丸
鞆
）

7点
も
共
伴
。 截

石
切
組

積
石
室
。7
世
紀
中
頃
～

後
葉
。

87
多
田
山
古
墳
群
	

多
田
山
16
号
墳

伊
勢
崎
市
赤
堀
今
井
町

1－
62
4－
29

円
直
径
11
.0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
4

0
石
室
内
：
刀
子
、前

庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
短
頸
壷

同
　
上

7世
紀
中
頃
～
後
葉
。

88
多
田
山
古
墳
群
	

多
田
山
10
号
墳

伊
勢
崎
市
赤
堀
今
井
町

2 －
65
2－
11
9

円
直
径
25
.8

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
1

0
周
堀：

土
師
器
杯
、石

室
内：

大
刀
、前

庭：
土
師
器
杯
、

須
恵
器
杯
・
短
頸
壷
・
高
盤

同
　
上

7世
紀
中
頃
～
後
葉
。

89
多
田
山
古
墳
群
	

多
田
山
12
号
墳

伊
勢
崎
市
赤
堀
今
井
町

2－
72
7

円
直
径
29
.6

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
10
0

25
7.
0～

7.
5

周
堀
：
須
恵
器
杯
・
鉢
、石

室
内
：
刀
子
、前

庭
：
土
師

器
杯
、須

恵
器
台
付
長
頸
壷・

杯・
平
瓶
、唐

三
彩
陶
枕

同
　
上

截
石
切
組
積
石
室
。

7世
紀
中
頃
～
後
葉
。

90
多
田
山
古
墳
群
	

多
田
山
13
号
墳

伊
勢
崎
市
赤
堀
今
井
町

2 －
72
7

円
直
径
21
.0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
49

9
5.
0～

7.
5

周
堀
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
平
瓶
・
台
付
長
頸
壷
、

石
室
内
：
刀
子

同
　
上

周
堀
か
ら
も
釘
出
土
。

7世
紀
前
半
～
中
葉
。

91
多
田
山
古
墳
群
	

中
里
塚
古
墳

伊
勢
崎
市
赤
堀
今
井
町

2 －
72
7

円
直
径
25
.0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
74

27
3.
6～

7.
1

周
堀：

土
師
器
甕
、石

室
内：

大
刀
、前

庭：
土
師
器
杯
、

須
恵
器
瓶
か

同
　
上

断
片
75
。截

石
切
組
積
石

室
。7
世
紀
中
頃
～
後
葉
。

92
下
触
牛
伏
遺
跡
	

１
号
古
墳

伊
勢
崎
市
下
触
町

23
8

方
墳
丘
長

17
.5
×
18
.7

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
16
以
上

7
4.
0～

6.
7

周
堀 ：

須
恵
器
大
甕
、石

室
内：

須
恵
器
長
頸
壷・

提
瓶・

杯
、円

頭
大
刀
、蕨

手
刀
、鉄

鏃
、刀

子
、耳

環
、前

庭
：

須
恵
器

『
下
触
牛
伏
遺
跡
』 
19
86
 （
財
） 群

馬
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

釘
破
片
53
。7
世
紀
中
葉
。

93
地
蔵
山
古
墳
群 「

綜
覧
」

赤
堀
村
4
号
古
墳

伊
勢
崎
市
五
目
牛
町

70
1－
1 ・
2

円
直
径
22
.5
×
16
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1と
4

20
以
上

4?
不
詳

石
室
内
：
耳
環
、大

刀
、小

刀
、刀

子
、鉄

鏃
、鉄

鉾
、

馬
具
鐙
・
金
銅
製
留
金
具
、鉄

斧
、Ｔ

字
状
鉄
製
品
、

前
庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
長
頸
壷

『
赤
堀
村
地
蔵
山
の
古
墳
2
』 
19
78
 赤

堀
村
教
育
委
員
会

釘
破
片
27
。7
世
紀
前
半
～

中
葉
。

94
地
蔵
山
古
墳
群 「

綜
覧
」

赤
堀
村
16
号
古
墳

伊
勢
崎
市
五
目
牛
町

67
8、
67
7－
3

円
直
径
22
.0
×
21
.0

竪
穴
系
小
石
槨
/

舟
形
石
棺

不
明

3?
不
明

周
堀：

埴
輪 （

円
筒
） 、
土
師
器
、埋

葬
施
設：

大
刀
、鉄

鏃
、

丸
木
弓
、四

獣
鏡

同
　
上

釘
状
金
具 （

長
2.
6㎝

）
3点

。6
世
紀
前
半
?か

。

95
地
蔵
山
古
墳
群 「

綜
覧
」

記
載
漏
五
目
牛
27
号
墳

伊
勢
崎
市
五
目
牛
町

70
4 、
70
5 －
1

円
直
径
7.
6×

6.
1

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
0

石
室
内
：
小
刀
、前

庭
：
土
師
器
杯
・
椀
、須

恵
器
蓋

同
　
上

7世
紀
代
。

96
地
蔵
山
古
墳
群「

綜
覧
」

記
載
漏
五
目
牛
2
号
墳

伊
勢
崎
市
五
目
牛
町

68
2－
2

円
直
径
10
.0
×
14
.3

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
33
以
上

16
5.
2～

7.
4

石
室
内
：
小
刀
、刀

子
、鉄

鏃
、前

庭
：
須
恵
器
平
瓶

『
赤
堀
村
地
蔵
山
の
古
墳
１
』 
19
77
 赤

堀
村
教
育
委
員
会

犬
釘
状
鉄
製
品
3点

。7
世

紀
代
。

97
巖
穴
山
古
墳

太
田
市
東
今
泉
町

75
2

方
全
長
31
.2
×
30
.0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

（
複
室
構
造
）

1と
4

6
1

4.
5　

石
室
内：

土
師
器
高
杯
、須

恵
器
杯・

提
瓶・

甕
、刀

子
、

耳
環（

金
銅
製
）、
刀
装
具（

金
銅
製
・
鉄
製
）

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』  
19
81
 群

馬
県
、

『
太
田
市
史
 通

史
編
 原

始
古
代 （

資
料
編
） 』
 

19
96
 太

田
市
、『
群
馬
・
金
山
丘
陵
窯
跡
群

Ⅱ
』 
20
09
 駒

澤
大
学
考
古
学
研
究
室

7世
紀
第
1四

半
期
初
葬
。

7世
紀
前
半
追
葬
。

98
新
井
八
幡
神
社
古
墳

太
田
市
新
井
町

54
6－
2

円
直
径
約
20

袖
無
型
横
穴
式
石
室

不
明

2?
不
明

墳
丘
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、器

財
） 、
石
室
内
：
大
刀
刀

装
具

『
新
井
八
幡
神
社
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』 

19
74
 太

田
市
教
育
委
員
会
、『
太
田
市
史
 

通
史
編
 原

始
古
代（

資
料
編
）』
 1
99
6 

太
田
市

釘
状
製
品
2点

出
土
。

6世
紀
後
半
。

99
西
野
原
遺
跡

6
号
墳

太
田
市
藪
塚
町

25
11
－2

円
直
径
約
15

不
明 （

削
平
）

3?
1

1
8.
5　

周
堀
：
土
師
器

『
西
野
原
遺
跡（

5
）（
7
）第

3
分
冊
－
古

墳
時
代
編
－
』  
20
10
 （
財
）群

馬
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
事
業
団

周
堀
か
ら
釘
出
土
。古

墳
時
代
で
は
な
い
か
。

7世
紀
代
。

10
0

西
野
原
遺
跡

7
号
墳

太
田
市
藪
塚
町

24
48
－1

円
直
径
21

横
穴
式
石
室

6
2

2
7.
8/
7.
9

墳
丘
・
周
堀
：
土
師
器
杯
・
椀
・
鉢
、須

恵
器
杯
・
大
甕
、

石
室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
、石

製
模
造
品
臼
玉
、板

状
鉄

製
品
、鉄

斧
?

同
　
上

石
室
攪
乱
中
と
封
土
中

か
ら
出
土
。古

墳
時
代
で

は
な
い
か
。7
世
紀
前
半
。

10
1

北
金
井
御
嶽
山
古
墳
群・

御
嶽
山
15
号
墳

太
田
市
北
金
井
町

98
8

円
直
径
12
.0
×
13
.7

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

石
室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、金

環
『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県
、

『
太
田
市
史
 通

史
編
 原

始
古
代（

資
料
編
）』
 

19
96
 太

田
市

7世
紀
後
半
。
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番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

10
2

北
金
井
御
嶽
山
古
墳
群 ・

御
嶽
山
20
号
墳

太
田
市
北
金
井
町

98
8

円
直
径
13
.8
×
11
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

4
不
明

石
室
内
：
鉄
鏃
、前

庭
：
須
恵
器

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県
、

『
太
田
市
史
 通

史
編
 原

始
古
代（

資
料
編
）』
 

19
96
 太

田
市

7世
紀
後
半
。

10
3

西
長
岡
東
山
古
墳
群

（
第
Ⅲ
次
）

B
区
11
号
古
墳

太
田
市
西
長
岡
町

16
74

円
不
明

横
穴
式
石
室

不
明

不
明

不
明

石
室
内
：
ガ
ラ
ス
小
玉
、耳

環
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
2
』 
19
92

太
田
市
教
育
委
員
会

6世
紀
後
半
?。

10
4

菅
ノ
沢
古
墳
群

L
－
95
号
墳

太
田
市
東
今
泉
町

22
05
外

円
直
径
約
22

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
5

0
墳
丘：

土
師
器・

須
恵
器
、石

室
内：

大
刀
、鉄

鏃
、鉸

具
、

耳
環 （

金
銅
） 、
前
庭
：
土
師
器
、須

恵
器

『
群
馬
・金

山
丘
陵
窯
跡
群
Ⅱ
』 
20
09
 

駒
澤
大
学
考
古
学
研
究
室

う
ち
1点

は
頭
部
が
4方

向
に
張
り
出
す
。7
世
紀
代
。

10
5

猿
楽
遺
跡
１
号
墳

太
田
市
只
上
町

円
直
径

21
.7
5×

19
.1
0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
3

0
周
堀
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
、家

） 、
須
恵
器
、

墳
丘
：
須
恵
器
、石

室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
、前

庭
：
須
恵

器
瓶

『
猿
楽
遺
跡
』 
20
11
 群

馬
県
教
育
委
員
会
、

（
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

3点
の
内
の
1点

は
細
い
。

6世
紀
後
半
か
ら
7世

紀
初
頭
。

10
6

猿
楽
遺
跡
4
号
墳

太
田
市
只
上
町

円
直
径
9.
1×

8.
78

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
68

2
5.
6、
4.
9

周
堀
：
須
恵
器
大
甕
、石

室
内
：
大
刀
、刀

装
具
、ガ

ラ
ス
玉

同
　
上

最
低
で
も
34
点
。大

小
あ

り
。3
.5
㎝
程
の
資
料
も

あ
り
。7
世
紀
代
。

10
7

向
山
古
墳

太
田
市
藪
塚
町

60
3－
13

円
直
径
約
23

袖
無
型
横
穴
式
石
室

1
3

2?
5.
6/
7.
1

石
室
内
：
大
刀
、馬

具
轡
・
鉸
具
、大

刀
、鉄

鏃
、玉

類
（
琥
珀
・
翡
翠
・
碧
玉
製
）、
耳
環
、前

庭
：
須
恵
器

『
向
山
古
墳
』 
19
83
 藪

塚
本
町
教
育
委
員
会
、

『
藪
塚
本
町
誌
 上

巻
』 
19
91
 藪

塚
本
町

7世
紀
代
。

10
8

道
原
遺
跡
１
号
古
墳

太
田
市
只
上
町

28
10

円
直
径
9.
2×

11
.1

横
穴
式
石
室

（
胴
張
り
）

1
23
以
上

7
3.
8～

7.
0

周
堀
：
土
師
器
、須

恵
器
甕

『
道
原
遺
跡
』 
20
12
 

（
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

7世
紀
代
。

10
9

道
原
遺
跡
2
号
古
墳

太
田
市
只
上
町

28
11

円
直
径
7.
85
×
9.
90

横
穴
式
石
室

（
胴
張
り
）

不
明

1?
0

周
堀
：
土
師
器
杯
・
高
杯
他

同
　
上

釘
の
可
能
性
低
い
。

7世
紀
代
。

11
0

奈
良
古
墳
群

14
号
古
墳

（
群
大
ク
号
墳
）

沼
田
市
奈
良
町

字
大
平
34
5、
34
6

円
直
径
8.
5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
2

1
5.
8　

周
堀：

須
恵
器
杯・

短
頸
壷
蓋・

短
頸
壷・

小
型
壷・

甕
、

石
室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
『
沼
田
市
史
 資

料
編
１
』 
19
95
 沼

田
市
、

『
奈
良
古
墳
群
』 
20
01
 沼

田
市
教
育
委
員
会

周
堀
か
ら
釘
。7
世
紀
末
。

11
1

奈
良
古
墳
群

20
号
古
墳

（
群
大
ヤ
号
墳
）

沼
田
市
奈
良
町

字
大
平
33
9、
33
9－
2、

33
9 －
3

円
直
径
11

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
2?

0
15
.6
　

周
堀 ：

須
恵
器
蓋・

杯
、埋

葬
施
設：

馬
具
飾
金
具
、鉄

鏃
、

刀
子
、ガ

ラ
ス
玉
、前

庭
：
須
恵
器
長
頸
壷

同
 上

7世
紀
代
。

11
2

金
井
古
墳

渋
川
市
金
井

字
上
ノ
平
25
01

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

63
不
明

石
室
内
：
須
恵
器
、鉄

鏃
、墳

丘
・
前
庭
：
須
恵
器
杯
・

杯
蓋
・
大
甕
、土

師
器
杯

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県

『
渋
川
地
区
遺
跡
調
査
報
告
書
2
』  
20
22

渋
川
市
教
委
委
員
会

7世
紀
後
半
。

11
3『

綜
覧
』古

巻
村

5
号
古
墳

渋
川
市
有
馬

字
堂
山
19
67
－1
1

円
直
径
7.
7×

7.
0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
30
以
上

6
図
示

6.
0～

6.
8

墳
丘：

土
師
器
杯
、須

恵
器
杯
蓋・

杯
身・

長
頸
壷・

大
甕
『
有
馬
堂
山
古
墳
群
』 
19
99
 渋

川
市
教
育

委
員
会

石
室
閉
塞
石
中
か
ら
も

釘
1点

出
土
。7
世
紀
後
半
。

11
4

半
田
南
原
遺
跡

5
号
墳

渋
川
市
半
田

20
0

円
直
径
9.
08
×
8.
56

横
穴
式
石
室

1
5以

上
1

7.
0 　

石
室
内
：
用
途
不
明
の
釘
状
鉄
製
品

『
半
田
南
原
遺
跡
』 
19
94
 渋

川
市
教
育
委

員
会

周
堀
、
墳
丘
か
ら
釘
。

7世
紀
代
。

11
5

伊
熊
古
墳

渋
川
市
上
白
井

宇
津
野
26
57

円
直
径
約
8ｍ

袖
無
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
不
明

石
室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
『
尾
崎
喜
左
雄
博
士
調
査
収
集
考
古
遺
物
』

20
03
  
群
馬
大
学
教
育
学
部

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』

に
釘
の
出
土
記
載
な
し
。

6世
紀
前
半
。

11
6

白
井
北
中
道
Ⅲ
遺
跡

渋
川
市
白
井

不
明

不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
と
6

0
0

石
室
内
：
刀
子
、鑷

子
、前

庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
台

付
椀
・
台
付
長
頸
壷
・
台
付
短
頸
壷
・
蓋
・
椀
・
大
甕

『
白
井
北
中
道
Ⅲ （

１
）』
 2
00
9（

財
） 群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

古
墳
周
辺
と
し
て
釘
3点

を
掲
載
。7
世
紀
後
半
。

11
7

白
井
掛
岩
遺
跡

１
号
古
墳

渋
川
市
白
井

円
直
径
9.
9×

10
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
24

石
室
内
：
耳
環
、玉

類
切
子
玉
・
ガ
ラ
ス
小
玉
、滑

石
製
臼
玉
、刀

装
具
、鉄

鏃
、刀

子
、馬

具
鞍
鞖
金
具
・

鉸
具
・
雲
珠
・
辻
金
具
・
杏
葉
他

『
白
井
掛
岩
遺
跡
』 
20
16
 技

研
コ
ン
サ
ル

株
式
会
社

7世
紀
前
半
。2
回
以
上
の

追
葬
。

11
8

白
井
尖
野
遺
跡

１
号
墳

渋
川
市
白
井

円
直
径
約
16

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
0

墳
丘
：
土
師
器
杯
、須

恵
器
大
甕
、石

室
内
：
大
刀
、

金
銅
製
刀
装
具
、刀

子
、鉄

鏃
、耳

環
、ガ

ラ
ス
玉
、

石
製
玉
、前

庭
：
須
恵
器
壷

『
白
井
尖
野
遺
跡
』 
20
21
 渋

川
市
教
育
委

員
会

6世
紀
末
か
ら
7世

紀
初
頭
。

11
9

東
平
井
古
墳
群

時
沢
支
群

（
藤
岡
平
地
区
遺
跡
群
）

K
－
8
号
古
墳

藤
岡
市
東
平
井

字
西
原
13
64

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1?
不
明

周
堀
：
土
師
器
、須

恵
器
、墳

丘
：
土
師
器
、須

恵
器
、

石
室
内
：
刀
子

『
F1
5藤

岡
平
地
区
遺
跡
群
』 
19
96
 藤

岡
市
教
育
委
員
会

7世
紀
第
4四

半
期
初
葬
。
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番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

12
0

旧
神
流
中
学
校

校
庭
第
4
号
古
墳

藤
岡
市
下
栗
須

字
塚
合
11
7

円
直
径
約
16

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

20
不
明

10
前
後

石
室
内
：
圭
頭
大
刀
、大

刀
、鉄

鏃
、刀

子
、鉄

鉾
、

耳
環

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県
、

『
藤
岡
市
史
 資

料
編
 原

始
・古

代
・中

世
』 

19
93
 藤

岡
市

7世
紀
中
葉
。

12
1

東
平
井
古
墳
群

平
地
前
遺
跡

K
１
号
古
墳

藤
岡
市
東
平
井

字
平
地
前
14
15
－1
、

14
12
－2
、1
41
6

円
直
径
12
.4
×
14
.0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
3

0
周
堀
：
土
師
器
、須

恵
器
大
甕
・
長
頸
壷
・
瓶
・
杯
蓋
、

刀
、石

室
内
：
蕨
手
刀
、小

刀
、刀

子
、前

庭
：
須
恵
器

『
東
平
井
古
墳
群
平
地
前
遺
跡 （

第
１
分
冊
） 』
 

20
00
 藤

岡
市
教
育
委
員
会

周
堀
か
ら
釘
。7
世
紀
第
4

四
半
期
初
葬
。

12
2

東
平
井
古
墳
群

平
地
前
遺
跡

K
3
号
古
墳

藤
岡
市
東
平
井

字
寺
西
10
72
－3
・
5・
6

円
直
径

（
12
.9
）×

13
.9

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た
は
2

8
4

6.
0/
7.
8/
　
　

8.
3/
8.
5

石
室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
?
、前

庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器

台
付
椀
・
台
付
杯
・
甕

同
　
上

7世
紀
末
?。

12
3

東
平
井
古
墳
群

平
地
前
遺
跡

K
14
号
古
墳

藤
岡
市
東
平
井

字
寺
西
16
00
、

原
10
72
－5

円
直
径
9.
8×

11
.6

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た
は
2

3
1

周
堀・

前
庭：

須
恵
器
台
付
杯・

長
頸
壷・

大
甕
、石

室
内：

刀
子

同
　
上

7世
紀
第
3四

半
期
初
葬
。

12
4

横
瀬
古
墳
群

6
号
墳

富
岡
市
上
高
瀬

字
西
横
瀬
90
4

円
-

両
袖
型
横
穴
式
石
室

（
土
器
棺（

土
師
器
甕
））

1?
3

0
墳
丘
：
土
師
器
杯
・
甕
、須

恵
器
蓋
・
杯
・
高
台
付
椀
・

台
付
長
頸
壷
・
大
甕
、石

室
内
：
鉄
鏃
、鉄

ヤ
ス
?
、土

師
器
杯

『
横
瀬
古
墳
群
』 
19
90
 富

岡
市
教
育
委
員
会

7世
紀
後
半
～
末
。

12
5

横
瀬
古
墳
群

13
号
墳

富
岡
市
上
高
瀬

字
松
ノ
木
谷
戸

96
0、
96
1、
96
2

円
直
径
約
16

両
袖
型
横
穴
式
石
室

（
1・
2号

合
せ
甕
棺
あ
り
）

1ま
た

は
2

4
0

墳
丘
：
須
恵
器
蓋
・
高
台
付
椀
・
甕
、石

室
内
：
須
恵
器

平
瓶
、大

刀
刀
装
具
、刀

子
、紡

錘
車

同
　
上

7世
紀
後
半
～
末
。

12
6

横
瀬
古
墳
群

15
号
墳

富
岡
市
上
高
瀬

字
松
ノ
木
谷
戸
91
7

削
平

不
明

1
2

2
9.
4/
9.
5

石
室
内
：
小
刀
、鉄

鏃
同
　
上

7世
紀
後
半
。

12
7

田
篠
塚
原
遺
跡

1号
古
墳

富
岡
市
田
篠

字
塚
原

円
直
径
約
16
.5

不
明 （

削
平
）

1ま
た

は
2?

3以
上

0
墳

丘
：
須

恵
器

甕
・
𤭯
、鉄

鎌
、鉄

鏃
、石

製
勾

玉
、耳

環
、鉄

製
模
造
品
刀
子

『
田
篠
塚
原
遺
跡
・福

島
駒
形
遺
跡
・福

島
鹿
嶋
下
遺
跡
・福

島
椿
森
遺
跡
』 
19
98
 

（
財
） 群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

墳
丘
か
ら
釘
。7
世
紀
代
。

12
8

田
篠
塚
原
遺
跡

5
号
古
墳

富
岡
市
田
篠

字
塚
原

円
直
径
約
13

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
2

0
石
室
内
：
刀
装
具
、鉄

鏃
同
　
上

7世
紀
代
。

12
9

上
田
篠
古
墳
群

田
篠
2
号
墳

富
岡
市
田
篠

字
上
平
61
6外

円
直
径
12
.0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
8以

上
1?

10
.0
　

石
室
内
：
金
銅
製
刀
装
具
、前

庭
：
須
恵
器
平
瓶
・
壷
・

高
台
付
瓶

『
田
篠
上
平
遺
跡
』 
19
88
 群

馬
県
教
育
委

員
会
、 （

財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事

業
団
、 日

本
道
路
公
団

7世
紀
中
葉
以
降
。

13
0

芝
宮
古
墳
群

富
岡
69
号
古
墳

富
岡
市
富
岡

字
芝
宮
乙
50
0

円
直
径
約
13
.4

片
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た

は
2?

4以
上

0
墳
丘
：
土
師
器
、須

恵
器
、石

室
内
：
小
刀
、耳

環
『
芝
宮
古
墳
群 （

富
岡
69
号
・7
1号

・7
2号

・7
4

号
・9
9号

古
墳
）』
 1
99
8 
富
岡
市
芝
宮
古

墳
群
調
査
会
、富

岡
市
教
育
委
員
会

釘
27
点
出
土
の
報
告
あ

り
。7
世
紀
末
。

13
1

芝
宮
古
墳
群

富
岡
81
号
古
墳

富
岡
市
富
岡

字
大
国
塚
37
2－

1
円

直
径
約
14
.5

両
袖
型
横
穴
式
石
室

-
-

-

墳
丘
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、器

財
、家

）、
須
恵
器
長
頸

壷
・
杯
蓋
、甕

、石
室
内
：
小
刀
、刀

装
具
、鉄

鏃
、馬

具
飾
金
具
・
留
金
具
、金

環
、前

庭
：
須
恵
器
杯
・
坩
・
提

瓶
・
平
瓶
・
甕

『
芝
宮
古
墳
群 （

65
号
墳
・8
1号

墳
） 』
 1
99
2 

富
岡
市
教
育
委
員
会

鎹
状
の
釘
状
鉄
製
品
3点

出
土
。6
世
紀
後
半
。

13
2

後
賀
中
割
遺
跡

3
区
8
号
墳

富
岡
市
後
賀

字
中
割
他

円
直
径
20
以
上

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
13

1
7.
1 　

石
室
内
：
耳
環
、直

刀
、銀

製
刀
装
具
、鉄

鏃
、刀

子
、

鉄
針
、馬

具
鞍
鞖
金
具
・
辻
金
具
・
雲
珠
・
渦
巻
文
杏

葉
・
帯
金
具
・
鉸
具
、鉄

滓
他

『
後
賀
中
割
遺
跡 （

T0
07
遺
跡
） 』
 2
02
1 
 

（
公
財
） 群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

7世
紀
初
頭
～
前
半
。

13
3

後
賀
中
割
遺
跡

１
区
１
号
墳

富
岡
市
後
賀

字
中
割
他

円
直
径
23
.3

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た

は
2?

1
0

石
室
内
：
耳
環
、直

刀
、鉄

鏃
、刀

子
、馬

具
杏
葉
ま
た

は
鏡
板

同
　
上

6世
紀
末
か
ら
7世

紀
初
頭
。

13
4

後
賀
中
割
遺
跡

2
区
7
号
墳

富
岡
市
後
賀

字
中
割
他

方
南
北
27
.8

不
明

不
明

1?
0

周
堀
：
土
師
器
高
杯

同
　
上

周
堀
出
土
か
。工

具
の
残

欠
と
の
指
摘
も
あ
り
。

5世
紀
後
半
。

13
5

北
川
古
墳

安
中
市
秋
間

み
の
り
が
丘
3 －
69
・
85

円
直
径
16
.0

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
34
が
図
示

0
10
.4
+

石
室
内
：
土
師
器
、須

恵
器
杯
蓋
身
・
長
頸
壷
・
壷
・

平
瓶
、方

頭
大
刀
、刀

子
、青

銅
製
銙
帯
、鉄

鉇
、鉄

錐

『
安
中
市
史
 第

4
巻
』 
20
01
 安

中
市
、

『
東
上
秋
間
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』 

20
03
 安

中
市
教
育
委
員
会

7㎝
台
、
8㎝

台
も
あ
り

と
い
う
。7
世
紀
後
葉
。



第8章　まとめ

270

番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

13
6

後
閑
3
号
墳

安
中
市
下
後
閑

字
山
王
前
21
9

円
直
径
約
20

横
穴
式
石
室

（
Ｔ
字
形
石
室
）

不
明

1
0

墳
丘
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
、家

）、
石
室
内
：

鈴
鏡
、金

銅
製
三
輪
玉
他
刀
装
具
、平

玉
、切

子
玉
、

管
玉
、ガ

ラ
ス
小
玉 （

切
子
玉
か
） 、
小
札
、鉄

鏃
、刀

子
、紡

錘
車
、馬

具
鞍
鞖
金
具
、紡

錘
車

『
九
十
九
川
沿
岸
遺
跡
群
3
』 
19
94
 安

中
市
教
育
委
員
会
 

6世
紀
後
半
。

13
7

安
中
17
号
墳

安
中
市
安
中

字
藤
山
13
28
、1
32
6

円
直
径
約
20

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
1

0
墳
丘
：
埴
輪（

円
筒
、器

財
、家

）、
石
室
内
：
馬
具
鞍
鞖

金
具
・
留
金
具
、刀

子
、小

札
、ガ

ラ
ス
小
玉（

切
子
玉

あ
る
い
は
棗
玉
か
） 、
耳
環

『
市
内
遺
跡
１
 八

幡
平
遺
跡
・向

山
遺
跡
・

小
峰
遺
跡
・安

中
17
号
墳
』 
20
12
 安

中
市

教
育
委
員
会

6世
紀
後
半
。

13
8

加
賀
塚
遺
跡

K
－１

号
古
墳

安
中
市
中
野
谷

52
－3

円
直
径
約
15

片
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
3

0
石
室
内
：
土
師
器
、須

恵
器
、鉄

鏃
、前

庭
：
土
師
器

杯
、須

恵
器
杯
蓋
・
長
頸
壷
・
大
甕
・
甕

『
加
賀
塚
遺
跡
１
』 
20
07
 安

中
市
教
育
委

員
会

7世
紀
後
半
。

13
9

平
塚
遺
跡

K
－１

号
古
墳

安
中
市
鷺
宮

字
平
塚
28
80
、 2
88
9

円
直
径
約
12

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
78

12
6.
5～

7.
0

周
堀：

土
師
器
杯・

甕
、須

恵
器
杯
蓋・

杯
身・

台
付
杯・

台
付
長
頸
壷
・
短
頸
壷
、墳

丘
：
土
師
器
、須

恵
器

『
落
合
Ⅱ
遺
跡
・平

塚
遺
跡
・三

本
木
Ⅱ
遺

跡
・三

本
木
Ⅲ
遺
跡
』 
19
96
 安

中
市
教
育

委
員
会

周
堀
か
ら
も
釘
。釘

の
可

能
性
の
あ
る
鉄
製
品
11
点
。

7世
紀
末
。

14
0

馬
頭
塚
古
墳

北
群
馬
郡
榛
東
村

大
字
新
井
字

高
塚
29
49
－1

円
不
明

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
0

墳
丘
：
甕
、石

室
内
：
須
恵
器
杯
、大

刀
、鉄

鏃
、刀

子
、

耳
環
、前

庭：
須
恵
器
土
師
器
杯
、須

恵
器
杯
蓋・

提
瓶・

平
瓶・

𤭯・
甕
、鉄

鏃

『
榛
東
村
31
号
墳 （

笹
熊
遺
跡
） 発

掘
調
査

報
告
書
』 
19
88
 榛

東
村
教
育
委
員
会

7世
紀
前
半
?。

14
1

榛
東
村
54
号
墳

北
群
馬
郡
榛
東
村

大
字
広
馬
場
38
8－
22

円
直
径
約
16

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
37

4
2.
9/
3.
8/

6.
8/
7.
2

墳
丘：

土
師
器
杯
、須

恵
器
、鋸

?
、石

室
内：

刀
装
具
、

鉄
鏃
、刀

子
、鑷

子
、弓

飾
金
具
、耳

環
、前

庭
：
土
師

器
杯
、須

恵
器
𤭯
・
提
瓶
・
甕

『
金
井
古
墳
群
』 
20
14
 （
公
財
）群

馬
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

37
点
図
示
、
7点

折
れ
曲

が
り
。7
世
紀
前
半
。

14
2

榛
東
村
55
号
墳

北
群
馬
郡
榛
東
村

大
字
広
馬
場
38
8 －
22

円
直
径
約
16
～
20

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
21

0
墳
丘
：
須
恵
器
𤭯
・
提
瓶
・
瓶
・
甕
、石

室
内
：
須
恵
器
、

刀
、馬

具
杏
葉
・
鞍
金
具
・
辻
金
具
他
、ガ

ラ
ス
玉
、弓

飾
金
具
、耳

環
、墓

道
：
須
恵
器
杯
・
甕

同
　
上

14
点
図
示
、
2点

折
れ
曲

が
り
。7
世
紀
前
半
。

14
3

小
倉
庚
申
塚
遺
跡

１
号
古
墳

北
群
馬
郡
吉
岡
町

大
字
小
倉
字

天
台
69
5 －
29

円
直
径
8.
2

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た

は
2?

5?
1

6.
7　

周
堀：

須
恵
器
短
頸
壷
蓋・

短
頸
小
壷
、墳

丘：
須
恵
器
、

石
室
内
：
鉄
鋤
先
、砥

石
、前

庭
：
土
師
器
杯
、須

恵
器

杯
蓋
・
杯
身
、短

頸
壷
蓋
・
短
頸
壷
・
甕

『
小
倉
庚
申
塚
遺
跡
』 
19
92
 吉

岡
町
教
育

委
員
会

7世
紀
末
。

14
4

小
倉
庚
申
塚
遺
跡

3
号
古
墳

北
群
馬
郡
吉
岡
町

大
字
小
倉
字
庚
申
塚

69
5 －
6

円
直
径
8.
2

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
不
明

釘
以
外
の
出
土
無
し

同
　
上

玄
門
近
く
の
礫
の
間
か

ら
出
土
と
あ
り
。7
世
紀

後
半
。

14
5

滝
沢
古
墳

北
群
馬
郡
吉
岡
町

大
字
下
野
田
字
宮
下

55
9

円
直
径
12
.6
×
11
.8

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た

は
2?

3
0

墳
丘
：
須
恵
器
長
頸
壷
、周

堀
：
須
恵
器
、刀

子
、鎖

状
鉄
製
品
、石

室
内
：
馬
具
輪
鐙
、土

師
器
、須

恵
器
杯
、

前
庭
：
土
師
器
、須

恵
器
杯
、鉄

鏃

『
大
久
保
A
遺
跡
、滝

沢
古
墳
』 
19
82
 吉

岡
村
教
育
委
員
会
、『
七
日
市
遺
跡
、滝

沢
古
墳
、女

塚
遺
跡
』 
19
86
 吉

岡
村
教
育
委

員
会

用
途
不
明
鉄
製
品
1あ

り
。

7世
紀
中
葉
。

14
6

大
久
保
山
古
墳
	

（
清
里
・
長
久
保
遺
跡

１
号
古
墳
）

北
群
馬
郡
吉
岡
町

大
字
大
久
保
61
4－
2

円
直
径
約
14

袖
無
型
横
穴
式
石
室

1
17

0
7.
7+
/7
.3
+
墳
丘：

埴
輪 （

円
筒
） 、
須
恵
器
、石

室
内：

耳
環
、鉄

鏃
、

前
庭
：
土
師
器
鉢
、須

恵
器
甕

『
清
里
・
長
久
保
遺
跡
』 
19
86
 （
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

6世
紀
末
～
7世

紀
初
頭
。

14
7

清
里
・
長
久
保
遺
跡

2
号
墳

北
群
馬
郡
吉
岡
町

大
字
大
久
保
61
5 －
1

円
直
径
約
14

袖
無
型
横
穴
式
石
室

4
2

0
墳
丘：

埴
輪（

円
筒
）、
石
室
内：

須
恵
器
甕
、大

刀
、鉄

鏃
、

前
庭
・
墓
道
：
土
師
器
杯
・
鉢
、須

恵
器
杯
・
高
杯
・
𤭯
・

短
頸
壷
・
台
付
長
頸
壷
・
甕

『
清
里
・
長
久
保
遺
跡
』 
19
86
 （
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

石
室
内
の
攪
乱
か
ら
出
土
。

6世
紀
末
～
7世

紀
初
頭
。

14
8

清
里
・
長
久
保
遺
跡

5
号
墳

北
群
馬
郡
吉
岡
町

大
字
大
久
保

61
9 －
1、
64
1－
1

円
直
径
約
20

袖
無
型
横
穴
式
石
室

不
明

1?
0

墳
丘：

土
師
器
、須

恵
器
、石

室
内：

鉄
鏃
、弓

飾
金
具
、

刀
子
、馬

具
留
金
具
、前

庭
：
土
師
器
杯
・
短
頸
壷
、

須
恵
器
短
頸
壷
・
高
杯
・
提
瓶
・
フ
ラ
ス
コ
形
瓶
・
甕

『
清
里
・
長
久
保
遺
跡
』 
19
86
 （
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

6世
紀
末
。

14
9

茶
ノ
木
古
墳

北
群
馬
郡
吉
岡
町

大
字
漆
原
10
05
－1

円
直
径
約
13

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
3

0
墳
丘：

土
師
器
杯
、須

恵
器
杯・

長
頸
壷
、石

室
内：

鉄
鏃
、

前
庭
：
須
恵
器
壷
・
甕

『
茶
ノ
木
古
墳
』 
20
17
 吉

岡
町
教
育
委
員
会

7世
紀
後
半
。

15
0

福
島
駒
形
遺
跡

１
号
古
墳

甘
楽
郡
甘
楽
町

大
字
福
島
字
西
駒
形

円
直
径
約
11

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

2?
0

前
庭
：
土
師
器
、須

恵
器
、鉄

鋤
先

『
田
篠
塚
原
遺
・福

島
駒
形
遺
跡
・福

島
鹿

嶋
下
遺
跡
・福

島
椿
森
遺
跡
』 
19
98
 

（
財
） 群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

前
庭
か
ら
釘
。7
世
紀
後
半
。

15
1

生
原
遺
跡
１
号
墳

吾
妻
郡
東
吾
妻
町

大
字
三
島
字
生
原

62
0－
1

帆
立

貝
式

後
円
部
直
径

約
16
.0

横
穴
式
石
室

1ま
た

は
2?

1?
0

墳
丘
：
埴
輪（

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
、家

） 、
石
室
内
：

鉄
鏃
、勾

玉
、ガ

ラ
ス
玉
、耳

環
『
岩
島
村
誌
』 
19
71
 岩

島
村
誌
編
纂
委
員
会
、

『
生
原
遺
跡
』 
19
98
 吾

妻
町
教
育
委
員
会

6世
紀
後
半
。
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番
号

古
　
墳
　
名

所
　
在
　
地

墳
形

規
　
模（

ｍ
）

埋
　
葬
　
施
　
設

釘
釘
完
形
品

出
　
　
土
　
　
遺
　
　
物

文
　
　
　
　
　
献

備
　
　
　
考

頭
部

形
状
　

本
数

本
数

長
さ（

㎝
）

15
2

四
戸
の
古
墳
群
2
号

吾
妻
郡
東
吾
妻
町

大
字
三
島
字
四
戸
11
4

円
直
径
11
.2

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1 と
5

26
2

7.
4/
11
.5

石
室
内
：
鉄
鏃
、馬

具
留
金
具

『
四
戸
の
古
墳
群
』 
20
20

（
公
財
）群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

7世
紀
前
半
。

15
3

四
戸
の
古
墳
群
3
号

吾
妻
郡
東
吾
妻
町

大
字
三
島
字
四
戸
11
2

円
直
径
約
8

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
4

2
4.
1/
6.
1

石
室
内
：
大
刀
、小

刀
、刀

子
、鉄

鏃
同
上

7世
紀
中
頃
。

15
4

宮
戸
3
号
墳

吾
妻
郡
東
吾
妻
町

大
字
小
泉
字
宮
戸
44
1

円
直
径
11
.1

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1ま
た

は
2?

3
0

周
堀：

土
師
器
杯
、須

恵
器
平
瓶
、石

室
内：

大
刀
刀
装
具
、

鉄
鏃
、刀

子
、前

庭：
土
師
器
杯
、須

恵
器
杯
蓋
身・

横
瓶・

大
甕

『
町
内
遺
跡
Ⅰ
小
泉
宮
戸
遺
跡
』 
20
03

吾
妻
町
教
育
委
員
会

3点
は
前
庭
か
ら
の
出
土
。

折
れ
曲
が
る
。7
世
紀
中
葉

初
葬
。8
世
紀
前
半
ま
で
追

葬
あ
り
。

15
5

生
品
西
浦
遺
跡

A
区
１
号
古
墳

利
根
郡
川
場
村

大
字
生
品
字
西
浦

円
直
径
約
8

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1?
1?

0
周
堀
：
土
師
器
、須

恵
器
杯
・
短
頸
壷
・
台
付
壷
・
壷
・

甕
・
大
甕
・
瓶
?
、石

室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
、ガ

ラ
ス
玉
、

耳
環

『
生
品
西
浦
遺
跡
』 
20
05
 （
財
）群

馬
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

角
柱
の
中
位
に
円
盤
状
の

部
品
が
接
合
。釘

で
は
な

い
か
。7
世
紀
中
葉
以
降
。

15
6

生
品
西
浦
遺
跡

B
－2

号
古
墳

利
根
郡
川
場
村

大
字
生
品
字
西
浦

円
直
径
約
10
.5

1?
2?

0
周
堀
：
土
師
器
、須

恵
器
台
付
長
頸
壷
・
甕
、鉄

鏃
『
生
品
西
浦
遺
跡
』 
20
05
 （
財
）群

馬
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

釘
周
堀
か
ら
出
土
。

7世
紀
代
。

15
7

上
津
地
区
遺
跡
群

2
区
2
号
墳

利
根
郡
み
な
か
み
町

上
津
字
不
動
29
59

円
直
径
7.
0

横
穴
式
石
室

不
明

1
0

周
堀
：
土
師
器
、石

室
内
：
大
刀
、鉄

鏃
、刀

子
『
上
津
地
区
遺
跡
群
Ⅰ
』 
19
92
 月

夜
野
町

教
育
委
員
会

7世
紀
代
。

15
8

後
閑
地
区
遺
跡
群

１
号
墳

利
根
郡
み
な
か
み
町

後
閑

円
直
径
約
9.
2ｍ

両
袖
型
横
穴
式
石
室

1
3

0
6.
4+

周
堀：

須
恵
器
甕
、石

室
内：

大
刀
、小

刀
、馬

具
壷
鐙・

轡
、鉄

鏃
、刀

子
、石

製
模
造
品
臼
玉
、耳

環
、前

庭
：

土
師
器
杯
、須

恵
器
甕・

フ
ラ
ス
コ
形
瓶・

台
付
長
頸
壷

同
　
上
 

釘
2点

は
周
堀
出
土
。

7世
紀
代
。

15
9

城
遺
跡
１
号
墳

玉
村
町

大
字
八
幡
原
18
07
－1

削
平

不
明

竪
穴
系 （

石
槨
）

不
明

1
不
明

石
室
内
：
鉄
鏃
、刀

子
、鉄

斧
、ガ

ラ
ス
玉
、鈴

、耳
環

『
城
遺
跡
』 
19
89
 玉

村
町
教
育
委
員
会

7世
紀
代
。

16
0

玉
村
町

第
9
号
古
墳

玉
村
町

大
字
角
渕
49
54
－1
・2

円
直
径
18
ｍ

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

1
不
明

墳
丘
：
埴
輪 （

円
筒
） 、
石
室
内
：
大
刀
刀
装
具
、鉄

鏃
、

弓
飾
金
具
、耳

環
、ガ

ラ
ス
小
玉

『
群
馬
県
史
 資

料
編
3
』 
19
81
 群

馬
県
、

『
川
井
・
茂
木
古
墳
群
』 
20
09
 玉

村
町
教

育
委
員
会

7世
紀
代
。

16
1

城
2
号
古
墳

玉
村
町

大
字
八
幡
原
17
66
－1

円
直
径
約
22
ｍ

両
袖
型
横
穴
式
石
室

2
1

0
墳
丘
：
埴
輪 （

円
筒
、人

物
、馬

、器
財
）、
石
室
内
：
大

刀
刀
装
具
、鉄

鏃
、石

製
玉
類
、耳

環
『
城
2
号
古
墳
』 
20
07
 玉

村
町
教
育
委
員
会

6世
紀
後
半
。

16
2

小
泉
大
塚
越
遺
跡

3
号
墳

玉
村
町

大
字
飯
倉
98

前
方

後
円

墳
丘
長
46

両
袖
型
横
穴
式
石
室

不
明

2?
0

墳
丘：

埴
輪（

円
筒
、人

物
、馬

）、
石
室
内：

耳
環
、ガ

ラ
ス
玉
、切

子
玉
、単

鳳
環
頭
大
刀
、大

刀
、鉄

鉾
、鉄

鏃
、

馬
具
轡・

鐙・
鞍
金
具・

飾
金
具・

馬
鈴
他

『
小
泉
大
塚
越
遺
跡
』 
19
93
 玉

村
町
教
育

委
員
会

6世
紀
後
半
。

16
3

古
海
松
塚
古
墳
群

53
号
古
墳

大
泉
町
大
字
古
海

円
直
径
約
20

竪
穴
系 （

土
坑
）

5?
2

0
石
室
内
：
鉄
剣
、鉄

斧
、鉄

鎌
、鉄

鏃
、

『
古
海
松
塚
古
墳
群
 本

文
編
』 
20
02
 

大
泉
町
教
育
委
員
会

犬
釘
状
の
鉄
製
品
1点

（
長
23
.6
㎝
）。

5世
紀
中
葉
～
後
半
。

注
1　

本
表
は 『

群
馬
県
古
墳
総
覧
』2
01
7群

馬
県
教
育
委
員
会
付
録「

群
馬
県
の
古
墳
一
覧
表
詳
細
版
」の

情
報
を
基
礎
に
各
調
査
報
告
書
等
を
参
照
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
2　

釘
完
形
品
、長

さ （
㎝
） の

項
の
数
字
＋
は
、ほ

ぼ
完
形
資
料
の
残
存
長
で
あ
る
。

注
3　

備
考
の
年
代
は
、釘

出
土
古
墳
の
築
造
年
代
で
、報

告
書
他
の
見
解
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
。



3.集落動向と生産域について

　本遺跡は県道拡幅工事に伴う発掘で、市道が何本も交

差して、12の調査区に分断された。掘削は調査区毎に行

い、「調査区1/2を掘削、調査が終わり次第、これを埋め、

残り半分の調査に取り掛かる」しかなく、全貌把握は難

しい状況にある。本報告には5遺跡が対象となり、混乱

気味だが、以下調査成果を集落動向と生産域動向に分け

取り纏めておこう。

1a.集落動向

　本遺跡も綿貫3遺跡（354号バイパス関連の綿貫原北・

綿貫牛道・綿貫伊勢遺跡の略称）も同じ台地上の遺跡で

あり、本来的には同じ遺跡として理解されるべき遺跡で

ある。本遺跡には竪穴建物21棟（原北2棟・原11棟・原

前2棟・三反割１棟・反町遺跡5棟）があり、その内訳

は古墳時代前期の竪穴建物10棟、後期竪穴建物5棟、古

代の竪穴建物6棟である。本遺跡にも5世紀代の集落は

なくバイパス綿貫3遺跡同様の様相が判明した。5世紀

代の竪穴建物は井野川左岸の下滝高井前遺跡（12棟）があ

り、これが直近の遺跡になる。バイパス北には高崎市教

育委員会調査分の綿貫遺跡群があり、5世紀代の集落は

なさそうであるが、整理途中であり詳細は不明である。

本遺跡では、古墳時代後期竪穴建物の上に古墳が造られ、

居住域から墓域へ土地利用の変化が明らかであった。

　表は、国道354号バイパス関連調査の3遺跡で時期別

に竪穴建物を集計したものである。これによると、綿貫

伊勢遺跡では5世紀代竪穴の激減が明らかであること、

これに対して古代竪穴が減少傾向にはあるが、総じて集

落は安定しているように見える。牛道遺跡では古墳時代

竪穴は一桁台で推移、これを埋めるようにバイパス原北

遺跡では古代竪穴が増えている。

　バイパス北の綿貫小林前遺跡では、9世紀代竪穴73棟、

10世紀代竪穴6棟があり、古代竪穴が突出する。これと

逆の現象が下滝高井前遺跡にあり、6世紀代竪穴56棟、

7世紀代竪穴41棟に対し、8世紀以降の竪穴は一桁台で

推移する。

　これをどう考えるべきだろうか。農業発達史的には、

水田化を終えた時点で集落は維持継続され、これが縮小

することは想定されていない。伝統集落が徐々に生産域

を拡大する過程で、より条件の劣る地域に第一次・第二

次新開集落が出現するとされた。これは一般則として正

しく、農耕集落の発展を説明する際、欠かせない概念と

して現在も使われている。

　古墳時代前期の集落が、前橋台地や大間々扇状地等の

欠水地帯に広がるのは、用水整備を可能とする技術を有

したからである。そうした中、綿貫地区の5世紀代集落

の激減は、どのように理解されるべきだろうか。4世紀

を前後するころ前橋台地は大開発の時代を迎え、広瀬川

筋に前橋天神山古墳が、井野川筋に元島名将軍塚古墳が

造られた。高崎台地も欠水地帯で、情報団地遺跡や大類

柳原遺跡、柴崎熊野前遺跡では人工水路が造られ、これ

により水田が拓かれ、集落が営まれた。綿貫地区も同様

と見られ、用水確保が4世紀代の大規模遺跡成立の背景

となるものと思われる。綿貫伊勢遺跡の4世紀代集落を

支えた生産域は井野川右岸の低地部（下位段丘面）になる

であろうが、同時期の集落は台地西側の低地部に臨んで

立地している。これは低地の水田化が達成されたためで

あろう。続く5世紀代集落の激減は、いくつか理由はあ

るだろうが、豪族居館跡として知られる三ッ寺Ⅰ遺跡周

辺に5世紀代集落が登場したように（坂口1990）、開発の

対象地区が変わり、人員を再配置した結果の集落減と見

たい。本遺跡では、居住域が墓域へと変わり古墳（綿貫

原前・綿貫反町遺跡）が造られたのであるが、これも強

制力が働いたからである。同様に烏川左岸に広がる古墳

群（7世紀代の群集墳、倉賀野地区172基、綿貫地区26基

の群集墳）の成立事情は様々であろうが、集落毎に墓域
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遺跡名 3世紀 4世紀 5世紀 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀 10世紀 11世紀
綿貫伊勢遺跡 2 56 0 40 63 33 29 29 1
綿貫牛道遺跡 0 6 2 4 4 0 0 0 0
綿貫原北遺跡 3 0 0 0 0 0 13 3 0
綿貫小林前遺跡 10 2 14 73 66
下滝高井前遺跡 5 7 50 41 7 8 16 1

第3表　周辺 5遺跡の時期別竪穴建物数



が対応するような状況にはなく、これも強制力によるも

のと考える。

1b.中近世集落

　中世集落はバイパス綿貫3遺跡や、井野川左岸の下滝

高井前遺跡に調査例がある。下滝高井前遺跡には屋敷１・

区画１があり、いずれも14～16世紀後半のものである。

綿貫3遺跡には14世紀初頭に出現する屋敷4、14世紀前

半期屋敷１、後半期に出現する屋敷2がある。東往還下

の大溝（綿貫小林前遺跡113号溝）より西では、どの屋敷

も大溝に規定されるのに対して、大溝東の屋敷は軸方位

が異なり、大溝とは関係が薄い。

　近世遺跡は、今ある家並に重なるとする意見が常識的

で、圧倒的である。歴史地理学でも中世集落を引き継ぎ

近世集落があるとするが、綿貫地区遺跡群にはこれに該

当する近世屋敷はないに等しい。方形館に留意した検討

でも16世紀の後半に中世屋敷群が消滅したとされ、これ

に続く集落は確認されていない。常慶以下の各集落は確

実に近世集落を引き継いだものであろうが、問題となる

のは中世末から近世初頭の集落で、これをどのように考

えればいいのであろうか。

　長野原町西宮遺跡では現道下に天明期街道があり、街

道が踏襲されていたことが判明した。そして、現在ある

集落も江戸時代の集落を引き継いだものであることが、

壬申絵図から読み取れた。一方、集落とは沢を隔てた対

岸に、天明期より古い掘立柱建物や畑、焼成土坑などが

あり、集落が移動したことも明らかであった。このこと

から言えるのは、江戸後期の集落は街道整備に伴い再編

され、移動させられた可能性が否定できないということ

である。再編については狭い土地の効率的利用か、百姓

の相互監視が目的かもしれない。旧綿貫村の各集落には

草分け百姓の存在も想定できるであろうが、それがどこ

まで辿れるのか興味深いテーマになる。今後、検討して

いきたい。

　高崎市域は天明期As-A降下で相当な被害を受けている

が、綿貫原遺跡で復旧坑が確認されている。復旧坑は2

筆分が確認されており、北側の１枚が18ｍ幅、南側の１

枚が24ｍ幅である。耕土下には区画溝や井戸、土坑、柱

穴群（下層遺構群）があり、居住域から生産域へ大きく土

地利用が変化したことが明らかになった。通常、江戸後

期の土地利用は引き継がれることが多く、この想定に従

い、下層遺構群→集落再編?→耕作→As-A→復旧作業の

順で推移、最終的に復旧痕が残されたのではないかと見

た。区画溝を南北溝のみで示せば、2区１号溝が古く、

次いで3区3号溝、そして、最も新しい区画溝が5区１

号溝となる。2区１号溝は北に延びて、中世に上る区画

溝（市道G421号線の下に区画溝を想定）となるかもしれ

ない。区画溝（5区１号溝）の底面付近にAs-Aが堆積して

おり、江戸後期まで環濠が維持されていた。同様な区画

溝（南北溝R2-2区１・2号溝、東西溝R2- １区１号

溝）は原前遺跡にもあり、方半町の区画溝になる可能性

がある。三反割遺跡にもR2- 3区の溝2条が並行して

おり、これも区画溝か街道脇の溝になるかもしれない。

　このほか、近世関連では埋設桶があり、これを念頭に

建物の有無を検討してみたが、主屋等は未確認である。

調査範囲が狭く、全貌が不明ということもあるが、図上

復元には限界があり、検討を断念した。

2.生産跡

　平成10年度段階で、高崎市域には300を超える遺跡で

As-B下水田があるとされた。当初の水田調査は上越新幹

線関連遺跡で行われ、北部圃場整備・東部圃場整備と続

いた。宿大類天田Ⅱ遺跡ではAs-B下水田の下から9世紀

代の竪穴が発見され、居住域から水田へ姿を変えたこと

が明らかになった。また、南大類東沖遺跡や上大類野地

田遺跡ではAs-B下に洪水層があり、洪水層下から水田が

発見されているが、洪水層は高崎駅西の旭町遺跡・真町

Ⅰ遺跡にもあり、広く高崎台地を覆う可能性がある。洪

水下の水田は概ね9世紀代が想定されているが、畦畔に

置き石があり、畦畔を通そうとする傾向はみられるが、

水田面積も多様で、条里型水田とは同一視できない。

　旧綿貫村の水田は台地西側低地部に広がることが確実

であり、それは壬申絵図を見れば明らかである。略南東

に向かう用水路は自然流路の延長であり、初期において

はこうした低地水田が開発されたのであろう。高崎台地

東部では旧流路に接する台地上に集落があり、集落に近

い低地部を水田化、9世紀代になりこれを条里型水田と

したとする問題提起がある（高崎市史）。

　前橋台地にも、条里型水田に関する先行研究（新井

2008）がある。これによると、同時期の前橋・高崎台地

3.集落動向と生産域について
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で広く再開発が行われたことが分かる。この再開発主体

が公か私か注目されるところである。本県では、As-B降

下を契機に公領の荘園化が進んだという。荘園化は律令

制崩壊と強く関係しているが、荘園は固定されたもので

なく、不作が続けば荘民は逃げるなどしたということで

あり、耕作地の再開発が繰り返されたのであり、集落と

水田は流動的であることを前提に理解すべきである。

　As-B下水田の耕作放棄は、「かたあらし」の概念を用い

説明されている（宿横手三波川遺跡）。耕作放棄地は考古

学的には畦畔を横断する足跡に代表されるといい、なか

には「踏分道」となるものもあるとした。古文書にも、①

「見作・不作」として記載があり、当時これを「かたあらし」

と呼んだこと、②「かたあらし」を「二圃制」とする見解に

は否定的であり、農業生産が不安定であるためである、

と歴史学の見解が紹介されている。また、9世紀後半に

至り、古代型集落が消滅したという荘園研究者の指摘が

ある。気候変動が引き金となり不作が続き、農民が逃げ、

耕作地が荒れたといい、そして、それが再開発され、私

領が増えるという悪循環が生じ、結果的に律令制が維持

できなくなったというのである。当時、農民は国司が求

めれば「転々と住まいを変え、働き場を変え、転職も自由」

（伊藤俊一『荘園』）と言われている。

　以上が、高崎市域の水田史と関連歴史学の研究成果に

なる。畔を踏み込む事例は、高崎競馬場遺跡で「踏分道」

として報告されているが、検出には相当な観察力が必要

である。掘削段階から水田面の凹凸を感じ取り「踏分道」

を検出した担当者の観察力には感嘆させられたが、三波

川の報告書でも指摘されている通り、「かたあらし」の概

念を知り、耕作地と休耕田が区別できるのか考古学的に

検討することがまずは必要だろう。考古学としては、高

度に洗練された観察眼が要求されることになる。休耕田

や耕作放棄地の割合や、これがいつごろ集中するのか、

こうした疑問に答えることが課題となるだろうが、難易

度は極めて高い。解決策として決定打にはならないが、

考古学的には四半世紀程度、欲を言えば10年単位の時間

軸で竪穴棟数の増減が明らかになれば、気候変動に対応

した集落動向が想定可能となり、より精度を高めた検討

が実現するものと思われる。

　集落動向（竪穴棟数の増減）を左右するものとして稲作

収量の多寡がある。不作は確実に気候変動（気温、降水量）

が影響しているが、強制移住など政治的要素も無視でき

ないように思う。今後、そうした観点から集落動向を検

討する必要がある。

註１　ここでは耕地も農民も流動的であったことを確認しておきたい

が、早い段階から農民の逃亡が常態化していた可能性があり、山間地に

移住するようなこともあったと見たい。
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　4.近世綿貫村について

　本遺跡は高崎市綿貫町にあり、市街地まで10kmほど東

にある。町内には国道354号バイパスと県道前橋長瀞線

が走り、綿貫町原北付近で交差している。当地は関越道

にも近く、平成26年2月に高崎玉村スマートICが供用を

開始、こうした利便性を得て大規模工業団地が造成され

ようとしている。

　高崎市東部では、平成10年の柴崎熊野前遺跡の発掘が

早い段階の事業団発掘であり、綿貫小林前遺跡の発掘が

これに次ぐ発掘になる。以来、道路建設や工業団地造成

に伴う発掘調査が断続的に行われており、最終的には

10haを超えることとなった。県道前橋長瀞線関連の綿貫

小林前遺跡（平成11年度、第365集）、国道354号バイパス

関連の綿貫3遺跡（平成20・21年度、第547・556・567集）

の発掘調査がそれであるが、平成30年度以後も断続的に

県道前橋長瀞線の発掘調査が行われている。県関係の発

掘だけで、58，545㎡が発掘調査されたことになるが、平

成27年度から工業団地造成に伴い10万㎡を超える発掘

（綿貫遺跡群・下滝遺跡群両遺跡で104，208㎡、高崎市教

育委員会）が行われた。これに加え、高崎市卸売市場周

辺でも団地造成があり、今後調査成果の詳細な検討が行

われるものと思われる。

　綿貫町を含む高崎市東部は、直近20年で綿貫町全域

（2，311，736㎡）の7%が発掘されたことになり、状況は

大きく様変わりした。おそらくそこには膨大な量の情報

があり、新規知見が続々と加えることになるだろうが、

溝など時期不明の遺構も多く、結論づけられない遺構も

多出するだろう。迅速測図や壬申絵図には江戸時代集落

の残像が残されており、貴重なデータとなる。

＜県道前橋長瀞線拡幅と発掘調査＞

　都市計画図に拡幅工事範囲と発掘調査範囲を合成した

図が第222図で、北から綿貫原北（県道原北遺跡と呼称）、

綿貫原、綿貫原前、綿貫三反割、綿貫反町遺跡へと続く。

各遺跡は市道で区切られ、県道綿貫原北－原遺跡間が市

１.県道前橋長瀞線　　　　2. 国道 354 号バイパス
3. 前橋長瀞線バイパス　　4. 旧例幣使街道

第222図　発掘調査区と県道を横切る市道１（1/2，000）
国土地理院1/2，500「高崎」

第223図　発掘調査区と県道を横切る市道2
都市計画図（高崎市役所、昭和54年開公第176号）
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ａ

ｂ

ｃ

ｅ

道G421号に、綿貫原－原前遺跡間の県道東が市道G425

号・県道西が市道H977号に、綿貫原前－三反割間の県

道東が市道G427号に、綿貫原前－綿貫反町遺跡が市道

H979号により区切られ、南に軽便鉄道跡地が弧状に残

されている。

　第222・223図に、県道と市道の位置関係および工事対

象地と調査区を図示した。県道と市道交差点の位置関係

は、下記のとおりである。

　交差点a＝市道G421号線（平成30年度2区北）

　交差点b＝市道G425号線（令和2年度１区北）

　交差点c＝市道G427号線（令和2年度3区北）

　交差点d＝市道H980号線（平成30年度12区南）

現道１～3は、図版に現道名を記した。4の例幣使街道

は旧名称であり、現在は綿貫南の交差点以西が県道136

号綿貫倉賀野停車場線、綿貫町の交差点以東が県道142

号綿貫篠塚線と呼ばれている。交差点dの南が軽便鉄道

の跡地を利用した市道（H981号線）となっている。

　発掘調査では狭長で調査できない地点もあり、また、

店舗の出入り口（30年度１区・R2－4区）や防火用水（30

年度6区北）、水路があり調査区が分断され、結果的に

未調査地が生じるなどしている。市街地発掘の対応は複

雑だが、要請されればこれを説明できるように心がけて

おきたい。

　１.近世街道

　迅速測図および歴代の国土地理院地形図を検討、近世

綿貫村の街道について変遷を検討してみた。

＜迅速測図(明治18年)、第224図＞

　迅速測図は明治10年代の簡易測図で、その正式名称は、

第一軍管地方迅速測図である。綿貫町は迅速測図「倉賀

野駅」にあり、明治18年の測図である。

　図幅には観音山古墳と二子山古墳が描かれており、南

側に岩鼻火薬製造所が記されている。観音山古墳西には

下大類村から臺新田村へと続く村道があり、これが県道

前橋長瀞線の前身であることがすぐ分かる。村道は要所

要所を意識的にクランクさせたような状況で、その理由

を問わずにはいられないが、意図的であることは間違い

ない。旧綿貫村には「常慶・小林前・曲師・原・堀米・

千葉」の集落があり、これを結ぶ騎小径や徒小径がある。

言わば、村の街道にはランクの異なる3種があり、それ

ぞれランクづけられていたのである。県道前橋長瀞線の

前身が常慶－曲師－原－堤西へ続く村道であり、これが村

の主要街道ということになる。これに続く騎小径が、小

林前集落から堀米集落に抜ける小径である。地元では「東

往還」と呼ばれ、確実に中世までさかのぼる。堀米地区

には井野川対岸の「瀧村」に続く騎小径や南に下り例幣使

街道に続く騎小径、堀米から原を抜け栗崎村に続く徒小

径などが縦横に走り、堀米地区を起点とするように見え

る。各集落間は徒小径でも結ばれているが、徒小径は基

本的に集落から田畑に通じるものが多い。高崎藩内の村

では馬を飼えた百姓家は少なかったとされており、最小

限必要な道幅を確保したということだろう。

　以上が、迅速測図の概要になる。井野川を渡河する地

　　　第224図　明治中頃の旧綿貫村街道（明治18年）
　　　　第一軍管地方迅速測図1/20，000「倉賀野駅」を1/25，000へ縮小
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６

点（常慶橋付近）の線形や、小林前集落から堀米集落へ向

かう徒小径（e）、観音山北を通り原集落へ続く徒小径

（a）、同じく観音山南から栗崎村方面に抜ける徒小径

（c）は市道に重なり、現代に引き継がれていることが分

かる。

　平成14年の国土地理院地形図（第226図）には県道を始

め市道が直線ルートで示され、道幅も広がり機能性を高

めていることが分かる。また、水田等の農地も圃場整備

され、昭和40年代まで見られた田園の面影はない。これ

に対して、集落内の道路は舗装こそされているが、迅速

測図に図示された騎小径や徒小径を継承して道幅は狭い。

　第224図は、明治18年の迅速測図をそれ以降の地形図

と比較できるように同一縮尺に変えて掲載したものであ

る。井野川の渡河地点の道路線形が特徴的で、最も新し

い平成14年度の地形図（第226図）にも同じ位置に街道が

描かれ、対岸の瀧村に至るルートも下大類村から栗崎村

に抜けるルートもほぼ同じルートを継承していることが

読み取れる。異なる点を挙げるとすれば、例幣使街道が

明治初期の直線ルートからクランク状に大きく線形を変

えたこと、旧中仙道の渡河地点が大きく西に移動したこ

と、新規に国道354号バイパスと前橋長瀞線バイパスが

図幅に現れたことだろう。市道も道幅を広げているが、

古い小径を踏襲したもの数本がある。

＜昭和初期の県道前橋長瀞線＞

　第225図は、昭和7年測図の国土地理院25，000分の１

第225図　昭和初期の旧綿貫村街道
　　　大日本帝国陸地測図昭和7年測量1/25，000「高崎」

第226図　バイパス事業化前の綿貫町道路状況
　　　　　　　国土地理院昭和59年測量1/25，000「高崎」
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ｅ

地形図である。国道・県道関係では例幣使街道のルート

（4）が直線で示され、旧中仙道（5）が現在より東で烏川

を渡河している。県道前橋長瀞線は曲師集落を迂回する

新ルート（現在も曲師や原には旧道の形状が良く残され

ている）が採用され、「常慶－曲師－原－千葉」を通り旧中仙

道まで抜ける直線的ルートとなった。昭和初期において

も市道交差点a～c・eは継続使用されていることが分

かる。

　例幣使街道が直線道からクランクさせられたのは戦時

中の出来事とされている。県道前橋長瀞線が例幣使街道

と交差したのはいつ頃か、これについては分からない。

　旧綿貫村には「常慶・小林・曲師・原・堀米・千葉」の

地名があり、従来通り最小単位として集落名称が記され

ている。

＜昭和59年頃の県道前橋長瀞線＞

　第226図は、昭和59年測図の国土地理院25，000分の１

地形図である。国道354号バイパスおよび県道前橋長瀞

線バイパス建設以前で、県道前橋長瀞線の旧道と例幣使

街道が図示されるだけで、a～cの市道交差点位置は変

わらない。軽便鉄道（6）は痕跡だけが記されている。

　図幅には地元で「東往還」と呼ばれる古道があり、これ

が観音山古墳西までルートが追える。観音山南から原に

抜ける徒小径は拡幅されたようであるが、ルートは継承

されている。図幅には「常慶・曲師・堀米・千葉」等の古

い地名（字名）が記されているのも特徴になる。高崎東部

地区圃場整備の歴史は古く、明治33年の耕地整理法を受

けた地元指導者の努力が実り、昭和30年代後半には事業

が終了していたようである。早い段階で水田区画や道路

が整備され、田園風景が大きく様変わりしたことが明確

である。

　

＜耕地図＞（第228図）

　より詳細に村の街道を知ろうとすると、紀元2600年祭

の記念事業として作成された耕地図が縮尺（１/3000）も

小さく、道路表現も明確で分かりやすい。

　耕地図中央には、県道前橋長瀞線が太く、そして、「東

往還」が細く描かれている。小林付近で県道から二股に

分かれる「東往還」や、曲師集落内をクランクして走る「前

橋道」も明瞭で、各集落間を網目状に連絡する街道の様

子が見て取れる。また、原地区には環濠の区画が地割（A）

として残されている可能性があり、直線化する前の旧「前

橋道」に重なる地割（B・C）が確認できるかもしれない。

これを発掘データと突き合わせる作業が不可欠だが、耕

地図と対照するのは難しく、壬申絵図同様に、県道と市

道交差点にa～cの記号を付しておいた。

　旧綿貫村の街道には「前橋道」や「東往還」、旧例幣使街

道があり、例幣使街道、前橋道、「東往還」の順に格づけ

られる。前橋道には近世集落が、「東往還」には15世紀代

の環濠が並び、どちらかといえば「東往還」が古い街道と

いうことになる。

第227図　バイパス事業化後の綿貫町道路状況
　　　　　　国土地理院平成14年測量1/25，000「高崎」
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第228図　綿貫町耕地図（昭和10年代）
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　2.集落

　集落は、どうだろう。近世綿貫村は、明治初期の壬申

絵図や迅速測図（明治18年）から、ある程度までその様子

が想定可能である。絵図には地番・字名があり、集落が

ある地区には東や西、前などを付けて細分されている。

戦前作成された耕地図にも、壬申絵図同様に字名の記載

があり、網羅的に取り上げてみると、①「常慶・常慶前・

常慶下・常慶向」、②「小林・小林前・小林西・観音堂」、

③「曲師・曲師東・曲師西・曲師前」、④「原・原ノ前・

原北・原東・原西・原前」、⑤「堀米・堀米内・堀米西・

堀米前」、⑥「堤・堤西・堤前」、⑦「千葉・千葉西」があり、

いずれも集落が形成されている場所になる。これに対し、

田畑は伊勢・観音山・池田は字名が細分されているが、

五反田・三反割・高木・傘堀・粕塚・牛道は単独の字名

となり、村内東側字名の細分傾向がある。壬申絵図には

これ以外、石田や金堀など現在にはない字名も見える。

　上記①～⑦は小字、地形図の「常慶・小林・曲師・原・

堀米・千葉」が集落名に当たる。小字名に続く東や前の

呼び方は集落からみた呼び方であるわけで、日ごろから

強く結び付いた最小の共同体とすることができよう。

　旧綿貫村は当初の高崎藩藩領から、途中天領となり幕

末を迎えた。旧綿貫村が中世までさかのぼるのはほぼ確

実であり、堀米地区には中世館の存在も期待されている。

ここを起点に街道（騎小径）が放射状に延びるのも、その

ことを反映しているのであろう。

＜壬申絵図から読み取れる集落景観＞

　現在、2000筆を超える土地の詳細は確認できていない

が、ここでは壬申絵図から①屋敷・堂舎・百姓林・林畑・

萩畑、②水田分布を図化してみた。

　第229図には街道と屋敷・堂舎など建物位置を印し、

これに百姓林・林畑・萩畑を追加図示した。壬申絵図は

東往還を中心に描かれているため、集落の位置関係は迅

速測図が正確であり、これにより記載する。

　井野川を超えるとすぐ左に常慶の集落がある。街道は

常慶で左右に大きく分かれ、ここで左に折れ少し行くと

小林集落がある。小林集落の先で街道が二股に分かれ、

これを斜め右に100ｍも行けば曲師や原の集落があり、

さらに１kmも行けば千葉の集落になる。街道（東往還）を

斜め左に行けば１kmで堀米集落に辿り着き、さらに500

ｍで例幣使街道に出る。明治期の街道は、基本的に江戸

時代と大きく変わることはなく、街道は踏襲されたもの

と思われる。

　堂舎は曲師に稲荷社（１）があり、小林に天神社（2）、

原に愛宕社（3）、堀米に赤城社（5）・八幡社（6）、千葉

に鳴子社（7）があり、いまも各集落で祭られているそう

である。このうち、愛宕社の現在地は南の市道脇に移り、

鳴子社も北に現在地を移している。地元では、堂舎は各

集落の氏神様として祭られ、村の旦那寺は堀米地区の普

賢寺（堀米地区）になるという。

　百姓林・林畑は、基本的に屋敷周辺にあり、集落の日

常に強く係わることを示唆しているが、個別百姓林に限

れば、圧倒的に堀米集落に集中している。他の集落では

小林集落と曲師集落に各１筆があるだけで、村南西の堤

や千葉集落には百姓林・林畑とも見当たらない。百姓林

は村の入会であり、林畑が個人所有であるから、歴史の

古い集落を見分ける際の特徴になるかもしれない。林畑

は検地帳に記載された畑が荒れ地となり、これを雑木林

としたもので、成長の早い楢や椚を切り出した畑である。

燃し木として貴重な現金収入となり、枝葉は自家用の燃

料にも肥料にもなる。田畑を雑木林に変えるなど、通常

なら許されないことであり、天明以後増加した「手余り

地」の有効利用とされているが、他の換金作物等が選択

されないのは何か事情があるのかもしれない。

　萩畑も有用植物である。玉村町誌によれば、萩畑は①

護岸の役目で村を守り、②若狩り萩は肥料となり、③枯

狩りすれば屋根葦材料、④漁場確保、⑤燃料、⑥防風材

とあり、生活に欠かせない資材であったという。村南東

部に広がる萩畑は円形で、村北側の萩畑は短冊状になる。

前者は形状・大きさから、円墳ではないかとされたもの

である。円形の萩畑は堤や千葉、堀米集落に接している

が、近接集落以外の曲師住民や隣村の住人が所有する萩

畑もある。いつから萩畑が成立するのか不明だが、経済

的な格差が生じた結果、所有者の分散化が進行したこと

は容易に推測できよう。

　村内水田を等級別に分け、これに水路を重ねてみた（第

230図）。これによると、水田は明らかに村の西側低地部

に集中していることが分かる。水田は、原集落の北から

観音山北に続く徒小径付近を境に、南北で大きく様相が

異なるように見える。この徒小径より北には規格的な水

第８章　まとめ

280



屋敷

百姓林

林畑

萩畑

お堂

井野川

井野川

例幣使街道

＊図の太線は街道

「
東
往
還
」

３

１２

４

７

５

６

１､稲荷社
２､天神社
３､愛宕社
４､普厳寺
５､赤城社
６､八幡社
７､鳴子社

第229図　明治初期の土地利用(屋敷、堂舎ほか)
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上田

中田

下田

下々田

＊図の太線は用水路

井野川

井野川

「大堀り」

例幣使街道

「
東
往
還
」

第230図　明治初期の土地利用(水田)
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田が並ぶ。如何にも新田的であり、水田は北から南へ上

田・中田・下田・下ヶ田と並び、南ほど等級が下がる。

東往還沿い水田や大堀沿い水田（原－観音山の小径）は分

岐した用水を引き、これを観音山古墳周堀に巡らせ水田

としたものである。同様な水田は二子山古墳周堀にも見

られたようである。

　これに対して、南側水田は地形に沿い不規則である。

最西端の水田は粕川流域に広がるもので、上流側には中

田が、下流側には上田が続いている。上流側水田は規格

的であり、新田開発されたそれであろう。堤集落の西側

にも南北に長い水田がある。上流側は上田が、下流側に

は中田、下田となる。この水田の東側には古墳（萩畑）が

広がることから自然地形と考えるべきであり、粕川の旧

流路に用水を引き開発した水田ということになろう。

　村の東側には井野川がある。右岸には旧河道の跡が残

されており、堀米北の窪地は下滝村に、例幣使街道南の

窪地は八幡原村に帰属する。堀米に近い池田下にも崖線

が残されているが、下滝・八幡原村分の窪地よりは高い

段丘面になる。それでも「屋敷が洪水で流された」という

から、よく洪水に襲われたのであろう。観音山東に残る

旧流路には崖線に沿い水田が続き（第229図）、堀米東の

下位段丘面は20年前まで水田が広く展開した。水さえ引

ければ水田化も可能で、水田志向は根強い。

　以上が、村の景観になる。畑についても等級があり、

「見付畑、畑田成・田畑成」等の表記は気になるところで

ある。それぞれ分布傾向も指摘できそうであるが未消化

であり、詳細は別に機会を得たい。

＜聞き取り調査＞

　区画溝１に接して江戸時代から続く農家（原の生まれ、

70才前後か）があり、ご主人から話が聞けた。親から聞

いたということであるが、

①「享保の頃、池田下に住んでいた。井野川が氾濫して

家が流されたので移住してきた」

②「当時は何もない所で、家を建て原野を開墾した」

③「寺が火事になり過去帳も焼失した。どこまで先祖が

さかのぼるのか、分からない」「ここは火事が多い地区、

自宅も燃えた」

④「墓は県道の東にある」

⑤「屋敷の出入口は東側で、昔から変わらない。屋敷の

まわりには濠が廻っていて、夜は板を上げてから寝た」

⑥「家の裏には濠があり、そこに灰を捨てた」

⑦「原ではA・Bが古い家、Cは前橋下新田の出、E・F・

Gは明治の頃に移住してきた。原にはいろいろな名字

があるのが特徴」

⑧「ここから南の氏神様は鳴子様、諏訪神社ではない」

⑨「愛宕社の祭りは7月、数軒で祭っている」

⑩「村には桶屋と鍛冶屋があり、その他は倉賀野や玉村

の宿で要は足りた」という。

⑥について、堀幅は3ｍもあるような堀ではなかったと

いうから、徐々に浅くなったということかもしれない。

また、灰を捨てたという家の裏の堀も、北へ30ｍほど離

れて確認されており、証言と発掘データは食い違う。⑦

については、天明の浅間山噴火で土地が荒れた際の高崎

藩の対応（入百姓導入による回復策）が思い浮かぶ。

　これとは別の方（昭和初期の生まれ）にも話が聞けた。

詳しい話が聞けたわけではないが、その内容を簡単に纏

めておきたい。

①「5代目まで〇右衛門を、6代目から△右衛門を名乗

る。MもNも新宅である」

②「初代墓碑には江戸初期の紀年銘、普賢寺の檀家」

③「火事が多かったので、新宅は東に屋敷を作らせた」

④「昔は馬を飼っていた。馬は農耕用、大人しくさせる

ため去勢した。村に牛は少なかった」

⑤「餌は小麦殻やフスマを混ぜた。萩は混ぜなかった」

⑥「畑で陸稲は作ったが、桑畑が多かった」

⑦「氏神様は、常慶・原北が諏訪神社、小林は天神様、

曲師は稲荷社、原・堤・千葉は鳴子様、堀米は八幡様」

⑧「常慶と曲師のAは慈眼寺、そのほかは普賢寺が旦那

寺になる」という。

　壬申絵図には同名の名前が数多く見られる。所有田畑

が、どの程度になるのか確認していないが、草分け的な

存在と見られる。

　3.区画溝

調査所見には上層に復旧坑（畑）があり、下層に区画溝

や柱穴群が検出されたとあり、居住域から生産跡に土地

利用が変化したものと理解した。通常、近世集落の土地

利用は継続することが多く、下層柱穴群とは時間的断絶

が予想されたからであるが、いつ頃から土地利用が変化
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区画溝１

区画溝３

区画溝２

０ １: 1500 50ｍ
第231図　区画溝と地割
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したのかが問題として浮上した。綿貫原遺跡検出の区画

溝3条の新旧関係は、①区画溝１の完全埋没後にAs-Aが

降下、区画溝2ではAs-Aは未確認、区画溝3では溝の底

面付近にAs-Aが流れ込んでおり、区画溝１→区画溝2→

区画溝3の順に新しくなるものと見られる。②区画溝2

が想定した通り2区2号溝・6区4号溝に接続するなら

方1町の区画溝となり、③区画溝3にはAs-Aが溝の埋没

初期に流れ込んでおり、江戸後期（1783年）まで環濠が維

持されたということになる。④区画溝１と区画溝2・区

画溝3の前後関係は不明だが、軸方向が明らかに異なり、

これと直交する市道（G421号線）が北にあり、これが区画

溝になるとすれば、耕地図に見える県道東の方形区画（第

228図A）は中世屋敷跡と捉えることも可能とした。県道

綿貫原北遺跡（１区）や綿貫原遺跡（2～7区）は3・6区

に上層遺構群（復旧畑）、下層遺構群に区画溝や柱穴群が

あることから、これが天明3年より前の遺構群であるこ

とは確実であり、下層遺構群（区画溝や土坑、柱穴群）に

より屋敷跡が再構成されるのであるが、調査区が狭く屋

敷東南に多い埋設桶により厠が想定された程度で、主屋

や作業小屋などの建物認定は難しく、屋敷の構造が検討

できるような状況にない。言わば、手掛かりが少ないの

であるが、溝や街道などがその重要な手掛かりとなり、

地割も手掛かりになるのではないかと考える。例えば街

道に接した屋敷なら、江戸時代後期の建物配置を念頭に

置いた分析が可能となる。耕地図や壬申絵図では、江戸

時代の街道は模式的、観念的に描かれ、どこか１ヶ所が

分かれば、すべて分かるというものではないが、街道が

決まれば、これにより屋敷や建物配置も絞られ、検討が

容易になり、重要な分析項目となるはずである。

　このほかでは、原前遺跡の南北溝（R2- 2区１・2

号溝）に直交するR2- １区１号溝が区画溝になる可能

性がある。三反割遺跡のR2- 3区2・4号溝も耕地図

の地割（第228図B）に載る可能性があり、これがクラン

クして10区3号溝に接続するかもしれない。反町遺跡12

区2～4号溝は北西―南東方向に向く溝で、水路になる

可能性がある。これも耕地図（第228図C）の字境に当た

る可能性が指摘されよう。

おわりに

　通常、中世遺跡の遺物量は少ないといい、近世遺跡の

遺物は時期別細分が難しいとされ、より細かな時間軸で

遺構を検討することが難しい。このため、発掘調査で得

られた情報は、小規模発掘ではその全体像が掴めず建物

認定を難しくしている。それでも、柱穴サイズや軸方位

を手掛かりにして建物認定されるのであるが、屋敷の構

造を論じるのが精一杯である。そして、これを手掛かり

に社会変化を読み取ろうとするのであるが、具体像が描

けず分かりにくい。

　全体図を作成するまでもなく、県道北側の綿貫原遺跡

には近世区画溝3本があり、これが地境に反映するなど

極めて近世的な色彩が濃い。実際に明治期の壬申測図に

重ね合せてみたところ、区画溝は当時の街道や畑の地境

に当たり、壬申絵図には近世集落景観に迫る手掛かりと

なることが分かる。屋敷の区画溝が現道に並行あるいは

直交するような事実は数え上げればきりがないが、いま

も残る農村風景は確実に江戸時代に辿れる。それという

のは、近世農村が近代に引き継がれ、そして、現代へと

引き継がれるからで、歴史地理学の分野では半世紀も前

から指摘されている。天明泥流で覆われたような集落発

見は大部分の地域で期待できないのが現状であり、中近

世集落も長期に及ぶ遺構が重複して分かりにくい。どの

ようにそれが分離できるのか、苦慮するばかりである

が、天明泥流で覆われた屋敷建物配置や街道が明らかに

なるだけでも分析の起点となる。なぜなら、発掘で出会

う大部分は百姓屋敷が圧倒的だからであり、泥流や火山

灰で覆われた発掘データから得られる建物構造の計測値

を参考にすることでより説得的な議論が深まるのではな

いか。圧倒する歴史学の研究成果を念頭に置いた考古学

的分析こそ重視されるべきであり、両者をクロスチェッ

クさせ検討することが必要になる。

4.　近世綿貫村について
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土坑計測一覧表
＜綿貫原北遺跡＞

区－遺構名 形状 長径 短径 深さ 主軸方位
１区１号土坑 楕円形 0.83　 0.74　 0.29　 Ｎ－25°－Ｗ
１区2号土坑 楕円形 1.33　 1.09　 0.50　 Ｎ－8°－Ｗ
１区3号土坑 隅丸長方形 2.61　 1.03　 0.14　 Ｎ－6°－Ｅ
１区4号土坑 不整形 1.37　 0.79　 0.66　 Ｎ－8°－Ｅ
１区5号土坑 不整形 0.72　 0.65　 0.23　 Ｎ－30°－Ｗ
１区6号土坑 楕円形 0.54　 0.39　 0.14　 Ｎ－8°－Ｗ
１区7号土坑 不整形 0.86　 0.44　 0.17　 Ｎ－12°－Ｅ
１区8号土坑 楕円形 1.28　（1.20） 0.40　 Ｎ－10°－Ｗ
１区9号土坑 円形 （1.44）（1.40） 0.42　 Ｎ－10°－Ｗ
１区10号土坑 不整形 0.74　 0.36　 0.23　 Ｎ－16°－Ｗ
１区11号土坑 不整形 1.05　 0.68　 0.14　 Ｎ－12°－Ｅ
１区12号土坑 不整形 1.07　 0.58　 0.14　 Ｎ－7°－Ｗ
１区13号土坑 不整形 0.97　 0.44　 0.10　 Ｎ－4°－Ｗ
１区14号土坑 不整形 1.38　 0.99　 0.23　 Ｎ－3°－Ｗ
１区15号土坑 不整形 1.71　 0.50　 0.19　 Ｎ－13°－Ｗ
１区16号土坑 楕円形 0.72　 0.63　 0.14　 Ｎ－30°－Ｗ
１区17号土坑 楕円形 0.42　 0.25　 0.12　 Ｎ－3°－Ｅ
１区18号土坑 欠番 － － － －
１区19号土坑 欠番 － － － －
１区20号土坑 楕円形 0.99 0.96　 0.13　 Ｎ－22°－Ｗ
１区21号土坑 不整形 0.75 0.51　 0.30　 Ｎ－26°－Ｅ
１区22号土坑 不整形 0.75　 0.32　 0.25　 Ｎ－13°－Ｗ
１区23号土坑 欠番 － － － －

＜綿貫原遺跡＞
区－遺構名 形状 長径 短径 深さ 主軸方位

2区１号土坑 欠番 － － － －
2区2号土坑 楕円形 1.17　 0.67　 0.12　 Ｎ－9°－Ｗ
2区3号土坑 不整形 0.76　 0.82　 0.18　 Ｎ－4°－Ｗ
2区4号土坑 不整形 0.87　 0.70　 0.42　 Ｎ－33°－Ｗ
2区5号土坑 欠番 － － － －
2区6号土坑 欠番 － － － －
2区7号土坑 欠番 － － － －
2区8号土坑 不整形 2.52　 0.64　 0.25　 Ｎ－5°－Ｅ
3区１号土坑 不整形 0.47　 0.45　 0.23　 Ｎ－56°－Ｅ
3区2号土坑 不整形 0.57　 0.52　 0.29　 Ｎ－39°－Ｗ
3区3号土坑 不整形 1.21　 0.80　 0.07　 Ｎ－7°－Ｗ
3区4号土坑 隅丸長方形 1.47　 0.66　 0.10　 Ｎ－5°－Ｅ
3区5号土坑 隅丸長方形 1.63　 1.06　 0.35　 Ｎ－41°－Ｅ
3区6号土坑 欠番 － － － －
4区１号土坑 不整形 1.69　 1.17　 0.17　 Ｎ－10°－Ｅ
4区2号土坑 不整形 1.55　 0.63　 0.18　 Ｎ－14°－Ｗ
4区3号土坑 円形 1.20　 1.15　 0.12　 Ｎ－0°
4区4号土坑 不整形 （1.15） 0.89　 0.12　 Ｎ－19°－Ｗ
4区5号土坑 欠番 － － － －
4区6号土坑 不整形 0.93　 0.91　 0.20　 Ｎ－14°－Ｅ
4区7号土坑 不整形 1.70　 1.50　 0.11　 Ｎ－13°－Ｗ
4区8号土坑 欠番 － － － －
4区9号土坑 不整形 1.83　 0.56　 0.21　 Ｎ－4°－Ｗ
4区10号土坑 欠番 － － － －
4区11号土坑 楕円形 0.61　 0.37　 0.38　 Ｎ－0°
4区12号土坑 不整形 0.92　 0.78　 0.11　 Ｎ－23°－Ｅ
4区13号土坑 楕円形 0.53　 0.41　 0.18　 Ｎ－32°－Ｅ
4区14号土坑 不整形 （1.20） 2.50　 0.20　 Ｎ－4°－Ｗ
4区15号土坑 不整形 0.63　 0.72　 0.12　 Ｎ－8°－Ｗ
4区16号土坑 不整形 1.90　 1.52　 0.15　 Ｎ－4°－Ｗ
4区17号土坑 欠番 － － － －
4区18号土坑 楕円形 0.75　 0.62　 0.11　 Ｎ－10°－Ｅ
4区19号土坑 不整形 1.40　 0.57　 0.09　 Ｎ－52°－Ｗ
4区20号土坑 不整形 0.47　 0.33　 0.47　 Ｎ－28°－Ｅ
4区21号土坑 欠番 － － － －
4区22号土坑 不整形 0.80　 0.57　 0.33　 Ｎ－36°－Ｗ
4区23号土坑 不整形 0.70　 0.40　 0.29　 Ｎ－36°－Ｗ
5区１号土坑 不整形 0.68　 0.64　 0.14　 Ｎ－32°－Ｅ
5区2号土坑 不整形 1.52　 1.39　 0.19　 Ｎ－40°－Ｗ
5区3号土坑 楕円形 2.22　 1.30　 0.16　 Ｎ－12°－Ｗ
5区4号土坑 楕円形 1.65　 1.19　 0.29　 Ｎ－20°－Ｅ
5区5号土坑 楕円形 1.62　 0.98　 0.07　 Ｎ－0°
5区6号土坑 楕円形 1.00　 0.80　 0.22　 Ｎ－32°－Ｗ

＜綿貫原遺跡＞
区－遺構名 形状 長径 短径 深さ 主軸方位

5区7号土坑 不整形 1.94　 0.81　 0.37　 Ｎ－34°－Ｅ
5区8号土坑 隅丸長方形 2.53　 0.76　 0.26　 Ｎ－7°－Ｅ
5区9号土坑 不整形 2.00　 0.82　 0.17　 Ｎ－31°－Ｅ
5区10号土坑 不整形 1.50　 0.31　 0.14　 Ｎ－0°
5区11号土坑 隅丸長方形 2.61　 1.31　 0.09　 Ｎ－21°－Ｅ
5区12号土坑 不整形 0.59　 0.51　 0.09　 Ｎ－27°－Ｗ
5区13号土坑 不整形 1.66　 0.72　 0.09　 Ｎ－24°－Ｅ
5区14号土坑 不整形 1.42　 0.56　 0.14　 Ｎ－2°－Ｅ
5区15号土坑 不整形 0.54　 0.52　 0.35　 Ｎ－46°－Ｅ
6区１号土坑 欠番 － － － －
6区2号土坑 不整形 0.52　 0.23　 0.30　 Ｎ－0°
6区3号土坑 不整形 0.68　 0.52　 0.18　 Ｎ－38°－Ｅ
6区4号土坑 楕円形 0.48　 0.46　 0.22　 Ｎ－11°－Ｅ
6区5号土坑 欠番 － － － －
6区6号土坑 不整形 1.21　 0.74　 0.17　 Ｎ－4°－Ｗ
6区7号土坑 不整形 0.44　 0.20　 0.21　 Ｎ－13°－Ｅ
6区8号土坑 不整形 0.65　 0.23　 0.32　 Ｎ－5°－Ｗ
6区9号土坑 不整形 0.51　 0.19　 0.25　 Ｎ－7°－Ｗ
6区10号土坑 不整形 0.59　 0.36　 0.18　 Ｎ－6°－Ｗ
6区11号土坑 不整形 1.27　 0.77　 0.46　 Ｎ－6°－Ｅ
6区12号土坑 不整形 2.15　 0.87　 0.46　 Ｎ－7°－Ｗ
6区13号土坑 楕円形 0.65　 0.58　 0.10　 Ｎ－2°－Ｅ
6区14号土坑 欠番 － － － －
6区15号土坑 楕円形 0.41　 0.30　 0.10　 Ｎ－17°－Ｗ
6区16号土坑 欠番 － － － －
6区17号土坑 欠番 － － － －
6区18号土坑 不整形 0.76　 0.55　 0.08　 Ｎ－10°－Ｅ
7区１号土坑 円形 1.10　 1.01　 0.07　 Ｎ－42°－Ｗ

＜綿貫原前遺跡＞
区－遺構名 形状 長径 短径 深さ 主軸方位

R2 －１区１号土坑 不整形 0.80　 0.70　 0.25　 Ｎ－24°－Ｅ
R2 －１区2号土坑 楕円形 0.86　 0.69　 0.17　 Ｎ－1°－Ｅ
R2 －１区3号土坑 楕円形 0.84　 0.70　 0.17　 Ｎ－9°－Ｗ
R2 －１区4号土坑 不整形 1.70　 1.26　 0.53　 Ｎ－33°－Ｗ
R2 －2区１号土坑 欠番 － － － －
R2 －2区2号土坑 不整形 0.90　 0.35　 0.11　 Ｎ－3°－Ｅ
R2 －2区3号土坑 円形 0.83　 0.72　 0.23　 Ｎ－41°－Ｅ
R2 －2区4号土坑 楕円形 1.03　 0.85　 0.33　 Ｎ－18°－Ｗ
R2 －2区5号土坑 不整形 2.06　 1.40　 0.95　 Ｎ－13°－Ｗ
R2 －2区6号土坑 不整形 0.79　 0.54　 0.54　 Ｎ－43°－Ｅ
R2 －2区7号土坑 楕円形 0.54　 0.52　 0.44　 Ｎ－11°－Ｅ
R2 －7区１号土坑 隅丸長方形 1.55　 1.08　 0.54　 Ｎ－28°－Ｗ
R2 －7区2号土坑 不整形 1.50　 1.00　 0.27　 Ｎ－37°－Ｅ
R2 －7区3号土坑 不整形 0.89　 0.78　 0.41　 Ｎ－29°－Ｅ
＜綿貫三反割遺跡＞

区－遺構名 形状 長径 短径 深さ 主軸方位
9区１号土坑 不整形 1.20　 0.74　 0.18　 Ｎ－11°－Ｗ
9区2号土坑 隅丸長方形 1.26　 0.79　 0.10　 Ｎ－4°－Ｗ
10区１号土坑 不整形 1.85　 0.65　 0.19　 Ｎ－17°－Ｗ
10区2号土坑 楕円形 0.82　 0.55　 0.18　 Ｎ－39°－Ｗ
10区3号土坑 不整形 1.80　 0.44　 0.34　 Ｎ－0°

R2 －3区１号土坑 不整形 1.27　 0.90　 0.23　 Ｎ－18°－Ｗ
R2 －3区2号土坑 楕円形 1.03　 0.89　 0.25　 Ｎ－4°－Ｅ
R2 －3区3号土坑 円形 0.77　 0.65　 0.17　 Ｎ－4°－Ｅ
R2 －3区4号土坑 楕円形 1.85　 0.90　 0.29　 Ｎ－7°－Ｗ
R2 －3区5号土坑 不整形 0.83　 0.68　 0.45　 Ｎ－43°－Ｅ
R2 －3区6号土坑 欠番 － － － －
R2 －3区7号土坑 楕円形 0.63　 0.46　 0.11　 Ｎ－28°－Ｗ
R2 －3区8号土坑 楕円形 0.65　 0.63　 0.37　 Ｎ－3°－Ｗ
R2 －3区9号土坑 欠番 － － － －
＜綿貫反町遺跡＞

区－遺構名 形状 長径 短径 深さ 主軸方位
12区１号土坑 不整形 1.04　 1.00　 0.11　 Ｎ－12°－Ｗ
12区2号土坑 隅丸長方形 1.22　 0.72　 0.19　 Ｎ－19°－Ｗ
12区3号土坑 不整形 1.45　 0.56　 0.75　 Ｎ－2°－Ｗ

R2 －6区１号土坑 楕円形 0.86　 0.64　 0.37　 Ｎ－24°－Ｗ
R2 －6区2号土坑 不整形 1.52　 0.93　 0.26　 Ｎ－39°－Ｗ
R2 －6区3号土坑 楕円形 0.80　 0.68　 0.34　 Ｎ－33°－Ｗ
R2 －6区4号土坑 楕円形 0.82　 0.76　 0.42　 Ｎ－5°－Ｅ
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＜綿貫原北遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
１区１P 0.62　 0.58　 0.30　 Ｎ－8°－Ｅ
１区2P 0.69　 0.53　 0.27　 Ｎ－11°－Ｅ
１区3P 0.38　 0.36　 0.23　 Ｎ－36°－Ｅ
１区4P 0.34　 0.31　 0.39　 Ｎ－31°－Ｅ
１区5P 0.41　 0.36　 0.40　 Ｎ－21°－Ｗ
１区6P 0.49　 0.38　 0.18　 Ｎ－10°－Ｅ
１区7P 0.44　 0.42　 0.44　 Ｎ－44°－Ｅ
１区8P 0.25　 0.23　 0.23　 Ｎ－30°－Ｅ １- 5号溝の北
１区9P 欠番
１区10P 欠番
１区11P 0.26　 0.23　 0.17　 Ｎ－0°
１区12P 0.43　 0.37　 0.22　 Ｎ－32°－Ｅ
１区13P 0.37　 0.26　 0.10　 Ｎ－28°－Ｗ
１区14P 0.35　 0.30　 0.39　 Ｎ－30°－Ｅ 一部調査区外
１区15P 0.32　 0.30　 0.20　 Ｎ－29°－Ｅ
１区16P 0.45　 0.36　 0.18　 Ｎ－16°－Ｗ
１区17P 0.33　 0.33　 0.22　 Ｎ－23°－Ｅ １-17、18 並ぶ
１区18P 0.29　 0.25　 0.14　 Ｎ－23°－Ｅ １-17、18 並ぶ
１区19P 0.36　 0.34　 0.35　 Ｎ－20°－Ｗ
１区20P 0.39　 0.23　 0.15　 Ｎ－57°－Ｗ 一部調査区外
１区21P 0.48　 0.46　 0.19　 Ｎ－46°－Ｗ
１区22P 0.51　 0.22　 0.16　 Ｎ－48°－Ｗ 1－22Pと23P重なる
１区23P 0.35　 0.34　 0.27　 Ｎ－48°－Ｗ 1－22Pと23P重なる
１区24P 0.58　 0.45　 0.19　 Ｎ－2°－Ｗ
１区25P （0.42） 0.30　 0.18　 Ｎ－3°－Ｗ 1－14土坑と連なる
１区26P 0.56　（0.48） 0.22　 Ｎ－3°－Ｗ 1－14土坑と連なる
１区27P 0.22　 0.20　 0.34　 Ｎ－1°－Ｗ
１区28P 0.52　 0.38　 0.16　 Ｎ－20°－Ｅ
１区29P 0.50　 0.32　 0.21　 Ｎ－2°－Ｅ
１区30P 欠番
１区31P 0.24　 0.14　 0.34　 Ｎ－13°－Ｗ 一部調査区外
１区32P 0.43　 0.38　 0.15　 Ｎ－13°－Ｗ
１区33P 0.55　 0.35　 0.25　 Ｎ－10°－Ｅ
１区34P 0.26　 0.24　 0.37　 Ｎ－10°－Ｅ
１区35P 0.41　 0.35　 0.12　 Ｎ－40°－Ｗ
１区36P 0.33　 0.29　 0.14　 Ｎ－10°－Ｗ
１区37P 0.45　 0.31　 0.23　 Ｎ－20°－Ｗ
１区38P 0.47　 0.29　 0.15　 Ｎ－45°－Ｗ
１区39P 0.20　 0.18　 0.09　 Ｎ－15°－Ｗ
１区40P 0.30　 0.27　 0.11　 Ｎ－21°－Ｗ
１区41P 0.27　 0.22　 0.14　 Ｎ－37°－Ｅ
１区42P 0.20　 0.19　 0.11　 Ｎ－20°－Ｅ
１区43P 0.40　 0.39　 0.21　 Ｎ－15°－Ｗ
１区44P 0.32　 0.26　 0.21　 Ｎ－15°－Ｗ
１区45P 0.26　 0.25　 0.09　 Ｎ－4°－Ｗ
１区46P 0.26　 0.15　 0.47　 Ｎ－13°－Ｗ 一部調査区外
１区47P 0.25　 0.20　 0.11　 Ｎ－50°－Ｅ
１区48P 0.40　 0.35　 0.06　 Ｎ－24°－Ｅ
１区49P 0.23　 0.20　 0.12　 Ｎ－14°－Ｗ
１区50P 欠番
１区51P 欠番
１区52P 0.29　 0.23　 0.28　 Ｎ－7°－Ｗ
１区53P 0.34　 0.30　 0.13　 Ｎ－6°－Ｅ
１区54P 0.38　 0.25　 0.11　 Ｎ－32°－Ｅ 1－21土坑と重複
１区55P 0.14　 0.10　 0.23　 Ｎ－0°
１区56P 0.28　 0.26　 0.09　 Ｎ－7°－Ｅ
１区57P 0.33　 0.28　 0.39　 Ｎ－18°－Ｗ
１区58P 0.22　 0.22　 0.37　 Ｎ－5°－Ｗ
１区59P 0.17　 0.15　 0.25　 Ｎ－10°－Ｅ
１区60P 0.25　 0.15　 0.23　 Ｎ－33°－Ｅ
１区61P （0.60） 0.47　 0.57　 Ｎ－27°－Ｗ
１区62P 0.19　 0.18　 0.26　 Ｎ－39°－Ｗ
１区63P 0.60　 0.26　 0.65　 Ｎ－17°－Ｗ 1－18土坑より変更
１区64P 0.48　 0.45　 0.61　 Ｎ－17°－Ｗ 1－19土坑より変更
１区65P 0.53　 0.44　 0.92　 Ｎ－17°－Ｗ 1－23土坑より変更

＜綿貫原遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
2区１P 0.48　 0.40　 0.50　 Ｎ－35°－Ｅ
2区2P 0.46　 0.30　 0.32　 Ｎ－10°－Ｗ
2区3P 0.27　 0.25　 0.20　 Ｎ－30°－Ｅ
2区4P 0.41　 0.30　 0.35　 Ｎ－40°－Ｗ
2区5P 0.53　 0.48　 0.26　 Ｎ－0°
2区6P 0.32　 0.25　 0.24　 Ｎ－20°－Ｅ
2区7P 欠番
2区8P 0.37　 0.31　 0.19　 Ｎ－15°－Ｗ
2区9P 0.36　 0.27　 0.11　 Ｎ－10°－Ｗ
2区10P 0.26　 0.25　 0.29　 Ｎ－30°－Ｗ
2区11P 欠番
2区12P 欠番
2区13P 欠番
2区14P 0.55　 0.46　 0.33　 Ｎ－20°－Ｗ
2区15P 欠番
2区16P 0.68　 0.60　 0.32　 Ｎ－5°－Ｗ
2区17P 0.48　 0.46　 0.29　 Ｎ－45°－Ｗ 2－1号土坑と重複
2区18P 0.41　 0.38　 0.50　 Ｎ－37°－Ｗ
2区19P 0.46　 0.43　 0.15　 Ｎ－17°－Ｅ 2－1号溝内
2区20P 欠番
2区21P 0.34　 0.29　 0.44　 Ｎ－28°－Ｗ 2－3号土坑と重複
2区22P （0.42） 0.33　 0.18　 Ｎ－28°－Ｗ
2区23P 0.31　 0.23　 0.46　 Ｎ－42°－Ｗ 2－5号土坑と重複
2区24P 0.36　 0.28　 0.13　 Ｎ－8°－Ｅ 2－1号竪穴建物内

2区25P・26P 欠番（柱穴列へ）
2区27P 0.33　 0.27　 0.45　 Ｎ－6°－Ｅ
2区28P 0.36　 0.30　 0.19　 Ｎ－10°－Ｗ
2区29P 0.40　 0.36　 0.46　 Ｎ－15°－Ｗ
2区30P （0.40） 0.30　 0.24　 Ｎ－10°－Ｅ 2－3号竪穴建物内
3区１P 0.30　（0.28） 0.58　 Ｎ－10°－Ｅ 3－3号溝内
3区2P 0.26　 0.19　 0.22　 Ｎ－10°－Ｗ
3区3P 0.26　 0.24　 0.44　 Ｎ－0°
3区4P 0.40　 0.23　 0.20　 Ｎ－35°－Ｗ
3区5P 0.36　 0.26　 0.22　 Ｎ－42°－Ｗ
3区6P 0.20　 0.17　 0.25　 Ｎ－5°－Ｅ
3区7P 0.21　 0.19　 0.18　 Ｎ－5°－Ｅ 3－3号溝内
3区8P 0.24　 0.21　 0.20　 Ｎ－15°－Ｗ 3－3号溝内
3区9P 欠番
3区10P 0.26　 0.20　 0.48　 Ｎ－30°－Ｗ 3－3号溝内
3区11P 0.28　 0.25　 0.16　 Ｎ－8°－Ｗ
3区12P 0.20　 0.15　 0.14　 Ｎ－33°－Ｗ
3区13P 0.18　 0.15　 0.09　 Ｎ－5°－Ｗ
3区14P 0.26　 0.23　 0.18　 Ｎ－30°－Ｗ
3区15P 0.15　 0.13　 0.21　 Ｎ－40°－Ｅ
3区16P 0.24　 0.22　 0.13　 Ｎ－15°－Ｗ
3区17P 0.40　 0.30　 0.25　 Ｎ－17°－Ｅ
3区18P 0.33　 0.24　 0.20　 Ｎ－20°－Ｅ
3区19P 0.32　 0.31　 0.11　 Ｎ－37°－Ｗ
3区20P 0.28　 0.22　 0.35　 Ｎ－10°－Ｗ
3区21P 0.20　 0.16　 0.15　 Ｎ－18°－Ｗ
3区22P 0.23　 0.23　 0.33　 Ｎ－14°－Ｗ
3区23P 0.28　 0.23　 0.25　 Ｎ－13°－Ｅ
3区24P 0.26　 0.24　 0.40　 Ｎ－23°－Ｅ
3区25P 0.28　 0.27　 0.54　 Ｎ－19°－Ｗ
3区26P （0.27） 0.24　 0.57　 Ｎ－2°－Ｅ 一部調査区外
3区27P 0.22　 0.19　 0.11　 Ｎ－15°－Ｗ
3区28P 0.18　 0.16　 0.14　 Ｎ－45°－Ｅ
3区29P 0.21　 0.18　 0.31　 Ｎ－15°－Ｗ
3区30P 0.23　（0.18） 0.23　 Ｎ－10°－Ｗ 一部調査区外
3区31P 0.28　 0.28　 0.12　 Ｎ－20°－Ｅ
3区32P 0.24　 0.22　 0.09　 Ｎ－28°－Ｗ
4区１P 0.30　 0.20　 0.09　 Ｎ－16°－Ｅ
4区2P （0.20） 0.17　 0.16　 Ｎ－12°－Ｗ
4区3P 0.29　 0.27　 0.13　 Ｎ－33°－Ｅ
4区4P 0.20　（0.09） 0.22　 Ｎ－0°
4区5P 0.23　 0.18　 0.16　 Ｎ－5°－Ｅ
4区6P 0.26　 0.24　 0.31　 Ｎ－10°－Ｅ
4区7P 0.29　 0.28　 0.08　 Ｎ－7°－Ｗ
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＜綿貫原遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
4区8P 0.39　 0.33　 0.26　 Ｎ－5°－Ｅ
4区9P 0.32　 0.25　 0.44　 Ｎ－35°－Ｅ
4区10P 0.32　 0.25　 0.27　 Ｎ－33°－Ｗ
4区11P 0.24　 0.20　 0.31　 Ｎ－6°－Ｗ
4区12P 0.23　 0.21　 0.15　 Ｎ－40°－Ｅ
4区13P 0.33　 0.25　 0.35　 Ｎ－12°－Ｅ
4区14P 0.32　 0.29　 0.24　 Ｎ－12°－Ｅ
4区15P 0.40　 0.36　 0.34　 Ｎ－30°－Ｗ
4区16P 0.20　 0.18　 0.36　 Ｎ－14°－Ｗ
4区17P 0.22　 0.19　 0.36　 Ｎ－36°－Ｅ
4区18P 0.22　 0.18　 0.24　 Ｎ－5°－Ｅ
4区19P 0.31　 0.25　 0.44　 Ｎ－5°－Ｅ
4区20P 0.36　 0.32　 0.39　 Ｎ－15°－Ｗ
4区21P 0.21　 0.11　 0.15　 Ｎ－4°－Ｗ
4区22P 0.29　 0.27　 0.75　 Ｎ－5°－Ｅ 22・23P重複
4区23P 0.27　（0.20） 0.22　 Ｎ－5°－Ｅ 22・23P重複
4区24P 0.23　 0.23　 0.33　 Ｎ－30°－Ｗ 24・25P重複
4区25P 0.20　 0.15　 0.27　 Ｎ－13°－Ｅ 24・25P重複
4区26P 0.46　 0.31　 0.54　 Ｎ－15°－Ｅ
4区27P 0.26　 0.25　 0.20　 Ｎ－18°－Ｅ
4区28P 0.35　 0.29　 0.36　 Ｎ－10°－Ｗ
4区29P 0.21　 0.19　 0.15　 Ｎ－12°－Ｅ
4区30P 0.42　 0.40　 0.19　 Ｎ－3°－Ｗ
4区31P 0.27　 0.26　 0.29　 Ｎ－30°－Ｅ
4区32P 0.36　 0.32　 0.48　 Ｎ－10°－Ｅ
4区33P 0.28　 0.26　 0.46　 Ｎ－30°－Ｗ
4区34P 0.24　 0.20　 0.39　 Ｎ－15°－Ｅ
4区35P 0.32　 0.24　 0.18　 Ｎ－8°－Ｗ
4区36P 0.33　 0.27　 0.70　 Ｎ－7°－Ｅ
4区37P 0.18　 0.17　 0.16　 Ｎ－4°－Ｗ
4区38P 0.22　 0.20　 0.28　 Ｎ－36°－Ｅ
4区39P 0.20　 0.17　 0.21　 Ｎ－5°－Ｅ
4区40P 0.25　 0.19　 0.16　 Ｎ－18°－Ｗ
4区41P 0.26　 0.22　 0.48　 Ｎ－15°－Ｅ
4区42P 0.29　 0.28　 0.15　 Ｎ－20°－Ｗ
4区43P 欠番
4区44P 欠番
4区45P 欠番
4区46P 欠番
4区47P 0.32　 0.30　 0.51　 Ｎ－34°－Ｅ
4区48P 0.24　 0.19　 0.55　 Ｎ－10°－Ｗ
4区49P 0.21　 0.19　 0.28　 Ｎ－5°－Ｗ
4区50P 0.21　 0.19　 0.30　 Ｎ－45°－Ｅ
4区51P 0.18　 0.16　 0.33　 Ｎ－7°－Ｗ
4区52P 0.39　 0.25　 0.50　 Ｎ－25°－Ｗ
4区53P 0.23　 0.22　 0.37　 Ｎ－45°－Ｅ
4区54P 0.24　 0.22　 0.28　 Ｎ－15°－Ｅ
4区55P 0.23　 0.20　 0.40　 Ｎ－5°－Ｗ
4区56P 0.32　 0.31　 0.58　 Ｎ－3°－Ｗ
4区57P 0.25　 0.21　 0.32　 Ｎ－30°－Ｅ
4区58P 0.25　 0.16　 0.18　 Ｎ－2°－Ｗ
4区59P 0.28　 0.22　 0.23　 Ｎ－20°－Ｗ
4区60P 欠番
4区61P 欠番
4区62P 0.23　 0.17　 0.10　 Ｎ－26°－Ｗ
4区63P 0.20　 0.20　 0.18　 Ｎ－22°－Ｅ
4区64P 0.30　 0.20　 0.37　 Ｎ－15°－Ｗ
4区65P 0.23　 0.23　 0.38　 Ｎ－45°－Ｅ
4区66P 0.18　 0.17　 0.30　 Ｎ－17°－Ｗ
4区67P 0.34　 0.25　 0.35　 Ｎ－14°－Ｗ
4区68P 0.25　 0.20　 0.13　 Ｎ－23°－Ｗ
4区69P 0.50　 0.27　 0.48　 Ｎ－7°－Ｗ
4区70P 0.23　 0.16　 0.14　 Ｎ－10°－Ｗ
4区71P 0.50　 0.46　 0.40　 Ｎ－30°－Ｗ
4区72P 0.23　 0.19　 0.34　 Ｎ－13°－Ｅ
4区73P 0.27　 0.22　 0.21　 Ｎ－22°－Ｅ
4区74P 0.28　 0.26　 0.24　 Ｎ－47°－Ｗ
4区75P 0.23　 0.20　 0.11　 Ｎ－37°－Ｅ

＜綿貫原遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
4区76P 0.22　 0.15　 0.07　 Ｎ－11°－Ｗ
4区77P 0.16　 0.13　 0.10　 Ｎ－2°－Ｗ
4区78P 0.25　 0.21　 0.28　 Ｎ－18°－Ｅ
4区79P 0.15　 0.13　 0.11　 Ｎ－20°－Ｅ
4区80P 0.24　 0.21　 0.18　 Ｎ－15°－Ｅ
4区81P （0.20）（0.09） 0.24　 Ｎ－6°－Ｗ
4区82P 0.21　 0.18　 0.29　 Ｎ－15°－Ｅ
4区83P 0.18　 0.18　 0.24　 Ｎ－15°－Ｅ
4区84P 0.21　 0.18　 0.20　 Ｎ－30°－Ｗ
4区85P 0.11　 0.09　 0.22　 Ｎ－9°－Ｅ
4区86P 0.20　 0.12　 0.25　 Ｎ－10°－Ｗ
4区87P 0.13　 0.11　 0.06　 Ｎ－20°－Ｗ
4区88P （0.20）（0.07） 0.09　 Ｎ－7°－Ｗ
4区89P 0.38　 0.31　 0.17　 Ｎ－37°－Ｅ
4区90P 0.31　 0.30　 0.29　 Ｎ－2°－Ｗ
4区91P 0.28　 0.24　 0.25　 Ｎ－34°－Ｗ
4区92P 0.25　 0.20　 0.07　 Ｎ－43°－Ｗ
4区93P 0.25　 0.24　 0.09　 Ｎ－30°－Ｗ
4区94P 0.32　 0.30　 0.20　 Ｎ－33°－Ｅ
4区95P 0.30　 0.25　 0.10　 Ｎ－2°－Ｗ
4区96P 欠番
4区97P 0.26　 0.23　 0.08　 Ｎ－10°－Ｅ
4区98P 0.30　 0.30　 0.25　 Ｎ－23°－Ｗ
4区99P 欠番
4区100P 0.54　 0.37　 0.29　 Ｎ－20°－Ｗ
4区101P 0.25　 0.23　 0.10　 Ｎ－10°－Ｗ
4区102P 0.25　 0.19　 0.09　 Ｎ－27°－Ｗ
4区103P 0.26　 0.17　 0.10　 Ｎ－33°－Ｅ
4区104P 欠番
4区105P 0.25　 0.21　 0.09　 Ｎ－5°－Ｅ
4区106P 0.31　 0.29　 0.24　 Ｎ－30°－Ｗ
4区107P 0.30　 0.25　 0.16　 Ｎ－27°－Ｗ
4区108P 欠番
4区109P 欠番
4区110P 0.24　 0.21　 0.16　 Ｎ－15°－Ｗ
4区111P 0.21　 0.20　 0.14　 Ｎ－2°－Ｅ
4区112P 0.23　 0.17　 0.18　 Ｎ－4°－Ｅ
4区113P 0.22　 0.20　 0.10　 Ｎ－28°－Ｗ
4区114P 0.34　 0.24　 0.22　 Ｎ－40°－Ｗ
4区115P 0.30　 0.26　 0.12　 Ｎ－36°－Ｗ
4区116P 0.31　 0.22　 0.23　 Ｎ－23°－Ｅ
4区117P 0.27　 0.23　 0.21　 Ｎ－41°－Ｅ
4区118P 0.23　 0.18　 0.14　 Ｎ－24°－Ｅ
4区119P 0.18　 0.14　 0.20　 Ｎ－5°－Ｅ
4区120P 0.23　 0.22　 0.34　 Ｎ－10°－Ｗ
4区121P 0.27　 0.23　 0.09　 Ｎ－12°－Ｗ
4区122P 欠番
4区123P 0.38　 0.29　 0.41　 Ｎ－40°－Ｗ
4区124P 0.25　 0.23　 0.17　 Ｎ－40°－Ｗ
4区125P 0.24　 0.19　 0.15　 Ｎ－10°－Ｗ
4区126P 0.34　 0.29　 0.16　 Ｎ－3°－Ｗ
4区127P 0.26　 0.25　 0.19　 Ｎ－30°－Ｅ
4区128P 0.30　 0.25　 0.09　 Ｎ－36°－Ｗ
4区129P 0.27　 0.24　 0.20　 Ｎ－18°－Ｗ
4区130P 0.26　 0.20　 0.18　 Ｎ－15°－Ｗ
4区131P 0.28　 0.21　 0.07　 Ｎ－40°－Ｅ
4区132P 0.27　 0.25　 0.09　 Ｎ－44°－Ｗ
4区133P 0.32　 0.25　 0.22　 Ｎ－10°－Ｅ
4区134P 0.15　 0.11　 0.10　 Ｎ－28°－Ｗ
4区135P 0.23　 0.21　 0.16　 Ｎ－20°－Ｗ
4区136P 0.25　 0.19　 0.12　 Ｎ－34°－Ｗ
4区137P 0.35　 0.27　 0.33　 Ｎ－25°－Ｅ
4区138P 0.23　 0.19　 0.19　 Ｎ－20°－Ｗ
4区139P 0.27　 0.20　 0.10　 Ｎ－28°－Ｗ
4区140P 0.31　 0.28　 0.36　 Ｎ－8°－Ｗ
4区141P 0.26　 0.23　 0.10　 Ｎ－30°－Ｗ
4区142P 0.39　 0.34　 0.16　 Ｎ－12°－Ｅ
4区143P 0.43　 0.22　 0.08　 Ｎ－40°－Ｅ
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＜綿貫原遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
4区144P 0.20　 0.18　 0.22　 Ｎ－10°－Ｗ
4区145P 0.30　 0.22　 0.18　 Ｎ－8°－Ｅ
4区146P 0.27　 0.24　 0.17　 Ｎ－4°－Ｅ
4区147P 0.32　 0.21　 0.21　 Ｎ－20°－Ｗ
4区148P 0.38　 0.23　 0.25　 Ｎ－22°－Ｗ
4区149P 欠番
4区150P 0.34　 0.33　 0.15　 Ｎ－34°－Ｗ
4区151P 0.38　 0.34　 0.15　 Ｎ－34°－Ｗ
4区152P 0.34　 0.19　 0.11　 Ｎ－13°－Ｗ
5区１P 0.62　 0.57　 0.29　 Ｎ－38°－Ｗ
5区2P 0.63　 0.36　 0.20　 Ｎ－42°－Ｗ
5区3P 0.49　 0.44　 0.43　 Ｎ－12°－Ｗ
5区4P 0.51　 0.46　 0.66　 Ｎ－5°－Ｅ
5区5P 0.25　 0.22　 0.16　 Ｎ－37°－Ｅ
5区6P 0.54　 0.47　 0.50　 Ｎ－38°－Ｅ
5区7P 0.45　 0.44　 0.28　 Ｎ－37°－Ｅ
5区8P 0.55　 0.44　 0.37　 Ｎ－35°－Ｅ
5区9P 欠番
5区10P 0.27　 0.23　 0.32　 Ｎ－45°－Ｅ
5区11P 欠番
5区12P 0.32　 0.30　 0.11　 Ｎ－44°－Ｅ
5区13P 0.40　 0.27　 0.29　 Ｎ－28°－Ｗ
5区14P 0.55　 0.54　 0.35　 Ｎ－29°－Ｗ
5区15P 0.45　 0.35　 0.54　 Ｎ－7°－Ｗ
5区16P 0.40　 0.33　 0.30　 Ｎ－4°－Ｗ
5区17P 0.28　 0.26　 0.20　 Ｎ－3°－Ｗ

5－17P・18P・19Pは、
柱穴列5区18P 0.37　 0.32　 0.23　 Ｎ－35°－Ｅ

5区19P 0.31　 0.30　 0.18　 Ｎ－0°
6区１P 0.30　（2.00） 0.14　 Ｎ－11°－Ｗ
6区2P 0.39　 0.36　 0.24　 Ｎ－15°－Ｗ
6区3P 0.23　 0.23　 0.28　 Ｎ－11°－Ｗ
6区4P 0.31　 0.30　 0.18　 Ｎ－40°－Ｅ
6区5P 0.41　 0.30　 0.35　 Ｎ－30°－Ｅ
6区6P 0.26　 0.25　 0.16　 Ｎ－40°－Ｅ
6区7P 0.35　 0.30　 0.40　 Ｎ－15°－Ｅ
6区8P 0.25　 0.23　 0.34　 Ｎ－32°－Ｅ
6区9P 0.26　 0.20　 0.39　 Ｎ－20°－Ｅ
6区10P 0.20　 0.16　 0.30　 Ｎ－25°－Ｅ
6区11P 0.15　 0.12　 0.16　 Ｎ－10°－Ｗ
6区12P 0.15　 0.08　 0.14　 Ｎ－20°－Ｗ
6区13P 0.08　 0.07　 0.25　 Ｎ－12°－Ｗ
6区14P 0.12　 0.08　 0.11　 Ｎ－20°－Ｗ
6区15P 0.15　 0.12　 0.12　 Ｎ－25°－Ｗ
6区16P （0.14） 0.11　 0.29　 Ｎ－10°－Ｗ
6区17P 0.26　 0.23　 0.33　 Ｎ－6°－Ｅ
6区18P 0.26　 0.15　 0.16　 Ｎ－35°－Ｗ
6区19P 0.20　 0.16　 0.33　 Ｎ－42°－Ｅ
6区20P 0.14　 0.10　 0.28　 Ｎ－10°－Ｗ
6区21P 0.27　 0.23　 0.22　 Ｎ－30°－Ｅ
6区22P 0.25　 0.22　 0.32　 Ｎ－15°－Ｗ
6区23P 欠番
6区24P 0.28　 0.23　 0.37　 Ｎ－10°－Ｗ
6区25P 0.28　 0.22　 0.42　 Ｎ－23°－Ｅ
6区26P 0.22　 0.19　 0.32　 Ｎ－17°－Ｗ
6区27P 0.24　 0.23　 0.38　 Ｎ－15°－Ｅ
6区28P 0.30　 0.26　 0.39　 Ｎ－10°－Ｗ
6区29P 0.22　 0.19　 0.26　 Ｎ－5°－Ｗ
6区30P 0.25　 0.23　 0.47　 Ｎ－40°－Ｗ
6区31P 0.20　 0.19　 0.14　 Ｎ－45°－Ｅ
6区32P 0.24　 0.23　 0.17　 Ｎ－15°－Ｅ
6区33P 0.26　 0.25　 0.28　 Ｎ－12°－Ｅ
6区34P 0.22　 0.20　 0.40　 Ｎ－3°－Ｅ
6区35P 0.35　 0.25　 0.25　 Ｎ－2°－Ｅ
6区36P 0.38　 0.24　 0.28　 Ｎ－20°－Ｅ
6区37P 0.32　 0.25　 0.38　 Ｎ－9°－Ｗ
6区38P 0.16　 0.15　 0.35　 Ｎ－13°－Ｗ
6区39P 0.26　 0.26　 0.21　 Ｎ－36°－Ｗ
6区40P 0.17　 0.15　 0.18　 Ｎ－4°－Ｗ

＜綿貫原遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
6区41P 0.26　 0.23　 0.77　 Ｎ－10°－Ｗ
6区42P 0.33　（0.15） 0.39　 Ｎ－11°－Ｗ
6区43P 0.21　 0.20　 0.27　 Ｎ－38°－Ｗ
6区44P 0.34　 0.29　 0.33　 Ｎ－10°－Ｅ
6区45P 0.30　 0.26　 0.49　 Ｎ－11°－Ｅ
6区46P 0.22　 0.21　 0.19　 Ｎ－14°－Ｅ
6区47P 0.25　 0.23　 0.11　 Ｎ－10°－Ｅ
6区48P 0.23　 0.21　 0.34　 Ｎ－38°－Ｗ
6区49P 0.32　 0.28　 0.35　 Ｎ－5°－Ｗ
6区50P 0.31　 0.22　 0.26　 Ｎ－43°－Ｗ
6区51P 0.47　 0.30　 0.56　 Ｎ－20°－Ｗ
6区52P 欠番
6区53P 0.31　 0.26　 0.39　
6区54P 0.25　 0.23　 0.24　 Ｎ－28°－Ｗ
6区55P 0.38　 0.37　 0.37　 Ｎ－11°－Ｗ
6区56P 0.39　 0.38　 0.27　 Ｎ－44°－Ｅ
6区57P 0.25　 0.24　 0.13　 Ｎ－5°－Ｗ
6区58P 0.22　 0.20　 0.10　 Ｎ－40°－Ｅ
6区59P 0.16　 0.13　 0.34　 Ｎ－5°－Ｗ
6区60P 0.30　 0.29　 0.27　 Ｎ－13°－Ｅ
6区61P 0.21　 0.20　 0.19　 Ｎ－12°－Ｗ
6区62P 0.26　 0.22　 0.26　 Ｎ－23°－Ｅ
6区63P 0.24　 0.22　 0.36　 Ｎ－27°－Ｅ
6区64P 0.23　 0.20　 0.22　 Ｎ－10°－Ｗ
6区65P 0.30　 0.30　 0.54　 Ｎ－20°－Ｅ
6区66P 0.13　（0.08） 0.20　 Ｎ－13°－Ｗ
6区67P 0.17　（0.11） 0.36　 Ｎ－22°－Ｗ
6区68P 0.25　 0.25　 0.37　 Ｎ－5°－Ｗ
6区69P 0.26　 0.23　 0.39　 Ｎ－10°－Ｗ
6区70P 0.30　 0.28　 0.24　 Ｎ－15°－Ｗ
6区71P 0.30　（0.14） 0.24　 Ｎ－7°－Ｗ
6区72P 0.19　 0.18　 0.19　 Ｎ－19°－Ｅ
6区73P 0.23　 0.21　 0.21　 Ｎ－7°－Ｗ
6区74P 0.23　 0.23　 0.25　 Ｎ－25°－Ｅ
6区75P 0.29　 0.27　 0.20　 Ｎ－40°－Ｅ
6区76P 0.26　 0.25　 0.52　 Ｎ－2°－Ｅ
6区77P 0.18　 0.12　 0.12　 Ｎ－15°－Ｗ
6区78P 欠番
6区79P 0.16　 0.10　 0.28　 Ｎ－8°－Ｗ
6区80P 0.30　 0.29　 0.40　 Ｎ－42°－Ｅ
6区81P 0.30　 0.23　 0.30　 Ｎ－20°－Ｗ
6区82P 0.21　 0.19　 0.13　 Ｎ－20°－Ｅ
6区83P 0.32　 0.28　 0.60　 Ｎ－5°－Ｅ
6区84P 0.28　 0.28　 0.27　 Ｎ－45°－Ｅ
6区85P 0.26　 0.25　 0.23　 Ｎ－30°－Ｗ
6区86P 欠番
6区87P 欠番
6区88P 欠番
6区89P 0.41　 0.29　 0.62　 Ｎ－30°－Ｅ
6区90P 0.16　 0.14　 0.20　 Ｎ－24°－Ｅ
6区91P 0.30　 0.23　 0.16　 Ｎ－35°－Ｅ
6区92P 0.32　 0.30　 0.26　 Ｎ－9°－Ｗ
6区93P 欠番
6区94P 欠番
6区95P 0.31　 0.28　 0.08　 Ｎ－2°－Ｅ
6区96P 0.31　 0.31　 0.16　 Ｎ－8°－Ｗ
6区97P 欠番
6区98P 0.28　 0.22　 0.17　 Ｎ－5°－Ｅ
6区99P 0.26　 0.21　 0.15　 Ｎ－16°－Ｗ
6区100P 欠番
6区101P 0.23　 0.21　 0.30　 Ｎ－4°－Ｅ
6区102P 0.42　 0.19　 0.44　 Ｎ－23°－Ｅ
6区103P 0.21　 0.18　 0.14　 Ｎ－0°
6区104P 0.25　 0.23　 0.33　 Ｎ－10°－Ｗ
6区105P 0.22　 0.18　 0.16　 Ｎ－2°－Ｅ
6区106P 0.26　 0.14　 0.20　 Ｎ－14°－Ｗ
6区107P 0.24　 0.23　 0.15　 Ｎ－14°－Ｅ
6区108P 0.35　 0.25　 0.30　 Ｎ－34°－Ｗ
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＜綿貫原遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
6区109P 0.20　 0.17　 0.17　 Ｎ－40°－Ｅ
6区110P 欠番
6区111P 0.26　 0.26　 0.27　 Ｎ－40°－Ｅ
6区112P 0.43　 0.40　 0.18　 Ｎ－37°－Ｗ
6区113P 0.28　 0.26　 0.22　 Ｎ－34°－Ｗ
6区114P 0.31　 0.34　 0.21　 Ｎ－40°－Ｅ
6区115P 0.26　 0.24　 0.12　 Ｎ－7°－Ｅ 6－115P・116P
6区116P 0.25　 0.22　 0.22　 Ｎ－45°－Ｅ 6－115P・116P
6区117P 0.18　 0.17　 0.13　 Ｎ－10°－Ｅ
6区118P 0.18　 0.15　 0.20　 Ｎ－38°－Ｅ
6区119P 0.23　 0.16　 0.24　 Ｎ－13°－Ｅ
6区120P 0.22　（0.16） 0.24　 Ｎ－6°－Ｗ
6区121P 0.33　 0.27　 0.21　 Ｎ－35°－Ｅ
6区122P 0.31　 0.24　 0.30　 Ｎ－14°－Ｗ
6区123P 0.21　 0.20　 0.16　 Ｎ－2°－Ｗ
6区124P 0.34　 0.25　 0.18　 Ｎ－12°－Ｗ
6区125P 欠番
6区126P 0.23　（0.10） 0.11　 Ｎ－7°－Ｗ
6区127P （0.29） 0.23　 0.10　 Ｎ－15°－Ｅ
6区128P 0.29　 0.26　 0.21　 Ｎ－10°－Ｗ
6区129P 0.30　 0.24　 0.16　 Ｎ－26°－Ｗ
6区130P 0.34　 0.32　 0.35　 Ｎ－45°－Ｅ
6区131P 0.21　 0.20　 0.29　 Ｎ－34°－Ｅ
6区132P 0.45　 0.36　 0.29　 Ｎ－15°－Ｅ
6区133P 0.27　 0.26　 0.26　 Ｎ－34°－Ｗ
6区134P 0.43　 0.40　 0.28　 Ｎ－12°－Ｗ
6区135P 0.50　 0.45　 0.26　 Ｎ－42°－Ｅ
6区136P 0.31　 0.31　 0.15　 Ｎ－8°－Ｗ
6区137P 0.26　 0.25　 0.17　 Ｎ－40°－Ｅ
6区138P 0.28　 0.27　 0.20　 Ｎ－30°－Ｅ
6区139P 0.30　 0.30　 0.34　 Ｎ－5°－Ｗ
6区140P 0.18　 0.14　 0.34　 Ｎ－5°－Ｗ
6区141P 0.27　 0.25　 0.25　 Ｎ－7°－Ｗ
6区142P 0.29　 0.23　 0.23　 Ｎ－20°－Ｅ
6区143P 0.39　 0.31　 0.33　 Ｎ－25°－Ｅ 6－180Pと重複
6区144P 0.31　 0.25　 0.18　 Ｎ－40°－Ｅ
6区145P 0.19　 0.16　 0.06　 Ｎ－26°－Ｗ
6区146P 0.20　 0.16　 0.27　 Ｎ－40°－Ｗ
6区147P 0.36　 0.36　 0.45　 Ｎ－9°－Ｅ
6区148P 0.19　 0.18　 0.23　 Ｎ－7°－Ｅ
6区149P 0.38　 0.37　 0.45　 Ｎ－6°－Ｗ
6区150P 0.36　 0.29　 0.42　 Ｎ－2°－Ｗ
6区151P 0.31　 0.25　 0.32　 Ｎ－8°－Ｅ
6区152P 0.33　 0.31　 0.34　 Ｎ－10°－Ｗ
6区153P 0.30　 0.24　 0.23　 Ｎ－12°－Ｗ
6区154P 0.22　 0.20　 0.22　 Ｎ－12°－Ｗ
6区155P 0.24　 0.22　 0.27　 Ｎ－5°－Ｗ
6区156P 0.32　 0.30　 0.27　 Ｎ－30°－Ｅ
6区157P 0.38　 0.36　 0.36　 Ｎ－23°－Ｅ
6区158P 0.20　 0.16　 0.10　 Ｎ－31°－Ｅ
6区159P 0.24　 0.23　 0.27　 Ｎ－36°－Ｗ
6区160P 0.22　 0.22　 0.35　 Ｎ－18°－Ｅ
6区161P 0.20　（0.15） 0.22　 Ｎ－40°－Ｗ
6区162P 0.39　 0.38　 0.32　 Ｎ－15°－Ｅ
6区163P （0.44） 0.39　 0.47　 Ｎ－35°－Ｗ
6区164P 0.30　 0.24　 0.26　 Ｎ－29°－Ｗ
6区165P 0.34　 0.21　 0.22　 Ｎ－0°
6区166P 0.29　 0.23　 0.33　 Ｎ－30°－Ｅ
6区167P 欠番
6区168P 0.38　 0.27　 0.27　 Ｎ－8°－Ｗ
6区169P 0.28　 0.26　 0.18　 Ｎ－8°－Ｅ
6区170P 0.24　（0.18） 0.19　 Ｎ－12°－Ｗ
6区171P 0.30　 0.24　 0.12　 Ｎ－12°－Ｅ
6区172P 0.35　 0.30　 0.19　 Ｎ－45°－Ｅ
6区173P 0.33　 0.31　 0.14　 Ｎ－20°－Ｅ
6区174P 0.46　 0.30　 0.22　 Ｎ－15°－Ｗ
6区175P 0.24　 0.20　 0.06　 Ｎ－37°－Ｅ
6区176P 0.17　 0.16　 0.14　 Ｎ－3°－Ｅ

＜綿貫原遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考

6区177P 欠番
6区178P 0.35　 0.30　 0.20　 Ｎ－32°－Ｅ
6区179P 0.20　 0.12　 0.18　 Ｎ－36°－Ｅ
6区180P 0.35　（0.17） 0.22　 Ｎ－25°－Ｅ 6－143Pと重複
6区181P 0.26　 0.25　 0.33　 Ｎ－30°－Ｅ
6区182P 0.22　 0.22　 0.10　 Ｎ－45°－Ｅ
6区183P 0.42　 0.32　 0.39　 Ｎ－19°－Ｗ
6区184P 0.22　（0.10） 0.21　 Ｎ－10°－Ｗ
6区185P 0.34　 0.31　 0.29　 Ｎ－34°－Ｗ 　
6区186P 0.37　 0.33　 0.27　 Ｎ－0°
6区187P 0.30　 0.29　 0.11　 Ｎ－17°－Ｗ
6区188P 0.44　 0.30　 0.18　 Ｎ－18°－Ｅ
6区189P （0.26） 0.24　 0.07　 Ｎ－40°－Ｅ

＜綿貫原前遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考

R2 －１区１P 欠番
R2 －１区2P 0.56　 0.53　 0.22　 Ｎ－5°－Ｗ
R2 －１区3P 0.21　 0.20　 0.11　 Ｎ－36°－Ｗ
R2 －１区4P 0.28　 0.20　 0.27　 Ｎ－22°－Ｅ
R2 －１区5P 0.26　 0.25　 0.20　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －１区6P 0.27　 0.26　 0.23　 Ｎ－5°－Ｗ
R2 －１区7P 欠番
R2 －１区8P 0.20　 0.20　 0.13　 Ｎ－12°－Ｅ
R2 －１区9P 0.23　 0.21　 0.09　 Ｎ－4°－Ｅ
R2 －１区10P 0.26　 0.23　 0.12　 Ｎ－30°－Ｗ
R2 －１区11P 0.20　 0.18　 0.18　 Ｎ－20°－Ｗ
R2 －１区12P 0.32　 0.25　 0.51　 Ｎ－17°－Ｗ
R2 －１区13P 0.49　 0.35　 0.07　 Ｎ－36°－Ｅ
R2 －１区14P 0.22　 0.20　 0.29　 Ｎ－20°－Ｅ
R2 －１区15P 0.27　 0.24　 0.15　 Ｎ－7°－Ｗ
R2 －１区16P 0.30　 0.27　 0.32　 Ｎ－3°－Ｗ
R2 －１区17P 0.27　 0.25　 0.13　 Ｎ－5°－Ｅ
R2 －１区18P 0.22　 0.18　 0.24　 Ｎ－20°－Ｗ
R2 －１区19P 0.20　 0.18　 0.12　 Ｎ－23°－Ｅ
R2 －１区20P 0.66　 0.42　 0.17　 Ｎ－37°－Ｗ
R2 －１区21P 0.50　 0.50　 0.18　 Ｎ－36°－Ｗ
R2 －１区22P 0.61　 0.55　 0.25　 Ｎ－26°－Ｗ
R2 －2区１P 0.24　 0.23　 0.29　 Ｎ－27°－Ｗ
R2 －2区2P 0.17　 0.16　 0.16　 Ｎ－17°－Ｗ
R2 －2区3P 0.20　 0.19　 0.22　 Ｎ－14°－Ｗ
R2 －2区4P 0.15　 0.15　 0.18　 Ｎ－8°－Ｗ
R2 －2区5P 0.23　 0.18　 0.16　 Ｎ－20°－Ｗ
R2 －2区6P 欠番
R2 －2区7P 0.20　 0.18　 0.17　 Ｎ－34°－Ｗ
R2 －2区8P 0.24　 0.22　 0.27　 Ｎ－4°－Ｗ
R2 －2区9P 0.25　 0.23　 0.16　 Ｎ－18°－Ｗ
R2 －2区10P 欠番
R2 －2区11P 0.55　 0.35　 0.18　 Ｎ－35°－Ｅ
R2 －2区12P 0.50　 0.43　 0.16　 Ｎ－30°－Ｗ
R2 －2区13P 0.33　 0.27　 0.90　 Ｎ－25°－Ｅ
R2 －2区14P 0.26　 0.21　 0.20　 Ｎ－43°－Ｗ
R2 －2区15P 0.22　 0.18　 0.28　 Ｎ－44°－Ｅ
R2 －2区16P 0.18　 0.18　 0.22　 Ｎ－23°－Ｗ
R2 －2区17P 0.24　 0.23　 0.12　 Ｎ－15°－Ｗ
R2 －2区18P 0.28　 0.28　 0.15　 Ｎ－6°－Ｗ
R2 －2区19P 0.22　 0.19　 0.23　 Ｎ－43°－Ｅ
R2 －2区20P 0.46　 0.35　 0.27　 Ｎ－43°－Ｅ
R2 －2区21P 0.22　 0.20　 0.24　 Ｎ－45°－Ｅ
R2 －2区22P 0.24　 0.20　 0.19　 Ｎ－9°－Ｗ
R2 －2区23P 0.20　 0.18　 0.22　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －2区24P 0.17　 0.14　 0.17　 Ｎ－23°－Ｅ
R2 －2区25P 0.15　 0.13　 0.24　 Ｎ－10°－Ｅ
R2 －2区26P 0.19　 0.18　 0.16　 Ｎ－4°－Ｗ
R2 －2区27P 0.18　 0.16　 0.15　 Ｎ－7°－Ｗ
R2 －2区28P 0.22　 0.21　 0.20　 Ｎ－8°－Ｗ
R2 －2区29P 0.23　 0.20　 0.11　 Ｎ－3°－Ｗ
R2 －7区１P 0.30　 0.24　 0.32　 Ｎ－4°－Ｗ
R2 －7区2P 0.30　 0.23　 0.14　 Ｎ－0°



柱穴計測一覧表

293

＜綿貫原前遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考

R2 －7区3P 欠番
R2 －7区4P 0.26　 0.18　 0.07　 Ｎ－40°－Ｅ
R2 －7区5P （0.32） 0.27　 0.15　 Ｎ－30°－Ｅ
R2 －7区6P 0.35　 0.28　 0.45　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －7区7P 0.47　 0.46　 0.33　 Ｎ－8°－Ｗ
R2 －7区8P 0.28　 0.27　 0.30　 Ｎ－35°－Ｅ

＜綿貫三反割遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
9区１P 0.23　 0.23　 0.15　 Ｎ－5°－Ｗ
9区2P 0.27　 0.27　 0.23　 Ｎ－30°－Ｅ
9区3P 0.20　 0.18　 0.33　 Ｎ－10°－Ｗ
9区4P 0.26　 0.21　 0.17　 Ｎ－35°－Ｅ
9区5P 0.27　 0.23　 0.23　 Ｎ－28°－Ｅ
9区6P 0.25　 0.20　 0.25　 Ｎ－15°－Ｅ
9区7P 0.24　 0.24　 0.28　 Ｎ－4°－Ｅ
9区8P 0.28　 0.21　 0.24　 Ｎ－17°－Ｗ
9区9P 0.50　 0.48　 0.19　 Ｎ－3°－Ｗ
9区10P （0.74） 0.45　 0.31　 Ｎ－26°－Ｗ
9区11P 0.33　（0.10） 0.13　 Ｎ－2°－Ｗ
9区12P 0.23　 0.18　 0.21　 Ｎ－20°－Ｗ
9区13P 0.31　 0.24　 0.32　 Ｎ－30°－Ｅ
9区14P 0.81　 0.48　 0.25　 Ｎ－3°－Ｅ
9区15P 0.56　 0.49　 0.28　 Ｎ－17°－Ｗ
9区16P 0.31　 0.27　 0.13　 Ｎ－7°－Ｗ
9区17P 0.23　 0.18　 0.21　 Ｎ－40°－Ｅ
9区18P 0.29　 0.28　 0.27　 Ｎ－34°－Ｗ
9区19P 0.48　 0.28　 0.17　 Ｎ－10°－Ｗ
9区20P 0.23　 0.20　 0.17　 Ｎ－5°－Ｗ
9区21P 0.30　 0.28　 0.20　 Ｎ－38°－Ｅ
9区22P 0.39　 0.31　 0.17　 Ｎ－30°－Ｗ
9区23P 0.25　 0.20　 0.45　 Ｎ－4°－Ｅ
9区24P 0.15　 0.09　 0.25　 Ｎ－4°－Ｅ
9区25P 0.35　（0.18） 0.29　 Ｎ－5°－Ｗ
9区26P 0.38　（0.30） 0.28　 Ｎ－10°－Ｗ
9区27P 0.31　 0.25　 0.22　 Ｎ－8°－Ｗ
9区28P 0.31　 0.25　 0.22　 Ｎ－0°
9区29P 0.19　 0.18　 0.33　 Ｎ－8°－Ｗ
9区30P 0.20　 0.13　 0.38　 Ｎ－10°－Ｗ
9区31P 0.28　 0.23　 0.26　 Ｎ－40°－Ｅ
9区32P 0.16　 0.16　 0.15　 Ｎ－10°－Ｗ
9区33P 0.24　 0.21　 0.47　 Ｎ－11°－Ｅ
9区34P 0.20　 0.17　 0.10　 Ｎ－40°－Ｅ
9区35P 0.55　 0.46　 0.13　 Ｎ－23°－Ｗ
9区36P 0.32　 0.28　 0.14　 Ｎ－10°－Ｅ
9区37P 0.48　 0.37　 0.22　 Ｎ－7°－Ｗ
9区38P 0.20　 0.17　 0.19　 Ｎ－11°－Ｗ
9区39P 0.28　 0.25　 0.14　 Ｎ－15°－Ｗ
9区40P 0.36　 0.30　 0.17　 Ｎ－30°－Ｗ
9区41P 0.32　（0.18） 0.21　 Ｎ－0°
9区42P 0.30　（0.15） 0.22　 Ｎ－3°－Ｗ
9区43P 0.33　 0.23　 0.51　 Ｎ－43°－Ｅ
9区44P 0.28　 0.24　 0.43　 Ｎ－21°－Ｗ

R2 －3区１P 0.46　 0.42　 0.20　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －3区2P 0.29　 0.26　 0.21　 Ｎ－28°－Ｅ
R2 －3区3P 0.30　 0.19　 0.13　 Ｎ－4°－Ｗ
R2 －3区4P 0.38　 0.38　 0.17　 Ｎ－38°－Ｅ
R2 －3区5P 0.58　 0.53　 0.20　 Ｎ－33°－Ｅ
R2 －3区6P 0.33　 0.35　 0.17　 Ｎ－2°－Ｅ
R2 －3区7P 0.34　 0.32　 0.19　 Ｎ－40°－Ｗ
R2 －3区8P 0.34　 0.32　 0.39　 Ｎ－30°－Ｗ
R2 －3区9P 0.30　 0.25　 0.30　 Ｎ－25°－Ｅ
R2 －3区10P 0.49　 0.44　 0.14　 Ｎ－6°－Ｅ
R2 －3区11P 0.43　 0.43　 0.16　 Ｎ－20°－Ｅ
R2 －3区12P 0.38　 0.34　 0.27　 Ｎ－43°－Ｅ
R2 －3区13P 0.20　 0.20　 0.22　 Ｎ－28°－Ｅ
R2 －3区14P 0.23　 0.23　 0.29　 Ｎ－42°－Ｗ
R2 －3区15P 0.29　 0.26　 0.32　 Ｎ－40°－Ｅ

＜綿貫三反割遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考

R2 －3区16P 0.28　 0.28　 0.42　 Ｎ－3°－Ｅ
R2 －3区17P 0.25　 0.20　 0.21　 Ｎ－15°－Ｅ
R2 －3区18P 0.24　 0.22　 0.17　 Ｎ－18°－Ｗ
R2 －3区19P 0.25　 0.21　 0.16　 Ｎ－42°－Ｅ
R2 －3区20P 0.18　 0.18　 0.23　 Ｎ－23°－Ｗ
R2 －3区21P 0.29　 0.21　 0.13　 Ｎ－0°
R2 －3区22P 0.31　 0.28　 0.15　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －3区23P 0.24　 0.22　 0.32　 Ｎ－4°－Ｗ
R2 －3区24P 0.34　 0.33　 0.21　 Ｎ－12°－Ｗ
R2 －3区25P 0.23　 0.17　 0.15　 Ｎ－5°－Ｗ
R2 －3区26P 0.31　 0.23　 0.15　 Ｎ－2°－Ｗ
R2 －3区27P 0.30　 0.27　 0.31　 Ｎ－30°－Ｗ
R2 －3区28P 0.52　 0.33　 0.61　 Ｎ－2°－Ｅ
R2 －3区29P 0.24　 0.15　 0.13　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －3区30P 0.26　 0.21　 0.28　 Ｎ－29°－Ｗ
R2 －3区31P 0.28　 0.25　 0.20　 Ｎ－40°－Ｅ
R2 －3区32P 0.30　 0.30　 0.13　 Ｎ－25°－Ｅ
R2 －3区33P 0.18　 0.15　 0.22　 Ｎ－45°－Ｅ
R2 －3区34P 0.24　 0.24　 0.41　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －3区35P 0.35　 0.28　 0.13　 Ｎ－42°－Ｗ
R2 －3区36P 0.33　 0.32　 0.28　 Ｎ－30°－Ｅ
R2 －3区37P 0.22　 0.19　 0.17　 Ｎ－40°－Ｅ
R2 －3区38P 0.24　 0.24　 0.17　 Ｎ－15°－Ｗ
R2 －3区39P 0.25　 0.22　 0.15　 Ｎ－7°－Ｗ
R2 －3区40P 0.22　 0.22　 0.18　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －3区41P 0.32　 0.27　 0.14　 Ｎ－38°－Ｅ
R2 －3区42P 0.25　 0.23　 0.13　 Ｎ－45°－Ｅ
R2 －3区43P 0.32　 0.21　 0.28　 Ｎ－30°－Ｗ
R2 －3区44P 0.19　 0.18　 0.27　 Ｎ－40°－Ｅ
R2 －3区45P 0.16　 0.14　 0.19　 Ｎ－22°－Ｗ
R2 －3区46P 0.30　 0.29　 0.17　 Ｎ－7°－Ｗ
R2 －3区47P 0.26　 0.24　 0.26　 Ｎ－25°－Ｅ
R2 －3区48P 0.32　 0.30　 0.23　 Ｎ－4°－Ｗ

＜綿貫反町遺跡＞
遺構名 長径 短径 深さ 主軸方位 備考
12 －3P 1.30　 0.96　 0.72　 Ｎ－0°

R2 －6区１P 0.28　 0.18　 0.07　 Ｎ－5°－Ｅ
R2 －6区2P 0.25　 0.25　 0.10　 Ｎ－35°－Ｗ
R2 －6区3P 0.30　 0.26　 0.12　 Ｎ－35°－Ｅ
R2 －6区4P 0.28　 0.27　 0.17　 Ｎ－20°－Ｗ
R2 －6区5P 0.29　 0.25　 0.20　 Ｎ－15°－Ｗ
R2 －6区6P 0.24　 0.20　 0.09　 Ｎ－10°－Ｗ
R2 －6区7P 0.24　 0.19　 0.08　 Ｎ－45°－Ｅ
R2 －6区8P 0.33　 0.32　 0.55　 Ｎ－7°－Ｗ
R2 －6区9P 0.39　 0.33　 0.12　 Ｎ－4°－Ｅ
R2 －6区10P 0.29　 0.25　 0.16　 Ｎ－6°－Ｅ
R2 －6区11P 0.49　 0.44　 0.19　 Ｎ－45°－Ｅ
R2 －6区12P 0.25　 0.20　 0.45　 Ｎ－0°
R2 －6区13P 0.30　 0.27　 0.11　 Ｎ－2°－Ｅ
R2 －6区14P 0.42　 0.40　 0.20　 Ｎ－5°－Ｗ
R2 －6区15P 0.54　 0.42　 0.18　 Ｎ－7°－Ｅ
R2 －6区16P 0.30　 0.24　 0.21　 Ｎ－34°－Ｗ
R2 －6区17P 0.41　（0.32） 0.10　 Ｎ－20°－Ｅ
R2 －6区18P 0.47　 0.46　 0.13　 Ｎ－6°－Ｗ
R2 －6区19P 0.44　 0.30　 0.30　 Ｎ－8°－Ｗ
R2 －6区20P 0.35　 0.30　 0.18　 Ｎ－42°－Ｅ
R2 －6区21P 0.51　 0.42　 0.32　 Ｎ－22°－Ｗ
R2 －6区22P 0.56　 0.45　 0.38　 Ｎ－22°－Ｗ
R2 －6区23P 0.76　 0.62　 0.36　 Ｎ－4°－Ｅ
R2 －6区24P 0.48　 0.45　 0.29　 Ｎ－30°－Ｗ
R2 －6区25P 0.42　 0.34　 0.14　 Ｎ－22°－Ｗ
R2 －6区26P 0.38　 0.35　 0.20　 Ｎ－45°－Ｅ
R2 －6区27P 0.42　 0.34　 0.22　 Ｎ－32°－Ｗ
R2 －6区28P 0.18　 0.17　 0.19　 Ｎ－3°－Ｗ
R2 －6区29P 0.17　 0.15　 0.26　 Ｎ－3°－Ｗ
R2 －6区30P 0.26　 0.18　 0.24　 Ｎ－0°
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綿
貫
原
北
遺
跡

区
遺
構

番
号

遺
構
種

中
　
　
　
　
世

近
　
　
　
　
世

近
　
現
　
代

時
　
期
　
不
　
詳

中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

鉢
・
鍋

在
地
系
	

皿

在
地
系
	

器
種

不
詳

瓦
中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産

磁
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

焙
烙
・

鍋

在
地
系
	

皿
在
地
系
	

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
十
能
瓦

ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

１
１

竪
穴
建
物

1
2

１
2

竪
穴
建
物

2
10

1
2

１
2

竪
穴
建
物
、

床
下
土
坑

1
6

１
3

土
坑

1
23

１
9

土
坑

13
45

１
12

土
坑

1
16

１
2

溝
1

17
１

１
井
戸

1
11

１
遺
構
外

2
5

4
61

2
28

5
32

31
02

1
97

2
66

計
2

5 　
9

96
　

2
28
　

1
16
　

84
02
　

31
02
　

1
97
　

3
77
　

綿
貫
原
遺
跡

区
遺
構

番
号

遺
構
種

中
　
　
　
　
世

近
　
　
　
　
世

近
　
現
　
代

時
　
期
　
不
　
詳

中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

鉢
・
鍋

在
地
系
	

皿

在
地
系
	

器
種

不
詳

瓦
中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産

磁
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

焙
烙
・

鍋

在
地
系
	

皿
在
地
系
	

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
十
能
瓦

ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

2
１

溝
1

1
2

2
溝

1
10

2
遺
構
外

4
35

11
23

4
18

3
3

溝
5

45
8

25
63
3

12
66

1
10

1
14

1
5

3
4

溝
1

22
3

１
井
戸

1
40

3
16
9

1
8

1
2

21
42
4

22
05

8
19
9

3
45

3
2

井
戸

1
28

5
12

8
12
9

16
33
6

33
34

1
40

3
遺
構
外

1
38

26
64
6

9
55

5
17

9
14
3

11
00

6
49

1
16

6
33

3
１

土
坑

1
85

4
１

土
坑

1
26

4
3

土
坑

2
52

4
9

土
坑

4
28

1
2

4
１

溝
4

11
9

4
3

溝
1

40
4

１
井
戸

4
74

1
11

2
23

4
2

井
戸

1
2

1
1

2
85

4
１

火
葬
土
坑

1
15

4
遺
構
外

8
19
7

2
19

1
5

1
11

2
5

3
12
4

5
１

溝
81

81
24

89
5

11
19

20
64
3

3
77

21
65

24
95
8

5
4

溝
1

28
5

11
土
坑

1
20
6

5
5

溝
13

17
6

31
10
35

2
67

7
16
4

1
31

41
16

5
遺
構
外

1
14

5
44

2
14

6
１

溝
1

49
10

80
9

2
6

8
61

3
75

1
3

6
2

溝
4

30
6

9
29
1

3
23

1
11

3
71

1
10

6
3

溝
2

82
6

4
溝

8
29
5

9
60

21
28
9

10
43
2

1
16

11
97

6
6

溝
3

35
1

5
6

7
溝

2
78

18
58
7

18
23
6

20
69
1

13
36
3

14
29
7

11
04

6
8

溝
14

41
5

1
15



綿
貫
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区
遺
構

番
号

遺
構
種

中
　
　
　
　
世

近
　
　
　
　
世

近
　
現
　
代

時
　
期
　
不
　
詳

中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

鉢
・
鍋

在
地
系
	

皿

在
地
系
	

器
種

不
詳

瓦
中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産

磁
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

焙
烙
・

鍋

在
地
系
	

皿
在
地
系
	

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
十
能
瓦

ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

6
5

土
坑

3
38
7

2
91

3
16
9

6
12

土
坑

1
15

2
5

6
14

土
坑

1
54

1
25

6
１

井
戸

3
83

6
2

井
戸

7
27
6

6
3

井
戸

3
51

1
10

6
１

水
田
№
1

1
11

6
36

柱
穴

1
15

6
12
3柱

穴
1

6
6

13
0柱

穴
1

8
6

18
3柱

穴
1

14
6

遺
構
外

1
10
4

8
19
9

16
14
9

38
72
8

15
34
0

1
24

14
15
7

13
12
0

7
遺
構
外

2
17

3
18

7
19
0

1
10

83
64

21
55

1
24

1
5

計
20

16
94

16
5
52
31

25
16
2

86
92
62

14
48
81

85
04

10
1
27
82

1
24

44
57

55
98
7

73
95

51
40

59
15
27

43
46

綿
貫
原
前
遺
跡

区
遺
構

番
号

遺
構
種

中
　
　
　
　
世

近
　
　
　
　
世

近
　
現
　
代

時
　
期
　
不
　
詳

中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

鉢
・
鍋

在
地
系
	

皿

在
地
系
	

器
種

不
詳

瓦
中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産

磁
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

焙
烙
・

鍋

在
地
系
	

皿
在
地
系
	

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
十
能
瓦

ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

8
3

溝
1

53
8

遺
構
外

1
67

1
1

5
25
6

2
20

9
１

井
戸

1
2

1
1

9
遺
構
外

1
14

9
近
現
代
溝

1
84

R2
-1

遺
構
外

1
13

8
19
4

2
35

41
66

11
20

1
3

R2
-2

3
溝

1
5

R2
-2

１
墳
周
溝

1
55

34
35

3
32

R2
-7

遺
構
外

1
7

6
64

13
43

1
16

2
18

計
1

2　
1

67
　

3
21
　 2

2
58
8　

2
35
　

21
72
8　

4
48
　

11
20
　

1
53
　

6
42
　

綿
貫
三
反
割
遺
跡

区
遺
構

番
号

遺
構
種

中
　
　
　
　
世

近
　
　
　
　
世

近
　
現
　
代

時
　
期
　
不
　
詳

中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

鉢
・
鍋

在
地
系
	

皿

在
地
系
	

器
種

不
詳

瓦
中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産

磁
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

焙
烙
・

鍋

在
地
系
	

皿
在
地
系
	

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
十
能
瓦

ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

10
遺
構
外

3
21

11
19

計
3

21
11

19
綿
貫
反
町
遺
跡

区
遺
構

番
号

遺
構
種

中
　
　
　
　
世

近
　
　
　
　
世

近
　
現
　
代

時
　
期
　
不
　
詳

中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

鉢
・
鍋

在
地
系
	

皿

在
地
系
	

器
種

不
詳

瓦
中
国

磁
器

中
国

陶
器

国
産

磁
器

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系
	

焙
烙
・

鍋

在
地
系
	

皿
在
地
系
	

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
十
能
瓦

ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重
量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
重 量

点 数
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新旧遺構一覧表
遺跡名 旧遺構名称 新遺構名称

綿貫原北遺跡 １区18号土坑 １区63P

１区19号土坑 １区64P

１区23号土坑 １区65P

綿貫原遺跡 2区5号土坑 2－23P

2区6号土坑 １号掘立柱建物

2区7号土坑 １号掘立柱建物

6区14号土坑 6区8号井戸

6区5号土坑 6区9号井戸

2区25P １号掘立柱建物

2区26P １号掘立柱建物

綿貫原前遺跡 8区4号溝 8区１号古墳周堀

R2－2区１号墳 8区１号古墳周堀

R2－7区１号溝 R2－7区１号墳

綿貫三反割遺跡 9区１号溝 9区１号竪穴建物周溝

9区3号溝 9区１号竪穴建物周溝

R2－3区6号土坑 R2－3区１号井戸

綿貫反町遺跡 12区１号溝 12区１号墳

12区１号竪穴建物 12区１号竪穴状遺構

12区5号竪穴建物 12区2号竪穴状遺構

欠番とした遺構名称

綿貫原北遺跡 １区8号溝

１区18・19・23号土坑

１区9・10・30・50・51P

綿貫原遺跡 2区2号竪穴建物

2区3号溝

2区5・6・7号土坑

4区5・8・10・17・21号土坑

6区１・5・14・16・17号土坑

2区7・11・12・13・15・20・25・26P

3区9P

4区43・44・45・46・60・61・96・99・104・108・109・122・149P

5区9・11P

6区23・52・78・86・87・88・93・94・97・100・110・125・167・177P

綿貫原前遺跡 R2－2区１号土坑

R2－１区１・7P

R2－2区6・10P

R2－7区3P

綿貫三反割遺跡 R2－3区6・9号土坑

綿貫反町遺跡 なし
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